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:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
コ
一
木
栄
;
:
:
(
引
〉

ぬ
、
同
志
社
病
院
を
中
心
と
し
た
医
療

・
医
育
制
度

:
-
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
柴
田
幸
雄

・
字
賀
因
み
や
子

・
五
味
照
子

・

津
田
弘
子

・
中
井
啓
子
:
:
:
(
問
〉

ω、
戦
前
の
わ
が
国
の
看
護
婦
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
・
・
:
・
:
・
:
長
門
谷
洋
治
:
:
:
(
伺
〉

位
、
病
院
の
歴
史
(
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
〉
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
:
・
:
・
:
・
・
:
・

-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
小
沢
吉
見
・
・
・
(
巾
む

位
、
尿
検
査
の
歴
史
と
臨
床
教
育
:
:
:
・
・
:
・
・

:
j
i
-
-
・・

:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
--・
:
:
寺
畑
喜
朔
:
:
:
(
拘
〉

必
、
明
治
時
代
の
産
業
医
局
E-------
---
-------------------------------------
-----
------
---
---
---
---
---------
---
-
三

浦

豊

彦

:
:
:
(
m
)

“
、
金
沢
市
立
図
舎
館
所
蔵
の
「
産
科
六
器
」
に
つ
い
て

:
:
:
j
i
-
-
:
・:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-:
杉

立

義

一

:
:
:
(
印
)

必
、
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
伝
搬
に
関
す
る
一
考
察
|

|
と
く
に
最
初
の
一
一一
日
間

について:-------------------------------------
-----------------------------・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:::松

瀬山形木

f孜

一
・
:
:
(
加
)

沃
・
・
:
(
白
〉

旦・・・・・・(町
ω
〉

泰五

( 3 ) 

明

知
・
・
・
・
・
・
(
以
)
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日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
三
巻

第
二
号

・
昭
和
五
十
二
年
四
月

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
六
日
受
付
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特
別
講
演内

藤
記
念
く
す
り
博
物
館
に
つ
い
て

青

木

允

夫

第
七
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
の
会
場
に
、
岐
阜
県
羽
島
郡
川
島
町
の
「
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
」
が
選
ば
れ
、
当
日
こ

の
博
物
館
を

ご
紹
介
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

× 

× 

( 4 ) 

欧
米
先
進
国
に
は
総
合
的
な
薬
の
博
物
館
が
多
く
あ
り
、
薬
学
薬
業
の
文
化
的
遺
産
が
保
存
さ
れ
、
そ
の
発
展
の
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
反
し
、
わ
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
博
物
館
は
皆
無
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
関
係
資
料
や
図
書
は
ま
す
ま
す
散
逸
し
、
後
世
に
悔
を
残

す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
憂
い
、
内
藤
記
念
科
学
振
興
財
団
で
は
そ
の
事
実
の
一
つ
と
し
て
、
く
す
り
資
料
館
の
設
立
を
企
画
し
た
。

日
本
医
史
学
会
の
諸
先
生
は
じ
め
多
く
の
方
が
た
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
昭
和
四
十
六
年
六
月
開
館
、
広

こ
の
企
画
に
対
し
、

く
一
般
に
公
開
し
た
の
で
あ
る
(
昭
和
五
十
二
年
博
物
館
と
改
称
〉
。

開
館
以
来
六
年
を
経
過
し
た
現
在
、
資
料
点
数
は
約
五
千
五
百
点
、
蔵
書
数
は
約
一
万
四
千
冊
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
当
館
で
購
入
し
た
も
の
、
寄
贈
を
受
け
た
も
の
の
ほ
か
、
保
管
を
委
託
さ
れ
た
も
の
な
ど
で
、
も
と
よ
り
医
、
薬
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
も
の
が
多
い
。

ま
と
ま
っ
て
い
る
一
連
の
資
料
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。



ペ
ニ
シ
リ
ン
(
碧
素
〉
開
発
関
係
資
料

わ
が
国
の
ベ
ニ
シ
リ
γ
開
発
研
究
は
昭
和
十
八
年
か
ら
陸
軍
軍
医
学
校
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

そ
れ
を
担
当
し
た
稲
垣
克
彦
軍
医
少
佐
(
現

東
京
警
察
病
院
)
の
膨
大
な
フ
ァ
イ
ル
を
収
蔵
し
て
い
る
。

医
薬
農
工
理
な
ど
の
権
威
者
に
よ
る
委
員
会
の
記
録
、
北
支
野
戦
病
院
で
の
碧
素
製
造
報
告
、

っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
開
発
の
経
過
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

ペ
ニ
シ
リ
ン
を
碧
素
と
改
名
し
た
記
録
も
入

富
山
売
薬
関
係
資
料

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
資
料
、
約
四
百
点
が
あ
る
。
悲
場
帳
売
買
、
当
時
の
行
商
制
度
、
売
薬
規
則
制
定
に
伴
う
業
界
な
ど
興
味
深
い

資
粍
か
多
い
。

計
量
機
器
類

な
お
資
料
に
つ
い
て
は
現
在
、
分
類
基
準
を
作
成
中
で
、
近
い
う
ち
に
目
録
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

( 5 ) 

医
薬
関
係
者
が
使
っ
た
秤
、
容
量
器
な
ど
約
六
百
点
を
収
蔵
し
て
お
り
、
医
薬
関
係
者
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

× 

× 

収
蔵
図
書
約
一
万
四
千
冊
の
母
体
を
な
す
も
の
は
、
故
清
水
藤
太
郎
先
生
(
東
邦
大
学
名
誉
教
授
〉
か
ら
ど
寄
贈
い
た
だ
い
た
「
平
安
堂
文

庫
」
約
六
千
冊
で
あ
る
。

平
安
堂
文
庫
は
、
医
薬
史
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
史
書
、
薬
局
方
、
薬
剤
学
、
和
漢
方
(
薬
〉
古
書
、
生
薬
、
本
草
書
な
ど
で
、

今
日
で
は
入

手
不
可
能
な
も
の
が
多
い
。

さ
ら
に
、
故
緒
方
知
三
郎
先
生
〈
日
本
大
学
名
響
教
授
〉
か
ら
は
、

「
緒
方
長
寿
文
庫
」
約
二
百
冊
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
。

緒
方
長
寿
文
庫
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
長
寿
、
養
生
衛
生
に
関
す
る
古
蓄
が
中
心
で
あ
る
。

こ
れ
ら
図
書
の
う
ち
和
文
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
春
、
目
録
を
刊
行
し
た
。
欧
文
の
も
の
に
つ
い
て
は
現
在
整
理
中
で
、
来
春
に
は
刊
行
で
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き
る
予
定
で
あ
る
。
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な
お
、
当
館
に
は
付
帯
施
設
と
し
て
、
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
薬
用
植
物
園
、
温
室
〈
熱
帯
の
薬
用
植
物
を
栽
培
〉
が
あ
り
、

指
導
解
説
も

行

っ
て
い
る
。

× 

× 

医
史
学
会
総
会
の
席
上
、
次
の
資
料
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
い
。

薬

箱
桓
武
天
皇
下
賜
と
い
わ
れ
る
薬
箱

シ

l
ボ
ル

ト
所
持
と
い
わ
れ
る
薬
箱

尾
張
藩
医
、
藤
浪
万
徳
の
薬
箱

漢
方
医
の
薬
箱

洋
方
医
の
薬
箱

韓
国
の
百
味
タ
ン
ス

回
転
式
百
味
タ

ン
ス

な
ど

医
学
関
係
資
料

宮
崎
或
解
剖
図

華
岡
塾
の
手
術
図
、
手
術
具

小
笠
原
流
産
故
実
伝
書

賀
川
流
許
可
書

山
口
流
滴
伝
鏡

な
ど

( 6 ) 

疫
病
関
係
資
料

麻
疹
能
毒
養
生
弁

麻
疹
能
毒
合
戦
図

は
し
か
絵

虎
列
刺
消
毒
法
概
略

こ
れ
ら
予
防
の
う
た

流
行
虎
列
刺
予
防
の
心

得

抱
清
ま
じ
な
ひ

牛
痘
論
歌

種
痘
施
行
御
願

ベ
ス
ト
検
疫
須
知

な
ど

看
板
、
引
札
、
錦
絵
広
告

袋
看
板

ウ
ル
ユ
ス
の
看
板

宝
丹
の
看
板

両
役
見
立
競
べ

千
金
丹
の
引
札

な
ど

製

丸

器

板
丸
式
製
丸
器

ハ
ラ
丸
式
製
丸
器

扇
形
製
丸
器

な
ど

見
立
番
付

名
方
鑑

倭
唐
薬
種
一
覧

日
本
国
中
妙
薬
競

病
薬
道
戯
競

(
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
館
長
〉



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
三
巻

第

二
号

・
昭
和
五
十
二
年
四
月

昭
和
五
十
二
年
二
月
八
日
受
付

特
別
講
演わ

が

国

の

薬

師

信

仰

中

沢

修

無
病
息
災
で
か
つ
長
寿
を
保
ち
た
い
と
の
願
望
は
、
人
類
共
通
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
紀
元
前
五
世
紀
、
釈
迦
が
唱
え
た
仏
教
の
根
本
と
な
る

思
想
も
、
人
聞
が
生
病
老
死
〈
四
苦
〉
か
ら
の
解
脱
を
求
め
ん
と
す
る
極
め
て
現
実
的
な
願
い
に
発
し
て
い
る
。

仏
教
の
医
学
史
的
研
究
は
夫

々
の
専
門
分
野
か
ら
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
来
た
が
、
私
は
医
の
仏
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
来
た
薬
師
如
来
、
特
に
庶
民
の
素
朴
な
民
間
信
伸
の一

端
と
し
て
の
薬
師
信
仰
に
重
点
を
置
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
仏
教
の
伝
来
と
薬
師
信
仰
の
発
展

日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、

宣
化
天
皇
三
年
(
五
三
人
〉
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
の
寛
容
的
な
精
神
構
造
は
若
干
の
曲
折
は
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
仏
教
思
想
を
採
り
入
れ
る
の
に
大
き
な
抵
抗
を
み
せ
な
か
っ
た
。
古
代
か
ら
の
神
道
、
或
い
に
民
間
信
仰
と
も
う
ま
く
混
合
し

て
、
次
第
に
貴
族
階
級
に
も
庶
民
社
会
に
も
穆
透
し
て
い
っ
た
。
特
に
現
世
利
益
を
説
く
薬
師
信
仰
は
仏
教
の
普
及
に
大
き
な
役
割

を
果

し

た
。
薬
師
本
願
功
徳
経
の
十
二
大
願
の
内
に
は
、
衆
病
悉
除
を
一
大
願
と
し
て
挙
げ
、
具
体
的
に
病
気
の
名
を
か
か
げ
、

若
し
我
が
名

(薬
師

如
来
)
を
聞
き
信
ん
ず
る
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
病
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る

(
薬
師
瑞
応
伝
〉
。

か
よ
う
に
具
体
的
に
利
益
を
説
く
薬
師
如
来
が
昔
の
人
達
の
心
を
掴
え
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
薬
師
如
来
の
仏
像
を
杷
り
精
神
的
肉
体
的

( 7 ) 133 



苦
痛
を
と
い
て
ほ
し
い
と
祈
る
人
々
の
姿
は
切
実
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
教
伝
来
当
初
の
寺
院
の
本
尊
は
殆
ん
ど
が
薬
師
如
来
で
あ
る
。
法

134 

隆
寺
、

法
輪
寺
を
始
め
と
し
て
、

天
武
天
皇
が
皇
后
(
後
の
持
統
天
皇
〉
の
病
気
平
癒
を
祈
り
、

当
時
の
都
藤
原
京
の
近
く
に
薬
師
如
来
を
杷

っ
た
寺
を
建
立
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、

奈
良
遷
都
と
と
も
に
現
在
地
(
商
ノ
京
〉
に
薬
師
寺
が
建
ら
れ
、

従
来
の
寺
は
本
薬
師
寺
と
呼

ば
れ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
そ
の
史
跡
は
保
存
さ
れ
昔
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

一
方
薬
師
寺
は
朝
廷
の
手
厚
い

保
護
を
う
け
て
来
た
が
、

一
五
二
八
年
戦
火
に
遭
い
、

一
六

O
O
年
来
、
本
尊
は
仮
の
金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
昨
一
九
七
六
年
、
念
願
の

経
写
経
と
い
う
大
衆
の
奉
仕
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

日
光
月
光
両
菩
薩
と
も
ど
も
金
堂
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
再
建
に
は
百
万
巻
に
及
ぶ
般
若
心

光
明
皇
后
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
(
七
四
七
年
)
新
薬
師

金
堂
が
再
建
さ
れ
て
薬
師
如
来
、

寺
は
、
聖
武
天
皇
の
病
気
平
癒
祈
願
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
度
重
な
る
災
害
で
、
現
在
は
本
堂
の
み
を
残
す
に
と
ど
ま
る
が
、
徳
川

時
代
特
に
家
康
の
薬
師
如
来
に
対
す
る
厚
い
信
仰
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
た
。
特
に
耳
・
眼
の
病
に
霊
験
あ
る
と
い
う
。
橿
原
神
宮
に
近
い
久

米
寺
は
、
聖
徳
太
子
の
弟
来
目
皇
子
が
幼
少
時
眼
病
を
患
っ
た
と
き
薬
師
如
来
に
願
い
を
こ
め
た
と
こ
ろ
、
忽
ち
そ
の
病
が
治
っ
た
の
で
、
ヤ」

( 8 ) 

の
地
に
薬
師
如
来
を
杷
り
寺
院
を
建
て
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
更
に
久
米
の
仙
人
に
も
ゆ
か
り
が
あ
り
、
仙
人
が
大
衆
の
中
風
と
下
の
病
を

除
こ
う
と
、
薬
師
如
来
に
祈
り
竹
の
箸
を
作
り
、
こ
れ
を
用
う
る
人
は
病
か
ら
逃
が
れ
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
久
米
寺
で
は
今
で
も
中
風
除
け
の

箸
が
売
ら
れ
庶
民
の
評
判
を
得
て
い
る
。

七
四
一
年
、
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
各
国
々
に
国
分
寺
国
分
尼
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
中
央
政
府
の
威
信
の
程
を
示
す
画
期
的
な
事
業
で
あ

っ
た
。
し
か
し
地
方
の
人
々
が
果
し
て
如
何
な
る
反
応
を
示
し
た
か
は
分
ら
な
い
。
現
在
分
っ
て
い
る
四
七
の
国
分
寺
の
中
で
薬
師
如
来
を
本

尊
と
す
る
寺
は
三
二
に
及
び
薬
師
如
来
を
中
心
に
し
た
信
仰
行
事
が
連
綿
と
し
て
つ
づ
い
て
い
る
陸
奥
国
分
寺
、
信
濃
国
分
寺
を
始
め
佐
渡
、

飛
騨
、
武
蔵
、
土
佐
の
国
分
寺
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

平
安
時
代
(
七
八
一
ー
ー
二
九

O
〉
に
入
り
仏
教
は
次
第
に
密
教
的
な
色
彩
を
強
め
て
来
た
。
空
海
最
澄
な
ど
の
名
僧
に
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
院

の
本
尊
、
例
え
ば
東
寺
、
神
護
寺
、
延
暦
寺
な
ど
す
べ
て
薬
師
如
来
で
あ
る
。
密
教
が
隆
盛
を
極
め
た
主
因
は
、
貴
族
階
級
の
積
極
的
な
支
援



に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
が
、
庶
民
の
素
朴
な
信
仰
心
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

更
に
鎌
倉
時
代
(
十
二

世
紀
末
J
二
三
二
三
)
に
入
つ
て
は
、
頼
朝
を
は
じ
め
武
将
の
薬
師
如
来
へ
の
帰
依
は
大
き
く
、
鎌
倉
を
始
め
関
東
で
は
そ
れ
に
因
む
寺
院
史
跡

が
多
い
。

二
、
庶
民
と
薬
師
信
仰

福
井
康
順
氏
は
「
万
葉
の
昔
、
天
平
の
御
代
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
は
、
歌
に
よ
む
ほ
ど
に
仏
教
を
信
仰
し
て
い
な
い
し、

ま
た
阻
暢

も
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
そ
び
ゆ
る
法
隆
寺
や
薬
師
寺
の
塔
な
ど
を
眺
め
て
い
た
の
み
で
あ
り
、
金
色
さ
ん
ら
ん
た
る
仏
様
を
た
だ
見
て

い
る
だ
け
で
、
彼
ら
に
は
歌
と
す
る
ま
で
の
信
仰
は
生
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
説
く
学
者
の
意
見
に
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
反
論
さ

れ
て
い
る
。
紙
面
の
都
合
で
詳
し
く
は
紹
介
で
き
ぬ
が
、
私
も
全
く
同
感
で
あ
る
。
庶
民
は
庶
民
な
り
に
よ
く
仏
教
を
理
解
し
と
り
入
れ
る
の

に
苔
で
な
か
っ
た
と
思
う
。
山
川
草
木
す
べ
て
に
神
が
宿
る
と
す
る
我
が
国
古
来
の
信
仰
心
は
、
仏
教
で
説
く
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
思
想
と

( 9 ) 

相
通
ず
る
も
の
あ
り
、
そ
こ
に
本
地
垂
迩
説
の
生
れ
る
理
由
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
末
世
思
想
(
阿
弥
陀
信
仰
〉
が
ひ
ろ
ま
っ
て
来
た
。
現
世
の
空
し
さ
に
み
き
り
を
つ
け
た
厭
世
思
想
で
あ
る
。

然
し
こ
の
世
に
あ
っ
て
病
を
救
い
給
う
薬
師
如
来
へ
の
信
仰
は
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
中
野
玄
三
氏
は
貴
族
社
会
に
お
け
る
薬
師
信
仰
に
つ

い
て
、
第
一
期
を
法
隆
寺
金
堂
や
薬
師
寺
の
三
尊
の
如
く
貴
族
の
病
気
快
復
を
祈
願
す
る
仏
と
し
て
崇
め
た
時
代
、
第
二
期
は
新
薬
師
寺
の
建

立
が
聖
武
天
皇
の
病
を
無
実
の
罪
に
よ
り
非
業
の
死
を
と
げ
た
貴
族
の
怨
霊
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
鎮
魂
を
す
る
た
め
と
す
る
時
代
、
第
三

期
は
も
の
の
け
の
調
伏
を
不
動
尊
を
は
じ
め
と
す
る
明
王
部
に
ゆ
だ
ね
、
再
び
第
一
期
の
信
仰
に
近
い
も
の
に
戻
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
然
し

庶
民
に
あ
っ
て
は
衆
病
悉
除
、

諸
根
完
具
を
求
め
る
極
め
て
現
実
的
な
信
仰
に
終
始
し
て
来
た
と
い
っ
て
よ
い
。

薬
師
寺
の
花
会
式
(
修
二

会
〉
に
は
十
種
類
の
花
を
仏
前
に
供
え
悔
過
法
要
を
行
う
が
、

大
衆
の
参
加
が
な
く
て
は
行
な
え
な
か
っ
た
仏
事
で
あ
る
。
日
野
法
界
寺
の
修

正
会
は
、

正
月
十
六
日
の
寒
中
に
新
た
な
年
の
健
康
を
祈
る
薬
師
悔
過
法
が
厳
か
に
行
な
わ
れ
る
が
、
薬
師
堂
で
は
十
数
人
の
僧
尼
が
読
経
を
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大
衆
は
裸
で
水
垢
離
を
し
た
の
ち
牛
玉
串
を
奪
い
合
う

と
い
う
。
な
お
日
野
薬
師
は
安
産
授
乳
に
霊
験
あ
ら
た
か
と
て
今
で
も
堂
前
に
は
涯
が
け
が
供
え
ら
れ
て
い
る
風
景
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

京
都
の
七
仏
薬
師
、
十
二
薬
師
を
始
め
、
都
に
は
貴
族
庶
民
何
れ
に
も
親
し
ま
れ
て
来
た
薬
師
堂
が
沢
山
残
っ
て
い
る
。
地
名
に
ま
で
な
っ

て
い
る
蛸
薬
師
、
因
幡
薬
師
、
不
来
乎
薬
師
な
ど
現
在
で
も
病
に
悩
む
人
達
の
供
花
供
物
は
あ
と
を
断
た
な
い
。

し
、
衆
僧
は
薬
師
如
来
の
御
分
霊
と
し
て
の
牛
宝
宝
印
(
牛
玉
串
〉
を
仏
前
に
供
え
、

日
本
三
大
薬
師
は
、
峯
の
薬
師
J
鳳
来
寺
(
愛
知
)
の
他
に
、

米
山
薬
師
(
新
潟
)
、

法
務
十
岳
薬
師
(
宮
崎
〉
を
挙
げ
る
人
が
あ
る
が
、

他
日
向
薬
師
(
神
奈
川
)
、

阿
闘
井
〈
赤
井
〉
薬
師
(
福
島
)
、

柴
折
薬
師
(
高
知
〉
を
挙
げ
る
人
も
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
な

一
畑
薬
師
(
島
根
〉
、

い
が
、
何
れ
も
広
い
範
囲
に
至
り
薬
師
信
仰
の
中
心
と
さ
れ
て
来
た
。
米
山
講
一
畑
講
な
ど
が
あ
る
。
江
戸
で
は
高
田
薬
師
、
等
身
薬
師
、
七

仏
薬
師
、
天
神
薬
師
、
虎
薬
師
、
子
易
薬
師
、
蛸
薬
師
、
多
門
薬
師
、
旭
薬
師
、
茅
場
薬
師
な
ど
多
数
の
薬
師
が
あ
っ
て
、
朝
観
音
タ
薬
師
と

て
薬
師
詣
り
は
夕
方
す
る
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
(
タ
薬
師
、
涼
し
き
風
の
誓
ひ
か
な

其
角
〉
。

関
東
の
四
大
薬
師
と
し
て
は
、
新
井
薬
師
(
東
京
)
、
高
尾
山
薬
王
院
(
東
京
)
、
峯
の
薬
師
(
神
奈
川
〉
、

日
向
薬
師
(
神
奈
川
〉
が
あ
り
、

城
の
三
薬
師
(
波
立
、
八
茎
、
関
加
弁
)
、
遠
州
の
四
十
九
薬
師
、
三
河
の
五
薬
師
、
辻
薬
師
(
鎌
倉
)
、
人
肌
薬
師
(
福
島
〉
、
笑
薬
師
(
日
光
〉
、

ち
ま
薬
師
〈
名
古
屋
)
、

詑
薬
師
(
名
古
屋
)
、

楊
子
薬
師
(
熊
野
)
等
々
全
国
に
は
数
多
く
の
薬
師
如
来
が
ま
し
ま
し
、
土
穴
々
庶
民
に
親
し
ま
れ

て
来
た
。
四
国
八
十
八
ケ
所
で
も
本
尊
を
薬
師
如
来
と
す
る
と
こ
ろ
は
多
数
あ
り
、
現
世
利
益
を
説
く
如
来
へ
の
庶
民
の
帰
依
の
深
さ
を
示
し

て
い
る
。

、
薬
師
如
来
と
水

人
間
の
健
康
保
持
の
た
め
良
い
水
を
得
る
こ
と
は
誠
に
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
武
尊
の
伝
説
に
由
来
す
る
醒
ケ
井
、
養
老
の
滝
、
全

上
醍
醐
寺
の
醍
醐
水
、
熱
田
神
宮
の
世
様
神
事
ま
で
枚
挙
に
い
と
ま

国
処
々
に
あ
る
弘
法
水
の
伝
説
、

二
月
堂
の
お
水
取
(
東
大
寺
修
二
会
〉
、

な
い
。
特
に
薬
師
如
来
と
水
と
の
関
係
は
深
い
。
京
都
の
水
薬
師
は
こ
こ
か
ら
湧
く
霊
水
で
熱
病
に
苦
し
め
ら
れ
た
平
清
盛
を
治
療
し
た
と
の
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伝
説
が
あ
る
。

一
畑
薬
師
で
は
山
頂
近
く
か
ら
湧
く
清
水
を
埋
に
つ
め
て
眼
病
に
悩
む
人
達
に
分
け
て
い
る
。

油
山
寺
(
袋
井
市
)
で
は
夏
で

も
枯
渇
す
る
こ
と
の
な
い
清
水
が
あ
り
同
じ
く
限
病
に
効
く
と
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

も
同
様
の
風
習
が
あ
る
。

水
体
薬
師
の
名
で
知
ら
れ
た
真
福
寺
〈
岡
崎
市
)
に

杉
薬
師
(
古
川
市
)
で
は
、

年
の
数
だ
け
「
ツ
プ
」
を
み
た
ら
し
の
池
に
入
れ
て
限
病
の
平
癒
を
祈
り
、

又
池
の
清
水
を
い
た
だ
い
て
薬
に

し
て
い
た
と
い
う
。
薬
師
如
来
像
は
奈
良
時
代
中
期
以
降
、
左
手
に
薬
査
を
持
ち
給
う
姿
が
普
通
と
な
っ
た
が
、
そ
の
薬
査
の
中
に
は
甘
露

(〉

S
R
S〉
と
い
う
不
老
不
死
の
飲
物
が
入
っ
て
い
る
と
さ
れ
、

薬
師
如
来
の
い
わ
ば
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

横
蔵
寺
ハ
岐
阜
県
)
の
本

尊
薬
師
如
来
は
、
比
叡
山
根
本
中
堂
に
移
さ
れ
京
都
か
ら
は
替
り
の
如
来
が
移
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
の
あ
る
名
刺
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
薬
壷
の

形
を
し
た
鈴
|
医
玉
鈴
が
売
ら
れ
て
い
る
。

四
、
山
岳
仏
教
と
薬
師
信
仰

( 11 ) 

密
教
寺
院
は
都
塵
か
ら
離
れ
次
第
に
山
岳
仏
教
的
色
彩
を
濃
く
す
る
と
と
も
に
、
薬
師
如
来
も
山
深
く
和
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
秘

仏
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ
た
。
比
叡
山
、
高
野
山
、
神
護
寺
、
鳳
来
寺
山
、
米
山
薬
師
を
始
め
、
柴
折
、
法
華
岳
、
粟
、
赤
井
、

一
畑
な

ど
の
薬
師
、
高
尾
山
薬
王
院
、
山
寺
、
葉
山
、
医
王
山
、
枕
木
山
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
病
人
が
不
自
由
な
体
を
お
し
て
ど
う
し
て
か
く
も

山
深
い
寺
々
に
参
詣
し
た
の
か
、

一
寸
奇
異
な
感
を
受
け
る
が
、
卒
直
に
い
っ
て
信
仰
心
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
更

に
は
岩
手
山
、
大
平
山
、
富
士
山
、
伊
吹
山
、
薬
師
岳
な
ど
の
高
山
に
す
ら
、
か
つ
て
薬
師
如
来
が
問
ら
れ
て
い
た
が
、
或
い
は
現
在
で
も
杷

ら
れ
て
い
る
事
実
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

二
九
二
六
米
の
高
さ
の
薬
師
岳
(
富
山
県
)
山
頂
の
薬
師
堂
に
は
、

麓
の
有
峯
部
落
か
ら
毎

年
旧
の
六
月
十
五
日
に
な
る
と
十
五
歳
J
六
十
歳
の
男
子
全
員
が
こ
の
岳
の
薬
師
詣
り
を
果
し
た
と
い
う
。
有
峯
の
部
落
を
午
前
三
時
に
た
ち

頂
上
に
十
時
頃
つ
く
。
途
中
三
度
ミ
ソ
ギ
を
し
て
山
頂
附
近
は
素
足
で
登
っ
た
。
山
頂
の
薬
師
如
来
に
我
が
身
、
家
族
、
部
落
の
人
達
の
息
災

を
祈
念
し
た
と
い
う
。
文
米
山
薬
師
(
九
九
三
米
)
で
は
麓
柏
崎
市
の
或
る
部
落
で
六
月
の
山
開
き
に
あ
た
り
、

代
表
者
が
米
山
に
登
り
当
帰
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と
お
礼
と
一
握
り
の
土
を
持
ち
、
全
戸
へ
二
枚
づ
っ
お
札
を
配
っ
た
。

一
枚
は
神
棚
へ
、
他
は
当
帰
と
と
も
に
竹
竿
の
先
に
挟
ん
で
我
が
回
に

供
え
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
と
い
う
。
善
水
寺
(
滋
賀
県
)
の
薬
師
如
来
の
胎
内
に
は
沢
山
の
籾
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
て
、

土
地
の
人
の
豊
穣
祈

念
の
仏
像
で
あ
っ
た
。
薬
師
信
仰
が
身
心
の
健
康
の
み
な
ら
ず
豊
作
を
か
な
え
て
も
ら
え
る
仏
と
し
て
ま
で
尊
敬
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
峯
の
薬

師
鳳
来
寺
山
々
腹
の
鏡
岩
の
絶
壁
に
は
沢
山
の
小
洞
穴
が
あ
り
こ
こ
に
は
多
数
の
人
骨
と
と
も
に
鎌
倉
室
町
江
戸
期
の
鏡
が
納
め
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。

五
、
街
道
と
薬
師
信
仰

狭
い
日
本
と
は
い
え
、
徒
歩
が
せ
い
ぜ
い
馬
に
た
よ
る
し
か
方
法
の
な
か
っ
た
昔
の
旅
は
非
常
に
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
峠
の
多
い

山
国
の
旅
は
体
力
の
限
界
を
越
え
、
途
中
病
に
お
か
さ
れ
た
り
け
が
を
し
た
り
更
に
は
命
を
お
と
す
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
例
を
土
日
の
東

み

た

か

か

に

山
道
に
と
っ
て
み
よ
う
。
御
高
(
岐
阜
県
〉
に
あ
る
可
児
薬
師
堂
は
伝
教
大
師
(
七
六
八
J
入
二
二
)
の
創
建
に
よ
る
と
い
う
大
き
な
寺
院
で
こ

の
街
道
沿
い
に
あ
る
が
、
こ
こ
は
街
道
が
愈
々
山
国
に
入
る
始
め
に
あ
た
り
、
旅
人
は
こ
の
薬
師
堂
の
堂
前
に
一
夜
を
送
り
旅
の
安
全
を
祈
っ

た。

つ
い
で
桜
堂
薬
師
(
瑞
浪
市
〉
山
中
薬
師
(
中
津
川
市
〉
な
ど
を
過
ぎ
御
坂
峠
の
難
所
を
越
す
。

「
園
原
や

」
こ
は
す
で
に
信
濃
で
あ
る
。

伏
屋
に
生
う
る
は
は
き
木
の
:
:
:
」
和
歌
で
知
ら
れ
た
名
所
で
も
あ
る
園
原
に
つ
く
。
こ
こ
に
も
伝
教
大
師
は
街
道
沿
い
に
宿
舎
を
設
け
薬
師

如
来
を
杷
っ
た
と
い
う
。
伏
屋
H
布
施
屋
と
解
釈
し
て
庶
民
救
他
の
場
所
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
如
来
は
現
在
は
更
に
峠
を
麓
に

下
っ
た
阿
智
村
の
長
岳
寺
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、
今
な
お
縁
結
び
、
子
宝
の
薬
師
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
更
に
天
竜
川
沿
い
に
北
上
す
る

と
大
島
山
瑠
璃
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
は
一
一
一
一
一
年
開
創
と
さ
れ
て
い
る
が
木
造
の
薬
師
三
尊
、
十
二
神
将
が
所
狭
し
と
杷
ら
れ
、
堂
前
に
は

穴
の
あ
い
た
古
い
通
貨
で
め
の
字
を
型
ど
っ
た
絵
馬
が
か
か
げ
ら
れ
眼
病
平
癒
を
祈
る
庶
民
の
切
な
る
祈
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。
か
よ
う
に

め
の
字
を
形
ど
っ
た
絵
馬
や
額
を
か
か
げ
る
風
習
は
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、
池
山
寺
で
は
奥
の
院
の
薬
師
堂
は
も
と
よ
り
不
動
噂
を
把
る
堂
前

に
も
一
杯
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。
又
瑠
璃
寺
で
は
少
さ
な
鏡
が
沢
山
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、
心
身
と
も
に
清
〈
明
る
く
あ
り
た
い
と
の
願
な
の
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で
あ
ろ
う
か
。
み
ち
の
く
中
尊
寺
に
は
二
つ
の
薬
師
堂
が
あ
る
が
、
峯
の
薬
師
と
呼
ば
れ
る
堂
の
前
に
は
め
の
字
を
沢
山
書
き
こ
ん
だ
峨
が
あ

る
が
、
絵
馬
と
と
も
に
薬
師
信
仰
が
な
お
庶
民
の
聞
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
新
井
薬
師
(
東
京
〉
、

影
向
寺
(
川
崎
〉
な
ど

も
知
ら
れ
て
い
る
。
東
海
道
の
四
日
市
J
亀
山
聞
に
は
か
つ
て
は
宿
場
が
な
く
旅
人
は
難
渋
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
薬
師
を
中
心
に
元
和
二

年
〈
一
六
二
ハ
〉
宿
場
が
造
ら
れ
た
と
い
い
、
石
薬
師
は
東
海
道
の
風
物
詩
と
し
て
不
可
欠
の
所
と
な
っ
た
。

六
、
地
方
の
薬
師
信
仰

東
の
薬
師
、
西
の
阿
称
陀
と
い
わ
れ
る
如
く
、
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
を
東
に
、
西
方
極
楽
浄
土
世
界
を
西
に
配
置
す
る
こ
と
は
、
既
に

法
隆
寺
金
堂
の
如
来
の
配
置
、
中
心
に
釈
迦
如
来
を
安
置
し
、
東
西
に
夫
々
薬
師
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
を
把
っ
て
い
る
の
に
み
ら
れ
る
が
、
最

も
典
型
的
な
例
は
、
浄
瑠
璃
寺
〈
京
都
)
で
あ
ろ
う
。
過
去
仏
と
し
て
の
薬
師
如
来
、
未
来
仏
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来
を
配
し
た
思
想
の
背
景

に
は
、
極
楽
浄
土
へ
達
す
る
道
と
し
て
、
ま
ず
薬
師
如
来
を
信
じ
、
己
が
罪
を
消
し
善
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
薬
師
本
願
切
徳
経
の

教
え
に
基
い
て
い
る
。
梁
塵
秘
抄
(
十
二
世
紀
後
半
〉
に
「
仏
は
様
々
在
せ
ど
も
、

も
、
さ
な
が
ら
大
日
と
こ
そ
き
け
」
と
あ
り
、
南
方
に
釈
迦
、
北
方
に
弥
勅
を
配
し
、
中
央
に
大
日
を
置
く
、
密
教
の
大
系
が
成
立
し
た
特
に

実
は
一
仏
な
り
と
か
や
、

弥
陀
も
、

釈
迦
弥
勤

薬
師
も
、

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
、
修
験
道
の
発
達
と
と
も
に
、
自
然
の
崖
を
利
用
し
た
摩
崖
仏
や
石
造
の
仏
像
が
沢
山
造
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
凝
灰
岩
に
と
む
大
分
地
方
は
石
仏
の
最
も
多
い
と
こ
ろ
で
、
就
中
臼
杵
の
石
仏
群
は
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
三
体
の
薬
師
如
来

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
分
市
元
町
の
石
薬
師
、
由
民
(
宮
崎
県
)
の
薬
師
如
来
、
野
尻
町
(
宮
崎
県
)
の
薬
師
三
尊
と
十
二
神
将
を
配
し
た
珍
し

い
石
禽
な
ど
何
れ
も
当
時
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
如
来
像
の
配
置
は
と
き
に
は
唆
昧
な
も
の
と
な
る
。

例
え
ば
竜
岩
寺
(
大
分
県
)
で
は
、

西
方
不
動
明
王
を
配
し
た
も
の
、

中ぷ

雪
践
寺
〈
高
知
市
〉
の
如
く
薬
師
三
尊
に
不
動
明
王
を
そ
え
た
も
の
、
豊

央
弥
陀
如
来
、
東
方
薬
師
如
来
、

楽
寺
で
は
中
央
に
薬
師
如
来
、
東
に
釈
迦
如
来
、
西
に
阿
弥
陀
如
来
を
配
す
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
仙
台
郊
外
東
光
寺
の
穴
薬
師
、
岩
肌

に
誌
を
こ
す
る
と
癒
が
消
え
る
と
い
う
泉
沢
薬
師
堂
(
福
島
県
〉
。
最
も
新
し
い
所
で
は
、
鋸
山
日
本
寺
(
千
葉
県
〉
の
コ
二
米
に
及
ぶ
巨
大
な
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薬
師
如
来
な
ど
が
石
仏
の
薬
師
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

と
す
げ

に
あ
る
小
菅
薬
師
堂
は
懸
仏
が
本
尊
で
、
円
形
の
木
に
薬
師
三
尊
十
二
神
将
の
名
前
を
彫
っ
た
だ
け
の
極
め
て
シ
ン
プ

神
岡
町
〈
岐
阜
県
〉

ル
か
つ
独
特
の
も
の
で
あ
る
が
、
堂
前
に
こ
れ
を
か
か
げ
て
村
人
は
額
づ
き
詣
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
円
空
作
の
薬
師
如
来
像
、
地

元
の
城
主
の
奉
納
し
た
と
い
う
薬
師
如
来
像
も
あ
る
。
明
治
前
ま
で
こ
の
薬
師
堂
で
は
村
の
男
女
が
年
の
或
る
日
に
限
り
中
内
向

田市阿

を
楽
し

か
か
ひ

ん
だ
と
い
う
民
俗
学
的
に
も
興
味
深
い
話
が
の
と
っ
て
い
る
。
土
佐
の
柴
折
薬
師
で
も
万
葉
の
昔
を
し
の
ば
せ
る
歌
垣
又
は
擢
歌
の
風
習
が
あ

っ
た
と
い
う
。

S
T
 

長
野
市
郊
外
に
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
薬
師
は
、
日
本
人
の
信
仰
に
つ
い
て
の
抱
擁
力
の
大
き
さ
を
示
す
好
例
か
と
思
う
。
こ
こ
の
薬
師
堂
も
、
八

櫛
山
の
山
頂
近
く
し
か
も
崖
ぷ
ち
に
建
て
ら
れ
、
堂
に
入
る
と
.
フ
ラ
ン
，
フ
ラ
ン
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
薬
師
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
石

癌
の
中
の
石
造
り
の
像
は
、
全
身
を
木
の
葉
で
纏
っ
た
少
名
彦
名
命
で
あ
る
(
本
来
の
薬
師
如
来
は
善
光
寺
の
光
明
院
に
あ
る
)
。

み
る
と
中
国
の
神
農
様
に
も
似
て
い
る
。

こ
の
石
像
を
よ
く

日
本
人
の
感
覚
と
し
て
は
、

医
の
仏
薬
師
(
薬
王
)

(
印
度
〉

H
医
の
祖
神
農
(
中
国
〉

H
医
の
神
少
彦
名
命
〈
日
本
)
で
あ
っ
て
も
何
等
間

題
は
な
か
っ
た
わ
け
で
、
本
地
垂
跡
説
が
流
布
す
る
と
と
も
に
、
薬
師
神
社
な
る
名
前
の
神
社
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

い
そ
さ

e
き
か
っ
ら

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
神
宮
寺
、
大
洗
磯
前
・
酒
列
両
社
の
薬
師
菩
薩
、
摂
津
住
吉
一
宮
社
の
本
地
薬
師
な
ど
〉
。

例

こ
の
如
来
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
て
来

た
蘇
民
祭
は
、
疫
病
駿
除
を
目
的
と
し
た
大
胆
か
つ
雄
大
な
祭
で
あ
る
。
薬
師
如
来
:
牛
頭
天
王

t
武
塔
の
神

t
素
斐
鳴
尊
と
、
神
道
、
陰
陽

黒
石
寺
(
水
沢
市
)
の
薬
師
如
来
は
貞
観
仏
と
し
て
仏
教
美
術
史
上
で
も
重
要
な
如
来
像
で
あ
る
が
、

道
、
道
教
な
ど
の
思
想
が
長
い
年
月
の
聞
に
か
ら
み
合
っ
て
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
ノ
下
薬
師
(
仙
台
市
)
、
八
日
堂
薬
師
ハ
上
田
市
)
な
ど
の
蘇
民
祭
な
ど
も
薬
師
如
来
を
中
心
に
し
て
発
展
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
新
宮

速
玉
神
社
(
中
ノ
御
前
〉
の
本
地
は
薬
師
如
来
で
あ
る
が
、

こ
こ
の
牛
玉
宝
印
は
疫
病
除
け
の
守
札
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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〈
す
し

七
、
薬
師
と
医
師

光
明
皇
后
仏
足
跡
の
歌
に
「
く
す
り
師
は
常
の
も
あ
れ
ど
ま
ら
人
の
今
の
く
す
り
師
尊
か
り
け
り
」
と
あ
る
そ
う
だ
が
、

医
師
(
久
須
之
〉

H

薬
師
と
い
う
考
え
は
既
に
奈
良
時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
幾
代
も
つ
づ
い
て
い
る
医
家
で
は
持
仏
と
し
て
薬
師
如
来
を
杷
り
拝
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
当
地
方
(
愛
知
県
〉
の
例
を
二
、
三
報
告
し
て
お
こ
う
。

薬
師
如
来
の
夢
の
告
に
よ
り
眼
疾
を
治
す
法
を
得
た
と
い
う

清
眼
僧
都
は
、
尾
張
馬
島
明
眼
院
の
名
を
全
国
に
は
せ
た
僧
医
で
あ
る
が
、
馬
島
流
眼
科
を
確
立
し
た
。

し

だ

ら

か

わ

か

ど

又
、
竹
内
眼
科
は
愛
知
県
北
設
楽
郡
東
栄
町
川
角
に
て
代
々
眼
科
を
伝
え
て
来
た
が
、
そ
の
祖
に
あ
た
る
華
昭
院
花
岳
道
栄
居
士
が
、
旅
の

僧
か
ら
一
軸
の
書
を
う
け
た
。
こ
れ
が
竹
内
流
眼
医
の
秘
伝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
薬
師
如
来
の
贈
物
と
信
ん
じ
、
薬
師

堂
を
建
立
、
更
に
五
代
竹
内
玄
撮
の
代
に
至
り
、

峯
の
薬
師
(
鳳
来
寺
〉
に
登
り
彫
刻
の
残
木
を
も
ら
い
う
け
、

薬
師
三
尊
を
造
り
堂
内
に
ま

つ
っ
た
と
い
う
。

峯
の
薬
師
と
同
木
を
薬
師
仏
と
す
る
話
は
処
々
に
み
ら
れ
る
が
野
畑
(
岡
崎
市
〉
の
金
山
家
は
現
在
ま
で
に
九
代
に
至
る
医
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家
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
初
年
愛
生
学
舎
を
聞
き
医
師
の
養
成
を
し
た
金
山
政
五
郎
は
特
に
薬
師
如
来
へ
の
信
仰
心
深
く
、
峯
の
薬
師
の
七
木

杉
の
材
を
使

っ
て
同
形
の
如
来
像
を
安
置
し
「
:
:
:
子
孫
信
々
之
ヲ
尊
敬
信
心
シ
奉
ラ
パ
必
ズ
其
加
護
ニ
由
テ
家
繁
昌
子
孫
長
久
疑
ヒ
ナ
シ
、

若
シ
之
レ
ニ
背
ク
モ
ノ
ア
ラ
バ
万
事
必
ズ
破
ル
ト
心
得
ベ
シ
云
々
」
と
子
孫
へ
の
戒
を
の
こ
し
て
い
る
。

一
宮
市
浅
井
の
森
家
は
、
秘
伝
の
万

金
膏
(
浅
井
膏
薬
)
で
全
国
的
に
知
ら
れ
た
医
家
で
九
代
に
及
ん
で
い
る
が
、

邸
内
に
は
立
派
な
薬
師
堂
が
あ
り

十
月
十
二
日
に
は
薬
師
祭

り
を
行
い
、

か
つ
て
は
大
き
な
お
は
ぎ
を
か
ぎ
り
、
奉
納
相
撲
ま
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。
入
院
患
者
は
毎
日
欠
か
さ
ず
こ
の
薬
師
如
来
に
詣
り

羽
栗
の
灸
寺
と
て
精
神
病
を
治
す
古
い
医
家
で
あ
る
が
、
初
代
善
昭
の
と
き

光
明
山
順
因
寺
(
岡
崎
市
〉
は
、

病
の
早
く
癒
る
よ
う
祈
っ
た
。

掠
の
木
の
洞
穴
か
ら
出
て
来
た
白
狐
に
灸
の
つ
ぼ
を
か
い
た
巻
物
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
。
椋
の
木
の
す
ぐ
側
に
は
石
堂
の
内
に
お
さ
め
ら
れ

た
石
仏
が
坐
ま
す
。
素
朴
な
タ
ッ
チ
で
造
ら
れ
た
石
仏
を
土
地
の
人
々
は
薬
師
さ
ん
と
信
じ
、
今
で
も
お
詣
り
が
断
え
な
い
。

薬
師
と
医
師
。
こ
れ
は
結
ぼ
れ
る
べ
く
し
て
結
ぼ
れ
た
縁
で
あ
ろ
う
が
、
古
い
医
家
で
薬
師
如
来
を
あ
が
め
杷
っ
て
い
る
例
は
、
全
国
を
調
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べ
て
み
た
ら
恐
ら
く
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

八
、
ま
と
め

私
は
昨
年
の
総
会
で
「
湯
治
と
薬
師
信
仰
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。
今
回
は
更
に
総
括
的
に
我
が
国
の
薬
師
信
仰
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と

を
述
べ
た
。
仏
教
学
民
俗
学
の
専
攻
で
な
い
私
に
と
っ
て
難
解
な
理
論
に
立
入
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
か
っ
た
。
唯
、
実
地
に
訪
れ
確
か
め
た

と
こ
ろ
を
中
心
に
し
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
杜
撰
な
点
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
今
後
更
に
調
査
を
拡
げ
て
そ
の
不
備
を
正
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

(
岡
崎
市

関
暗
黒
〉
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
三
巻

第

二
号

・
昭
和
五
十
二
年
四
月

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
日
受
付

特
別
講
演濃

川、|

の

蘭

学

史

青

木

良B

は

じ

め

に

飛
騨
と
美
濃
の
二
国
か
ら
岐
阜
県
が
で
き
上
っ
た
の
は
明
治
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
飛
騨
国
は
古
く
か
ら
文
化
が
栄
え
、
木
工
の
名
手
が
多

た
〈
み

い
土
地
と
し
て
有
名
で
、
ま
た
『
今
昔
物
語
』
に
は
飛
躍
の
工
の
説
話
を
残
し
て
い
る
。
濃
美
国
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
京
都
に
も
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近
く
、
交
通
の
要
衝
の
地
と
し
て
東
西
勢
力
の
争
覇
地
で
あ
っ
た
。
壬
申
の
乱
以
来
、
関
ケ
原
の
戦
役
に
至
る
ま
で
、
天
下
分
け
目
の
戦
い
が

こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
う
し
て
美
濃
を
制
す
る
者
は
天
下
を
制
す
る
と
い
わ
れ
て
、
徳
川
幕
府
は
岐
阜
の
地
に
大
名
を
お
か
な
か
っ
た
。
即

ち
飛
騨
は
文
の
国
と
し
て
、
美
濃
は
武
の
国
と
し
て
の
歴
史
が
長
か
っ
た
。

さ
て
文
化
を
誇
っ
た
飛
騨
国
も
、
こ
と
蘭
学
と
な
る
と
、
全
く
そ
の
影
は
薄
く
、
遠
く
美
濃
国
に
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
華
岡
青
洲
始
め
所
々

の
塾
一
へ
の
入
門
状
況
を
両
国
別
で
図
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
た
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
〉
十
一
月
二
十
六
日
、

江
戸
で
出
さ
れ
た
洋
学
者
番
付
に
五
名
の
岐
阜
県
人
が
見
ら
れ
る
が
、

五
名
と
も
美
濃

で
、
し
か
も
四
名
が
大
垣
藩
で
あ
る
。

飛
騨
国
に
は
明
治
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
江
戸
末
期
よ
り
明
治
に
か
け
て
、
計
百
十

一
名
の
医
師
が
い
て
、
そ
の
う
ち
わ
け
は
漢
方
が
八
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本

幸

岡

九
名

三
十
九
名

十
三
名

十
三
名

七
名

九
名

名

名

名

し

し

な

な

十
三
名
、

蘭
方
が
十
九
名
、
蘭
漢
折
衷
が
八
名
、
整
骨
が
一
名
で
あ
っ
た
。
こ

の
蘭
方
医
に
属
す
る
こ
十
七
名
の
う
ち
半
数
が
美
濃
に
出
て
、

大
垣
の
江
馬
塾
や
そ
の
門
人
な
ど
に
学
ん
で
い
る
。
江
馬
門
人
姓
名
録
の
三
百
三
十
一
名
の
う
ち
、
美
濃
は
百
四
十
二
名
で
飛
騨
は
四
名
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
飛
躍
国
の
蘭
学
に

つ
い
て
語
る
ほ
ど
の
も
の
は
見
当
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
た
だ
、
高
山
市
一
之
町
の
木
村
秀
民
は
、

文
政
三
年
〈
一
八
二

O
〉
華
岡
青
洲
に
学
び
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
〉
に
施
薬
所
を
設
け
、
貧
民
の
加
療
に
当
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い

る。

岐
阜
県
の
蘭
学
を
牛
耳
っ
た
江
馬
家

岐
阜
県
の
蘭
学
は
美
濃
国
の
蘭
学
と
い
え
る
。
美
濃
国
の
蘭
学
は
大
垣
藩
の
蘭
学
で
あ
る
。
大
垣
藩
の
蘭
学
は
藩
医
江
馬
家
の
蘭
学
で
あ
る

と
い
っ
て
も
差
支
え
な
か
ろ
う
。
す
る
と
、
岐
阜
県
の
蘭
学
を
語
る
の
は、

ち
ょ
う
ど
江
馬
家
の
そ
れ
を
語
る
よ
う

な
も
の

で
、
全
く
特
有

で
、
岐
阜
県
の
蘭
学
が
他
の
地
方
の
蘭
学
と
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
他
の
地
方
の
如
く
藩
が
介
在
し
て
の
も
の
で
な
く
、
何

等
の
藩
の
援
助
も
見
ら
れ
な
い
一
藩
医
の
私
塾
で
あ
る
江
馬
塾
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
岐
阜
県
の
蘭
学
は
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
か
と
い
え
ば
、

寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
)
の
初
め
で
あ
る
。

他
の
地
方
よ
り
相
当
早
い

で
あ
ろ
う
。
大
垣
藩
医
江
馬
蘭
斎
(
元
恭
、
二
代
春
齢
。

一
七
四
七
|
一
八
三
八
)
の
手
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

覚
政
元
年
八
月
十
六
日
ハ
こ
れ
よ
り
以
前
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
〉
、

大
垣
を
立
っ
た
蘭
斎
は
江
戸
に
出
て
、
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
に
学
び、

寛
政
七
年
の
初
め
大
垣
に
帰
り
蘭
学
塾
「
好
蘭
堂
」
を
聞
い
た
。
そ
の
場
所
は
藤
江
町
二
丁
目
、
現
在
の
江
馬
家
の
西
北
に
隣
接
す
る
地
で
あ

民
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る
。
彼
の
長
女
細
呑
が
撰
し
た
そ
の
碑
文
に
「
関
西
、
西
法
ヲ
用
フ
。
先
生
コ
レ
ガ
鴨
矢
タ
リ
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
、
寛
政
九
年
八
月
、
蘭

斎
の
『
和
蘭
訳
筆
』
の
序
を
門
人
の
藩
医
吉
川
宗
元
が
書
い
た
。
そ
の
中
に
宗
元
は
「
此
ノ
学
ヲ
関
西
ニ
首
唱
ス
ル
ハ

、
実
ニ
我
ガ
先
生
ト
ナ

ス
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
岐
阜
県
の
蘭
学
は
、
寛
政
七
年
の
初
め
実
際
的
に
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
新
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
正
月
二
日
、
江
馬
家
の
北
方
十

は
智
な
が

五
キ
ロ
の
揖
斐
川
町
腔
永
で
坪
井
信
道
が
生
ま
れ
た
。
明
治
百
年
を
記
念
し
て
揖
斐
川
町
は
、
そ
の
生
地
に
顕
彰
碑
を
建
て
た
。
ま
た
、
大
垣

そ

ぷ

つ

市
外
関
町
生
ま
れ
の
小
森
玄
良
が
、
こ
の
年
十
四
歳
で
開
塾
間
も
な
い
蘭
斎
に
つ

い
て
蘭
学
を
学
び
始
め
た
の
は
、
ま
こ
と
に
奇
縁
と
い
え
よ

ぅ
。
玄
良
と
あ
い
前
後
し
て
京
都
か
ら
藤
林
泰
助
が
入
門
し
て
き
た
。
二
人
は
並
ん
で
門
人
姓
名
録
に
記
名
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
生
涯
親
友

と
し
て
結
ぼ
れ
る
に
至
っ
た
。

げ
ん
こ
う

こ
の
江
馬
塾
に
つ
い
て
、
藩
は
代
々
冷
淡
で
あ
っ
た
。
蘭
学
は
江
馬
家
の
独
専
事
業
の
如
く
し
て
、
蘭
斎
か
ら
元
弘
へ
、
元
弘
か
ら
活
堂
と

き

ん

ぞ

〈

し

ん

せ

い

し

ゅ

ん

た

〈

し

ゅ

ん

き

金
粟
の
兄
弟
へ
、
活
堂
か
ら
信
成
と
春
琢
の
兄
弟
へ
、
金
粟
か
ら
春
照
へ
と
つ
づ
き
、
百
年
に
わ
た
っ
て
根
づ
き
栄
え
て
い
っ
た
。

で
は
、
当
時
の
江
馬
塾
に
ど
ん
な
種
類
の
敵
害
が
あ
り
、
塾
生
の
教
育
に
使
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
蘭
斎
は
少
な
く
と
も
寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)

に
は
、
杉
田
伯
元
刊
行
の
『
和
蘭
医
事
問
答
』
に
も
見
ら
れ
る
、
ム
ン
チ
ン
グ
の

『
ア
ア
ル
ド
ゲ
ワ
ツ
セ
ン
』
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
舎
の
ほ
か
に
元
弘
の

『
和
蘭
医
方
纂
要
』

(
文
化
十
四
年
〉
の
凡
例
の
中
に
見
ら
れ
る
ポ
イ
セ
ン
の
ほ
か
十
八
種
、

ま
た
門
人
の
飯
尾
静
安
(
後
の
江
馬
檎
国
〉
が
本
箱
の
蓋
に
書
き
と
め
て
お
い
た
、

ハ
ル
マ
辞
書
、

マ
リ
ン
辞
書
の
ほ
か
九
種
の
蘭
書
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。
蘭
斎
は
、
塾
生
を
教
育
す
る
に
あ
た
っ
て
蘭
学
の
基
礎
と
し
て
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
修
得
を
重
視
し
た
。
現
在
江
馬
家
に
は
、
蘭

斎
筆
、
中
野
柳
圃
の
『
四
法
諸
時
対
訳
』
、
元
弘
筆
と
思
わ
れ
る
や
は
り
柳
圃
の
『
三
種
諸
格
編
』
、

そ
の
他
手
製
の
七
冊
の
小
辞
典
が
あ
り
、

蘭
斎
筆
と
思
わ
れ
る
大
辞
典
が
大
阪
府
富
田
林
市
の
楠
批
庵
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
信
氏
の
「
名
古
屋
市
立
大
学
、
人
文
社
会

研
究
第
十
七
、

八
巻
」
に
く
わ
し
い
。

ま
た
、
蘭
斎
は
開
塾
二
年
後
の
寛
政
九
年
八
月
に
塾
生
の
教
材
に
し
よ
う
と
し
て
、
前
野
良
沢
の
『
和
蘭
訳
茎
』
を
、
自
分
が
良
沢
の
も
と
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で
手
写
し
に
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
上
木
し
た
。
現
在
東
京
外
国
語
大
学
に
あ
る
写
本
一
冊
が
そ
れ
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
こ
れ
に
は
、
蘭

斎
の
自
序
が
あ
り
「
私
カ
ニ
謀
リ
テ
後
進
ノ
土
-
一
上
木
シ
、
至
引
シ
テ
之
ヲ
伸
パ
シ
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
吉
川
宗
元
、
同
広
筒
、

血
〈
い

安
藤
習
悦
、
温
井
元
齢
の
序
文
や
政
文
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
人
は
す
べ
て
蘭
斎
の
初
期
の
門
人
で
あ
り
、
こ
の
翌
年
の
二
月
、
蘭
斎
が

京
都
西
本
願
寺
法
主
の
治
療
に
招
か
れ
た
と
き
の
従
者
で
あ
る
。
広
簡
は
完
元
の
弟
で
、
飯
沼
慾
斎
や
活
堂
の
蘭
書
講
読
の
師
で
あ
り
、
温
井

元
齢
は
後
の
蘭
斎
の
養
嗣
子
元
弘
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
序
文
や
政
文
を
見
る
と
、

『
和
蘭
訳
筆
』
が
上
木
さ
れ
た
い
き
さ
つ
が
わ
か

る
。
蘭
斎
の
自
序
の
筆
者
は
、
十
一
歳
の
細
呑
で
あ
り
、
後
年
の
彼
女
の
『
蘭
化
先
生
伝
』
は
、
良
沢
や
蘭
斎
に
つ
い
て
の
資
料
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
江
馬
塾
の
精
鋭
を
こ
ぞ
っ
て
、
蘭
斎
は
『
和
術
開
訳
塞
』
を
上
木
し
た
が
、
そ
れ
を
世
に
公
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
活
堂
の
関
係
書
類
の
な
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

蘭
斎
は
良
沢
に
つ
い
て
い
る
と
き
、
ボ
イ
セ
ン
と
『
和
蘭
訳
釜
』
を
写
し
た
。
こ
の
二
者
が
主
軸
と
な
っ
て
江
馬
塾
で
の
教
育
が
行
な
わ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
文
化
十
三
年
〉
の
原
本
で
あ
る
。

こ
の
訳
書
が
で
き
上
る
経
過
に
つ
い
て

ボ
イ
セ
ン
は
彼
の
訳
書
、

『
五
液
診
法
』

は
、
片
桐
一
男
氏
の
「
日
本
医
史
学
雑
誌
第
十
三
巻
第
一
号
」
に
く
わ
し
い
。

岐
阜
県
に
蘭
学
を
植
え
つ
け
、
成
熟
さ
せ
た
最
大
唯
一
の
功
労
者
は
蘭
斎
で
、
彼
の
九
十
二
年
の
生
涯
の
大
半
が
そ
れ
に
費
や
さ
れ
た
。
そ

の
功
績
を
末
長
く
記
念
す
る
た
め
に
昨
年
九
月
、
大
垣
市
医
師
会
の
努
力
に
よ
っ
て
、
同
会
館
前
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

蘭
斎
の
養
嗣
子
元
弘
(
松
斎
、
三
代
春
齢
。

一
七
七
九
l
一
八
二

O
)
は
、
さ
き
の
『
和
蘭
訳
茎
』
の
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
温
井
元
齢
と
思
わ
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
語
が
よ
く
で
き
た
。
蘭
斎
と
と
も
に
塾
生
を
教
導
し
、
文
化
の
初
年
に
蘭
斎
が
蘭
書
パ
ル
ベ

y

テ
イ
よ
り
考
案
し
た
蒸
風
目
を
、
江

戸
で
も
門
人
に
聞
か
し
め
る
な
ど
し
て
活
躍
し
た
。
蒸
風
呂
は
昭
和
の
今
日
で
も
な
お
そ
の
生
命
を
保
っ
て
い
る
。
岐
阜
県
の
蘭
方
医
学
は
、

大
垣
の
地
に
今
も
生
き
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
特
有
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
学
的
療
法
の
揺
監
が
、
文
化
の
時
代
に
地
方
の
一
蘭
方

医
の
考
案
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
偉
と
す
べ
き
で
あ
る
。

元
弘
の
長
男
が
活
堂
(
元
益
、
四
代
春
齢
。

一八

O
六
|
一
八
九
一
〉
、
次
男
が
金
粟
(
元
齢
。
一
八
一
二
|
一
八
八
二
)
で
あ
る
。
活
堂
は
蘭
斎
の
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門
人
で
あ
っ
た
吉
川
広
筒
、
藤
林
泰
助
に
学
び
、
そ
の
蘭
学
塾
を
「
格
物
堂
」
と
い
っ
た
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
、
門
人
野
川
杏
平
ら
に
よ

っ
て
出
さ
れ
た
「
格
物
堂
社
中
門
人
姓
名
録
」
は
、
患
者
の
便
利
の
た
め
に
作
っ
た
と
い
う
刊
行
の
理
由
が
、
官
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
当

時
と
し
て
は
達
見
で
あ
り
、
江
馬
塾
の
特
色
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、

門
人
西
脇
秀
挺
は
、

『
経
験
良
方
』

(
天
保
十
年
)
を
著
わ
し

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
、
江
馬
塾
に
お
け
る
蘭
斎
以
来
の
治
療
処
方
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
書
に
は
活
堂
の
序
文
と
金
粟
の
敏
文
が
つ
い
て
い
て
、
そ
の
内
容
を

の
ち
秀
挺
は
岐
阜
市
上
竹
屋
町
で
開
業
し
、

種
痘
実
施
に
つ
い
て
嘉
、
永
五
年
(
一
八
五
二
〉
六
月
「
御
尋
ニ

付
御
答
申

上
候
口
上
之
覚
」
を
出
し
て
岐
阜
の
種
痘
普
及
に
つ
く
し
て
い
る
。
こ
の
種
痘
伝
来
は
伊
藤
圭
介
を
通
じ
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
圭
介
の
手
紙
に

よ
っ
て
わ
か
り
、
こ
こ
で
岐
阜
県
種
痘
史
に
お
け
る
江
馬
塾
の
位
置
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
活
堂
は
弘
化
元
年
〈
一
八
四
四
〉
七
月
五
日
よ
り
、

江
戸
勤
務
中
幕
命
に
よ
っ
て
医
学
館
に
お
い
て
、

『
本
草
網
目
』
を

講
じ
た
。
大
垣
藩
匿
と
し
て
は
前
に
も
後
に
も
そ
の
例
を
見
な
い
。
彼
は
そ
の
感
激
を
「
余
怖
レ
テ
書
ヲ
翻
ス
ノ
手
自
ラ
振
フ
云
々
」
と
書
き

た
も
の
が
、

『
療
治
口
訣
』
で
、
天
保
七
年
(
一
八
三
六
〉
頃
よ
り
、

多
く
の
門
人
に
よ
り
写
さ
れ
、

岐
阜
県
の
蘭
方
医
た
ち
の
聞
に
広
が
り
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残
し
て
い
る
。
そ
の
問
、
彼
は
坪
井
信
道
、
宇
田
川
栴
庵
な
ど
と
親
し
く
交
際
し
た
。
ま
た
、
活
堂
の
江
馬
塾
に
お
け
る
講
義
を
整
理
集
録
し

影
響
を
与
え
た
。
中
津
川
市
の
苗
木
藩
医
結
城
恵
民
、
養
老
町
の
士
口
安
春
瑞
、
池
田
町
の
勝
野
貞
二
、
彦
根
の
渋
谷
精
一
郎
な
ど
の
も
の
が
今

日
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
士
口
安
春
瑞
は
信
成
(
五
代
春
齢
)
と
と
も
に
、

さ
き
の
『
経
験
良
方
』
に
見
ら
れ
な
い
日
用
薬
品
の
性
効
を
活
堂
よ

り
聞
き
、

『
療
治
口
訣
附
録
』
と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
の
ほ
か
、

一
方
江
馬
塾
の
治
療
処
方
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
、

『
藤
渠
(
活
堂
の
別
号
〉
江
馬
先
生
常
用
方
全
』
が
、

天
保
七
年
、
r， 

人
山
川
昌
隆
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
改
定
版
が
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
、
野
川
杏
平
、
安
江
敬
内
両
門
人
に
よ
り、

『
格
物
堂

常
用
方
案
』
と
し
て
出
さ
れ
た
。
こ
の
敬
内
の
一
族
か
ら
出
た
牢
且
γ
江
俊
平
(
田
口
俊
平
。
加
茂
郡
白
川
町
黒
川
)
は
、

こ
の
前
年
榎
本
武
揚
、

西

周
、
林
研
海
、
伊
東
玄
伯
ら
と
と
も
に
幕
府
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
。

活
堂
は
、
ま
た
本
草
に
も
精
し
く
、

『
シ
イ
ボ
ル

ト
訳
草
木
目
録
』
が
あ
り、

裏
表
紙
に
、

「
此
書
ハ
先
年
シ
イ
ボ
ル
ト
来
レ
ル
時
ニ
著
セ
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ル
書
ヲ
原
本
ト
シ
、
余
チ
ュ
ン
ベ
ル
グ

ノ
書
等
ヲ
以
テ
増
補
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
此
本
複
本
ナ
シ
、
貸
シ
失
フ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
書
き
入
れ
て
い
る。

冒
頭
に
「
江
馬
氏
自
ク
此
書
中
草
木
ノ
名
、
和
蘭
名

一一
ア
ラ
ズ
、
皆
羅
旬
名
ナ
リ
云

字
国
川
格
庵
に
同
名
の
写
本
(
岩
瀬
文
庫
)
が
あ
っ
て
、

々
」
の
註
が
あ
り、

活
堂
の
書
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
つ
け
加
え
ら
れ
て

い
る
。

活
堂
の
弟
金
粟
は
、
岡
研
介
、
高
野
長
英
に
学
び
、

天
保
十
一
年
(
一
八
四

O
〉
大
垣
市
竹
島
町
に
開
業
、

る

彼
は
安
政
三
年
(
一
八
五
六
〉
初
め
て
藩
校
に
て
洋
学
を
講
じ
た
。

門
人
に
は
江
馬
天
江
な
ど
が
い

藩
が
洋
学
を
重
視
し
だ
し
た
の
は
、
蘭
斎
が
蘭
学
塾
を
聞
い
て
か
ら

実
に
六
十
年
も
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
金
粟
が
講
じ
た
教
材
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
原
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
訳
書
、

『
和
蘭
馬
療
験
方
』

(
写
本
、
安
政
四
年
、
大
垣
図
書
館
)

は
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
序
に
よ
っ
て
こ
の
書
の
内
容
が
わ
か
る
。
同
時
に
講
師
を
命
ぜ
ら
れ
た

の
は
、
坪
井
芳
洲
、
佐
久
間
象
山
門
下
の
小
寺
常
之
助
、
下
曽
根
金
三
郎
門
下
の
柿
元
市
右
衛
門
と
石
川
辰
助
で
あ
る
。

ま
た
、
金
莱
が
江
馬
塾
で
講
じ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
を
ま
と
め
た
、

『
四
格
十
品
弁
解
』

(
写
本
、
海
尻
市
洗
馬

熊
谷
家
〉
が
あ
る
。

は

『
和
蘭
文
典
』
箕
作
蔵
版
を
参
考
に
し
て
で
き
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。
金
粟
が
各
地
へ
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
講
じ
た
も
の
を
一
書
に
整
理

大
垣
の
岡
安
書
庖
よ
り
刊
行
さ
れ
相
当
の
流
行
を
見
た
。

し
た
も
の
が
、

(
明
治
八
年
)
で
、

ま
た
、
こ
の
年
同
書
庖
よ
り
桑

『
医
事
問
答
』

原
高
美
(
小
森
玄
良
、
緒
方
洪
庵
門
人
。
養
老
郡
上
石
津
町
一
之
瀬
〉
の
「
原
病
学
図
」

um
佃

×

U
叩

の
一
枚
図
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
図
の
左

右
に
金
粟
と
高
美
の
序
文
が
あ
り
、
病
理
解
剖
学
を
基
本
と
し
た
近
代
的
診
断
の
方
法
を
図
で
示
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
ゅ
ん
き

金
粟
の
長
男
春
照
は
長
崎
に
出
て
蘭
学
を
学
び
、

『
対
症
備
考
』

(
明
治
十
年
〉
を
始
め
多
く
の
医
書
を
こ
の
岡
安
審
庖
よ
り
刊
行
し
た
。

こ
の
書
庖
が
、
岐
阜
県
の
蘭
学
の
た
め
に
つ
く
し
た
影
の
力
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

し
ん
せ
い

ロ
ゅ
ん
て
う

活
堂
の
長
男
信
成
(
努
荘
、
五
代
春
齢

u

し
ゅ
ん
た
〈

0

・
T

〈
し
よ
う

た
っ
た
。
そ
の
弟
の
春
琢
(
百
篠

。

一
八
二
六
|
一
八
七
回
〉
は
、
広
瀬
元
恭
、
緒
方
洪
庵
な
ど
に
学
び
、
江
馬
塾
一
に
て
門
人
の
教
育
に
あ

じ

な

い

は
緒
方
洪
庵
に
学
び
別
家
を
た
て
、
南
寺
内
町
に
医
学
研
習
所
を
お
こ
し
講
習

一
八
三
八
|
一
九
O
一)
、

し
た
。
地
震
学
の
開
祖
関
谷
清
景
博
士
は
春
琢
に
蘭
学
を
学
ん
だ
一
人
で
あ
る
。
春
琢
の
養
嗣
子
が
、
県
立
神
戸
病
院
長
と
な
っ
た
ベ
ル
ツ
門

下
の
江
馬
賎
男
で
あ
る
。
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そ
の
他
の
人
々蘭

斎
が
京
都
西
本
願
寺
へ
往
診
に
出
か
け
た
年
で
あ
る
。

一
七
七
三
一
八
二

O
〉
は
、
恵
那
郡
岩
村
町
岩
村
で
蘭
方
に
て
開
業
し
た
。
東
濃
地
方
で
は
先
鞭
で
あ
る
。
岩
村
藩
は
美
濃
国
で
は
最
も
早
く

寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
は
、

こ
の
年
二
十
六
歳
の
岩
村
藩
医
神
谷
雲
沢
〈
穣
。

文
教
が
聞
け
た
。
そ
の
藩
校
知
新
館
は
有
名
で
あ
る
。
林
述
斎
、
佐
藤
一
斎
な
ど
を
出
し
た
が
、
蘭
学
で
は
遠
く
大
垣
藩
に
及
ば
な
か
っ
た
。

あ
か
は
げ

雲
沢
の
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
岩
村
宮
田
の
赤
禿
山
に
あ
る
墓
誌
に
よ
る
と
、
寛
政
八
年
長
崎
に
行
っ
て
訳
官
小
川
善
之
丞

に
つ
い
て
蘭
学
を
修
め
、
名
村
逸
蹄
よ
り
蘭
方
外
科
を
学
び
岩
村
に
帰
っ
た
。
文
化
三
年
藩
主
よ
り
俸
禄
を
賜
わ
っ
た
。
博
覧
多
識
で
あ
っ
た

が
、
主
義
と
し
て
蘭
学
を
広
め
よ
う
と
も
せ
ず
、
蔵
書
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
。

蘭
斎
や
そ
の
門
人
吉
川
広
簡
に
蘭
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
飯
沼
慾
斎
(
一
七
八
三
|
一
八
六
五
)
は
、

江
戸
に
出
て
字
国
川
榛
斎
の
塾
に
入

り
、
文
化
十
年
(
一
八
二
三
頃
、
大
垣
に
帰
っ
て
俵
町
で
開
業
し
た
。
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
、

別
業
平
林
荘
を
建
て
隠
退
し
、

家
を
義
弟
健
介
に
譲
り
、

大
垣
市
長
松
に

( 23 ) 

『
草
木
図
説
』
三
十
巻
の
構
想
を
練
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
こ
こ
で
慾
斎
の
専
心
植
物
の
研
究
が
は
じ
ま
っ

た
。
国
道
幻
号
線
、
大
垣
市
長
松
の
パ
ス
停
で
降
り
る
と
す
ぐ
北
方
に
、
大
垣
市
に
よ
っ
て
「
史
跡
平
林
荘
」
な
る
標
柱
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
門
は
菅
の
ま
ま
で
あ
り
、
庭
の
植
物
に
は
所
々
樹
木
名
を
書
い
た
木
札
が
あ
っ
て
、
当
時
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
岐
阜
県
に
は

蘭
学
関
係
の
史
跡
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
は
こ
こ
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
伊
藤
圭
介
撰
文
に
よ
る
記
念
碑
が
大
垣
公
圏
内
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。
近
代
的
植
物
図
説
の
草
わ
け
で
あ
る
、

『
草
木
図
説
』
に
つ
い
て
は
諸
家
の
多
く
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
、

し
、
私
塾
を
聞
き
漢
学
を
教
授
し
、
岩
手
の
旗
本
竹
中
丹
後
守
の
侍
医
と
な
っ
た
。
彼
は
神
田
孝
平
の
叔
父
で
、
詩
文
の
才
に
も
恵
ま
れ
頼
山

二
十
九
歳
の
神
田
実
甫
(
充
、
柳
渓
。

一
七
九
六
|
一
八
五
一
)
は
、

大
垣
の
西
郊
垂
井
町
岩
手
に
蘭
方
に
て
開
業

陽
塾
の
客
員
で
あ
り
、
小
石
元
瑞
、
奥
劣
斎
に
学
ん
だ
。
そ
の
一
著
『
蘭
学
実
験
』

(
三
巻
、
弘
化
三
年
〉
に
よ
っ
て
蘭
学
者
の
仲
間
入
り
を
し

て
い
て
、
岐
阜
県
の
蘭
学
を
語
る
に
欠
か
せ
な
い
人
で
あ
る
。
こ
の
書
の
序
文
は
宇
田
川
椿
庵
が
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
棺
庵
が
刊
行
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の
前
年
に
病
没
し
た
の
で
、
椿
庵
の
実
南
宛
手
紙
が
そ
の
序
文
代
り
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
小
石
元
瑞
の
序
文
が
あ
り
、
そ
の
内
容

と
、
実
甫
、
熔
庵
、
江
馬
塾
の
関
係
が
わ
か
る
。

神
田
孝
平
は
、
杉
目
成
卿
、
伊
東
玄
朴
に
学
び
、
種
々
の
方
面
で
活
躍
し
大
成
し
た
。
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
、
孝
平
が
杉
田
玄
白
の
大
槻

『
蘭
学
事
始
』
を
偶
然
に
露
庖
で
見
つ
け
た
こ
と
は
知
ら
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

安
政
四
年
三
八
五
七
〉
、
旗
本
馬
場
大
助
克
昌
(
資
生
。

玄
沢
に
与
え
た
、

一
七
八
五
|
一
八
六
八
〉
は
、

『
詩
経
物
産
物
譜
』

五
巻
を
出
し
た
。

こ
の
書
と
大

助
に
つ
い
て
は
、
上
野
益
三
氏
の
「
博
物
学
散
歩
」

み

ず

な

み

か

ま

ど

瑞
浪
市
釜
戸
町
で
あ
る
。
さ
き
の
岩
村
町
ま
で
二
十
キ
ロ
ほ
ど
で
、
中
央
高
速
道
路
瑞
浪
イ
ン
タ
ー
を
出
て
中
津
川
市
の
方
へ
行
く
と
間
も
な

て
ん
ゅ
う

く
、
左
側
の
山
の
中
腹
に
大
助
の
菩
提
寺
で
あ
る
天
猷
寺
が
見
え
て
く
る
。
彼
は
富
山
侯
前
田
利
保
、
筑
前
福
岡
侯
黒
田
斉
清
ら
と
、
博
物
同

し
ゃ
べ
ん

好
会
結
鞭
会
を
組
織
し
、
両
侯
と
と
も
に
指
導
的
役
割
を
果
し
た
。
江
戸
の
邸
内
に
は
花
園
を
設
け
、
本
草
家
を
釜
戸
へ
派
遣
し
て
珍
草
異
木

で
き
上
っ
た
本
書
は
菩
提
寺
天
猷
寺
に
献
ぜ
ら
れ
て
今
日
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
伊
勢

(
植
物
と
文
化
、
第
十
七
号
)
に
く
わ
し
い
。

大
助
は
二
千
石
の
旗
本
で
、
そ
の
知
行
地
は

を
集
め
て
自
ら
栽
培
し
研
究
し
た
。
そ
う
し
て
、

の
長
島
域
主
増
山
河
内
守
に
画
法
を
学
ん
だ
。
そ
の
手
に
よ
る
極
彩
色
の
こ
の
書
は
詩
経
の
詩
句
を
引
用
し
て
、
そ
の
中
に
あ
る
動
植
物
を
図

解
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
せ
て
あ
る
も
の
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
解
説
、
図
の
精
級
、
こ
と
に
植
物
の
部
に
オ
ラ
ン

ダ
語
や
ラ
テ
ン
語
を
附
せ
る
な
ど
、
幕
末
の
優
れ
た
本
草
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
助
は
江
馬
活
堂
が
江
戸
勤
務
中
、
本

草
を
通
じ
て
親
交
が
あ
っ
た
。

岐
阜
県
で
初
め
て
種
痘
施
行
の
記
録
が
見
ら
れ
る
の
は
、
和
蘭
船
が
長
崎
へ
牛
痘
苗
を
持
参
し
て
か
ら
八
ヶ
月
後
で
あ
る
。
即
ち
嘉
、
氷
三
年

き

だ

い

じ

ゅ

り

せ

き

(
一
八
五
O
〉
二
月
、
岐
阜
市
城
田
寺
の
蘭
方
医
河
田
熊
碩
ハ
二
代
。
?
|
一
八
六
九
)
は
、

「
種
痘
趣
意
書
」

ハ
岐
阜
大
学
郷
土
博
物
館
)
を
出
し

て
種
痘
を
行
な
っ
た
。

「
我
国
人
を
し
て
長
く
痘
毒
の
危
難
を
除
か
し
め
ん
と
欲
す
る
也
。
此
事
志
し
の
人
ハ

、
予
か
門
ニ
い
た
り
て
、
其
治

療
を
請
給
へ
と
云
か
」
と
結
ん
で
い
る
。
種
痘
伝
来
は
恐
ら
く
日
野
鼎
哉
を
介
し
て
で
あ
ろ
う
。
彼
の
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。

ひ
ら
こ
て
い
さ
い

の
年
の
五
月
、
平
子
程
済
、
同
寿
策
(
瑞
浪
市
荻
原
〉
の
願
書
に
、

つ
い
で
、
こ

「
私
儀
去
ル
嘉
、
氷
三
年
成
之
五
月
種
痘
初
メ
云
々
」
の
記
録
が
あ
る
。
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お

わ

り

に

大
垣
藩
江
戸
定
府
の
蘭
方
医
二
代
江
沢
養
樹
は
宇
田
川
玄
随
の
門
人
で
、
寛
政
十
年
十
一
月
二
十
六
日
の
「
洋
学
者
番
付
」
に
そ
の
名
が
見

ら
れ
、
『
蘭
家
油
薬
採
造
』
を
著
わ
し
た
。
こ
の
人
の
長
男
椿
が
字
閏
川
家
を
嗣
い
だ
宇
田
川
搭
庵
で
あ
る
。
岐
阜
県
は
格
庵
、
坪
井
信
道
、

た

ゆ

い

小
森
玄
良
な
ど
の
第
一
流
の
蘭
学
者
を
生
ん
だ
が
、
彼
等
の
活
躍
の
地
は
岐
阜
県
で
は
な
か
っ
た
。
大
垣
藩
漢
方
医
団
結
道
需
の
次
男
が
宮
本

元
甫
で
、
長
崎
の
吉
雄
如
測
に
学
び
、
京
都
に
住
み
新
宮
涼
庭
の
代
議
な
.と
し
て
活
躍
し
た
。
の
ち
涼
庭
の
仲
介
に
て
高
槻
落
医
と
な
っ
た
。

ま
た
、
江
馬
塾
で
学
ん
だ
飯
尾
静
安
(
後
の
江
馬
楢
圏
、
本
巣
郡
糸
貫
町
見
延
〉
は
、
今
の
京
都
府
立
医
大
の
創
立
に
関
与
し
、
京
都
種
痘
史
に

は

や

し

そ
の
名
を
残
し
た
。
同
文
の
早
矢
仕
有
的
(
山
県
郡
美
山
町
笹
賀
)
は
横
浜
医
界
の
草
わ
け
と
な
り
、
丸
善
の
創
立
者
と
し
て
名
を
成
し
た
。
そ

も

む

ら

か

に

〈

〈

り

の
他
、
千
村
仲
泰
(
可
児
郡
可
児
町
久
々
利
〉
は
尾
張
藩
蘭
学
所
勤
番
組
頭
取
締
と
な
り
、
そ
の
庶
弟
五
郎
は
蕃
書
調
所
員
と
な
り
江
戸
で
英
学

塾
を
聞
い
た
。
広
瀬
元
恭
、
坪
井
芳
洲
に
学
ん
だ
土
岐
頼
徳
(
山
県
郡
伊
自
良
村
小
倉
〉
は
陸
軍
軍
医
監
と
な
り
、

長
で
活
躍
し
た
。

日
清
役
で
は
第
二
軍
軍
医
部

( 25 ) 

や
が
て
、
明
治
八
年
、
緒
方
洪
庵
門
下
の
青
木
雄
哉
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
岐
阜
県
公
立
病
院
と
附
属
と
附
属
医
学
校
が
で
き
、
大
槻
俊
斎
、

江

馬

家

系

図

佐
藤
尚
中
門
下
の
福
井
県
鯖
江
藩
士
土
屋
寛
之
が
赴
任
し
て
き
て
、
岐
阜
県
の
蘭
学
の
最
後
を
飾
っ
た
。

金主 藤活主審

粟[一
照

自静
穏元齢
軒澄

② 
蘭元春
斎恭齢

③ 
松元春
斎弘齢

I I⑤ 
百春安信春
篠琢荘成齢

ハ
岐
阜
県
持
斐
郡
大
野
町
黒
野
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日
本
医
史
学
雑
総
・
第
二
十
三
巻

第

二
号
・

昭
和
五
十
二
年

四
月

昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
九
日
受
付

会
長
講
演わ

が
国
に
於
け
る
近
年
の
結
核
症
の
変
遷

岡

博

田

わ
が
国
に
何
時
頃
か
ら
結
核
症
が
あ
っ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
平
安
期
末
期
に
は
既
に
発
生
し
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

し
か
し
兎
も
角
、
わ
が
国
で
結
核
症
が
蔓
延
し
だ
し
た
の
は
明
治
の
後
期
に
産
業
革
命
の
波
が
押
寄
せ
て
き
て
産
業
構
造
が
変
化
し
て
、
紡
績

業
が
勃
興
し
て
以
来
で
あ
る
。

明
治
の
末
期
よ
り
大
正
後
期
に
か
け
て
、
全
国
各
地
に
続
々
と
設
立
さ
れ
た
紡
績
工
場
は
そ
の
附
近
の
郡
部
よ
り
応
募
し
て
き
た
妙
令
の
女

性
に
結
核
症
を
爆
発
的
に
流
行
さ
せ
る
温
床
と
な
っ
た
。
そ
し
て
其
等
の
女
性
が
病
を
得
て
帰
郷
し
、
そ
の
地
域
の
青
年
男
女
に
又
結
核
症
を

拡
め
る
役
を
演
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
即
ち
大
正
後
期
よ
り
昭
和
二

O
年
頃
に
至
る
、
わ
が
国
に
於
け
る
重
工
業
の
興
隆
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
全
国
各
地

に
工
業
を
基
盤
と
す
る
人
口
の
お
び
た
だ
し
い
集
中
が
お
こ
り
、
各
地
に
都
市
が
続
々
と
発
生
し
た
。
そ
し
て
こ
の
人
口
密
度
の
上
昇
と
同
時

に
不
衛
生
な
環
境
、
生
活
程
度
の
ゆ
る
さ
は
、
此
等
工
業
の
主
動
力
と
し
て
各
地
よ
り
参
集
し
た
感
受
性
の
高
い
青
年
層
に
著
し
い
結
核
症
の

蔓
延
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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わ
が
国
の
結
核
死
亡
率
の
推
移
を
み
る
と
一
九

O
O年
頃
よ
り
急
速
に
上
昇
し
、

一
九
一
七
、

八
年
に
第
一
次
の
頂
点
を
造
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
大
流
行
に
影
響
を
う
け
た
こ
と
も
あ
る
が
、
死
亡
率
人
口
一

O
万
対
二
五

O
を
示

す
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
少
し
下
降
を
示
し
一
九
三

O
年
前
後
に
は

一
九

O
余
に
至
っ
た
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
期
よ
り
又
著
し
く
上
昇

を
始
め
、
そ
の
末
期
に
は
第
二
次
の
山
二
二

O
を
示
し
た
。
し
か
し
戦
後
は
急
激
に
減
少
し
、

一
九
四
七
年
に
は
長
く
保
持
し
た
わ
が
国
死
因

の
第
一
位
よ
り
脱
落
し
て
現
今
は

一
0
・
四
と
死
因
第
一

O
位
と
な
る
に
至
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
峯
を
有
す
る
結
核
症
蔓
延
の
推
移
は
先
進
諸

固
に
は
観
ら
れ
な
い
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

結
核
症
が
何
故
こ
の
よ
う
に
減
少
を
示
す
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
は
多
く
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
主
な
る
も
の

は、

ω結
核
症
が
広

く
国
民
の
聞
に
復
活
し
た
結
果
、
集
団
免
疫
を
著
し
く
高
め
ヒ
ト
ピ
ト
の
抵
抗
力
を
増
強
し
た
こ
と
、

ω結
核
症
に
特
に
感
受
性
の
高
い
ヒ
ト

ピ
ト
が
自
然
淘
汰
さ
れ
た
こ
と
、

ω経
済
力
の
著
し
い
発
展
に
伴
っ
て
生
活
程
度
が
向
上
し
、
食
生
活
の
改
良
、
環
境
の
改
善
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、

ω劃
期
的
な
抗
結
核
剤
が
出
現
し
て
、
ヒ
ト
ピ
ト
は
結
核
で
死
な
く
な
っ
た
こ
と
、
又
抗
結
核
剤
の
出
現
は
耐
性
菌
の
増

( 27 ) 

加
を
き
た
し
は
し
た
が
、
同
時
に
菌
の
毒
力
の
低
下
を
も
、
き
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

ω
B
C
G
が
か
な
り
発
病
予
防
の
効
果
を
示
し

又
軽
症
化
に
貢
献
し
た
こ
と
。
制
結
核
症
予
防
の
態
勢
が
重
要
な
施
策
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
、
法
律
化
さ
れ
、
全
国
的
に
普
及
し
た
こ
と
、

の
国
民
全
般
の
結
核
症
に
つ
い
て
の
知
識
の
向
上
な
ど
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
上
の
よ
う
な
疫
学
的
考
察
を
も
と
と
し
て
、
欧
米
先
進
国
に
お
け
る
結
核
症
藍
延
の
推
移
と
比
較
し
な
が
ら
わ
が
国
に
お
け
る
本

症
の
蔓
延
と
減
少
を
疫
学
的
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

・
愛
知
医
科
大
学
教
授
〉
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一
般
口
演

「タ

l
へ
lレ

-
ア
ナ
ト
ミ

い
わ
ゆ
る

の
脚
註
に
つ
い
て

(そ
の
二
)

ア」

酒

井

↑宣

今
回
は
、
第
四
表
以
下
の
各
表
の
脚
註
に
つ
い
て
、
特
に
興
味
あ

る
記
載
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

第
四
表

骨
お
よ
び
そ
れ
自
身
の
連
結
に
つ
い
て
、
概
説
の
項
で

は
、
骨
格
に
つ
い
て
の
知
識
が
、
外
科
医
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ

り
、
問
{
同
学
の
知
識
な
し
に
は
、
筋
、
そ
の
他
の
部
分
の
配
置
等
を
正

し
く
理
解
し
得
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
、
明
記
し
て
い
る
。
骨
の
栄
養

は
、
以
前
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
骨
髄
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
他
の
部
分
と
同
様
に
、
骨
層
板
の
中
に
あ
る
小
動
静
脈
を
通
る

血
液
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
骨
の
発
育
は
個
々
の
骨
に
よ
っ
て

遅
速
が
あ
る
こ
と
を
、
耳
小
骨
、
歯
等
を
例
と
し
て
説
明

し
て

い

る
。
骨
の
連
結
の
説
明
の
中
で
、
球
関
節
を
深
い
も
の
(
股
関
節
〉

と
浅
い
も
の

(
肩
関
節
)
と
に
分
け
、
そ
の
運
動
を
五
つ
に
分
類

し
、
ま
た
、
縫
合
に
つ
い
て
は
、
外
科
医
は
、
こ
こ
に
穿
孔
し
て
は

な
ら
な
い
と
注
意
し
、
縫
合
の
意
義
と
し
て
、
脳
硬
膜
の
固
定
、
分

娩
時
の
役
割
等
を
あ
げ
て
い
る
。

第
五
表

骨
に
つ
い
て
、
個
別
に
の
項
で
は
、
頭
蓋
骨
に
始
ま

り
、
全
身
の
骨
に
つ
い
て
詳
細
に
-
記
載
し
、
頭
蓋
骨
で
は
、
梨
状

口
、
眼
富
、
簡
板
等
、
そ
の
内
、
外
の
孔
、
ま
た
は
、
く
ぼ
み
に
つ

い
て
、
そ
こ
を
通
り
、
ま
た
は
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
示
し
て
い

る
。
副
鼻
腔
は
、
す
べ
て
、
鼻
腔
内
に
閉
口
す
る
。
耳
小
骨
の
う

ち
、
第
四
の
輪
状
骨
が
、
ア
プ
ミ
骨
の
骨
端
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

て
い
る
。
歯
の
は
え
代
わ
り
の
機
序
と
し
て
、
顎
骨
お
よ
び
歯
槽
の

発
達
に
歯
の
発
達
が
伴
わ
な
い
こ
と
、
そ
し
ゃ
く
運
動
が
あ
る

こ

と
、
脱
落
歯
は
歯
根
が
な
い
こ
と
お
よ
び
永
久
歯
が
脱
落
歯
を
押
し

出
す
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
老
人
に
お
い
て
も
、
歯
が
は
え
代
わ
り

得
る
こ
と
を
例
を
あ
げ
て
説
明
し
、
三
回
は
え
代
わ
っ
た
例
を
、
墓

碑
銘
を
も
引
用
し
て
、
述
べ
て
い
る
。
椎
骨
お
よ
び
肋
骨
の
別
名
を

紹
介
し
、
第
一
胸
椎
を
何
日
5
8
聞
と
呼
ん
で
い
る
。

手
根
骨
の
名
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称
は
、

ど
お
E日
の
命
名
を
紹
介
し
、

ユ
ダ
ヤ
人
の

F
g
と
い
う

伝
説
上
の
骨
に
も
触
れ
て
い
る
。
種
子
骨
と
い
う
名
称
が
、
穀
物
の

種
の
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
、
そ
の
数
は
、
通
常
十
六
、
老

人
で
は
二
十
で
あ
る
と
。
骨
の
連
結
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
述
べ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

知
識
な
し
に
は
、

解
体
し
た
も
の
を
復
元
で
き
ず
(
宗
教
上
か
)
、

ま
た
、
大
き
な
切
開
に
危
険
が
伴
う
と
し
て
い
る
。
骨
を
連
結
さ
せ

る
も
の
を
、
補
助
部
と
協
力
部
と
に
分
け
、
前
者
は
、
靭
帯
、
滑

液
、
軟
骨
等
、
後
者
は
、
臆
お
よ
び
筋
で
あ
る
。
靭
帯
の
記
載
は
、

は
な
は
だ
詳
し
い
。
滑
液
は
、
粘
液
腺
で
作
ら
れ
、
関
節
の
運
動
に

よ
っ
て
、
関
節
内
に
押
し
出
さ
れ
、
そ
の
運
動
を
円
滑
に
さ
せ
、
関

節
内
の
脂
肪
も
同
じ
役
割
を
果
た
す
。
軟
骨
を
関
節
軟
骨
と
非
関
節

軟
骨
と
に
分
け
、
恥
骨
結
合
に
お
け
る
軟
骨
が
、
分
娩
の
際
に
、
い

く
ぶ
ん
引
き
伸
ば
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
前
頭
骨
に
始

古
」
『
杓
ノ
、

一
つ
の
骨
と
他
の
骨
と
の
結
合
の
ぐ
あ
い
と
そ
れ
に
関
連
す

る
筋
と
を
、
個
々
の
骨
に
つ
い
て
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
中
手
骨
を
四
本
と
数
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
六
表

頭
お
よ
び
そ
れ
自
身
の
外
被
の
項
で
は
、
頭
蓋
骨
が
、

発
育
に
よ
っ
て
変
形
し
得
る
の
で
、
人
相
に
よ
る
予
言
は
根
拠
が
弱

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
毛
を
先
天
性
の
も
の
と
産
後
の
も
の
と

に
分
け
、

か
ら
だ
の
部
分
に
よ
っ
て
、
名
称

ま
た
、

一
部
の
毛
は
、

が
異
な
る
こ
と
を
示
し
、
頭
毛
と
須
毛
と
は
、
暖
め
る
こ
と
と
装
飾

と
に
役
立
つ
と
し
て
い
る
。
毛
の
内
部
は
中
腔
で
あ
る
と
い
う
説
、

ま
た
、
毛
と
爪
と
は
、
死
後
も
延
び
る
と
い
う
説
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
賛
否
両
論
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
汗
の
出
口
は
、
小
静
脈

の
末
端
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
血
液
成
分
の

F
2
5
が
蒸
発
す
る
と

述
べ
て
い
る
。

第
七
表

口
の
各
部
に
つ
い
て
の
項
で
は
、

口
蓋
垂
に
つ
い
て
の

( 29 ) 

記
載
が
、
は
な
は
だ
詳
し
い
。
唾
液
分
泌
管
の
最
初
の
記
載
は
、

以
外
に
、

い
わ
ゆ
る
大
唾
液
腺

口
内
に
は
、
多
数
の
腺
と
小
乳
頭
と
が
あ
り
、
唾
液
が
食

ぜ
〈
貸
手

g
C
六
五
六
〉

更
に
、

に
よ
る
が
、

物
を
湿
ら
せ
、
ま
た
、
食
物
の
各
部
の
結
合
を
解
く
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

第
八
表

脳
お
よ
び
神
経
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
人
間
の
脳
が
、

す
べ
て
の
動
物
の
中
で
、

か
ら
だ
と
の
割
合
が
最
も
大
き
い
こ
と

を
、
ま
ず
、

F
m
-
F
i
z聞
が
、

脳
硬
膜
の
運
動
に
つ
い
て
記

述
べ
、

し
、
心
持
動
が
、
こ
の
運
動
に
由
来
す
る
と
述
べ
た
こ
と
に
触
れ
、

生
体
に
お
い
て
、
既
に
、
脳
硬
膜
が
観
察
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
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し
て
い
る
。
脳
の
皮
質
は
、
先
人
は
腺
様
で
あ
る
と
考
え
、
当
時

は
、
静
脈
か
ら
成
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
精
神
の
存
在
す
る
場

所
を
、

松
果
体
の
中
で
あ
る
と
し
た
の
に
対
し
、

。白-Z
2
2印
は
、

細
か
く
反
論
し
、
更
に
、
そ
の
場
所
に
つ
い
て
、
多
数
の
説
が
あ
っ

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
脳
神
経
は
、
以
前
は
、

七
対
と
考
え
ら

れ
た
が
、

さ
EF回
が
十
対
で
あ
る
こ
と
を
一
万
し
、

国
内
宮
内
円

他
方
、

は
九
対
で
あ
る
と
し
て
、
残
り
の
一
対
を
脊
髄
神
経
に
加
え
、
後
者

を
三
十
二
対
と
し
た
が
、
君
主
国
は
三
十
対
と
し
た
。

そ
の
十
対
の

名
称
の
覚
え
方
に
つ
い
て
、

ぐ

R
v
a
g
が
示
し
た
詩
句
を
紹
介
し

て
い
る
。
当
時
、
第
八
頚
神
経
を
、
現
在
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
も

の
と
、
こ
れ
を
第
一
胸
神
経
と
し
、
仙
骨
神
経
を
六
対
と
す
る
考
え

と
が
あ
っ
た
。
動
物
的
精
神
が
、
神
経
を
通
っ
て
流
れ
る
と
い
う
神

経
液
説
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
著
者
に
と
っ
て
は
、
難
解
で

あ
る
。

(
名
古
屋
大
学
〉

江
戸
明
治
初
期
の
銀
器
具

の
解
説
と
展
示

竹

孝

内

私
は
十
五
年
前
よ
り
、
江
戸
、
明
治
初
期
に
お
け
る
医
療
器
具
を

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
穿
刺
器
と
思
わ
れ
る
用

途
不
明
の
器
具
が
あ
り
之
が
鋪
治
療
用
具
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の

は
よ
う
や
く
数
年
前
で
あ
り
ま
す
。
之
等
を
集
め
て
展
示
解
説
い
た

し
ま
す
。

(
豊
橋
市
〉
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半
田
地
域
に
み
る
幕
末
の
村
方
医
師

茶

谷

良日

'悟

近
世
の
幕
藩
制
社
会
に
つ
い
て
藩
医
に
関
す
る
研
究
は
な
さ
れ
て

い
て
も
、
民
衆
生
活
に
密
着
し
た
医
師
、
医
療
と
い
う
面
に
つ
い
て

の
研
究
は
極
め
て
不
十
分
な
段
階
に
あ
る
。
そ
の
点
で
「
亀
崎
村
医

師
願
達
留
」
が
発
見
さ
れ
て
、
そ
の
史
料
を
中
心
に
し
て

分

析
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
提
起
し
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
の

一
つ
は
、

村
の
達
留
と
い
う
形
で

の
医
師
に
つ
い
て
の
史
料

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
も
内
容
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
願
書
等
に
は
村
役
人
と
し
て
の
庄
屋
が
必
ず
奥
印
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
生
活
共
同
体
と
し
て
の
村
落
を
単
位
に

し
て
農
民
を
支
配
し
、

統
制
し
た
幕
藩
領
主
の
支
配
の
特
徴
が
示
さ

れ
て
お
り
、
医
師
も
又
そ
の
よ
う
な
し
く
み
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
医
師
が
社
会
的
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
存

在
し
た
と
い
う
こ
と
が
云
え
る
。

も
う
一
つ
は
、
医
師
修
業
が
許
さ
れ
る
条
件
の
大
き
な
一
つ
に
農

業
生
産
の
維
持
に
支
障
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
病
身
で
あ
る
こ
と
が
、
医
師
を
志
す
理
由
に
な
っ

た
り
、

四
十
歳
、

五
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
医
師
修
業
と
い
っ
た
例

も
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
年
貢
米
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
領

主
支
配
の
基
本
的
特
徴
が
、
医
師
を
社
会
的
に
生
み
出
し
て
い
く
そ

の
あ
り
方
自
体
を
大
き
く
制
約
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
当
時
の
村
方
史
料
等
と
の
関
連
で
、
村
の
中
で
の
社
会

生
活
上
医
師
が
お
か
れ
て
い
た
諸
特
徴
を
も
明
ら
か
に
し
う
る
で
あ

ろ
う
。

ハ
半
田
市
〉
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筑
前
国
藩
医
津
田
意
安
に
よ
っ
て
小
児

科
を
開
業
し
て
三

O
O年
。
ま
た
福
岡

市
立
伝
染
病
院
(
荒
津
病
院
〉
の
発
祥

母
体
と
な
っ
た
吉
祥
寺
避
病
院
が
設
立

さ
れ
て
一

O
O年
を
迎
え
た
福
岡
市

奥

キず

武

福
岡
地
方
の
歴
史
的
百
科
全
書
と
も
云
う
べ
き
も
の
に
筑
前
国
黒

田
藩
政
時
代
、
貝
原
益
軒
の
筑
前
国
続
土
記
、
津
田
元
顧

・
元
貫
父

子
の
石
城
志
、
奥
村
玉
蘭
の
筑
前
名
所
図
会
の
三
大
著
が
あ
る
。
そ

の
中
の
石
城
志
は
博
多
市
小
路
中
(
博
多
区
奈
良
屋
町
)
の
開
業
医

で
あ
っ
た
が
、
本
来
の
医
療
の
業
績
は
石
城
志
の
輝
し
い
著
述
の
陰

に
か
く
れ
紹
介
さ
れ
ず
に
至
っ
た
。

津
田
家
の
医
業
は
、
当
時
の
医
師
の
中
で
も
進
歩
的
な
医
学
の
考

え
を
も
ち
、
小
児
の
医
学
は
あ
っ
て
も
内
科
、
産
科
の
中
に
と
り
あ

っ
か
わ
れ
た
た
め
、
小
児
の
診
療
を
独
立
さ
せ
『
幼
科
』
と
し
て
開

業
し
、
代
々
こ
れ
を
継
業
し、

藩
政
時
代
を
通
じ
、
藩
内
の
地
域
住

民
と
く
に
小
児
の
医
療
に
貢
献
し
た
こ
と
は
め
ず
ら

し
く
、
『
幼

科
』
を
標
示
し
て
開
業
し
た
こ
と
は
わ
が
国
で
は
じ
て
の
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

津
田
家
の
医
業
の
は
じ
ま
り
は
津
田
信
元
が
慶
長
年
中
、
堂
前
国

よ
り
筑
前
国
粕
屋
郡
仲
原
村
に
移
り
医
術
を
学
び
て
福
岡
、
東
職
人

町
に
て
開
業
し
、
更
に
次
男
意
安
を
連
れ
博
多
瓦
町
に
移
転
開
業

し
、
そ
の
時
、
本
町
の
杉
閉
氏
の
幼
女
の
危
病
を
治
す
こ
と
に
成

功
、
子
供
の
病
気
の
神
様
と
し
て
仰
が
れ
、
有
名
と
な
っ
た
。

意
安
は
父
の
没
後
、
禅
に
帰
依
し
、
聖
福
寺
継
光
庵
の
地
を
借
り

『
幼
科
』
の
看
板
を
か
か
げ
開
業
し
た
。
こ
れ
が
わ
が
国
で
は
じ
め

て
の
小
児
科
専
門
病
院
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
意
安
の
小
児
医
学

は
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
門
人
が
多
く
、
中
で
も
澄
川
元
信
、
河
野

元
春
ら
は
藩
医
と
な
っ
た
。

意
安
は
小
児
の
病
気
は
急
性
に
は
じ
ま
り
短
時
日
の
聞
に
死
亡
す

る
を
救
う
こ
と
を
考
え
、
脳
症
な
ど
病
状
に
応
じ
、
備
薬
と
し
て
数

種
の
丸
薬
を
つ
く
り
『
回
生
軒
合
薬
』
と
し
て
販
売
し
、
子
供
の
救

急
薬
と
し
て
世
の
称
讃
を
得
た
。
意
安
は
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
〉

五
十
七
歳
で
死
去
す
。
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意
安
の
子
、
元
統
は
藩
主
黒
田
綱
政
の
四
男
竹
松
の
侍
医
と
な

り
、
又
大
老
隅
田

・
小
川
氏
ら
の
子
供
の
痘
癒
を
藩
主
の
命
に
よ
り

治
ゆ
し
た
。
晩
年
、
博
多
市
小
路
中
に
開
業
地
を
移
す
。

元
統
の
長
男
元
治
は
十
一
歳
の
藩
主
黒
田
重
政
公
の
侍
医
を
つ
と

め
、
元
治
の
弟
元
立
は
、
藩
主
黒
田
継
高
公
の
親
任
厚
く
、
侍
医
鷹

取
養
巴
、
鶴
原
雁
林
、
匙
役
本
牧
道
益
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

と
き
黒
田
騒
動
の
と
き
で
も
あ
り
藩
主
の
薬
を
再
検
し
、
藩
主
と
共

に
江
戸
に
八
度
、
長
崎
に
二
十
余
度
同
行
し
藩
主
を
守
っ
た
が
、
元

立
の
没
後
遂
に
藩
主
は
毒
殺
さ
れ
た
。

一
小
児
科
医
津
田
家
々
系
略
譜

雲
山

宜
春

寿
山

I I 
フじ フロ
立治

元
統

フじ

j養

Z二元 元子
詣貸恭 貫

続あ
と

津
田
信
元
|

|

i
意
安

ー
雲
林

元
顧
、
元
貫
の
代
に
な
る
と
小
児
科
医
と
し
て
の
基
盤
も
で
き
余

ゅ
う
も
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
俳
請
を
た
し
な
み
、
科
学
者
で
あ
り

な
が
ら
文
学
的
、
考
古
学
的
な
知
識
の
持
ち
主
で
、
元
顧
が
集
め
た

資
料
の
口
授
を
元
貫
が
筆
録
編
集
し
て
で
き
た
の
が
石
域
志
で
あ

る
。
元
貫
は
十
四
歳
の
藩
主
黒
田
斉
隆
公
の
病
気
を
治
し
、
加
療
さ

れ
、
こ
う
し
て
歴
代
藩
主
の
小
児
の
侍
医
を
つ
と
め
た
。
併
し
藩
主

黒
田
長
湾
公
の
代
に
な
る
と
、

シ

l
ボ
ル
ト
、
緒
方
洪
庵
な
ど
の
新

し
い
医
学
の
影
響
を
う
け
、

武
谷
、

篠
田
ら
の
藩
医
の
出
現
に
よ

り
、
津
田
の
名
も
消
え
は
じ
め
た
。

フじ
義

フロ
陳

養
子元

智

養
子珪

蔵

フじ
栄

フロ
倫

一

|

元

章

一
|
珪
蔵

(
日
間
一
一
仰
と
)
(
間
輸
備
と
)
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併
し
、
明
治
十
年
、

西
南
戦
争
後
、
博
多

・
福
岡
に
爆
発
的
な

コ

レ
ラ
・
赤
痢
が
流
行
し
、
吉
祥
寺
避
病
院
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
医
師

に
任
命
さ
れ
た
の
が
元
貫
の
曲
目
孫
に
当
る
津
田
珪
蔵
で
あ
っ
た
。
同

病
院
の
地
は
現
在
福
岡
市
立
荒
津
病
院
で
あ
り
、
福
岡
市
が
現
在
構

想
中
の
『
子
供
病
院
併
設
感
染
症
セ
ン
タ
ー
』

(
仮
称
〉
の
建
設
地

と
決
定
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
開
院
の
運
び
と
な
る
。
津
田
意
安

が
『
幼
科
』
即
ち
『
小
児
科
』
を
開
院
し
て
三

O
O年
余
の
今
日
、

こ
う
し
て
子
供
病
院
と
感
染
症
セ
ン
タ
ー
の
実
現
は
、
郷
土
に
お
け

る
医
家
津
田
家
歴
代
小
児
科
医
の
恩
恵
に
謝
し
、
顕
彰
し
、
近
代
的

病
院
の
建
設
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
努
め
で
あ

ろ
う
。

(
福
岡
市
西
新
病
院
)

一
九
世
紀
の
新
潟
県
に
お
け
る

剖
検
事
績

蒲

原

新
潟
県
に
お
け
る
人
体
剖
検
は
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
十
一
月

十
三
日
、

長
岡
城
下
の
刑
場
に
お
け
る
鳥
越
村
無
宿
市
太
郎
の
刑
死

体
を
長
岡
藩
医
小
山
良
岱
、
新
川
順
庵
、
千
賀
寿
説
ら
が
剖
検
し
た

の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
女
屍
の
刑
屍
剖
検
が
あ
る
が
、
解
剖
学

的
な
剖
検
|
(
正
常
解
剖
学
的
人
体
構
造
の
追
求
〉
は
明
治
十
九
年

ま
で
主
と
し
て
刑
死
人
の
解
剖
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。

明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
)
ま
で
十
二
名
(
男
九
名
、
女
三
名
)

の
刑
死
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

病
理
解
剖
学
的
な
剖
検
は
明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
九
月
、
長
岡

町
の
長
岡
病
院
の
医
師
ら
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
、
慈
虫
病
に
よ
る

死
亡
患
者
、
石
田
甚
士
ロ
と
渡
辺
や
の
二
人
の
剖
検
で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
十
六
年
(
一
八
八
三
)
八
月
高
田
町
高
回
病
院
に
お
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け
る
剖
検
、
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八
)
十
二
月
北
蒲
原
郡
新
発

田
町
に
お
け
る
乾
玄
治
、
大
久
保
修
成
ら
開
業
医
に
よ
る
骨
盤
内
肉

腫
の
剖
検
が
あ
る
。

医
師
白
か
ら
が
被
剖
検
者
と
な
っ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
五
月

(
一
八
八
九
)
佐
渡
ケ
島
両
津
の
神
尾
玄
益
で
、
死
後
、
佐
渡
三
郡

医
師
組
合
の
同
僚
医
師
ら
に
よ
り
制
検
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
記
録
は
「
北
誤
雑
誌
」
と
い
う
島
内
発
行
の
一
般
綜
合
雑
誌

に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

神
尾
玄
益
の
特
志
解
剖
顕
彰
記
念
碑
が
、
両
津
市
妙
法
寺
内
に
建

立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
新
潟
市
は
じ
め
県
内
各
地
で
可
成
積
極
的
に
剖
検
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
〉
末
ま

で
、
記
録
の
不
確
実
な
も
の
ま
で
入
れ
る
と
五
十
四
名
に
つ
い
て
剖

検
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
一
〉
三
月
ま
で
、
県
立
新
潟
医

学
校
に
お
け
る
解
制
は
全
例
刑
死
人
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
系

統
解
制
的
な
人
体
構
造
の
研
究
が
主
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

幼
小
児
の
剖
検
は
明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
二
)
十
二
月
九
日
、

高
田
知
命
堂
病
院
に
お
い
て
瀬
尾
原
始
が
生
後
一
年
四
カ
月
の
瀬
尾

周
治
(
瀬
尾
原
始
次
男
〉
を
剖
検
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

新
潟
市
の
市
立
新
潟
病
院
で
は
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
九
月

十
五
日
ま
で
三

O
体
の
剖
検
を
行
な
い
、
そ
の
剖
検
体
提
供
者
の
慰

霊
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
新
潟
医
学
専
門
学
校
へ
と
引
き
つ
が
れ
、
現
在
で
も
毎
年

行
な
わ
れ
て
い
る
「
解
剖
体
祭
」
で
あ
る
。

民
間
病
院
で
最
も
剖
検
が
行
な
わ
れ
た
の
は
高
田
の
知
命
堂
病
院

で
、
明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
二
)
二
月
十
八
日
の
貧
窮
施
療
患
者

に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
の
を
最
初
と
し
、
明
治
三
十
二
年
ハ
一
八
九

九
〉
ま
で
十
九
名
の
剖
検
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
知
命
堂
病
院
で
は
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施
療
と
交
換
条
件
で
剖
検
が
行
な
わ
れ
て
お
り
そ
の
約
定
が
す
で
に

生
前
に
親
権
者
と
の
聞
で
交
換
さ
れ
て
い
た
。

司
法
解
剖
は
明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
九
月
九
日
西
蒲
原
郡

内
野
町
内
野
警
察
分
署
で
行
な
わ
れ
た
西
倉
宗
嗣
に
よ
る
警
察
官
五

十
嵐
千
八
の
変
死
体
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。

一
九
世
紀
の
新
潟
県
内
に
お
け
る
剖
検
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
八
年

九
月
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
医
誌
十
三
巻
一
号
に
発
表
し
た

が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
可
成
り
補
訂
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
こ
こ

に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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伊
勢
路
の
売
薬
!
万
金
丹
考

己'"
万て

田

万
金
丹
は
伊
勢
白
粉
(
軽
粉
〉
と
な
ら
ん
で
、
伊
勢
参
り
の
土
産

物
と
し
て
全
国
に
親
し
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
万
金
丹
も
伊
勢

路
に
数
種
あ
り
、
発
売
の
地
を
み
る
と
、
神
宮
の
鬼
門
に
あ
た
る
朝

熊
岳
あ
り
、
内
宮

・
外
宮
の
参
道
あ
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
を
根
拠

と
し
て
発
展
し
た
も
の
だ
っ
た
。

-
朝
熊
岳
由
来
の
も
の

二
種
あ
り
、

一
般
に
朝
熊
の
万
金
丹
と
い
え
ば
朝
熊
岳
金
剛
証
寺

(
空
海
が
真
言
密
教
の
道
場
と
し
て
い
た
の
を
室
町
期
に
禅
宗
に
改

宗
ー
臨
済
宗
南
禅
寺
派
別
格
本
山
〉
で
祈
躍
を
お
え
た
あ
と
販
売
さ

れ
た
と
い
う
野
間
の
霊
方
万
金
丹
を
い
っ
て
い
る
が
、
別
に
真
言
密

教
の
坊
中
、
護
摩
堂
明
王
院
に
無
類
万
金
丹
と
称
す
る
も
の
が
あ
っ

た。
前
者
は
野
間
家
の
祖
宗
祐
が
尾
張
国
野
間
(
愛
知
県
知
多
郡
〉
か

ら
来
住
、
霊
夢
に
よ
り
売
薬
を
は
じ
め
た
と
さ
れ
、
宝
暦
八
年

(一

七
五
八
〉
政
清
の
代
に
万
里
小
路
家
を
介
し
て
禁
裏
に
献
薬
、
勅
許

を
得
て
因
幡
少
擦
に
な
り
代
々
官
名
を
称
し
て
幕
末
に
至
る
ま
で
献

薬
を
続
け
て
い
た
。
朝
熊
岳
に
本
家
を
お
き
、
市
内
の
内
宮
参
道
に

支
庖
を
設
け
、
と
も
に
豪
華
な
建
築
を
誇
り
、
幕
末
に
は
金
剛
証
寺

の
配
札
取
締
に
も
な
っ
て
、

往
時
の
勢
い
は
な
い
。

一
大
勢
力
を
占
め
て
い
た
が
、
戦
後
は

後
者
は
江
州
甲
賀
の
里
の
山
伏
系
の
廻
国
者
(
薬
僧

・
坊
人
)
が

明
王
院
の
配
札
と
一
緒
に
施
薬
な
い
し
は
音
物
〈
土
産
物
)
に
し
て

い
た
。
甲
賀
の
薬
僧
(
坊
人
〉
は
朝
熊
坊
と
称
し
、
本
住
地
は
甲
南

町
竜
法
師
で
、
天
台
密
教
の
飯
道
寺
(
甲
賀
の
修
験
道
場
)
が
没
落

後
、
朝
熊
の
真
言
密
教
に
宗
旨
改
し
た
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
甲
南
町
に
は
多
賀
坊
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

は
多
賀
大
社
に
属
す
る
神
宮
寺
の
不
動
院
の
配
札
を
行
な
っ
た
山
伏

で
、
多
賀
大
社
の
神
教
に
よ
る
と
い
う
「
神
教
は
ら
薬
」
を
施
薬
し

:、こ
。

『

k
t
v
ナ
h
ド

こ
の
よ
う
な
廻
国
者
は
明
治
十
七
年
の
配
札
禁
令
で
中
止
さ
れ
、

こ
の
と
き
生
業
を
う
ば
わ
れ
た
の
で
、
業
と
し
て
配
置
売
薬
人
に
な

っ
た
り
、
自
ら
製
造
人
と
な
っ
て
、
甲
賀
売
薬
が
本
格
化
し
た
も
の
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と
み
ら
れ
る
。

-
外
宮
参
道
の
万
金
丹

小
西
家

・
神
仙
万
金
丹
が
そ
れ
で
、
延
宝
四
年
(
一
六
七
六
〉
に

八
日
市
場
の
現
在
地
に
初
代
が
移
住
、
そ
の
嫡
子
が
泉
州
堺
の
小
西

家
か
ら
薬
方
を
譲
ら
れ
た
の
で
、
小
西
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。

小
西
家
は
各
地
に
出
庖
ま
た
は
特
約
販
売
庖
(
看
板
預
庖
〉
を
出

し
、
享
保
八
年
(
一
七
二
三
〉
に
大
和
大
擦
を
称
し
て
い
る
か
ら
前

記
野
間
家
よ
り
早
い
。

『
故
実
郷
談
』
に
よ
れ
ば
「
小
西
大
和
大
嫁

万
金
丹
は
朝
熊
岳
よ
り
は
古
し
」
と
い
う
。

-
秩
回
教
方
万
金
丹

安
東

・
秋
田
家
の
家
季
が
伝
え
た
と
す
る
も
の
、
実
季
が
関
ケ
原

役
後
、
常
陸
宍
戸
城
主
と
な
っ
た
が
、
国
政
不
道
の
か
ど
で
寛
、
氷
七

年
(
一
六
三

O
)
朝
熊
岳
麓
に
龍
居
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
と
き
、
交

遊
の
あ
っ
た
中
倉
家
に
伝
授
し
た
も
の
と
い
う
。

以
上
略
述
し
た
よ
う
に
各
種
の
万
金
丹
の
由
来
を
み
て
も
荏
漢
と

し
て
創
業
が
つ
か
み
難
い
。

初
期
に
は
真
言
系
で
あ
っ
た
朝
熊
の
金
剛
証
寺
が
禅
宗
に
な
っ
て

か
ら
万
金
丹
が
出
現
す
る
と
こ
ろ
が
野
間
の
霊
方
万
金
丹
を
考
え
る

上
に
手
掛
り
を
与
え
て
は
く
れ
ま
い
か
。
し
か
も
坊
中
の
真
言
系
寺

院
に
無
類
万
金
丹
が
あ
る
の
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
野
聞
の
を

ま
ね
た
の
が
無
類
万
金
丹
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
野
聞
の
そ
れ

が
小
西
の
万
金
丹
よ
り
早
か
っ
た
と
す
る
証
拠
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
万
金
丹
は
古
医
蓄
に
一
名
紫
金
錠
と
書
か
れ
て
い

る
紫
金
錠
は
明
代
の
『
寿
世
保
元
』
に
神
仙
太
乙
紫
金
丹
の
別
名
と

し
て
あ
げ
ら
れ
、

一
名
万
病
解
毒
丹
、
玉
枢
丹
と
も
い
い
、
千
金
丹

と
同
じ
成
分
の
も
の
だ
っ
た
。
万
病
解
毒
丹
の
名
称
が
示
す
よ
う

に
、
諸
癒
の
解
毒
が
主
効
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
万
金
丹
の
主
効
は
こ
れ
と
は
ち
が
う
し
、
薬
方
も
か
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な
り
異
な
り
、
む
し
ろ
延
齢
丹
に
近
い
。

延
齢
丹
は
田
代
三
喜
や
曲
直
瀬
道
三
の
伝
授
薬
と
し
て
知
ら
れ
る

ヵ:

『
家
伝
預
薬
集
』

(
一
六
七
一
)
や
『
丸
散
手
引
草
』

七

六
九
〉
に
あ
げ
ら
れ
る
薬
方
は
、
肉
桂
、
縮
砂
、
丁
子
、
沈
香
、
辰

砂
、
墓
接
、
白
壇
、
木
呑
、
桔
梗
、
乳
呑
、
詞
子
(
詞
勅
常
勤
〉
、

草
、
腐
呑
、
竜
脳
を
配
し
、
阿
仙
薬
は
入
っ
て
い
な
い
。

甘

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
万
金
丹
に
し
て
も
、
千
金
丹
に
し
て
も
、

紫
金
錠
に
し
て
も
何
れ
も
阿
仙
薬
製
剤
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
が
明

治
期
に
出
現
す
る
宝
丹
、
仁
丹
の
流
れ
に
続
く
も
の
だ
か
ら
、
中
国
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の
そ
れ
と
は
名
称
は
同
じ
で
も
、

ま
っ
た
く
内
容
の
ち
が
う
同
名
異

質
の
も
の
で
あ
る
。

延
齢
丹
か
改
変
方
に
阿
仙
薬
が
加
わ
っ
た
の
が
わ
が
国
の
万
金
丹

な
ど
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
そ
う
命
名
し
た
の
か
、
依
然
と

し
て
ナ
ゾ
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ハ
大
阪
大
学
医
学
部
医
学
概
論
〉

日
本
散
瞳
薬
伝
来
史
補
考

ー
ヒ
ヨ
ス
出
吉
田
口
言
自

g
つ
い
て

|福

島

義

E
-
m
J回・〈・

ω
E
5
5
が
我
が
国
へ
伝
え
た
散
瞳
薬
植
物
は
、

ぷ
自
身
は
〉
丹『
O
M
M担

σ目]}包
O
一ロロ戸と
呼
ん
だ
が
、
実
は
ハ

シ
リ
ド
コ

ロ

ωno同
vo--胆
古
田
M
0
2
2
で
あ
っ
た
。

そ
の
門
弟
高
良
斎
は
訳
著

「
眼
科
必
読
」
に
お
い
て
、

〈・

ω
E
u
oE
使
用
散
瞳
薬
の
本
態
は

本
草
の
茸
省
、
和
名
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
欠
如
す
る

と
き
は
ヒ
ヨ
ス
出
可
O
R苫
5
5
が
代
用
せ
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

演
者
が
良
斎
が
「
限
科
必
読
」

の
原
典
と
し
た

〉
・
ぐ
笹
口
問
。
三

蘭
訳
本

G
・〉
-
d
2
5
8ロ
著
外
科
書
)
に
つ
い
て
し
ら
べ
て
み
る

と
散
瞳
薬
回
色
色

S
E
に
つ
い
て
は
記
述
が
あ
る
が
、

そ
の
代
用

薬
問
吉
田
ロ
苫
5
5
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
良
斎
が

0
2
2
0
0
ユ

そ
の
他
の
著
書
か
ら
知
っ
て
添
加
補
遺
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
、

た
が
っ
て
、
良
斎
は
ヒ
ヨ
ス
が
散
瞳
薬
植
物
で
あ
る
こ
と
を
日
本
人

医
師
に
最
初
に
公
開
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
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ぐ・

∞ぽ
σ
0】

円
四

か
ら
散
瞳
薬
伝
授
を
あ
せ
っ
た
結
果
、

シ

l
ポ
ル

ト
事
件
に
ま
き
込
ま
れ
て
悲
惨
な
運
命
を
た
ど

っ
た
土
生
玄
碩
が
伝

え
た
家
伝
秒
薬
散
瞳
植
物
の
本
態
は
∞

8
3
-
S
で
は
な
く
、

国
吋
O
B

回
円
吉
田
E
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
演
者
は
次
ぎ
の
よ
う

に
考
按
す
る
。

即
ち
、
最
初
に

ω
u
g
E
か
ら
教
示
さ
れ
た
も
の

は

ω
g旬。
-sy旬。ロ
-S
で
あ
っ
た
が
、

之
れ
は
深
山
に
自
生
す
る

も
の
で
栽
培
が
出
来
な
い
の
で
、
江
戸
の
玄
碩
に
と
っ
て
は
入
手
困

難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、

栽
培
容
易
な
ヒ
ヨ
ス
国
吉
田
ミ
白
5
5

代
用
さ
れ
る
こ
と
を
良
斎
か
水
谷
豊
文
か
に
教
え
ら
れ
て
、
主
と
し

て
ヒ
ヨ
ス
を
使
用
し
た
。

(
徳
島
市
)

古
書
に
み
ら
れ
る
歯
痛
薬
に
つ
い
て

本

邦

員リ

間

わ
が
国
に
お
け
る
歯
科
医
療
の
塙
矢
は
抜
歯
手
術
で
あ
る
と
さ
え

ヵ:

い
わ
れ
、
放
歯
手
術
は
歯
科
疾
患
の
主
要
療
法
と
さ
れ
て
き
た
ら
し

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
、
抜
歯
手
術
は
歯
痛
の
除
去
と
い
う
医
療
手
段

の
ほ
か
に
、
古
代
の
民
族
的
風
習
と
し
て
施
術
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

古
代
人
骨
の
調
査
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
医
療
と
し
て

の
抜
歯
手
術
は
、
歯
痛
の
原
因
除
去
療
法
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
も
の
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
歯
痛
に
た
い

す
る
療
法
す
な
わ
ち
鎮
痛
法
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
か

を
考
究
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
慶
長
十
八
年
(
一
六
二
三
に
金
保
氏
が
徳
川
家
の

医
官
と
し
て
仕
え
て
以
来
、
日
中
医
の
勃
興
を
み
る
こ
と
に
な
っ

た
。
口
科
医
官
と
し
て
、
松
本
・
本
康
・
本
賀
・
安
藤

・
福
山

・
佐

藤
の
諸
氏
が
あ
り
、
朝
廷
に
は
錦
小
路
、
親
康
の
諸
家
が
仕
え
た
。
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こ
の
時
代
に
お
け
る
歯
科
医
学
の
進
歩
と
し
て
は
特
記
す
べ
き
も
の

を
も
た
な
い
が
、
鎮
痛
法
と
し
て
医
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
か
ら
考

察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
医
学
校
で
あ
る
踏
寿
館
は
時
代
に
重
き
を
な
し
た

が
、
そ
れ
は
多
紀
家
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寛
政
元
年
(
一
七
八

九
)
、
多
紀
元
蕗
は
広
恵
斉
急
法
を
記
述
し
て
い
る
。

「
広
恵
斉
急

法
」
に
は
「
歯
腕
」
、
「
舌
卿
」
な
ど
の
出
血
性
疾
患
の
頂
に
「
歯
を

抜
て
血
出
て
不
止
」
の
項
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
噴
に
は
、
抜

歯
手
術
が
往
々
に
し
て
施
術
さ
れ
て
い
た
か
が
推
定
さ
れ
る
。

鎮
痛
療
法
と
し
て
は
、
芦
桂
州
に
よ
る
「
袖
珍
医
便
」
は
元
禄
三

年

三

六

九

O
)
に
初
版
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
享
保
十
年

(
一
七
二
五
〉
版
に
は
つ
ぎ
の
処
方
が
あ
る
。
清
胃
散
(
胃
熱
な
く

唇
裂
或
は
口
中
に
癒
を
生
じ
或
は
蝦
腫
痛
み
文
は
膿
欄
と
痛
み
を
な

す
を
治
す
)
黄
連
・
生
雫

・
升
麻

・
牡
丹
皮

・
当
版
。
当
販
連
掴
湯

|
当
阪

・
生
雫

・
川
高
ご
連
掴

・
防
風

・
刑
芥

・
自
主

・
蒐
活

・
黄

苓

・
山
梶
子
、
相
売

・
廿
帥

・
細
辛
。
独
活
散
|
独
活

・
蒐
活

・
川

考

・
防
風

・
細
辛

・
刑
芥

・
薄
荷

・
生
雫
。
加
減
涼
踊
散
|
連
掴

・

賞
苓

・
梶
子

・
貰
運

・
桔
梗

・
薄
荷

・
当
坂

・
生
雫

・
均
薬
。
定
痛

散
ー
当
阪

・
生
雫

・
細
辛

・
干
菱

・
白
宣

・
連
掴

・
黄
連

・
山
被

・

苦
参

・
桔
梗

・
烏
梅
・
甘
州
。

ま
た
、
奈
良
宗
哲
に
よ
り
正
徳
四
年
(
一
七
一
四
)

に
記
述
さ
れ

た
「
袖
珍
仙
方
」
に
も
歯
痛
に
対
す
る
処
方
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

「
石
灰
砂
糖
等
分
虫
歯
の
孔
の
中
へ
入
て
よ
し
」
、

「
石
菖
蒲
の
根
暁

欄
し
て
虫
歯
の
孔
の
中
へ
入
て
よ
し
」
、

「
黒
大
豆
酒
に
て
せ
ん
じ

だ
し
口
に
ふ
く
み
て
よ
し
」
等
々
な
ど
、
な
か
に
は
迷
信
に
ひ
と
し

き
療
法
ま
で
み
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
み
る
と
歯
痛
に
は
原
因
除
去
療
法
と
し
て
の
抜
歯
手
術

の
ほ
か
に
、
鎮
痛
療
法
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
効
果
に
は
疑
問
を
有
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
鎮
静
療
法
は
、
患
歯
の
保
存
療
法
で
あ
る
た
め
に
歯
の
硬
組
織

の
切
削
器
械
の
開
発
と
薬
物
の
進
歩
と
と
も
に
発
展
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
書
に
み
ら
れ
る
鎮
痛
剤
の
処
方
を
通
じ

て
、
歯
痛
の
鎮
静
療
法
の
進
歩
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

(
日
本
歯
科
大
学
)
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フ
ラ
ン
ス
医
人
の
蔵
書
票

大

全

節

矢

開
M
T
玄
σ江
田
は
ラ
テ
ン
語
で
、

円同市
E
B
-
2
丘
三
何回

仏内:・

の
意
味

で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ハ
ン
コ
は
な
い
の
で
愛
蔵
の
書
物
に
は
切
手
の
よ

う
な
意
匠
を
こ
ら
し
た
蔵
書
票
を
貼
り
附
け
る
習
慣
が
あ
る
。
こ
れ

ら
蔵
書
票
に
は
蔵
書
家
の
趣
味
で
種
々
の
図
柄
が
印
刷
さ
れ
て
い
て

美
術
的
の
価
値
も
齢
く
な
い
の
で
、
蒐
集
す
る
人
々
が
多
い
。
ス
ラ

イ
ド
で
医
人
の
蔵
書
票
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
資
料
は

∞o
n
芸品

P
8
2
5
仏両
5
0
5
号

-
P
Z
E
2
5巾

の
副
会
長
の

叶
Y
-
〈
四
件
円
四
円
が
著
し
た

ロ
ロ
門
戸
口
胆
ロ
丹
市
内
uTEσ
江田

n
o
g℃
O
白

血

担

問

}
O
ロ円

内同
2
5
a
m
n
Fロ
内
円
か
ら
拝
借
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
古
代
医
学
に
お
け
る
医
療
過
誤

家

誠

本

医
療
あ
る
所
、
医
療
過
誤
が
あ
る
。
過
誤
は
零
に
は
な
ら
ぬ
に
し

て
も
最
少
に
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
為
に
も
其
の
原
因
と
対
策
の
研
究
が
必
要
だ
。

中
国
古
代
医
学
は
此
の
面
に
就
い
て
も
用
意
を
忘
れ
て
は
い
な

ぃ
。
そ
し
て
此
の
医
学
の
理
論
と
構
造
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
医

療
過
誤
は
三
つ
の
型
に
分
類
出
来
る
。

て
気
血
の
在
り
方
に
関
係

す
る
も
の
。
二
、
病
気
の
在
り
方
に
関
係
す
る
も
の
。
三
、
技
術
的

問
題
。
中
国
古
代
医
学
は
一
箇
の
医
学
体
系
で
あ
り
、
診
療
上
に
も

原
理

・
原
則
を
も
っ
て
い
る
。
其
の
原
則
に
違
反
す
る
時
、
病
気
は

悪
化
し
た
り
死
亡
し
た
り
す
る
。

「
治
は
天
の
気
に
の
っ
と
ら
ず
、

地
の
理
を
用
い
ざ
る
と
き
は
則
ち
災
害
至
る
」

(
陰
陽
応
象
第
五
)

「
道
は
上
は
天
文
を
知
り
下
は
地
理
を
知
り
中
は
人
事
を
知
ら
ば
、

以
て
長
久
な
る
べ
し
」

(
著
至
教
第
七
五
〉
此
の
医
学
は
天
文

・
地
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理
・
人
事
の
、
生
体
に
対
す
る
作
用
を
究
明
し
て
、
其
の
体
系
を
立

て
て
い
る
c

過
誤
の
第

て

第
二
の
型
は
こ
の
天
文
(
気
候

・
気

象
)
と
人
事
(
人
の
地
位

・
境
遇
と
其
の
変
動
、

又
気
質

・
体
質
な

ど
〉
の
法
則
に
対
す
る
違
反
で
あ
る
。
地
理
は
五
味
〈
栄
養
〉
と
風

土
の
問
題
で
あ
る
が
寧
ろ
疾
病
論
の
対
象
と
考
え
る
の
で
省
略
す

る
。
第
三
型
は
技
術
的
ミ
ス
の
問
題
で
あ
る
。
」

人
は
天
地
の
聞
に

生
れ
、
天
地
の
気
を
受
け
て
生
き
て
い
る
。
其
の
気
血
(
神
経
・
内

分
泌
系
の
興
奮
準
位
〉
は
自
然
の
法
則
の
下
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、

年
の
索
、
暑
、
月
の
盈
虚

・
日
の
明
暗

・
天
の
寒
温
と
い
う
自
然
の
リ

ズ
ム
或
は
変
動
の
影
響
下
に
在
る
。
病
も
此
の
条
件
の
上
に
起
り
、

治
療
法
則
も
此
の
上
に
決
め
ら
れ
る
。
春
の
気
血
は
ど
こ
に
在
り
液

穴
は
何
で
あ
る
と
き
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
法
則
に
反
す
る
と
き
様
々

の
不
都
合
が
起
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

「
凡
そ
此
の
四
時
刺
(
四
季

の
刺
法
)
は
、
こ
れ
に
反
す
る
と
き
は
乱
気
を
生
じ
、
相
淫
し
て
病

む
」
又
「
刺
は
四
時
の
経
、
病
の
生
ず
る
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
従
・
を

逆
と
な
し
、

正
気
内
に
乱
れ
、
精
と
相
薄
す
」

(
四
時
刺
逆
従
六

四
〉
こ
の
第
一
型
は
素
聞
の
生
気
象
学
・
気
象
医
学
的
側
面
に
対
応

す
る
よ
中
国
古
代
医
学
は
証
の
医
学
だ
と
云
は
れ
る
。
病
は
先
づ

証
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
証
は
病
期

・
病
位

・
病
勢
・
症
状
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
此
の
項
目
毎
に
治
療
上
の
法
則
が
あ
る
。
病
期
。
病

の
最
盛
期
に
は
刺
す
な
。
予
後
不
良
の
も
の
も
同
じ
。

此
の
時
に
手
を
つ
け
る
の
は
下
工
H

や
ぶ
医
者
だ
と
云
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
手
を
つ
け
て
も
設
な
こ
と
は
な
い
と
云
う
の
で
あ

る

(
左
伝
の
医
師
の
行
動
参
照
)
病
理
。
病
に
は
深
さ
が
あ
る
。

体
表
の
病
と
蔵
府
の
病
と
で
は
一
般
に
病
状
も
予
後
も
違
う
。
刺
鋪

の
深
さ
は
こ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
こ
れ
を
過
す
と
き

は
則
ち
内
傷
し
、
及
ば
ざ
る
と
き
は
則
ち
外
塞
す
。
浅
深
得
ざ
る
と

き
は
反
っ
て
大
賊
を
な
す
」

〈
刺
要
五
十
〉
病
勢
。
疾
病
に
対
し
て

生
体
は
種
々
の
反
応
を
示
す
。
こ
れ
を
抵
抗
性
の
大
小
或
は
緊
張
性

の
強
弱
に
於
い
て
と
ら
え
る
と
き
虚
実
と
呼
ぶ
。
虚
は
補
し
実
は
写

す
。
こ
れ
を
間
違
え
る
と
こ
う
な
る
。

「
補
写
反
す
る
と
き
は
病
益

々
篤
し
」
(
邪
気
蔵
府
4
〉

「
老
者
は
絶
滅
し
壮
者
は
復
さ
ず
。

れ
が
死
期
を
予
す
」

名
。
証
と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
だ
が
、
こ
こ
で
は
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に

(
根
結
5
)
陰
陽
の
誤
診

・
誤
治
も
同
じ
。
病

よ
る
情
動
障
碍
・
心
身
症
が
問
題
と
な
る
。
疎
五
過
・
徴
四
失
は
素

聞
の
医
療
過
誤
論
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
大
部

分
こ
れ
で
あ
る
。
心
身
症
の
つ
か
ま
え
に
く
さ
、

わ
か
り
に
く
さ
と

其
れ
に
よ
る
治
療
の
失
敗
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
素
聞
の
心
身
医
学
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と
し
て
の
側
面
に
対
応
す
る
。
以
上
が
第
二
の
型
で
あ
る
。
第
三
型

は
現
在
も
日
常
茶
飯
の
如
く
見
る
こ
と
の
出
来
る
技
術
的
過
誤
で
、

刺
鋪
の
部
位
、

時
期
に
よ
る
神
経
損
傷
(
麻
痔
な
ど
て
蔵

深
さ
、

器
損
傷
(
肺
に
中
る
も
の
は
五
日
に
し
て
死
す
等
)
、
シ
ョ
ッ
ク
、
出

血
過
多
な
ど
で
あ
る
。

一
・
二
型
が
よ
り
多
く
理
論
的

・
法
則
的
過

誤
で
あ
る
の
に
対
し
三
型
は
大
変
具
体
的
で
あ
る
。
現
代
の
医
療
過

誤
は
殆
ど
こ
の
型
で
あ
る
。
」
素
霊
を
通
読
し
て
医
療
過
誤
に
関
す

る
警
告
の
多
い
の
に
驚
く
。
そ
れ
だ
け
危
険
が
多
か
っ
た
の
か
。
過

誤
に
対
す
る
社
会
の
目
が
厳
し
か
っ
た
の
か
。
宝
命
全
形
二
五
の
医

「
余
、
其
の
痛
を
念
じ
、
心
こ
れ
が
為
に
乱
惑
す
れ

師
は
な
げ
く
。

ど
、
反
っ
て
其
の
病
を
甚
し
く
し
、
更
代
(
ピ
ン
シ
ャ
ン
と
健
康
に

す
る
)

百
姓
こ
れ
を
聞
き
以
て
残
賊

(
ひ
で
え
奴

す
べ
か
ら
ず
。

だ
〉
と
な
す
。
こ
れ
を
為
す
こ
と
如
何
(
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
か
ろ

う〉」

医
者
の
世
間
の
非
難
に
対
す
る
な
げ
き
で
あ
る
。

千
金
、
外

台
に
は
王
叔
和
を
引
用
し
て
一
玄
う
。

「
医
術
浅
狭
に
し
て
治
を
な
す

と
き
は
乃
ち
誤
る
。
病
者
を
し
て
潰
没
せ
し
め
、
自
ら
謂
ら
く
其
の

分
な
り
と
。
今
に
至
っ
て
寛
魂
は
冥
路
を
塞
ぎ
、
死
屍
は
臓
野
に
盈

っ
。
仁
者
こ
れ
に
鑑
み
よ
。

宣
に
痛
ま
し
か
ら
ず
や
」

(
外
台
秘
要

方
)
医
者
の
医
者
に
対
す
る
警
告
で
あ
る
。
識
者
の
言
は
漢
書
芸
文

志
に
聞
こ
う
。
方
技
略
に
云
う
。

「
諺
に
日
く
、
病
有
り
て
治
せ
ざ

れ
ば
常
に
中
医
を
得
」
こ
れ
は
医
学
に
対
す
る
否
定
で
あ
る
。

「
方
技
は
皆
生
生
の
具
に
し
て
壬
官
の
一
守
な
り
」

と
も
あ
る
。

待
す
る
所
も
あ
る
の
で
あ
る
。
期
待
と
失
望
、
医
学
に
対
す
る
評
価

は
こ
の
間
を
ゆ
れ
動
い
て
い
る
。
医
療
過
誤
は
こ
の
評
価
に
関
し
て

大
き
な
責
任
を
荷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

又期

( 43 ) 169 



古
代
医
学
に
お
け
る
帯
下
に
つ
い
て

蔵

方

宏

日
Eヨ

江
戸
時
代
婦
人
科
医
(
女
科
医
)
を
H

お
り
も
の
医
者
μ

と
俗
称

し
た
程
、
古
今
H

帯
下
μ

を
訴
え
て
婦
人
科
を
訪
れ
る
人
は
多
い
。

お
そ
ら
く
そ
れ
は
古
代
に
お
い
て
も
同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
平
安
時

代
の
医
書
「
医
心
方
」

(
西
暦
九
八
四
年

・
丹
波
康
頼
著
)

は

「
諸
病
源
候
論
」

(
西
暦
六
一

O
年

・
巣
元
方
著
)
と
「
備
急
千
金

要
方
」

(
西
暦
六
五

O
J六
五
九
年
頃

・
孫
思
遡
著
)
の
中
国
古
医

奮
を
引
用
し
、
二
丁
以
内
(
安
政
六
年
の
復
刻
板
〉
で
述
べ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

「
医
心
方
」
巻
二
十
一
第
二
十
四
に
は
「
婦
人
帯
下
三
十
六
疾
を

治
す
方
」
と
し
て
先
ず
「
病
源
候
論
」
の
一
一
一
十
六
疾
の
分
類
を
載
せ

て
い
る
。
即
ち

十
二
癖
|
帯
下
の
性
状
十
二
種

九
痛
|
帯
下
に
と
も
な
っ
た
疹
痛
九
種

七
害
|
帯
下
に
よ
る
障
害
七
種

五
傷
l
帯
下
が
あ
る
時
の
傷
害
(
?
〉
五
種

癌
ー
慢
性
的
に
帯
下
が
あ
る
時
の
合
併
症
(
?
〉
一
一
一
種

で
あ
る
。
ま
た
「
千
金
要
方
」
の
七
害
五
傷
三
痴
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
「
止
柄
源
候
論
」
の
分
類
と
多
少
異
っ
て
い
る
。

婦
人
三
十
六
疾
の
治
療
法
と
し
て
「
千
金
要
方
」
の
処
方
を
載
せ

て
い
る
が
、
薬
量
の
配
合
は
少
し
違
っ
て
い
る
。

「
医
心
方
」
巻
二
十
一
第
二
十
三
に
は
「
五
色
の
帯
下
を
治
す

「
竜
門
方
婦
人
帯
下
を
療
す
る
方
」
と
し
て
帯
下
三
十
六
疾
と

は
違
う
治
療
法
を
載
せ
て
い
る
。

古
[_ 

H

五
色
の
帯
下
u

に
つ
い
て
は

「
病
源
候
論
」
は
H

育

・
黄

・
赤

・
白

・
黒
H

に
分
類
し
「
帯
下
の

「
医
心
方
」
で
は
「
千
金
要
方
」
の
処
方

を
取
り
入
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
丹
波
康
頼
は
病
因
論
よ
り
も
治

候
」
を
論
じ
て
い
る
が

療
に
重
き
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
は
さ
ら
に
多
数
の
古
医
書
が
中
国
よ
り
流
入
し
て
い

る
が
「
医
心
方
」
と
そ
れ
に
引
用
さ
れ
た
中
国
古
医
書
を
中
心
に
、

当
時
の
帯
下
に
つ
い
て
の
記
録
を
検
索
し
て
み
た
い
。

(
昭
和
大
学
〉
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摩
詞
止
観
の
医
学

杉
田
陣
道

・
中
田
直
道

摩
詞
止
観
は
天
台
大
師
智
顕
(
五
三
八
|
五
九
七
)

に
よ
っ
て
明
者

わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
彼
が
説
い
た
法
華
玄
義

・
法
華

文
句
の
二
著
書
を
合
わ
せ
て
天
台
三
大
部
と
い
い
、
天
台
教
学
の
根

本
で
あ
る
。

天
台
宗
を
聞
い
た
智
顕
は
そ
の
教
学
を
確
立
す
る
た
め
に
教
相

観
心
の
二
門
を
大
成
組
織
し
た
。
即
ち
法
華
玄
義
と
法
華
文
句
は
主

と
し
て
教
相
を
説
い
た
も
の
で
、
前
者
は
法
華
経
の
経
題
を
解
釈
し

た
も
の
後
者
は
法
筆
経
の
文
々
句
々
を
註
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
摩

詞
止
観
は
主
と
し
て
観
心
(
修
行
方
法
〉
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
摩
詞
止
観
の
巻
第
八
の
第
三
節
に
「
病
患
を
観
ぜ
よ
」
と
い

う
の
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
坐
禅
の
修
行
を
進
め
て
い
る
と
き
に
、

病
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
の
病
気
の
為
に
修

行
が
中
絶
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
病
気
に

か
か
っ
た
時
こ
そ
お
の
れ
の
修
行
を
進
め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ

る
。
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
他
人
の
た
め
に
も
、
病
気
に
対
処

す
る
的
確
な
知
識
と
治
病
の
方
法
を
心
得
て
い
な
け
れ
ば
、
よ
い
指

導
者
と
は
な
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
左
の
如
き
組
織

よ
り
成
っ
て
い
る
。

病
患
の
称
相

病
患
が
起
る
因
縁

四
大
不
順

飲
食
不
節

坐
禅
不
調

四

鬼
病

五

魔
の
所
為

」ー

ノ、

業
病

治
病
の
方
法

止
を
用
い
る
治
法

気
を
用
い
る
治
法

息
を
用
い
る
治
法

四

仮
想
を
用
い
る
治
法

五

観
心
を
用
い
る
治
法
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四

損
益
を
明
か
す

止
観
(
十
乗
観
法
)
を
修
せ

五さ
ら
に
こ
の
内
容
を
摩
詞
止
観
の
筒
略
本
と
い
わ
れ
て
い
る
「
修

習
止
観
坐
禅
法
要
紗
」
と
比
較
検
討
し
た
い
。

(ω横
浜
市
大
、

ω鶴
見
女
子
短
期
大
〉

中
国
の
諺
を
通
じ
て
の
医
者
像

|
|
社
会
的
風
俗
史
的
考
察
|
|山

本

徳

中
国
社
会
に
お
け
る
医
者
像
を
求
め
る
一
試
案
と
し
て
、
古
来
の

諺
か
ら
H

医
者
H

に
関
す
る
も
の
を
取
り
あ
げ
、
社
会
風
俗
史
的
観

点
か
ら
考
察
し
た
。

で
き
る
だ
け
、

出
典
の
明
か
な
も
の
に
着
目

し
、
時
代
性
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
諺
本
来
の

性
格
上
、
出
典

・
時
代
の
不
明
確
な
も
の
は
省
い
た
。

諺
の
内
容
か
ら
、
次
の
よ
う
に
分
け
た
。

一
人
前
の
医
者
に
な
る
に
は
。

良
い
医
者
と
は
。

か
か
り
た
く
な
い
医
者
。

四

医
者
の
治
せ
る
も
の
、
治
せ
な
い
も
の
。

五

医
者
往
来
。

--'-
ノ、

医
者
に
診
て
も
ら
う
に
は
費
用
が
か
さ
む
。

七

医
者
は
自
分
の
病
気
を
治
せ
な
、

。

172 
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八

医
者
と
政
治
。

一
人
前
の
医
者
に
な
る
に
は

古
い
と
こ
ろ
か
ら
あ
げ
る
と
、
左
伝

・
楚
辞
に
、

三
折
肱
為
良
医
。
と
か
、
九
折
管
而
成
医
。
と
あ
る
。

自
己
の
肱
で
あ
れ
、
他
人
の
で
あ
れ
、
三
度
も
九
度
も
(
沢
山
〉

折
ら
ね
ば
良
医

・
医
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
経
験
が
要
求
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
、

ま
た

熟
読
王
叔
和
、
不
如
臨
診
多
。

と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
明
確
に
指
摘
し
た
の
が
蘇
東
披

で
あ
る
。
彼
は
諺
を
引
用
し
て
、
学
書
者
紙
費
、
学
医
者
人
費
。
と

述
べ
て
い
る
。

良
い
医
者
と
は

前
条
の
経
験
豊
か
さ
を
求
め
る
こ
と
と
関
連
し
て
く
る
が
、
さ
ら

に
熟
達
し
た
老
練
な
医
者
が
良
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

老
医
少
ト
、
と
か
、
少
年
木
匠
、
老
郎
中
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
父
祖
三
世
を
経
た
医
家
が
望
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
、
礼
記
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
を
ゆ
院
仰

は
、
他
に
J

。

ニ
鋭
あ
り
』

医
不
三
世
不
服
其
薬
。

か
か
り
た
く
な
い
医
者

有
病
不
治
、
恒
得
中
医
(
漢
書
〉
。
と
か

庸
医
殺
傷
人
(
六
部
成
語
)
と
あ
る
よ
う
に
、

中
等
の
医
者

・
凡
庸
な
医
者
に
は
、
む
し
ろ
治
療
し
て
も
ら
わ
な
い

方
が
よ
い
、

と
い
う
の
が
本
音
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

-
と
こ
人

J

が
、
急
病
の
場
合
に
は
、
医
者
の
善
否
を
考
え
て
は
い
ら
れ
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
病
急
乱
投
医
、
と
あ
る
。

四

医
者
の
治
せ
る
も
の
、
治
せ
な
い
も
の

医
者
医
病
、
不
能
医
命
。
と
あ
る
よ
う
に
、
病
気
は
治
せ
る
が
命

は
救
え
な
い
、
と
い
う
。
そ
の
病
気
と
は
、
医
治
不
死
病
(
孔
叢
子
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
死
な
な
い
病
を
指
す
。
そ
う
な
れ
ば
こ
そ
、
良
医

知
病
人
之
死
生
(
戦
国
策
)
と
あ
る
よ
う
に
、
良
医
は
治
癒
で
き
る
病

人
を
治
療
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
命
に
次
い
で
治
し
難
い
も

の
と
し
て
、
心
病
が
あ
げ
ら
れ
る
。
医
病
易
、
医
心
難
。
と
あ
る
。

で
は
、
良
医
と
は
、
ど
の
よ
う
な
医
者
を
い
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
と
い
う
と
、

良
医
者
常
治
無
病
之
病
。
故
無
無
。

(
准
南
子
)
。

上
医
医
未
病
之
病
、
中
医
医
欲
病
之
病
、
下
医
医
己
病
之
病
(
千

金
方
〉
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と
あ
る
よ
う
に
、
予
防
医
的
な
性
格
の
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五

医
者
往
来

季
節
と
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

枇
杷
賞
、
医
者
忙
、
橘
子
黄
、
医
者
蔵
、
雑
萄
上
場
、
医
者
還
郷

〈
丹
鉛
総
禄
)
。

医
者
は
、
や
は
り
、
良
医
が
求
め
ら
れ
る
せ
い
か
、
良
医
之
門
多
病

人
〈
尚
書
大
伝

・
萄
子

・
説
苑
)
と
あ
る
。
患
者
は
、
良
医
は
勿
論
の

こ
と
一
般
に
医
者
の
所
に
行
っ
て
い
た
が
、
往
診
の
あ
っ
た
こ
と
が

医
不
叩
門
、
有
請
才
行
。
と
か
、
急
病
請
三
師
。

と
見
ら
れ
る
。
医
者
が
往
診
に
行
く
の
に
輯
に
乗
っ
て
い
た
こ
と

ヵ:

一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

医
者
坐
橋
、
窮
家
不
到
。

--'-
ノ、

医
者
に
診
て
も
ら
う
に
は
費
用
が
か
か
る

前
条
の
窮
家
不
到
、
と
い
う
こ
と
は
、
金
持
の
所
に
往
診
し
て
い

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

病
有
功
夫
急
有
銭
。
と
か
、
病
好
不
謝
医
、
下
次
無
人
医
。

と
あ
る
よ
う
に
謝
金
が
切
実
な
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
金
持
は
病
気

に
な
っ
て
も
心
配
な
い
が
、
貧
乏
人
は
、
そ
う
は
い
か
な
い
、
ゆ
え
に
、

窮
不
離
ト
、
富
不
離
医
。
と
な
り
、

有
銭
則
生
、
無
銭
則
死
。
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

七

医
者
は
自
己
の
病
気
を
治
せ
な
い

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、
韓
非
子
に
、

亙
威
雄
善
祝
、
不
能
自
放
也
。
秦
医
雌
善
除
、
不
能
自
弾
也
。

と
あ
る
が
、
後
世
に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

名
医
不
能
自
医
。
と
か
、
郎
中
不
自
医
。
と
あ
る
。

八

医
者
と
政
治

医
者
は
表
面
的
に
は
人
の
命
を
司
る
も
の
(
医
実
司
人
之
命
〉
と
さ

れ
る
が
、
古
く
は
H

医
υ

と
は
、
病
気
を
研
究
し
て
得
た
理
論
を
応

用
し
て
政
治

・
国
家
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

上
医
医
園
、
其
次
医
疾
人
。

(
国
語
)

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
も
変
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、

上
医
医
園
、
中
医
医
人
、
下
医
医
病
。
(
千
金
方
〉

と
あ
り
、
医
術
者
と
し
て
の
医
者
に
対
す
る
見
方
は
別
と
し
て
も
、

H

良
医
M

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
活
仲
湾

の
言
か
ら
も
察
せ
ら
れ
よ
う
。

吾
不
能
為
良
相
、
必
為
良
医
、
以
医
可
以
救
人
也
。

(
大
阪
大
学
教
養
学
部
生
物
〉
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日
本
に
お
け
る
中
国
古
代
医

聖
の
画
像
刻
像
に
つ
い
て

矢

数

道

明

江
戸
時
代
、
各
藩
の
医
学
館
で
は
、
日
本
及
び
中
国
の
医
祖
神
の

書
軸
、
あ
る
い
は
画
軸
、
ま
た
は
刻
像
を
、
時
に
応
じ
て
掲
げ
、
医

あ

が

ま

っ

祖
を
崇
め
杷
り
、
医
の
倫
理
を
培
い
、
医
の
心
を
体
し
て
修
業
に
励

ん
だ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

尾
州
藩
医
宗
、
浅
井
家
に
伝
え
ら
れ
た
、
多
く
の
書
軸
、
画
軸
、

磁
器
像
な
ど
を
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
、
浅
井
国
幹
顕
彰
記
念
碑
建

立
の
際
、
東
亜
医
学
協
が
寄
贈
を
受
け
、
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ

の
中
、
医
祖
神
に
闘
す
る
も
の
が
八
品
目
あ
っ
た
。
即
ち

、
徳
川
綱
吉
将
軍
筆

、
徳
川
慶
勝
侯
筆

神
農
立
像
(
温
知
社
遺
品
)

皇
国
漢
土
医
祖
神
尊
号

明
治
十
二
年

軸

三
、
狩
野
常
信
筆

伏
戴
神
農
賞
帝
画
像

軸

四
、
安
親
筆

宝
永
六
年
頃
〈
一
七

O
九〉

杉
山
活
斎
賛
、
雄
慎
書

神
農
画
像

一
軸

安
永
三
年
(
一
七
七
四
)

五
、
浅
井
図
南
筆

軒
組
黄
帝
尊
号

軸

安
永
五
年
(
一
七
七
六
)

六
、
東
南
筆

浅
井
図
南
賛

伏
戴
画
像

軸

安
永
八
年
(
一
七
七
九
)

七
、
盤
栢
子
筆

炎
皇
画
像

林
羅
山
賛

丹
羽
最
書

一
軸

八
、
磁
器
製
神
農
像

作
者
不
詳

以
上
の
八
品
は
、
医
学
館
に
お
け
る
講
義
、
祭
典
、
諸
行
事
等
に

際
し
、
講
堂
や
祭
壇
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右
の
画
像
を
み
る
と
、
狩
野
常
信
の
三
皇
図
は
、
伏
畿
は
印
を
結

び
、
拙作
曲肢
は
両
手
に
薬
草
を
持
ち
、
各
れ
も
粗
衣
を
纏
い
、
素
足

で
、
寅
帝
は
衣
冠
束
帯
の
盛
装
で
、
両
手
を
袖
の
中
で
組
ん
で
い

る
。
東
南
筆
の
伏
戴
画
像
は
、
手
に
八
卦
の
図
を
持
ち
、
図
南
の
賛

ふ
っ
き

え
が

と
し
て
「
庖
犠
卦
を
画
き
、

一
陰
一
陽
、

こル』
d
し

γと
念

mw

・e'り

威
く
章
か
な
り
」
と
あ
る
。

天
地
位
を
定
め
、

。

医
聖
三
皇
の
刻
像
と
し
て
、
特
記
さ
る
べ
き
も
の
の
一
つ

に、

福
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岡
市
中
央
区
地
行
の
鉱
灸
師
、
馬
場
伯
晃
氏
所
蔵
、
三
皇
顕
彰
会
の

祭
肥
し
て
い
る
、
伏
義
、
神
農
、
黄
帝
の
三
刻
像
が
あ
る
。

本
刻
像
は
、
岡
市
の
仏
師
能
登
原
政
吉
氏
旧
蔵
の
も
の
で
、
中
国

ゃ

な

ぎ

産
楊
柳
の
木
の
一
万
彫
り
で
、
三
像
の
座
す
椅
子
の
背
面
に
、
「
万

暦
十
三
年
夏
季
重
修
」
と
あ
っ
て
、
西
紀
一
五
八
五
年
、
今
よ
り
三

九
二
年
前
、
中
国
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

伏
義
は
天
を
仰
ぎ
、
神
農
は
地
を
凝
視
し
、
寅
帝
は
温
容
対
話
正

視
の
姿
で
、
伏
畿
の
右
手
に
亀
が
載
っ
て
い
て
、
伏
載
を
仰
ぎ
視
つ

め
て
い
る
。
こ
れ
は
伏
義
が
陰
陽
八
卦
の
学
を
創
始
し
て
、
亀
ト
を

行
っ
た
と
い
う
故
事
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

。

現
在
湯
島
聖
堂
の
一
隅
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
恩
賜
神
農
刻
像
」

は
、
天
元
五
年
(
九
八
二
〉
円
融
天
皇
の
と
き
、
宋
よ
り
伝
え
ら
れ

た
も
の
と
さ
れ
、

日
本
で
最
も
古
く
、
皇
圏
第
一
品
の
称
の
あ
る
、

重
要
文
化
財
と
し
て
の
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
多
く

の
資
料
が
そ
の
由
来
を
語
り
伝
え
て
い
る
。

。

私
は
昨
年
、
十
月
、
こ
の
湯
島
聖
堂
廿
三
回
神
農
祭
に
列
席
し
、

記
念
講
演
を
行
い
、
そ
の
翌
日
各
古
屋
市
の
漢
方
講
座
に
講
演
の

際
、
そ
の
両
集
会
に
出
席
さ
れ
た
、
新
潟
県
佐
渡
郡
相
川
町
の
薬
剤

師
、
池
田
三
郎
氏
よ
り
、
伏
議
、
神
農
、
黄
帯
の
三
皇
と
と
も
に
、

さ
ら
に
四
聖
像
を
加
え
た
、
七
聖
を
一
緒
に
画
い
た
珍
ら
し
い
画
像

の
写
真
を
贈
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
三
皇
以
外
の
四
聖
の
名
を
調
べ

て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
を
う
け
た
。

一
皇
の
画
像
は
数
多
く
あ
る
が
、
七
聖
を
一
緒
に
商
い
た
も
の

は
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
ろ
う
。
因
て
私
は
新
田
輿
翁
に
教
を
う
け
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
伏
毅
、
神
農
、
貰
帝
、
発
帝
、
舜
帝
、
周
公
、

孔
子
の
七
聖
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
画
像
の
中
央
に
は
、
竜
馬
と
神
亀
が
画
か
れ
て
あ
る
。
竜
馬

の
背
に
は
「
河
図
」
の
図
、
神
亀
の
背
に
は
「
洛
書
」
の
図
が
画
か

れ
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
河
図
洛
書
」
の
図
で
あ
る
。

「
河
図
洛

書
」
は
、
易
経
の
繋
辞
伝
に
「
河
は
図
に
出
で
、
洛
は
書
に
出
づ
、

聖
人
之
に
則
る
」
と
あ
っ
て
、
周
易
と
洪
範
九
時
と
の
根
元
と
な
る

図
書
で
、
中
国
の
数
理
の
祖
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

伝
説
に
よ
る
と
、
河
図
は
伏
畿
の
と
き
、
黄
河
か
ら
現
わ
れ
た
竜

馬
の
背
に
書
い
で
あ
っ
た
と
い
う
図
、
洛
市
…
一
日
は
百
円
王
が
洪
水
を
治
め

た
と
き
、
格
水
か
ら
浮
び
出
た
神
亀
の
背
に
負
わ
れ
た
文
で
、
伏
議

は
河
図
に
よ
っ
て
八
卦
を
作
り
、
百
円
王
は
洛
蓄
に
よ
っ
て
九
類
、
即
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ち
洪
範
九
時
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
三
皇
の
ほ
か
に
、
尭

舜
二
帝
と
、
周
礼
儒
学
の
祖
周
公
孔
子
を
加
え
、
江
戸
時
代
儒
医
一

体
の
思
想
を
表
現
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

七
聖
画
像
は
、
越
後
の
絵
師
、
長
谷
川
信
雪
の
画
い
た
も
の
で
、

信
雪
が
相
川
滞
在
中
、
佐
渡
奉
行
所
の
医
師
、
益
田
玄
陪
の
嘱
望
に

よ
っ
て
画
い
た
も
の
で
、
元
禄
年
間
の
作
。
益
田
家
は
益
田
孝
男
爵

の
本
家
で
あ
る
と
い
う
。。

私
は
医
聖
張
仲
景
画
像
の
逸
品
を
所
蔵
し
て
い
る
。
済
世
塾
木
村

博
昭
氏
の
旧
蔵
品
で
、
済
世
塾
頭
新
田
輿
翁
よ
り
受
贈
し
た
も
の
で

あ
る
。
石
原
明
氏
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
、
中
国
明
代
、
万
暦
年
間
の
作

で
、
中
国
大
臣
級
の
服
装
、
凌
雲
閣
功
臣
像
に
似
せ
て
画
い
た
も
の

で
、
恐
ら
く
多
紀
医
学
館
所
蔵
の
も
の
か
と
い
う
。

中
国
医
史
学
者
宋
大
仁
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
(
一
九
五
八
)

「
張
仲
景
画
像
考
」
を
公
表
し
、
日
中
両
国
に
お
け
る
仲
景
画
像
刻

像
廿
一
品
を
紹
介
し
た
が
、
本
画
像
の
右
に
出
づ
る
も
の
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

ま
た
拓
大
漢
方
講
座
の
と
き
祭
記
し
た
、
頭
山
満
翁
筆
「
日
本
医

祖
神
尊
号
」
の
書
軸
が
あ
る
。

(
東
京
医
大
)

長
州
藩
医
と
し
て
の

坪
井
信
道

・
信
友
父
子

田

中

助

幕
末
江
戸
に
お
け
る
蘭
方
医
の
う
ち
、
坪
井
信
道
と
伊
東
玄
朴
と

戸
塚
静
海
は
三
大
家
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
伊
東
と
戸
塚
と
が
シ
l

ボ
ル
ト
門
下
の
長
崎
派
で
あ
っ
て
幕
府
の
侍
医
に
な
っ
た
の
に
対
し

て
、
坪
井
は
宇
田
川
榛
斎
門
下
の
江
戸
派
で
あ
っ
て
長
州
藩
の
侍
医

に
な
っ
て
い
る
。

坪
井
信
道
は
究
政
七
年
(
一
七
九
五
〉
正
月
二
日
美
濃
国
に
生

れ
、
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
〉
江
戸
深
川
上
木
場
三
好
町
に
安
懐

堂
を
聞
い
た
。
続
い
て
天
保
三
年
(
一
八
三
二
〉
深
川
冬
木
町
に
日

習
堂
を
聞
い
た
。
こ
の
年
十
月
十
五
日
に
長
男
信
友
(
後
の
二
代
信

道
)
が
生
れ
、
信
道
は
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

深
川
に
は
長
州
藩
(
萩
、
毛
利
氏
)
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
の
で
、

新
進
の
蘭
方
医
で
あ
る
信
道
の
名
声
も
藩
邸
に
聞
こ
え
、
教
を
受
け
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る
者
や
診
療
を
受
け
る
者
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
の
ち
に

信
道
は
長
州
藩
医
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
正
式
に
召
し
抱
え
ら
れ
た

の
は
天
保
十
三
年
四
月
二
十
八
日
で
あ
る
。
そ
の
時
信
道
の
保
護
者

(
長
州
藩
で
は
育
と
い
う
〉
と
な
っ
た
の
は
藩
主
の
侍
医
能
美
洞
庵

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
文
政
六
年
十
二
月
、
大
阪
の
蘭
方
医
斎
藤
方

策
(
周
防
三
田
尻
出
身
〉
が
同
地
在
住
の
ま
ま
長
州
藩
医
に
な
っ
た

時
、
洞
庵
の
父
能
美
玄
順
が
保
護
者
に
な
っ
た
前
例
が
あ
る
。

長
州
藩
の
新
規
召
抱
の
待
遇
は
年
米
二
十
五
俵
(
十
石
)
が
規
定

で
あ
っ
た
が
、
信
道
が
こ
の
薄
給
を
甘
ん
じ
て
受
け
る
こ
と
に
し
た

の
は
、
長
州
藩
で
は
藩
邸
の
当
直
や
、
国
詰
や
、
診
療
の
妨
げ
に
な

る
よ
う
な
雑
用
は
一
切
免
除
す
る
と
い
う
好
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
っ
て
、

一
つ
は
子
孫
の
た
め
、

一
つ
は
自
己
安
心
の
た
め
に
、
他

藩
よ
り
の
招
聴
は
断
っ
て
長
州
藩
の
話
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
時
信
道
が
京
都
の
小
石
元
瑞
に
送
っ
た
手
紙
に
百
五
十
石
と
書
い

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
前
に
天
保
十
年
二
月
能
美
洞
庵
と
信
道
の
弟
子
で
あ
る
青
木

周
弼
(
周
防
大
島
郡
出
身
〉
が
長
州
藩
医
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
信
道
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
洞
庵
の
手
紙
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。

長
州
藩
医
と
し
て
の
信
道
は
、
藩
主
毛
利
敬
殺
を
は
じ
め
多
く
の

人
か
ら
信
頼
を
博
し
て
、

一
代
藩
医
か
ら
譜
代
藩
医
に
な
り
、
弘
化

四
年
(
一
八
四
七
)
十
一
月
二
十
三
日
に
は
御
添
む
医
(
侍
医
)
に

任
ぜ
ら
れ
、
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
〉
十
一
月
八
日
に
五
十
四
歳
で

病
袈
し
た。

父
の
親
友
堀
内
忠
亮
や
高
弟
緒
方
洪
庵
等
に
医
学
を
学
ん
だ
長
男

信
友
は
、
翌
嘉
永
二
年
正
月
二
十
九
日
に
家
督
相
続
を
許
可

せ
ら

れ
、
寺
社
組
に
編
入
せ
ら
れ
、
江
戸
在
府
の
ま
ま
禄
二
十
五
石
を
支

給
せ
ら
れ
た
。
時
に
信
友
は
十
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
長
州
藩
に
は
父

の
保
証
人
で
あ
っ
た
能
美
洞
庵
を
は
じ
め
、
高
弟
の
青
木
周
弼
等
の

有
力
者
が
あ
っ
て
、
追
々
重
用
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
元
治
元
年
(
一
八
六
四
〉
七
月
十
九
日
禁
門
の
変
が
起

り
、
つ
づ
い
て
八
月
二
日
第
一
次
長
州
征
伐
が
始
ま
り
、
江
戸
在
府

の
長
州
藩
土
は
悉
く
拘
禁
せ
ら
れ
た
の
で
、
信
友
は
自
首
出
願
し
て

陸
軍
札
問
所
に
幽
閉
せ
ら
れ
た
。

慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
五
月
長
幕
聞
に
和
議
が
成
立
し
て
、
幽

囚
せ
ら
れ
て
い
た
長
州
藩
士
が
国
に
帰
さ
れ
た
時
、
信
友
は
家
族
を

義
兄
坪
井
信
良
に
托
し
て
山
口
に
来
た
り
、
藩
世
子
毛
利
元
徳
(
後

藩
主
、

公
爵
〉

医
業
録
所
相
談
役
、

好
生
堂
教
諭
役

の
副
侍
医
、
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(
医
学
館
長
)
兼
病
院
総
督
等
の
要
職
に
任
ぜ
ら
れ
優
遇
せ
ら
れ

た。

し
か
し
不
運
に
も
幼
時
よ
り
虚
弱
で
あ
っ
た
た
め
に
、
慶
応

年
五
月
二
十
五
日
に
三
十
六
歳
で
病
残
し
、
山
口
の
長
寿
寺
(
浄
土

宗
〉
に
葬
ら
れ
た
。

妻
は
藩
医
日
野
宗
春
の
義
妹
で
あ
っ
た
が
子
が
な
か
っ
た
の
で
、

藩
命
に
よ
り
三
田
尻
の
医
師
原
顕
道
の
二
男
信
次
郎
が
家
を
つ
い

だ
。
後
の
海
軍
中
将
男
爵
坪
井
航
三
で
あ
る
。

(
荻
市
〉

本
居
宣
長
筆

『
和
漢
本
草
医
薬
典
』

に
つ
い
て

守

屋

宝
暦
七
年
霜
月
と
年
記
の
あ
る
本
居
宜
長
筆
の
『
和
漢
本
草
医
薬

典
』
と
称
す
る
巻
子
二
巻
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
も
の
は
「
乾
」
と

「
農
」
の
巻
で
、

「
乾
」
の
方
に
は
内
科
関
係
(
胃
腸
疾
患
、
脳
疾

患
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
部
疾
患
)
の
症
状
及
び
治
療
法
が
記
さ
れ
、

「
員
」
の
方
に
は
産
科
、
新
生
児
を
主
と
し
た
小
児
科
、
性
病
科
及

び
痔
疾
の
症
状
及
び
治
療
法
が
い
ず
れ
も
秘
法
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る

「
乾
」
の
方
に
四
図
「
良
」
の
方
に
二
図
の
挿
図
が
描
か
れ
、
淡

彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
輿
味
が
あ
る
の
は
胃
潰
蕩
及
び

回
同
癌
の
図
が
比
較
的
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
資
料
を
宜
長
の
真
筆
と
す
る
と
、
宜
長
は
全
科
に
亘
る
豊
富

な
医
学
知
識
を
有
し
た
医
師
で
あ
り
、
且
つ
宝
暦
七
年
の
時
点
で
既

正

( 53 ) 179 



に
内
臓
の
解
剖
及
び
病
理
を
比
較
的
正
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
医
史
学
の
流
れ
を
変
え
る
よ
う
な
新
事
実
で
あ
る

が
、
詳
細
に
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
の
疑
問
点
を
こ
の
巻

子
は
含
ん
で
い
る
。
こ
の
巻
子
を
偽
作
と
す
る
場
合
、
何
の
目
的
で

誰
が
何
時
作
成
し
た
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
原
本
が
あ
っ

て、

そ
の
写
本
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
は
と
も
あ
れ
、
医
史
学

研
究
上
こ
う
し
た
資
料
に
直
面
す
ゐ
機
会
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

、
諸

賢
の
ご
教
示
を
得
た
く
思
う
次
第
で
あ
る
。

〈
京
都
市
北
区
衣
笠
北
荒
見
町
九
)

大
正
期
学
校
衛
生
史
の
研
究

最
初
の
学
校
看
護
婦
l

広
瀬
ま
す

(
一
一
〉

杉

浦

守

日
本
で
最
初
の
学
校
看
護
婦
は
岐
阜
県
に
出
現
し
た
。
明
治
三
十

八
年
九
月
岡
県
羽
島
郡
笠
松
小
学
校
と
竹
ケ
鼻
小
学
校
が
ト
ラ
ホ
ー

ム
児
童
の
洗
眼
治
療
の
た
め
、
校
費
を
も
っ
て
看
護
帰
を
雇
い
入
れ

た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
次
い
で
三
十
九
年
二
月
岐
阜
市
高
等
小
学

校
(
後
京
町
小
学
校
と
改
称
〉
で
も
岐
阜
県
病
院
か
ら
看
護
婦
の
派

遣
を
受
け
て
点
眼
洗
浄
に
あ
た
ら
せ
た
。
初
め
荒
垣
敏
子
が
二
年
七

か
月
在
勤
し
た
が
、
代
わ
っ
て
四
十
一
年
九
月
か
ら
京
町
小
に
派
遣

さ
れ
、
以
来
二
十
八
年
間
昭
和
十
年
四
月
ま
で
勤
務
し
た
の
が
広
瀬

ま
す
で
、
そ
の
業
績
の
大
き
さ
か
ら
、
日
本
最
初
の
学
校
看
護
婦
と

し
て
学
校
保
健
史
上
に
名
を
残
し
て
い
る
。

広
瀬
は
、
明
治
十
六
年
一
月
一
日
岐
阜
市
柳
町
に
生
れ
、
岐
阜
県

病
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
の
看
護
科
(
明
三
十
九
・
一
二
〉
及
び
産
婆
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科
(
明
四
十
一

・
一
二
)
卒
業
後
、
同
病
院
に
勤
務
中
選
ば
れ
て
京
町

小
に
派
遣
さ
れ
た
。
当
初
は
病
院
か
ら
の
派
遣
で
あ
っ
た
が
、

四
十

一
年
十
二
月
か
ら
は
身
分
も
学
校
に
移
り
市
費
職
員
と
な
っ
た
。

京
町
小
学
校
で
こ
の
よ
う
な
看
護
婦
雇
入
れ
に
よ
る
ト
ラ
ホ
ー
ム

洗
眼
事
業
を
計
画
し
た
の
は
、
当
時
の
校
長
佐
賀
粂
三
郎
で
、
校
医

後
藤
斉
士
口
と
協
議
の
う
え
、
保
護
者
大
会
に
は
か
つ
て
実
施
し
た
と

い
う
。
当
時
児
童
の
擢
息
率
が
三
五
%
を
こ
え
、
家
庭
へ
の
治
療
勧

告
の
み
で
は
効
果
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
患
者
一
人
に

っ
き
毎
月

一
O
銭
を
徴
収
し
た
。
治
療
薬
は
硝
酸
銀
水
と
硫
酸
亜
鉛

リ
ス
リ
ン
水
が
用
い
ら
れ
た
。
当
初
学
校
に
は
衛
生
室
と
い

っ
た
も

の
も
な
く
、
職
員
室
の
片
隅
又
は
階
段
の
下
等
が
治
療
所
に
あ
て
ら

れ
、
設
備
も
薬
品
戸
棚
一
本
、
洗
限
用
イ
ル
リ
ガ

l
ト
ル
一
一
一
個
、
受

水
器
五
個
、
洗
眼
器
二
個
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
別
棟
パ
ラ

ッ
ク
に
固
定
し
た
医
務
室
が
設
け
ら
れ
た
の
が
大
正
七
年
、
狭
陸
を

告
げ
て
別
に
新
築
(
九
坪
)
さ
れ
た
の
が
同
十
一
年
、
以
後
二
回
に

わ
た
っ
て
増
築
さ
れ
た
。

明
治
時
代
も
つ
ば
ら
ト
ラ
ホ
ー
ム
洗
眼
を
主
と
し
た
学
校
看
護
婦

の
業
務
が
、
広
く
学
校
衛
生
全
般
に
拡
大
さ
れ
た
の
は
大
正
時
代
に

は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
広
瀬
の
執
務
の
内
容
も
身
体
検
査
、
校
内

傷
病
者
の
救
急
手
当
、
凍
傷

・
皮
膚
病
患
者
の
処
置
か
ら
、
採
光
通

風
等
の
環
境
衛
生
の
注
意
、
校
舎
内
外
の
清
潔
保
持
、
傷
病

・
欠
席

児
童
の
家
庭
訪
問
、
家
庭
看
護
法
の
指
導
等
に
及
ん
だ
。

第
一
次
大
戦
後
世
界
的
に
看
護
婦
の
社
会
的
進
出
が
す
す
み
、
公

衆
衛
生
看
護
婦
が
誕
生
す
る
機
運
に
際
会
し
て
、
文
部
省
で
も
積
極

的
に
学
校
看
護
婦
普
及
の
方
針
を
う
ち
出
し
た
。
大
正
十
一
年
五
月

に
は
日
本
赤
十
字
社
に
要
請
し
て
、
同
社
所
属
の
看
護
婦
の
派
遣
を

得
、
こ
れ
を
女
高
師
付
属
小
学
校
及
び
幼
稚
園
に
配
置
し
て
、
学
校

看
護
婦
業
務
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
研
究
さ
せ
た
。
ま
た
同
年
六
月

に
は
全
国
の
学
校
看
護
婦
配
置
状
況
の
調
査
を
行
い
、

一
一
一

名
と

い
う
勤
務
者
の
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
翌
十
二
年
十

一
月

に
は
文
部
大
臣
よ
り
全
国
学
校
衛
生
主
事
会
議
に
対
し、

学
校
看
護

婦
の
職
務
規
程
の
案
及
び
普
及
方
法
に
関
す
る
諮
問
を
行
い
、
そ
の

答
申
を
得
て
全
国
に
そ
の
設
置
の
勧
奨
を
行
な
っ
て
い
る
。

当
時
広
瀬
の
徹
底
し
た
執
務
は
、
文
部
省
で
も
こ
れ
を
高
く
評
価

し
、
世
界
で
最
初
の
ス
ク
ー
ル
ナ
!
ス

(
一
八
九
三
〉
と
い
わ
れ
る

エ
ミ

l

・
ヒ
ュ
ー
ズ

(
英
ロ
ン
ド
ン
)
の
名
に
因
ん
で
日
本
の
ヒ

ュ

ー
ズ
と
呼
び
、

全
国
的
に
宣
伝
し
た
。
以
来
圏
内
の
学
校
看
護
婦
数

は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
大
正
十
三
年
三
二
ハ
名
、
同
十
四
年
五

O
四
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名
、
昭
和
三
年
一
一
九
九
名
、
同
六
年
一
八
二
四
名
、
同
九
年
三

O

九
二
名
に
達
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

広
瀬
は
き
わ
め
て
精
励
俗
勤
、
謙
虚
で
献
身
的
、
温
情
あ
り
、
児

童
か
ら
も
父
兄
か
ら
も
信
頼
さ
れ
た
。
大
正
十
四
年
に
は
岐
阜
市
教

育
会
か
ら
、
ま
た
、
昭
和
三
年
に
は
県
知
事
か
ら
学
校
衛
生
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
、
昭
和
九
年
に
は
京
町
小
学
校
が
学
校
衛
生
優
良

枝
と
し
て
全
国
表
彰
を
う
け
た
。
広
瀬
は
ま
た
岐
阜
市
学
校
看
護
婦

会
、
岐
阜
県
学
校
看
護
婦
会
の
組
織
を
作
り
、
会
員
の
相
互
研
修
と

地
位
向
上
に
つ
と
め
た
。

昭
和
六
年
、
折
か
ら
の
経
済
界
の
変
動
に
よ
る
空
前
の
不
況
に
際

し
、
教
職
員
に
対
す
る
俸
給
の
切
下
げ
遅
払
い
が
続
出
し
た
と
き
、

法
規
上
規
定
の
な
い
学
校
看
護
婦
に
対
し
て
は
人
員
整
理
が
襲
つ

た
。
こ
れ
の
防
衛
の
た
め
全
国
的
に
学
校
看
護
婦
の
職
制
制
定
要
求

運
動
が
お
こ
っ
た
が
、
広
瀬
は
そ
の
指
導
者
と
し
て
皆
か
ら
お
さ

れ
、
昭
和
七
年
三
月
大
阪
で
聞
か
れ
た
第
四
回
全
国
大
会
で
も
、
代

表
と
し
て
趣
旨
提
案
を
行
な
う
ほ
か
、
同
年
十
一
月
文
部
大
臣
鳩
山

一
郎
が
岐
阜
市
を
訪
れ
た
と
き
も
、
直
接
面
会
し
て
こ
の
件
の
陳
情

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
運
に
お
さ
れ
文
部
省
で
も
、
同
九
年

一
月
に
学
校
看
護
婦
令
(
制
令
)
案
を
起
草
し、

学
校
衛
生
調
査
会

に
諮
問
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

広
瀬
は
一
生
独
身
を
通
し、

学
校
看
護
婦
の
業
務
に
情
熱
を
傾
け

る
か
た
わ
ら
、
奉
仕
的
に
貧
困
者
の
助
産
に
あ
た
っ

て
い
た
が
、
昭

和
十
年
三
月
、
患
家
の
腸
チ
フ
ス
に
感
染
し
、
四
月
二
日
長
逝

し

た
。
享
町
小
学
校
父
兄
会
は
彼
女
の
た
め
金
華
山
の
麓
二
軒
屋
の
市

営
墓
地
に
領
徳
碑
を
建
立
し
、
そ
の
功
を
た
た
え
た
。

〈
山
形
大
学
教
育
学
部
)
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埼
玉
県
立
医
学
校
と

そ
の
社
会
的
貢
献

西

濃

八

JII 

埼
玉
県
立
医
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
わ
が
国
の
医
学
が
漢
方

医
学
に
転
向
す
る
医
術
開
業
試
験
制
度
(
現
在
の
医
師
国
家
試
験
〉

が
発
令
さ
れ
た
明
治
九
年
(
一
八
七
六
年
)

一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
医
学
校
(
浦
和
医
学
校
と
も
呼
ん
で
い
た
〉
は
、
は
じ
め
師
範

学
校
、
中
学
校
と
一
緒
に
埼
玉
県
立
学
校
と
総
称
さ
れ
て
、
当
時
の

浦
和
駅
(
町
の
こ
と
〉
に
設
置
さ
れ
た
。

同
年
六
月
に
は
師
範
学
校
か
ら
分
離
し
て
、
独
立
の
県
立
医
学
校

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
医
学
校
を
設
立
し
た
目
的
は
、
明
治
八
年
四
月
の
埼
玉
県
庶

務
課
と
学
規
案
第
四
条
に
あ
る
「
医
学
校
の
職
務
」
に
よ
れ
ば
、
次

の
五
項
目
に
あ
っ
た
。

)
 

，T
 

(
 
医
生
を
養
成
す
る

納付付(ロ)

薬
品
の
吟
味
を
す
る

人
事
疾
病
の
こ
と
を
司
る

種
痘
の
こ
と
を
司
る

病
祭
を
検
し
、
治
療
の
可
否
を
決
め
る

初
代
の
校
長
に
は
坪
井
為
春
が
就
任
し
て
い
る
。
坪
井
為
春
は
蘭

医
で
西
洋
医
学
を
学
ん
で
、
芝
浜
松
町
に
お
い
て
開
業
し
、
幕
府
医

学
所
の
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
維
新
後
も
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ

の
医
学
を
研
究
し
て
い
た
。
校
長
以
外
の
職
員
は
、
県
内
は
も
と
よ

り
、
秩
回
、
山
形
な
ど
か
ら
集
っ
た
八
名
を
以
て
構
成
し
て
い
る
。

発
足
当
時
の
医
学
校
の
学
生
定
員
は
五

O
名
で
、

( 57 ) 

「
行
状
正
シ

ク
、
;
:
:
和
洋
算
ヲ
学
ピ
、
体
質
壮
健
」
の
も
の
が
入
学
を
許
可
さ

れ
て
い
る
。

学
費
は
す
べ
て
県
費
で
ま
か
な
わ
れ
、
食
事
ま
で
も
公
費
負
担
で

あ
っ
た
か
ら
、

い
か
に
県
当
局
が
医
師
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
か

が
判
る
。

し
か
し
、

「
他
府
県
で
の
開
業
を
す
ま
じ
き
事
」
と
い
う

一
札
が
と
ら
れ
て
い
る
。

埼
玉
県
立
医
学
校
が
設
立
さ
れ
た
当
時
の
医
学
教
育
機
関
を
、
全

国
的
に
み
る
と
医
学
専
門
学
校
が
九
校
あ
る
だ
け
で
、
大
学
は
未
だ

な
か
っ
た
。
専
門
学
校
九
校
の
う
ち
で
も
、
公
立
は
わ
ず
か
に
四
校
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に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
前
に
設
立
さ
れ
て
い
た
の
は
官
立
専
門
学
校

埼
玉
県
立
医
学
校

私
立
三
校
に
過
ぎ
ず
、

の
存
在
は
全
国
的
に
み
て
も
貴
重
な
医
育
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

が
一
枝
(
後
の
東
大
〉
、

第
一
回
の
募
集
で
は
定
員
五

O
名
に
満
た
ず
、

一
月
に
再
募
集
し
て

い
る
。
そ
れ
で
正
則
生
は
定
員
に
達
し
た
が
、
変
則
生
は
ま
だ
欠
員

が
あ
っ
た
の
で
、
第
三
次
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。
明
治
九
年
の
入

学
生
徒
は
正
則
生
二
八
名
、
変
則
生
三
六
名
、
計
六
四
名
で
あ
っ

Tこ。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
正
則
科
が
五
年
、
変
則
科
が
三
年
の
課
程
で

あ
る
。
正
則
科
は
二
年
ま
で
は
英
語

・
歴
史

・
地
理

・
物
理

・
化

尚子

・
数
学
な
ど
教
養
科
目
を
学
び
、
三
J
五
年
で
解
制
書

・
生
理

書

・
薬
剤
書

・
内
科
書

・
外
科
書

・
産
科
書
な
ど
を
洋
書
で
研
究
す

る
と
と
も
に
、
患
者
を
診
療
し
、
実
地
修
練
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
変
則
科
は
予
科
で
理
学

・
化
学

・
数
学
を
学
び
、
本
科
で

は
解
剖
学

・
生
理
学

・
薬
剤
学

・
内
科

・
外
科

・
産
科
等
を
訳
書
に

よ
っ
て
研
究
し、

実
地
の
治
療
経
験
を
積
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

在
学
中
の
試
験
は
厳
重
で
、
春
秩
二
回
に
大
試
験
が
あ
り
、
予
科

本
科
の
卒
業
も
認
定
さ
れ
、
こ
の
間
し
ば
し
ば
小
試
験
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。
医
学
校
を
卒
業
し
な
い
も
の
は
開
業
医
術
試
験
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
医
学
校
卒
業
者
は
こ
れ
を
免
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
九
年
一
月
十
八
日
に
正
則
生
二
八
名
、
変
則
生
三
六
名
、
計

六
四
名
を
入
学
さ
せ
て
、
い
よ
い
よ
埼
玉
県
立
医
学
校
の
教
育
が
始

ま
っ
た
。

医
学
校
は
医
師
の
養
成
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
住

民
す
な
わ
ち
県
民
に
対
す
る
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
も
も
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
と
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い

た
。
開
校
三
カ
月
後
の
明
治
九
年
四
月
に
は
同
校
内
に
衛
生
局
(
医

局
)
が
設
け
ら
れ
、
土
曜
日
と
日
曜
日
以
外
の
日
に
は
住
民
の
疾
病

治
療
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
衛
生
局
は
翌
十
年
十
二
月
に
は

診
療
所
と
改
名
さ
れ
、
生
徒
の
臨
床
医
学
実
習
に
も
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
衛
生
局
の
設
置
以
後
に
、
薬
局

・
解
剖
教
室

・
診
療

所
な
ど
の
施
設
設
備
が
相
つ
い
で
充
実
さ
れ
た
。

さ
ら
に
開
設
後
、
生
徒
が
高
学
年
に
進
む
に
つ
れ
て
、
臨
床
実
習

も
外
来
患
者
の
み
で
は
不
十
分
と
な
り
、
入
院
患
者
の
た
め
の
病
室

を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
十
二
年
五
月
に
従
来
の
診

療
所
で
は
狭
す
ぎ
、
患
者
の
診
察
に
も
不
便
を
き
た
し
て
い
る
と
の

理
由
で
新
築
伺
を
出
し
た
。
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と
も
か
く
、
医
学
校
に
お
け
る
教
育
は
順
調
に
進
み
、
在
学
生
の

数
は
、
明
治
九
年
が
六
四
名
、
十
年
が
七

O
名
、
十

一
年
が
五
五

名
、
十
二
年
が
六
四
名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
十
一
年
十
二
月
に

は
八
名
が
最
初
の
卒
業
生
と
し
て
社
会
に
出
た
。
十
二
年
一
月
か
ら

八
月
ま
で
の
聞
に
二
五
名
の
卒
業
生
が
送
り
出
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま

り
県
立
医
学
校
の
卒
業
生
は
明
治
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て

名
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
卒
業
生
の
本
県
で
の
地
域
医
療

に
お
け
る
活
動
と
、
廃
校
時
の
在
校
生
の
そ
の
後
の
動
静
と
は
、
筆

者
の
最
も
深
い
関
心
事
で
、
調
査
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
わ
ず

か
で
あ
る
が
報
告
す
る
。

〈
日
本
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
)

わ
が
国
に
お
け
る
結
核

対
策
の
史
的
観
察

永

坂

吾
々
は
、
急
性
伝
染
病
、
脚
気
、
結
核
を
概
ね
克
服
し
た
が
、
先

人
が
こ
れ
ら
の
疾
病
と
取
り
組
ん
だ
斗
い
の
歴
史
は
、
医
学
の
立
場

か
ら
も
勝
利
の
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
結
核
の
歴
史
に

関
し
て
は
、
我
が
国
に
於
い
て
は
、
岡
西
氏
、
小
松
氏
の
労
作
が
あ

る
が
、
私
は
、
我
が
国
に
於
け
る
近
代
結
核
病
学
を
基
礎
と
し
て
の

結
核
対
策
の
変
遷
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
労
作
の
若
干
の
補
遣
を
試

み
る
。一

八
八
二
年
即
ち
明
治
十
五
年
、

コ
ッ
ホ
が
「
結
核
症
の
原
因
」

を
発
表
し
た
と
き
、
我
が
国
に
は
、
こ
の
論
文
の
意
義
を
適
切
に
評

価
す
る
だ
け
の
態
勢
が
な
か
っ
た
。
当
時
日
本
に
在
っ
て
、
こ
の
論

文
に
最
も
早
く
接
し
た
筈
の
、

コ
ッ
ホ
の
同
国
人
で
あ
る
ベ
ル
ツ

も
、
結
核
菌
の
発
見
に
は
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
当
時
の
我
.
か
国
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に
於
け
る
医
学
の
最
大
テ

1
7
は、

コ
レ
ラ
と
脚
気
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
結
核
は
、

一
部
の
特
に
上
流
階
級
の
疾
病
と
み
な
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

コ
ッ
ホ
は
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
発
表
す
る
ま
で

は
、
我
が
国
に
於
い
て
は
、
結
核
と
の
関
連
よ
り
は
む
し
ろ
コ
レ
ラ

と
の
関
連
に
於
い
て
有
名
で
あ
っ
た
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
が
提
唱
さ
れ
た
と
き
、
結
核
菌
の
発
見
に
は

何
ら
の
関
心
も
示
さ
な
か
っ
た
当
時
の
我
が
国
の
権
威
た
ち
は
、
朝

野
を
あ
げ
て
こ
れ
が
導
入
に
大
わ
ら
わ
に
な
っ
た
が
、
そ
の
動
機
が

奈
辺
に
あ
っ
た
か
。
有
産
階
級
の
患
者
が
当
時
の
私
立
療
養
所
に
集

っ
た
歴
史
な
ど
か
ら
み
て
、
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

集
団
の
結
核
は
、
先
づ
軍
隊
に
於
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
富
国

強
兵
を
以
て
当
時
の
列
強
と
対
等
の
立
場
に
立
と
う
と
し
た
我
が
国

と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
国
策
を
支
持
す

可
き
資
本
主
義
の
興
隆
が
、
結
核
症
を
国
民
全
般
の
、
特
に
低
所
得

階
級
の
疾
患
と
し
て
蔓
延
せ
し
め
た
こ
と
も
、
必
然
で
あ
る
。
こ
こ

に
国
民
全
般
を
対
象
と
し
た
結
核
予
防
、
撲
滅
対
策
が
問
題
と
な
っ

て
来
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
の
軍
国
主
義
の
台
頭
と
共
に
そ
の
企
図

と
す
る
所
は
、
当
然
に
国
力
増
強
に
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

し、。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
の
結
核
対
策
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た

の
は
、
第
二
次
大
戦
以
後
で
、
結
核
か
ら
の
解
放
が
得
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
結
核
と
の
斗
い
の
歴
史
の
舞
台
の
裏
に
あ
っ
て

活
躍
し
た
人
々
の
業
績
と
歴
史
的
意
義
に
就
い
て
、
述
べ
た
い
と
思

う

ハ
鳴
海
病
院
)
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星
野
良
悦
の
手
記
か
と
考
え
ら
れ
る

古
文
書

ー
木
骨
製
作
の
由
来
及
び
解
体
新
書
批
判
の
記
載
|

松

永

勝

「
寛
政
四
年
壬
子
正
月

広
島

星
野
良
悦
識
」
の
二
行
で
結
ん

で
、
木
骨
製
作
の
由
来
を
記
し
、
別
記
と
し
て
「
制
造
」
し
た
木
骨

と
解
体
新
書
と
を
比
較
し
、
解
体
新
書
と
「
不
同
者
」
を
論
説
し
、

続
い
て
「
骨
節
之
数
」
を
述
べ
た
文
書
を
所
有
し
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
十
一
丁
、
半
紙
大
、
表
紙
及
び
見
出
し
は
な
い
。

部
虫
食
い
が
あ
る
が
、
保
存
は
よ
く
文
字
の
欠
落
は
な
い
。
朱
筆
で

句
点
を
記
入
し
た
漢
文
で
あ
る
。
返
り
点
は
な
い
。
訂
正
箇
所
五
。

字
数
に
し
て
一
二
四
八
字
。
星
野
良
悦
の
真
筆
か
否
か
は
分
ら
な

し、。
こ
の
簡
潔
な
文
書
は
「
九
盤
之
於
金
箔
及
鉄
撲
損
傷
者
。
其
治
之

雨
後
。
有
屈
伸
不
復
燕
終
身
遂
為
廃
人
者
。
是
盤
不
知
骨
節
屈
伸
機

転
之
処
。
誤
治
之
者
間
或
有
之
。
予
心
縞
憂
之
者
久
失
。
寛
政
辛
亥

四
月
六
日
。
有
以
犯
禁
処
子
楽
市
者
四
人
会
。
予
乃
就
有
司
請
得

屍
。
其
一
者
。
直
解
之
観
其
内
景
。
其
一
者
。
以
釜
甑
蒸
之
。
去
肉

分
骨
洗
爆
而
観
之
。
」
と
書
き
起
し
、
こ
こ
に
長
年
の
疑
を
解
く
の

で
あ
る
。
そ
し
て
「
近
歳
解
睡
新
害
者
出
。
今
比
校
其
書
。
其
所
圃

画
。
詳
悉
無
所
遣
。
予
初
於
其
書
頗
有
不
信
者
。
今
而
知
其
可
貴

鷲
。
雄
然
。
其
筆
頭
之
至
徴
。
不
可
得
而
察
者
間
有
之
。
予
於
是
命

工
人
原
因
宣
之
。
詳
模
其
骨
節
。
以
判
其
形
。
」

こ
と
に
な
る
。

手
の
作
品
は

「
無
輿
其
異
。
」

「
以
此
燭
新
書
之
所
岡
。

則
一
一
理

曾
。
莫
不
瞭
然
。
乃
蔵
諸
家
。
欲
令
子
孫
及
門
人
輩
詳
知
其
骨
節
屈

伸
機
時
之
慮
。
而
不
誤
治
療
荒
。」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
予
嘗
調
。
盤
之
視
病
。
心
目
之
所
不
及
者
己
失
。
萄
至
心
目
之
所

可
(
不
を
可
と
改
め
て
い
る
)
及
。
其
可
不
童
心
乎
。
其
有
(
有
を

加
筆
し
て
い
る
)
可
治
之
理
。
市
不
能
治
。
是
非
医
之
罪
乎
。
予
之

所
以
有
此
孝
也
。
」
と
述
べ
、

こ
れ
は
「
国
君
仁
明
之
時
」

然
し
、

に
「
遭
遇
」
し
た
か
ら
で
あ
る
と
し
、
こ
の
為
良
悦
ば
か
り
で
な
く
、

子
孫
及
び
「
衆
庶
」
は
長
く
「
盛
恩
」
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
謝
意

別
記
之
菰

を
表
し
「
解
鵠
新
書
。
奥
予
之
所
観
。
或
有
不
向
者
。

失
。
」
で
締
め
く
く
り
、
「
寛
政
四
年
壬
子
正
月

鷲
。
其
官
不
必

広
島

星
野
良
悦
識
」
で
四
丁
は
終
っ
て
い
る
。
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五
丁
か
ら
十
一
丁
は
別
記
で
あ
る
。

「
凡
骨
節
所
屈
伸
之
処
。
以

白
色
分
之
。
筋
之
所
着
者
。
以
黄
色
分
之
。
予
之
所
視
。
与
解
種
新

書
。
不
異
者
。
略
而
不
記
之
。
是
須
就
新
書
。

市
詳
之
。」
の
文
章

か
ら
は
じ
ま
る
。

「
不
同
者
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
「
頭
骨
」

「下
顎
」

椎

「
手
之
五
指
(
脂
と
書
き
誤
り
月
を
才
に
朱
筆
で
訂

「
甑
骨
」

正
し
て
い
る
〉
骨
」

「足
之
指
節
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
良
悦
の
観

察
や
考
察
を
加
え
、
数
の
ち
が
い
、

「
新
書
所
不
説
」
、
作
用
の
差

「
其
説
不
分
明
」
、
形
の
ち
が
い
、

い
る
。
五
了
か
ら
八
丁
ま
で
で
あ
る
。

「
彼
誤
」
等
を
指
摘
し
て

呉
九
丁
か
ら
十
一
丁
は
「
骨
節
之
数
」
の
項
と
な
る
。

「
頭
骨
二
十

有
五
。
」
か
ら
は
じ
ま
り
「
酎
骨
左
右
十
四
。」
そ
し
て
「
酎
骨
」
の

内
訳
で
終
る
内
容
は
、
計
二
十
の
骨
を
挙
げ
、
こ
こ
の
骨
名
を
記
し

て
い

る。

「
右
統
計
二
百
二
骨
也
。」

と
数
え
上
げ
「
大
尾
」
で
終

っ
て
い
る
。

(
福
山
市
三
吉
町
四
二

O〉

虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
に
み
ら
れ
る

中
枢
神
経
系
の
記
載

ー「

脊

中

村

和

「
虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
」
乾
坤
二
巻
(
明
治
五
年
大
阪
心
斉
橋

通
唐
物
町
浅
井
吉
兵
衛
発
免
書
感
〉
の
う
ち
坤
(
下
巻
〉
七
八
よ
り

八
三
〈
二
頁
が
一
つ
の
番
号
)
に
わ
た
る
一
一
一
頁
に
中
枢
神
経
系
の

記
載
が
あ
る
。
同
書
は
当
時
か
な
り
広
く
医
家
た
ち
に
読
ま
れ
た
よ

う
で
あ
る
の
で
(
大
滝
紀
雄
:
グ
レ

l
解
剖
書
、
日
本
医
事
新
報

Z
0・
M
吋

ω
一J
E誌)、

そ
の
中
枢
神
経
系
の
精
度
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
み
た
。

頁
の
順
に
そ
の
内
容
を
の
べ
る
と
、

七
八
一
右
頁
が
脳
の
背
側
観
、
左
頁
が
脳
の
腹
側
観
で
あ
っ
て
学

名
の
記
載
は
簡
単
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
記
載
は
す
べ
て
満
さ
れ
て

い
る
。

七
九
一
右
頁
が
脳
梁
(
勝
低
体
〉
の
背
側
部
で
水
平
断
を
行
っ
た

188 
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図
、
同
じ
く
左
頁
が
側
脳
室
を
露
出
さ
せ
た
図
で
あ
る
。

モ
ン
ロ
ー

孔
に
は
猪
毛
を
入
れ
、
側
脳
室
と
周
回
と
の
関
係
も
鮮
明
に
-記
載
さ

れ
て
い
る。

八

O
一
右
頁
は
前
頁
と
同
じ
切
断
方
法
に
て
更
に
側
脳
室
の
下
角

(
中
角
)
を
露
出
し
た
図
で
あ
り
、
脳
弓
(
天
井
体
)
の
記
載
も
正

確
で
あ
る
。
左
頁
は
第
三
脳
室
(
第
三
室
)
よ
り
第
四
脳
室
(
第
四

室
〉
の
部
分
を
露
出
し
た
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
記
載
に

比

し
、
そ
の
正
確
さ
に
お
い
て
や
や
劣
っ
て
い
る
。

八
一
一
右
頁
は
小
脳
上
面
お
よ
び
下
面
の
図
で
あ
り
、
左
頁
は
上

図
が
小
脳

・
脳
幹
の
矢
状
断
図
、
下
図
が
脊
髄
硬
膜
を
露
出
し
た
脊

髄
の
図
で
あ
る
。

小
脳
矢
状
断
に
み
ら
れ
る
小
脳
核
は
歯
状
核
(
鋸

品闘体〉

の
み
の
記
載
に
止
ま
っ
て
い
る
。

八
二
一
左
右
頁
と
も
脊
髄
の
図
で
あ
る
が
、
右
頁
上
図
は
脊
髄
の

横
断
図
、
下
図
右
は
脊
髄
白
質
各
柱
と
脊
髄
神
経
と
の
関
係
、
下
図

左
は
脊
髄
の
頭
部
(
顕
髄
)
、
胸
部
(
背
髄
)
、
腰
部
(
腰
髄
〉
の
横

断
面
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。
左
頁
上
図
は
胸
部
(
背
部
〉
の
細
胞

構
築
、
下
図
は
腰
膨
大
(
腰
部
膨
大
)
の
線
維
構
築
を
示
す
組
織
像

で
あ
る
。
上
図
で
は

F
Z
が
す
で
に
警
か
れ
て
い
る
。

八
三
一
右
頁
は
上
図
が
脊
髄
の
縦
断
組
織
像
、
上
図
右
が
橋
お
よ

び
延
髄
の
腹
側
観
、
同
左
が
延
髄
の
横
断
面
で
あ
る
。
左
頁
は
上
図

が
終
脳
よ
り
延
髄
に
わ
た
る
肉
眼
的
な
線
維
連
絡
を
一
示
す
図
で
あ

り
、
下
図
は
延
髄
の
背
側
観
と
く
に
第
四
脳
室
底
(
第
四
室
床
〉
を

示
し
て
お
り
、
八
O
左
頁
の
図
に
比
す
る
と
そ
の
精
度
は
高
い
。

以
上
の
章
を

C
E六日

〉
口
同
円
。

B
M『

(
F
O
ロ
m
gmwロ〉

ω印

門

『

戸

。。吋
ω)
と
比
較
し
て
み
る
と
八

O
六
J
九
九
四
頁
の
一
八
九
頁
に

三
五
版
で
は
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
基
本
的
な
解
剖
図
は
こ

の
翻
訳
本
の
転
写
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
比
較
的
正
確
に
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
解
剖
訓
蒙
図
中
枢
神
経
系
に
み
ら
れ
る
解
剖
学
名
と
現
行
の

日
本
解
剖
学
名
と
を
対
比
し
て
み
た
の
で
併
せ
報
告
す
る
。

(
演
者
の
入
手
し
た
解
剖
訓
曲
家
図
は
島
根
県
温
泉
津
町
医
家
松
尾

謙
秀
が
大
阪
の
書
館
に
て
当
時
買
い
も
と
め
た
も
の
で
、
孫
の
同
町

医
師
松
尾
久
朗
氏
が
島
根
医
科
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
J

(
烏
線
医
科
大
学
解
剖
学
講
座
〉

市
《
凶
.
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比
較
語
学
的
方
法
に
よ
る
身
体
意
識

史
検
討
の
試
み

(
四
〉
身
体
と
空
間
認
識

輪

車

爾

。

さ
き
に
こ
の
論
考
の
合
一
)
で
四
肢
を
と
り
上
げ
た
際
に
、
計
測

単
位
の
基
礎
と
し
て
の
身
体
部
分
に
つ
い
て
、
主
題
と
の
関
連
に
お

い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

人
間
の
空
間
認
識
に
関
し
て
の
基
礎
観
念
で
あ
る
前
後

・
上
下

左
右

・
表
裏
な
ど
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
観
念
自
体
の
成
立
の
根

底
に
、
身
体
部
分
の
形
態

・
配
列

・
機
能
な
ど
が
、
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

従
来
扱
っ
た
素
材
と
ち
が
っ
て
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
空
間
認
識

に
関
す
る
単
語
自
体
は
人
体
語
棄
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ

こ
に
反
映
し
た
人
体
語
成
分
を
介
し
て
、
古
い
時
代
の
身
体
意
識
の

一
端
に
触
れ
て
見
た
い
と
思
う
。

。

こ
の
抄
録
で
は
「
前
後
」
の
例
を
と
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
い

が
、
人
閣
の
場
合
、
前
の
方
向
と
は
下
肢
の
機
能
に
即
し
た
空
間
移

動

G
R
O
B
o
t
s
)
の
基
本
方
向
で
あ
り
、

後
と
は
そ
の
反
対
の
方

向
と
す
る
の
が
、

正
統
的
な
定
義
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

上
代
の
日
本
語
で
は
、

「
前
」
は
「
ま
へ
」
で
あ
り
、

「
後
」
は

「
し
り
へ
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
ま
へ
」
が
「
ま
(
目
〉
十
へ

(方)」

で
あ
る
こ
と
は
疑

う
余
地
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
方
と
は
「
自
の
向
い
た
方
向
」
だ

っ
た
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
意
識
に
も
と
づ
い
て
こ
の
基
本
方
向
を

さ
す
こ
と
ば
が
生
ま
れ
た
(
そ
う
い
う
と
ら
え
方
が
唯
一
の
も
の
で

な
か
っ
た
と
し
て
も
て
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
、

「
し
り
へ
」
も
「
し
り
+
へ
」
で
、
こ
の
「
し
り
」

も
身
体
部
分
の
「
尻
」
に
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

に
『
古
事
記
』

・
『
万
葉
集
』

「
し
り
」
は
す
で

な
ど
に
、

身
体
部
分
の
ほ
か
に
も
、

戸
(
し
り
っ
と
〉

-
道
(
み
ち
の
し
り
〉

-
川
〈
か
わ
じ
り
)
な
ど

の
例
が
見
え
る
が
、
身
体
部
分
か
ら
の
転
義
と
解
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

「
し
り
」
は
「
う
し
ろ
」
の
「
し
ろ
」
と
同
一
の
語
根
で
あ
ろ
う
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と
い
わ
れ
る
が
、
多
少
そ
の
他
考
察
の
余
地
は
あ
る
と
し
て
も
、
語

原
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
。

『
和
名
抄
』
の
病
名
の
中
に
「
密

乱
」
が
「
シ
リ
ヨ
リ
ク
チ
ヨ
リ
コ
ク
ヤ
マ
ヒ
」
と
な
っ
て
い
る
の
は

周
知
で
、
こ
の
よ
う
に
「
し
り
」
は
「
く
ち
(
口
)
」
の
対
と
し
て
、

ま
た
と
き
に
は
そ
れ
自
体
が
「
ま
へ
」
の
対
と
し
て
古
く
用
い
ら
れ

た。
以
上
の
よ
う
に
、

日
本
語
の
前
後
に
関
し
て
は
、
身
体
部
分
の

「
目
」
の
向
い
た
方
向
か
ら
来
た
こ
と
の
明
白
な
「
ま
へ
」
が
現
在

に
い
た
る
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
同
じ
く
匹
門
・
殴
部
を
さ
す
「
し

り
へ
」
な
い
し
「
し
り
」
が
「
ま
へ
」
の
反
対
語
で
あ
っ
た
が
、
こ

ち
ら
は
後
世
に
な
っ
て
前
記
の
「
う
し
ろ
」
や
「
あ
と
」
に
代
わ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。。

漢
字
の
場
合
、

「
前
」
の
本
字
は
、

「
足
」
の
象
形
文
字
で
あ
る

「
止
」
の
下
に
「
舟
」
と
書
い
た
字
(
セ
ン
・
ゼ
ン
〉
で
、
こ
の
字

は
「
行
か
ず
し
て
進
む
」
義
(
『
説
文
』
〉
と
さ
れ
、
こ
れ
に
「
万
」

を
添
え
た
の
が
「
前
」
(
原
義
は
切
り
揃
え
る
)
の
字
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。

の
ち
に
「
前
」
「
が
進
む
・
前
方
」

の
意
と
な
っ
た
た
め
、

さ
ら
に
「
万
」
を
も
う
一
つ
添
え
て
「
勢
」
が
作
ら
れ
た
(
藤
堂
博

土
ほ
か
)
。
ま
た
本
字
の
「
止
」
の
下
は
「
舟
」
に
形
ど
っ
た
も
の
で

な
く
、
履
物
の
形
で
、
足
に
履
物
を
は
い
て
進
む
義
と
す
る
説
(
林

義
光

・
加
藤
常
賢
博
士
ら
)
も
あ
る
。

な
お
、
「
先
」
の
字
は
段

・
周
の
字
体
か
ら
、
関
H
W
『
]
四
円

g
な
ど
も

「
人
」
の
象
形
の
上
に
「
足
」
の
象
形
を
の
せ
た
も
の
と
明
示
し
て

お
り
、
こ
の
字
は
「
人
の
先
に
足
が
出
る
」

〈
先
ん
じ
る
〉
な
ど
と

解
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
「
後
」
の
字
は
、
努
の
下
半
に
足
の
象
形
が
倒
置
さ
れ

て
お
り
、

「
征
(
ゆ
く
と
の
反
対
で
、

「
う
し
ろ
に
も
ど
る
」
、
な

い
し
「
足
を
ひ
き
ず
っ
て
、

お
く
れ
て
歩
く
」
意
味
と
さ
れ
て
い

る

以
上
、
前
後
に
関
連
し
た
三
つ
の
漢
字
は
、
成
分
と
し
て
「
足
」

の
古
体
を
含
ん
で
お
り
、
歩
行
機
能
と
の
関
係
を
意
識
し
た
語
原
と

い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
「
後
」
と
同
義
に
用
い
る
「
后
」
に
つ
い
て
は
、
「
匹

門
」
が
原
義
と
見
る
解
釈
(
加
藤
・
藤
堂
d

が
あ
る
。

。

西
欧
語
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
余
白
を
失
っ
た
が
、
こ
の
抄
録
で

付
加
し
て
お
き
た
い
第
一
点
は
、
空
間
認
識
の
類
推
・
拡
張
に
よ
っ
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て
時
間
認
識
も
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
昔
が
「
向
か
し
」
で
あ
る
よ

う
に
、
人
聞
は
過
去
未
来
に
対
し
て
も
方
向
感
を
持
っ
て
積
極
的
に

向
く
こ
と
の
で
き
る
存
在
で
、
前
後

・
上
下
な
ど
は
時
間
的
観
念
に

も
適
用
さ
れ
る
。
第
二
点
は
、
身
体
意
識
を
根
底
と
し
て
成
立
す
る

場
合
の
少
く
な
い
空
間
認
識
に
関
す
る
単
語
が
、
方
向

・
方
面
を
指

示
し
て
明
確
な
局
点
を
限
定
せ
ぬ
た
め
に
、
腕
曲
語
を
通
じ
て
ふ
た

た
び
身
体
語
棄
の
中
に
も
ど

っ
て
く
る
(
お
中
H

腹
部
。
前

・
し
も

H
外
陰
部
。
号
円
〉
『丹
市『
H

E
門
)
こ
と
で
あ
る
。

(
東
芝
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
)

大
阪
大
学
初
代
精
神
科
教
授
和
田
豊

種
博
士
の
蔵
書
に
つ
い
て

泰
井
俊
三

・
内
藤
正
章

演
者
ら
は
和
田
教
授
の
蔵
書
を
整
理
し
、
そ
れ
に
基
い
て
我
国
こ

と
に
関
西
地
区
に
お
け
る
精
神
医
学
草
創
当
時
の
斯
学
の
風
潮
お
よ

び
そ
の
淵
源
を
さ
ぐ
ら
ん
と
し
、
今
回
は
ス
ラ
イ
ド
供
覧
を
中
心
と

し
て
論
述
す
る
。

(ω北
野
病
院
神
経
精
神
科
、

ω小
阪
病
院
)
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明
治
初
期
静
岡
県
医
事
に

関
す
る
辞
令

土

屋

朗

重

明
治
七
年
八
月
医
制
が
ま
ず
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
府
に
達
せ

ら
れ
、
翌
八
年
つ
ぎ
つ
ぎ
と
そ
の
実
施
方
に
つ
い
て
三
府
へ
布
達
さ

れ
、
次
第
に
近
代
医
療
衛
生
行
政
が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

そ
の
状
況
は
医
制
百
年
史
等
で
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
方
に
お
い
て
は
三
府
よ
り
や
や
お
く
れ
て
実
施
に
移
さ
れ
た
が
、

そ
の
整
備
に
遅
速
の
差
が
あ
り
、
ま
た
実
施
状
況
が
不
明
な
点
も
か

な
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
静
岡
県
に
お
け
る
明
治
初
期
の
医
療
衛
生
行
政
の
推
移
の

一
端
を
、
と
く
に
深
沢
雄
甫
文
温
と
渡
辺
宗
斎
え
の
辞
令
を
中
心
と

し
て
な
が
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
深
沢
雄
甫
文
温
は
杉
田
立
卿
、

の
ち
明
治
五
年
当
時
の
足
柄

緒
方
洪
庵
ら
に
学
ん
だ
沼
津
藩
医
で
、

県
三
島
に
移
住
し
て
医
を
開
業
し
た
蘭
方
医
。
渡
辺
宗
斎
は
駿
河
の

御
殿
場
で
代
々
医
を
業
と
し
た
家
に
生
れ
、
小
田
原
藩
医
市
河
恭
斎

に
蘭
方
医
術
を
学
び
、
天
保
十
五
年
よ
り
郷
里
御
殴
場
で
医
を
つ
い

だ
蘭
方
医
で
あ
る
。

足
柄
県
の
う
ち
韮
山
支
庁
分
が
明
治
九
年
四
月
二
十

一
日
静
岡
県

に
合
併
さ
れ
た
が
、
足
柄
県
時
代
の
深
沢
の
辞
令
は
二
通
残
っ
て
い

一
つ
は
明
治
七
年
八
月
「
三
島
駅
病
院
徽
毒
検
査
掛
申
付
」
、

い
ま

一
つ
は
明
治
九
年
四
月
「
医
務
取
締
申
付
」
の
辞
令
で
あ
る
。

て
、

梅
毒
検
査
は
す
で
に
明
治
四
年
民
部
省
か
ら
各
地
方
長
官
が
売
女
渡

世
者
に
対
し
て
除
毒
の
施
設
を
な
す
旨
達
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
従
っ
て
三
島
駅
病
院
で
梅
毒
検
査
掛
を
申
付
け
ら
れ
た
も
の
で

方

あ
ろ
う
。
医
務
取
締
は
地
方
長
官
の
元
に
お
か
れ
た
医
務
係
の
吏
員

を
補
翼
す
る
役
職
で
、
第

一
線
の
医
師
等
に
よ
っ
て
兼
務
さ
れ
た
。

こ
の
当
時
足
柄
県
の
医
務
取
締
は
七
名
で
あ
っ
た
。
深
沢
は
静
岡
県

に
合
併
後
も
同
年
六
月
改
め
て
静
岡
県
よ
り
医
務
取
締
を
申
付
け
ら

れ
て
い
る
。

静
岡
県
で
は
九
年
六
月
県
達
で
「
医
務
取
締
職
章
程
」
を
制
定
公

布
し
、
十
年
九
月
一
部
改
正
、
さ
ら
に
十
二
年
三
月
県
衛
生
課
を
設

置
、
同
年
八
月
各
医
区
内
医
師
よ
り
医
務
取
締
を
公
撰
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
時
渡
辺
宗
斎
も
医
務
取
締
に
公
撰
さ
れ
た
。
医
務
取
締
は
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十
三
年
町
村
衛
生
委
員
設
置
法
が
布
達
実
施
さ
れ
る
ま
で
つ
づ
い

た
。
な
お
当
時
静
岡
県
は
衛
生
行
政
区
を
五
つ
の
病
院
区
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
つ
の
県
立
病
院
を
設
置
し
、
さ
ら
に
一
病
院
区

を
四
J
九
の
医
区
に
分
け
、
各
医
区
に
一
人
の
医
務
取
締
を
置
い

た
。
医
区
は
全
部
で
三
十
二
あ
っ
た
か
ら
三
十
二
名
の
医
務
取
締
が

い
た
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
深
沢
は
第
一
病
院
区
第
一
医
区
、
渡

辺
は
第
二
病
院
区
第
一
医
区
の
医
務
取
締
を
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
種
痘
術
施
行
手
続
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
九
年
内
務
省

か
ら
種
痘
医
規
則
が
発
令
さ
れ
、
種
痘
医
と
な
る
た
め
に
は
履
歴
書

を
添
え
て
地
方
庁
へ
願
書
を
提
出
し
、
地
方
庁
で
検
閲
の
上
免
許
状

を
与
え
る
方
式
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
書
式
と
免
許
を
示
す
こ
と
に

す
る
。明

治
十
年
と
十
二
年
に
は
コ
レ
ラ
が
全
国
的
に
流
行
し
た
が
、
十

年
の
場
合
は
静
岡
県
は
ま
だ
大
流
行
に
至
ら
ず
、

勉
励
し
た
感
謝
状
が
十
二
月
県
よ
り
深
沢
へ
下
附
し
た
も
の
し
か
見

コ
レ
ラ
病
施
療
に

当
ら
な
い
。
十
二
年
に
は
大
流
行
を
来
し
、
特
に
県
東
部
す
な
わ
ち

三
島
や
御
股
場
方
面
は
蔓
延
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
県
で
は
三
十
四
ケ

村
に
検
疫
医
員
二
十
三
名
を
任
命
し
た
が
、

コ
レ
ラ
終
息
時
に
は
検

疫
医
員
は
八
十
名
に
達
し
た
。
深
沢
は
十
二
年
七
月
十
一
日
、

渡
辺

は
十
二
年
八
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
「
検
疫
医
員
申
付
」
の
辞
令
を
受

け
、
と
く
に
渡
辺
は
同
年
九
月
十
四
日
辞
令
が
更
新
さ
れ
、
十
月
四

日
に
解
偏
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
こ
れ
は
辞
令
で
は
な
い
が
「
研
習
所
規
則

・
会
議
規
則
」

に
つ
い
て
の
ベ
る
。
県
は
十
一
年
六
月
研
習
医
区
概
則
令
を
達
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
医
区
に
一
研
習
所
を
設
立
さ
せ
て
研
習
会
を
聞
く

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
従
来
開
業
医
に
し
て
、

県
免
許
状
を
所
持
す

る
が
内
務
省
免
状
を
所
持
し
な
い
者
の
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、
六

科
目
を
講
究
さ
せ
、
熟
達
の
者
は
試
験
を
経
て
内
務
省
へ
開
申
し
、

内
務
省
免
状
を
交
付
す
る
も
の
と
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
で
第
一
大
区
第

五
小
区
ハ
御
般
場
附
近
)

の
研
習
所

・
会
議
規
則
を
示
す
。
こ
の
研

習
会
は
お
そ
ら
く
西
洋
医
学
を
広
く
従
来
開
業
医
に
講
究
さ
せ
て
、

医
界
の
レ
ベ
ル
ア
y

プ
を
は
か
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
県
免
許
状
に
し
て
も
内
務
省
免
状
に
し
て
も
当
時
は

同
じ
く
医
業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
点
で
は
変
り
が
な
か
っ
た

し
、
ま
た
県
免
許
状
の
み
の
所
持
者
は
概
し
て
高
年
齢
層
の
者
が
多

か
っ
た
か
ら
、

は
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
で

あ
る
。

(
清
水
市
〉
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大
庭
政
世
の
事
績

|
島
根
県
の
産
業
組
合
医
療
事
業
の
創
設
者
|

中

尾

鋲

わ
が
国
で
は
じ
め
て
医
療
組
合
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
の
は
昭
和

に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
の
運
動
の
熱
心
な
推
進
者
は
賀
川
豊
彦
で
あ

っ
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
導
と
平
行
し
て
社
会
事
業
運
動
、
協

同
組
合
運
動
、
農
民
組
合
運
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
が
、
医

療
組
合
に
つ
い
て
は
新
渡
戸
稲
造
博
士
を
設
立
代
表
者
と
し
て
、
産

業
組
合
法
に
も
と
づ
く
東
京
医
療
利
用
組
合
の
設
立
認
可
を
得
た
の

が
昭
和
七
年
五
月
で
あ
る
。

東
京
医
療
利
用
組
合
の
設
立
を
契
機
と
し
て
、
全
国
各
地
に
産
業

組
合
法
に
も
と
づ
く
医
療
組
合
設
立
の
気
運
が
高
ま
り
、

た
と
え
ば

新
潟
で
は
昭
和
八
年
、

(
三
条
〉
な
ど
が
、
三
宅
正
一
、
稲
村
隆
一
ら
農
民
運
動
家
の
奔
走

中
越
医
療
組
合
(
長
岡
〉
、

蒲
原
医
療
組
合

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
ご
総
合
病
院
へ
と
発
展
し
て
行
つ

すこ

こ
の
運
動
は
や
が
て
昭
和
十
二
年
か
ら
の
、
産
業
組
合
に
よ
る
農

村
保
健
運
動
の
全
国
的
展
開
に
つ
な
が
っ
て
行
く
。

(
現
在
、
全
国

の
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
道
府
県
連
合
会
二

O
、
郡
連
合

会
九
、
病
院
一
二
四
、
診
療
所
一

O
七
で
あ
る
)
。

島
根
県
に
お
け
る
産
業
組
合
医
療
事
業
の
開
始
は
賀
川
豊
彦
ら
の

医
療
組
合
設
立
よ
り
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、
鹿
足
郡
菅
原
村
に
大
庭

政
世
が
診
療
所
を
創
設
し
た
の
が
大
正
八
年
で
、
全
国
の
草
わ
け
で

あ
る
。
大
庭
政
世
は
、
千
石
輿
太
郎
と
と
も
に
、
島
根
県
が
生
ん
だ

産
業
組
合
連
動
の
パ
イ
オ
ニ
ヤ
ー
で
あ
り
、
医
療
の
光
に
恵
ま
れ
ぬ

僻
遠
の
寒
村
に
医
療
利
用
組
合
(
産
業
組
合
病
院
〉
の
一
粒
の
種
子

を
播
い
た
功
労
者
で
あ
る
。

大
庭
の
多
年
の
主
張
は
、
産
業
組
合
立
に
よ
っ

て
広
域
を
診
療
闇

と
す
る
総
合
病
院
を
つ
く
れ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
構

想
が
や
が
て
世
論
を
動
か
し
、
鹿
足
郡
と
美
濃
郡
に
ま
た
が
る
石
西

共
存
病
院
が
創
設
さ
れ
、
昭
和
六
年
七
月
か
ら
診
療
を
開
始
し
た
。

わ
が
国
の
農
村
が
崩
壊
寸
前
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
昭
和
恐
慌
の
嵐

の
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

石
西
共
存
病
院
は
そ
の
ご
規
模
を
拡
大
し
て
津
和
野
分
院
(
の
ち

に
津
和
野
共
存
病
院
、
益
田
分
院
(
の
ち
に
美
濃
共
存
病
院
を
経
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て
、
益
田
日
赤
病
院
)
、

六
日
市
分
院
な
ど
を
生
み
、

医
療
機
会
に

恵
ま
れ
ぬ
農
山
村
地
域
へ
近
代
医
療
を
浸
透
さ
せ
る
道
を
聞
い
た
。

産
業
組
合
は
設
立
当
初
は
信
用
事
業
一
本
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

あ
る
が
、

そ
の
医
療
事
業
を
組
合
利
用
事
業
の
一
環
と
し
て
導
入
し

て
以
来
、
相
互
扶
助
を
旗
印
と
す
る
産
業
組
合
の
理
想
が
広
く
認
識

さ
れ
、

や
が
て
産
業
組
合
に
よ
る
農
村
保
健
運
動
へ
と
高
ま
っ
て
行

っ
た
。
大
庭
の
努
力
に
負
う
所
が
大
き
い
。

大
庭
政
世
は
昭
和
十
四
年
、
全
国
医
療
利
用
組
合
協
会
へ
出
張
の

た
め
上
京
の
旅
中
、
車
内
で
発
病
し
、
名
大
病
院
で
五
八
歳
の
生
涯

を
と
じ
た
が
、
そ
の
一
生
は
産
業
組
合
運
動
、
と
く
に
医
療
利
用
組

合
運
動
史
上
に
不
朽
の
名
を
の
こ
し
た
巨
星
と
し
て
評
価
し
た
い。

(
島
根
医
科
大
学
経
草
子
研
究
室
)

日
本
細
菌
学
史
の
中
の
長
与
専
斎

藤

野

'匡

郎

長
与
専
斎
は
細
菌
学
の
専
門
家
で
は
な
い
。

し
か
し
、
日
本
細
菌

学
の
幕
あ
け
の
頃
、
細
菌
学
の
輸
入
と
定
着
、
そ
の
後
の
迅
速
な
発

達
の
原
動
力
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
記
録
さ
れ
る
べ
き
人
物

で
あ
る
。

明
治
四
年
に
出
発
し
た
木
戸
孝
允
の
一
行
に
長
与
は
加
っ
て
、
米

国
と
欧
州
の
医
学
事
情
を
調
査
し
て
明
治
六
年
に
帰
国
し
た
。
緒
方

洪
庵
と
蘭
医
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
教
育
を
受
け
た
長
与
の
、
こ
の
視

察
旅
行
土
産
は
、
わ
が
国
の
医
制
と
医
学
教
育
の
基
盤
と
な
っ
た
。

帰
国
後
、
明
治
七
年
に
東
京
医
学
校
校
長
、
八
年
に
衛
生
局
長
と

な
っ
た
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
と
中
央
衛
生
会
は
長
与
に
よ
っ
て
創

立
さ
れ
、
長
与
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
発
展
し
た
。

明
治
六
年
、
牛
を
購
入
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
土
産
の
器
具
を
使
っ
て

痘
苗
大
量
製
造
の
試
作
を
行
っ
て
成
功
し
た
。
こ
れ
は
私
営
の
つ
も
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り
で
始
め
た
事
業
で
あ
っ
た
が
、
衛
生
局
牛
痘
種
継
所
設
立
の
方
向

へ
進
ん
だ
。
長
与
が
自
ら
手
を
下
し
た
医
学
の
実
際
と
し
て
、
珍
し

い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
あ
と
、
強
制
種
痘
法
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
核
菌
の
発
見
(
明
治
十
五
年
)
と
コ
レ
ラ
菌
の
発
見
(
明
治
十

七
年
H

一
八
八
四
〉
は
、
各
国
を
衝
撃
波
の
如
く
驚
か
せ
た
。
長
与

は
、
こ
れ
を
受
け
て
新
興
科
学
H

細
菌
学
の
輸
入
計
画
を
う
ち
立
て

た
。
三
人
が
、
長
与
の
指
令
を
受
け
た
。

東
京
大
学
准
御
用
掛
緒
方
正
規
は
、
ベ
ッ
テ
ン
コ

l
フ
ェ
ル

の
も

と
で
衛
生
学
を
学
ん
で
い
た
が
、

コ
ッ
ホ
の
研
究
室
へ
赴
き
、

レ
フ

レ
ル
に
つ
い
て
細
菌
学
技
術
を
修
め
た
。

長
与
の
指
令
に
よ
っ
て
柴
田
承
桂
は
緒
方
に
会
い
、
二
人
は
相
談

し
な
が
ら
ツ
ア
イ
ス
顕
微
鏡
三
台
を
は
じ
め
、
各
種
の
細
菌
学
研
究

室
用
機
械
器
具
薬
品
を
購
入
し
た
。

明
治
十
七
年
十
月
、
内
務
省
御
用
掛
北
里
柴
三
郎
は
、
試
験
主
事

兼
務
の
辞
令
を
受
け
た
。
近
く
帰
国
す
る
緒
方
正
規
が
、
衛
生
局
の

東
京
試
験
所
内
に
細
菌
室
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の

方
の
要
員
と
し
て
、
こ
の
発
令
が
あ
っ
た
。
北
里
は
、
柴
田
が
ド
イ

ツ
で
購
入
し
た
顕
微
鏡
そ
の
他
の
機
械
器
具
と
薬
品
の
荷
ほ
ど
き
か

ら
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
約
十
ヶ
年
間
、
緒
方
の
細
菌
室
で
修
業

し
て
、

長
与
の
指
示
に
従
っ
て
ド
イ
ツ
に
向
っ
た
。

長
与
の
努
力
に
よ
っ
て
、
再
度
留
学
期
聞
を
延
長
で
き
た
。
そ
し

て
、
特
に
皇
室
か
ら
金
一
千
円
也
の
下
賜
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
、
帰
国
し
た
北
里
の
た
め
に
、
福
沢
諭
士
口
が
木
造

の
伝
染
病
研
究
所
を
建
て
た
が
、
こ
れ
は
長
与
の
立
案
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

(
大
阪
大
学
名
誉
教
授
)
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日
本
女
医
第
二
号
生
沢
久
乃
女
史
と

そ
の
父

士
口

田

良日

生
沢
久
乃
(
一
八
六
四
J
一
九
四
五
〉
は
元
治
元
年
十
二
月
、
武

歳
国
中
山
道
深
谷
駅
に
生
れ
た
。
父
は
同
国
秩
父
路
の
寄
居
宿
の
出

身
で
、
医
業
を
志
し
た
が
時
流
を
感
得
し
て
西
欧
医
術
を
指
向
し
て

い
た
の
で
、
若
年
の
頃
か
ら
既
に
遠
く
長
崎
に
出
向
き
蘭
方
医
学
の

修
得
に
力
め
た
。
内
外
の
情
勢
は
徳
川
幕
府
の
打
倒
を
急
務
と
し
て

い
た
の
で
、
官
軍
に
加
勢
し
明
治
元
年
(
一
八
六
八
〉
春
三
月
、
官

寧
東
下
の
際
当
時
の
関
東
地
方
の
状
況
を
見
聞
し
た
も
の
を
建
言
書

に
認
め
、
深
谷
駅
へ
着
軍
を
機
会
に
薩
州
四
番
隊
々
宮
沢
川
村
与
十
郎

に
提
出
し
た
。
そ
の
後
配
下
の
者
(
和
田
小
市
郎

・
鬼
小
島
弥
三
郎

等
)
を
卒
い
て
尾
張
の
帰
順
正
気
隊
に
参
加
し
、
北
越
を
経
て
江
戸

麹
町
尾
州
中
屋
敷
に
入
陣
す
る
。
以
来
各
地
に
転
戦
し、

時
に
尾
州

侯
よ
り
賞
を
得
た
こ
と
も
あ
る
。
次
い
で
会
津
の
脱
賊
及
水
戸
藩
の

好
党
ら
を
、
官
軍
と
呼
応
し
て
常
陸
に
対
戦
、
更
に
下
総
八
日
市
場

に
て
水
戸
藩
清
神
組
か
ら
の
脱
賊
の
走
路
を
塞
ぐ
工
作
な
ど
に
奔
走

し
た
が
、
季
節
の
影
響
も
あ
っ
て
固
疾
の
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
増
悪
と
、

漸
く
世
態
の
平
静
を
機
に
武
州
深
谷
に
帰
郷
し
て
医
業
を
専
念
す
る

に
至
っ
た
。
明
治
八
年
一
月
に
は
態
谷
県
よ
り
種
痘
の
免
許
証
を
受

け
て
深
谷
駅
に
開
業
、
翌
九
年
に
は
岡
県
か
ら
南
第
八
大
区
中
、
医

務
世
話
役
当
分
心
得
申
付
候
と
の
証
状
を
得
て
い
る
。

門
下
生
も
集

り
そ
の
記
録
も
現
存
し
て
い
る
。

家
庭
で
は
女
子
の
み
得
て
い
る
が
、
負
け
ギ
ラ
イ
な
父
親
と
し
て

四
児
と
も
男
装
さ
せ
小
万
を
帯
び
さ
せ
、
道
路
も
必
ず
中
心
を
通
行

さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
女
が
実
に
後
年
苦
心
の
末
、
当
時

未
許
可
で
あ
っ
た
女
子
へ
の
医
業
開
設
の
道
を
拓
き
、
本
邦
に
於
け

る
第
二
号
と
し
て
資
格
を
獲
得
し
、
男
子
と
肩
を
並
べ
た
の
で
あ
っ

た
。

(
深
谷
市
〉
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日
本
医
学
放
射
線
技
術
教
育
史
上

の
滝
内
政
治
郎

今

市

義

正

日
本
の
医
学
放
射
線
技
術
学
は
、
大
正
三
年
二
月
、
藤
浪
剛
一
一
編

集
の
「
れ
ん
と
げ
ん
学
」
に
よ
っ
て
外
輪
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
年
の

四
月
、
白
木
正
博
著
「
最
近
レ
ン
ト
ゲ
ン
放
射
線
之
原
理
及
使
用

法
」
は
、
狭
義
の
放
射
線
装
置
を
取
扱
い
、
医
師
の
指
揮
と
操
作
上

の
監
督
を
つ
け
て
、
放
射
線
を
発
生
さ
せ
る
手
段
を
、
電
磁
気
学
の

源
泉
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
教
え
て
い
る
。
ま
た
小
坂
早
五
郎
は
、
大
正

十
二
年
九
月
、

「
X
線
技
術
学
及
療
法
」

と
題
し
、
技
術
者
向
け
の

啓
蒙
書
を
、
東
京
の
文
光
堂
か
ら
刊
行
し
た
。

X
線
技
術
学
と
い
う

造
語
の
初
出
で
あ
る
。

明
治
末
か
ら
大
正
末
に
か
け
て
の
技
術
者
は
、
は
っ
き
り
云
っ
て

職
人
だ
っ
た
。
職
人
の
座
か
ら
技
術
者
の
椅
子
に
移
る
た
め
に
は
、

技
術
教
育
が
待
望
さ
れ
る
。

島
津
源
蔵
は
、
そ
の
経
営
す
る
島
津
製
作
所
に
レ
ン

ト
ゲ
ン
講
習

会
を
開
備
し
、
医
師
と
技
術
者
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
知
識
の
普
及
に
っ
と

め
た
。
島
津
は
、
講
習
会
の
成
果
を
三
思
し
、
島
津
源
吉
・
同
常

郎
・
鈴
木
庸
輔
等
の
同
族
と
ば
か
り
、
浦
野
多
門
治
・
斉
藤
大
雅
・

福
田
鶴
一
等
の
医

・
理
工
学
者
に
意
見
を
求
め
て
、
私
立
学
校
令
に

よ
る
教
育
施
設
の
創
立
を
決
意
し
、
建
学
の
構
想
を
、
福
田
に
任
せ

て
斯
学
に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
。

福
田
は
学
校
の
設
立
規
範
を
、
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学

教
室
に
設
置
さ
れ
て
い
た
私
立
電
気
工
学
講
習
所
(
代
表
理
事
は
青

柳
栄
司
教
授
)
に
求
め
、

レ
ン
ト
ゲ

γ
学
に
関
す
る
専
門
の
学
術
を

教
授
す
る
と
こ
ろ
と
し
、
修
業
年
限
六
カ
月
の
学
校
設
立
を
京
都
府

に
申
請
し
、
島
津
源
蔵
に
対
し
設
立
を
認
可
さ
れ
、
福
田
鶴
一
を
そ

の
所
長
に
定
め
校
務
を
掌
理
す
る
よ
う
命
じ
た
。
昭
和
二
年
九
月
で

あ
る
。こ

の
学
校
の
発
祥
に
よ
っ
て
、
放
射
線
医
学
に
お
け
る
医
師
と
技

術
者
の
境
域
を
明
確
化
し
、
秘
伝
を
開
放
し
て
学
問
の
普
通
化
を
は

か
り
、
医
学
領
域
で
の
放
射
線
技
術
を
、
世
界
の
技
術
水
準
ま
で
挙

上
さ
せ
る
基
台
を
つ
く
っ
た
。

福
田
は
、
昭
和
五
年
十
月
、
肺
炎
の
た
め
逝
い
た
。
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年
四
十
一
。

滝
内
政
治
郎
は
、
福
田
の
学
風
に
浴
し
、

し
、
日
本
の
医
学
放
射
線
技
術
教
育
に
逼
進
し
て
き
た
人
、
本
邦
の

よ
く
先
師
の
存
意
を
体

技
術
史
上
に
録
さ
れ
る
教
育
者
で
あ
る
。

(
高
知
県
安
芸
市

演
者
は
、
時
代
的
背
景
と
共
に
、
そ
の
行
蔵
を
語
ろ
う
と
す
る
。

森
沢
病
院
放
射
線
科
服
務
〉

メ
デ
ィ
カ
ル

-
。フ
ロ
フ
ェ

、
ン
ョ
ン

ー
ー
ー
コ
レ
ジ

・
オ
プ

・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ

・
オ
プ

ロ
ン
ド
ン
の
例
|
|

栗

本

-=-刀t

コ
レ
ジ
は
一
五
一
八
年
リ
ナ
カ
ら
の
努
力
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

前
後
の
メ
デ
ィ
カ
ル

・
ア
ク
ト
と
あ
い
ま
っ
て
コ
レ
ジ
の
性
格
は
次

第
に
か
た
ま
っ
た
、
即
ち
資
格
試
験
機
関
と
し
て
ギ
ル
ド
と
大
学
と

の
聞
の
性
格
を
も
っ
た
。
キ

1
ス
ら
に
よ
っ
て
ア
ナ
ト
ミ

・
レ
ク
チ

ャ
が
始
め
ら
れ
、
薬
局
方
、
植
物
園
な
ど
の
業
務
も
行
っ
た
。
ま
た

ハ

l
パ
l

・
サ
l
ジ
ョ
ン
と
ア
ポ
セ
カ
リ
の
監
督
も
行
っ
た
。

コ
レ
ジ
設
立
以
後
も
医
療
は
中
世
的
要
素
を
払
拭
し
た
わ
け
で
は

F
h

、O
Z
L
 
一
七
世
紀
イ
ン
ヴ
ィ
ジ
プ
ル

・
コ
レ
ジ

(
王
立
協
会
)
の
設

立
を
み
る
が
両
者
の
関
係
に
は
不
明
が
少
く
な
い
。

玉
、
政
府
が
コ
レ
ジ
か
ら
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
多
い
。

一
六
二
七

年
シ
テ
ィ
手
工
業
の
環
境
汚
染
、

一
六
二
五
年
末
の
疫
病
、

一
八
世

紀
の
飲
酒
法
、
種
痘
、
精
神
病
な
ど
。

一
九
世
紀
に
は
コ
レ
ラ
流
行

時
の
ボ

ー
ド

・
オ
プ

・
ヘ
ル
ス
設
置
な
ど
予
防
医
学
へ
の
寄
与
が
あ

200 
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る。
一
九
世
紀
半
ば
、
中
世
以
来
の
医
職
種
は
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
、

サ

ア
ポ
セ
カ
リ
と
混
乱
に
あ
っ
た
が
、

代
シ
ャ
ン
、

メ
」
ア
イ
カ
ル

・
ア
ク

ト

一
八
五
八
年
の
メ
デ
ィ
カ
ル

・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
に
よ
っ
て

整
理
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
コ
レ
ジ
は
卒
後
試
験
機
関
と
し
て
の
性
格

を
、
医
師
会
ゃ
い
わ
ゆ
る
学
会
な
ど
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、

し
て
と
る
よ
う
に
な
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
、

ソ
シ
ャ
ル

モ
ラ
ル

・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
、

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
つ
な
ぐ
思
想
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
、

ヘ
ル
ス

・
サ

l

ピ
ス
と
な
り
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ヘ
ル
ス

・
サ
ー
ビ
ス
一
九
四
八
年
に

お
い
て
コ
レ
ジ
は
役
を
果
し
た
。

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ン
と
は
何
か
。

コ
レ
ジ
は
近
代
市
民
社
会
の
数
多

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
。

は
た
し
て
そ
う
か
。

つ
の
テ
グ
ニ
ク
を
も
つ
も
の
が
集
っ
て
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
を
つ
く

る
、
中
世
ギ
ル
ド
で
あ
る
。
大
学
も
こ
の
例
に
他
な
ら
ず
学
位
は
教

え
る
こ
と
の
免
許

T
あ
っ
た
。
中
世
教
会
の
力
は
絶
大
で
、
法
、

医
、
大
学
、

い
ず
れ
も
教
会
の
影
響
下
に
入
っ
た
。

し
か
し
サ

l
ジ

ョ
ン
と
ア
ポ
セ
カ
リ
は
ギ
ル
ド
の
性
格
を
と
り
つ
づ
け
た
。

コ
レ
J
リ
J

設
立
後
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
は
教
会
と
の
紳
を
絶
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

教
育
は
さ
ら
に
長
く
教
会
の
傘
下
に
あ
っ
た
。
産
業
革
命
以
降
脱
教

会
は
急
速
に
進
み
、

一
方
国
の
関
与
が
増
大
す
る
。

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ン
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
と

資
格
試
験
で
あ
る
。
規
約
、
教
育
、
経
済
、
倫
理
、
社
会
と
の
関
係

な
ど
の
観
点
か
ら
コ
レ
ジ
を
例
に
検
討
す
る
。

貫

(
西
宮
市
〉
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神
農
本
経
か
神
農
本
草
経
か

|
|
『
本
草
経
集
注
』
復
原
へ
の
一
つ
の
寄
与
|
|

井

駿

陶
弘
景
(
四
五
六
|
五
一
二
六
〉
の
『
本
草
経
集
注
』
の
序
録
は
現

在
『
証
類
本
草
』
(
『
大
観
本
草
』

l
一一

O
八
、
『
政
和
本
章
』
|

一一

一
六
)
に
、

『
新
修
本
章
』

(
六
五
九
)
を
経
由
し
、
刊
本
と

し
て
伝
世
す
る
も
の
と
、
敦
煙
出
土
の
『
本
草
経
集
注
』
序
録
F

七

一
八
〉
の
残
筒
に
最
も
信
頼
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

大
観
本
と
政
和
本
は
共
に
同
一
の
『
新
修
本
草
』
に
基
き
な
が
ら

も
、
相
互
に
多
少
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
を

敦
埠
本
と
対
比
す
る
と
、
全
体
と
し
て
か
な
り
の
表
現
の
相
違
を
看

取
す
る
。

こ
れ
ら
の
相
違
は
医
薬
学
的
用
語
と
、

一
般
記
述
部
分
に
併
せ
存

在
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
敦
爆
本
が
文
体
の
崩
れ
を
多
く
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
初
期
の
伝
写
の
経
過
中
に
、
あ
る
程
度
口
調

の
期
聞
を
介
在
し
た
と
の
想
像
を
許
す
。
し
た
が
っ
て
、

『
新
修
本

草
』
へ
の
採
録
に
用
い
ら
れ
た
伝
抄
本
と
敦
燈
本
臨
写
粉
本
と
の
間

に
は
、
陶
弘
景
の
原
本
に
対
し
、
相
互
に
異
本
の
関
係
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

医
薬
学
的
表
現
だ
け
を
選
び
、
序
録
全
文
を
検
討
す
る
と
、
か
な

ら
ず
し
も
敦
埠
本
に
だ
け
、
よ
り
妥
当
と
で
き
る
使
用
が
集
中
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、

『
証
類
』
で
の
疑
問
を
敦
煙
本
に
よ
っ

て
始
め
て
解
決
で
き
る
個
所
が
あ
り
、
序
録
校
勘
の
貴
重
な
参
考
資

料
と
し
て
の
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。

演
者
は
『
証
類
』
に
伝
載
せ
ら
れ
る
序
録
の
起
始
部
に
あ
る
「
神

農
本
経
」

(
「
旧
説
皆
称
神
農
本
経
余
以
為
信
然
」
)
を
敦
煙
本
が

「
神
島
民
本
草
経
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し、

文
脈
関
係
お
よ
び

後
続
文
中
に
出
現
す
る
「
本
経
」
の
文
字
に
基
き
、
弘
景
の
原
文
は

「
神
農
本
経
」
で
「
神
農
本
草
経
」
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

し、。

(
帝
塚
山
学
院
大
学
〉
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江
馬
元
恭
著

『
五
液
診
法
』

に
つ
い
て

安

井

広

『
五
液
診
法
』
の
原
典
は
ポ
イ
セ
ン
著
『
人
体
の
排
世
物
に
つ
い

て
の
論
』

〈
回
口
百
四
口
一
〈

qrmwロ
門
田
江
戸
口
間
四
〈
担
ロ

C
W
4
2
4
5
m
g
門山内印

冨
g
R
E
M可
宮
口

m
E胆
自
国
口
出
〉
で
あ
る
。

同
書
の
翻
訳
は
嶺
春

泰
が
こ
れ
を
試
み
た
が
未
完
の
ま
ま
病
没
し
、
吉
川
宗
元
は
尿
の
部

分
を
翻
訳
し
て
『
五
液
診
』
と
題
し
、
前
野
良
沢
の
閲
読
を
得
た
が

未
刊
に
終
わ
っ
た
。
吉
雄
永
章
は
尿
の
み
の
翻
訳
を
『
因
液
発
備
』

と
し
て
文
化
一
二
年
(
一
八
一
五
)
に
刊
行
し
、
吉
田
成
徳
は
出
版

は
し
な
か
っ
た
が
こ
れ
を
全
訳
し
、

『
五
診
精
要
』
と
し
て
遣
し

た
。
江
馬
元
恭
は
文
化
元
年
(
一
八

O
四
)
に
『
五
液
診
法
』
の
開

板
願
書
を
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
す
で
に
全
訳
を
完
成
し
て
い

た
と
見
ら
れ
る
が
、
出
版
し
た
の
は
文
化
一
三
年
(
一
八
二
ハ
)
で

あ
る
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
翻
訳
も
原
著
書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
半
世

紀
以
上
を
経
て
い
る
。

五
液
と
は
小
捜
(
尿
〉
、
大
捜
(
尿
)
、
汗
、
唾
、
吐
物
を
い
い
、

こ
れ
ら
排
世
物
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
内
の
病
変
を
推
知
し

ょ
う
と
す
る
の
が
本
書
の
主
意
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
尿
に
関
す
る
記

事
が
上
巻
で
、
下
巻
で
他
の
排
池
物
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

蛋
白
尿
の
煮
沸
、
酷
酸
試
験
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
六
七
三

年
に
オ
ラ
ン
ダ
人

U
R
Z
Z
が
述
べ
て
い
る
と
い
う
が
、

に
そ
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
一
六
七
四
年
イ
ギ
リ
ス
人

H4・
ぜ
〈

MEM
が
糖
尿
病
の
尿
の
甘
さ
を
記
録
し
て
、

糖
尿
病
と
尿
崩

症
を
区
別
し
た
と
い
う
が
、
本
書
で
は
尿
の
味
に
献
と
甘
と
が
あ
る

と
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
記
述
は
ご
く
簡
単
で
糖
尿
と
い
う

語
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

顕
微
鏡
を
用
い
た
所
見
に
つ
い
て
も
全
く
記
述
が
な
い
。

本
書
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原
松
庵
と
そ
の
家
系
に
つ
い
て

田

辺

賀

啓

日
本
最
初
の
解
屍
願
い
の
筆
頭
に
い
た
原
松
庵
は
、
こ
れ
を
許
可

し
た
若
狭
の
酒
井
讃
岐
守
忠
用
侯
の
奥
医
師
で
あ
り
、
山
脇
東
洋
と

同
年
令
で
あ
っ
た
。

原
家
の
初
代
松
庵
は
元
禄
十
四
年
か
ら
酒
井
侯
に
仕
え
、
二
代
松

庵
、
三
代
松
庵
(
友
元
)
四
代
浩
元
、
五
代
照
元
、
六
代
立
元
と
奥

医
を
つ
と
め
て
明
治
に
至
り
、
現
当
主
は
九
代
一
夫
氏
で
あ
る
。

二
代
松
庵
が
解
屍
願
い
の
松
庵
で
、
初
代
松
庵
の
子
浩
元
の
長
男

で
、
実
名
を
重
寛
と
い
っ
た
。
宝
永
二
年
の
生
れ
で
、
吉子
保
元
年
に

祖
父
松
庵
を
亡
く
し
十
二
歳
で
家
督
を
相
続
し
、

享
保
十
六
年
、
二

七
歳
の
と
き
藩
の
倹
約
の
た
め
御
暇
と
な
り
、
小
浜
や
京
都
に
住
ん

だ
。
元
文
四
年
、
三
十
五
歳
の
と
き
藩
に
か
え
り
、
延
享
三
年
に
奥

医
と
な
る
。
そ
の
後
、
江
戸
、
大
阪
、
小
浜
、
江
戸
と
勤
務
し
、
明

和
七
年
、
百
五
十
石
と
な
り
、
天
明
五
年
に
隠
居
し
、
天
明
六
年
、

八
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

小
浜
に
あ
る
文
政
八
年
、
問
中
貞
風
著
の
「
再
考
逢
昔
遣
談
」
に

は
、
二
代
原
松
庵
(
重
寛
)
の
人
物
像
を
し
る
し
て
い
る
。

時
聞
を
浪
費
せ
ず
読
書
を
反
覆
し
、
息
子
友
元
が
藩
侯
の
機
嫌
と

り
に
な
ら
ぬ
よ
う
戒
め
た
り
、
調
剤
に
は
一
人
々
々
の
患
者
の
病
状

を
把
握
し
て
行
な
い
、
決
し
て
売
薬
作
り
の
真
似
を
し
な
い
よ
う
教

ぇ
、
松
平
侯
の
奥
方
の
診
察
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
に
松
平
家
の
重

臣
、
医
師
の
居
な
ら
ぶ
も
と
で
の
堂
々
た
る
名
医
ぶ
り
、
藩
侯
や
家

老
に
対
し
て
侍
医
と
し
て
又
医
学
を
知
っ
た
か
ぶ
り
す
る
藩
土
に
対

し
て
主
治
医
と
し
て
の
毅
然
た
る
態
度
、
そ
の
診
療
癖
な
ど
、
医
道

だ
け
で
な
く
人
物
も
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
が
文
中
の
叢
話
の
な
か
か

ら
う
か
が
え
る
。

京
都
画
派
の
名
家
で
あ
る
原
在
中
家
は
代
々
禁
裏
や
寺
院
の
画
を

描
い
て
き
た
。
在
中
家
現
当
主
は
昨
年
は
じ
め
て
東
洋
肖
像
画
が
在

中
筆
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
原
在
中
(
寛
延
三
年
生
れ
、
元
保
八

年
残
)
の
出
生
に
は
小
浜
藩
主
落
胤
説
が
あ
る
。
即
ち
、
若
狭
の
酒

井
侯
の
奥
医
師
原
某
の
息
女
が
奥
向
き
に
仕
え
、
殿
様
の
子
を
身
ご

も
っ
て
実
家
に
帰
り
、
男
子
を
出
産
し
た
。
藩
主
は
相
応
の
金
品
を

下
げ
渡
さ
れ
、

そ
の
子
は
幼
い
と
き
京
都
へ
き
て
坂
本
屋
某
と
い
う
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造
酒
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
在
中
の
父
親
と
も
或
は
本
人
で

あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

小
浜
の
藩
医
に
は
原
松
庵
家
し
か
な
く
、
現
松
庵
家
に
は
在
中
筆

の
「
ぶ
.
と
う
」

「
石
竹
」
の
二
幅
の
画
が
あ
り
、
在
中
の
字
は
子
重

で
あ
る
が
、
こ
の
重
の
字
は
松
庵
家
で
は
代
々
用
い
ら
れ
た
名
で
も

あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
確
た
る
証
拠
は
得
ら
れ
な
い

が
、
山
脇
東
洋
と
原
在
中
と
の
結
び
つ
き
に
小
浜
藩
主
酒
井
侯
と
原

松
庵
が
仲
立
ち
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
論
究
し
て
御
教
示
を
仰
ぎ
た

L、。

(
公
立
小
浜
病
院
〉

三
重
県
下
江
馬
家
門
人
に
つ
い
て

ー
ー
ー
中
開
発
表
|
|

茅

原

私
は
三
重
県
下
の
蘭
方
医
の
伝
記
を
調
べ
て
居
る
が
其
の
解
明
は

容
易
で
は
な
い
。
三
重
県
と
最
も
関
係
の
深
い
蘭
学
塾
に
大
垣
の
江

馬
家
が
あ
る
。
江
馬
家
と
は
桑
名
を
中
心
と
す
る
北
勢
地
区
が
特
に

門
人
が
多
く
、
其
の
事
は
地
理
的
な
条
件
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
江
馬
家
門
人
姓
名
録
に
よ
る
と
三
重
県
出
身
者
及
び
三
重
県
へ

の
移
住
者
は
四
五
名
を
か
ぞ
え
る
。
こ
の
全
部
に
つ
い
て
の
調
査
は

出
来
て
居
ら
な
い
が
、
其
の
一
部
に
つ
い
て
知
り
得
た
部
分
に
つ
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
報
告
す
る
。

現
在
ま
で
に
伝
記
の
大
部
文
は
一
部
に
つ
い
て
知
り
得
た
門
人
は

前
田
元
敬
、
橘
得
一
郎
、
橘

多
門
、
角
倉
元
石
、
西
脇
春
岡
、

榎
本
順
達
、
川
北
元
立
、
稲
垣
抱
乗
、
稲
垣
春
哲
、
民
上
周
徳
、

栗
本
章
造
、
清
水
隆
司
、
橘

主
計
、
拝
郷
順
吉

の
一
四
名
で
あ
り
、
す
べ
て
津
市
以
北
の
人
々
で
あ
る
。
前
田
元

弘
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敬
、
橘
得
一
郎
、
同
多
門
は
一
族
で
あ
り
、
稲
垣
穐
乗
、
春
哲
も
一

族
で
あ
る
。
墓
所
に
つ
い
て
は
橘
一
族
、
西
脇
春
岡
等
七
名
、
社
会

活
動
に
つ
い
て
は
角
倉
元
石
、
稲
垣
一
族
等
十
名
が
或
る
程
度
わ
か

っ
て
来
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
一
年
の
日
本
医
史
学
会
関

西
支
部
大
会
に
お
い
て
、
当
時
知
り
得
た
事
実
に
つ
い
て
発
表
し
た

が
、
今
回
は
関
西
支
部
大
会
以
降
の
調
査
に
か
か
る
事
項
を
含
め
次

の
件
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

墓
所

生
没
年
月
日

現
在
の
子
孫
、
社
会
的
活
動

著
書

尚
本
抄
録
原
稿
作
製
後
も
調
査
を
続
け
て
居
る
の
で
、
前
記
入
名

以
外
の
人
々
で
も
知
る
事
が
出
来
得
た
者
は
報
告
す
る
。

医
学
者
と
し
て
の
建
部
清
庵山

形

敵

杉
田
玄
白
と
の
往
復
書
翰
「
和
蘭
医
事
問
答
」
で
著
名
な
建
部
清

庵
は
、
仙
台
藩
の
支
藩
一
闘
の
田
村
侯
の
外
科
医
員
初
代
清
庵
元
水

正
徳
二
年
(
一
七
一
二
〉
七
月
一
関
に
生
れ
、
幼
名
は

元
竹
の
ち
寿
達
、
語
は
由
正
の
ち
由
朴
、
字
は
元
策
と
い
っ
た
。
享

の
嗣
子
で
、

保
十
五
年
(
一
七
三

O
〉
十
九
歳
で
仙
台
藩
内
科
医
員
松
井
寿
哲
よ

り
漢
方
医
学
を
学
ぶ
こ
と
五
年
、
さ
ら
に
享
保
十
九
年
(
一
七
三
四
〉

江
戸
に
出
て
富
永
従
意
よ
り
蘭
方
医
学
を
学
ん
だ
。
延
享
四
年
(
一

七
四
七
〉
一
二
十
六
歳
で
家
督
を
相
続
し
て
清
庵
と
称
し
、
列
御
取
次

並
と
な
っ
た
。
宝
麿
五
年
(
一
七
五
五
)
の
飢
箆
の
と
き
「
民
間
備

荒
録
」
を
著
わ
し
て
封
内
に
頒
布
し
た
功
績
に
よ
っ
て
列
御
目
付
並

と
な
り
、
次
い
で
御
相
伴
格
を
経
て
御
奉
薬
(
侍
医
)
に
進
み
、
安

永
年
間
百
十
石
を
賜
わ
り
、
列
御
小
姓
頭
並
に
昇
っ
た
が
、
天
明
二

年
(
一
七
八
二
)
三
月
八
日
七
十
一
歳
で
残
し
た
。
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清
庵
は
二
十
三
歳
で
江
戸
の
富
永
従
意
よ
り
蘭
方
医
学
を
学
ん
だ

が
、
釈
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
「
和
蘭
医
事
問
答
」
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
和
七
年
(
一
七
七

O
〉
の
問
書
で

は
「
阿
蘭
陀
ニ
ハ
内
科
ノ
医
者
ハ
ナ
キ
コ

ト
ナ
リ
ャ
。
日
本
一
一
テ
阿

蘭
陀
流
ト
称
ス
ル
者
皆
膏
薬
油
薬
ノ
類
パ
カ
リ
ニ
テ
腫
物
一
ト
通
リ

ノ
療
治
ノ
ミ
ス
ル
コ
ト
不
審
ナ
リ
。
長
崎
へ
往
タ
リ
ト
モ
阿
蘭
陀
医

ノ
弟
子
ニ
ナ
リ
療
法
ヲ
モ
見
習
ヒ
彼
ノ
国
ノ
医
書
ヲ
モ
習
ハ
ズ
ニ
ハ

成
ベ
カ
ラ
ズ
。

日
本
ニ
モ
学
識
ア
ル
人
出
テ
阿
蘭
陀
ノ
医
書
ヲ
翻
訳

シ
テ
漢
字
ニ
モ
シ
タ
ラ
パ
正
真
ノ
阿
蘭
陀
流
ガ
出
来
、
唐
ソ
書
ヲ
カ

ラ
ズ
、
外
科
ノ
一
家
立
チ
、

ソ
ノ
外
婦
人
科
小
児
科
杯
ノ
妙
術
モ
出

ベ
シ
」
と
記
し
、
杉
田
玄
白
の
解
体
新
書
翻
訳
の
意
義
を
予
見
し
て

候
約
図
拝
見
、

「
御
恵
与
被
下

不
覚
狂
呼
口
睦
市
不
合
舌
挙
市
不
下
、
睦
若
タ
ル
老

い
る
が
、
安
永
二
年
(
一
七
七
二
〉
の
問
書
で
は
、

昨
頻
ニ
感
泣
仕
候
。
解
体
新
書
ハ
近
々
御
開
板
被
成
候
由
拝
見
可
仕

折
角
相
待
大
悦
仕
候
。

へ
l
ス
ト
ル
外
科
書
御
成
就
迄
ハ
存
命
難
計

候
」
と
述
べ
て
い
る
。

清
庵
は
「
解
体
約
図
」
だ
け
で
な
く
、

「
解
体
新
書
」
も
閲
読
し

た
と
思
わ
れ
る
が
、

へ
l
ス
ト
ル
外
科
書
は
見
る
機
会
は
な
か
っ
た

ら
し
く
、
清
庵
袈
後
の
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
〉
、
清
庵
の
門
人
大

槻
玄
沢
が
「
蕩
医
新
書
」
、
文
化
十
一
年
(
一
八
一

O
〉
、
玄
沢
の
長

子
玄
幹
が
「
外
科
収
効
」
、
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
「
要
術
治
新
」
、

文
政
五
年
清
庵
の
嗣
子
由
水
の
門
人
佐
々
木
中
沢
が
「
増
訳
八
刺
精

要
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

清
庵
自
身
の
著
述
は
、

「
民
間
備
荒
録
」
と
「
備
荒
草
木
図
」

で
、
宝
麿
五
年
(
一
七
五
五
)
の
飢
謹
の
際
に
一
関
藩
の
肝
入
や
組

頭
に
頒
布
し
た
も
の
で
、

前
者
は
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
、

後
者

は
天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
に
出
版
さ
れ
た
。
前
者
は
主
と
し
て
飢

僅
の
時
に
食
用
と
な
る
山
菜
野
草
の
調
理
法
と
解
毒
法
を
述
べ
た
も

の
で
、
そ
の
ほ
か
風
犬
暁
傷
(
狂
犬
病
)
や
蛇
校
傷
に
つ
い
て
人

糞

・
熱
人
尿
を
用
い
る
清
庵
独
自
の
治
療
法
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
後
者
は
山
菜
野
草
一

O
四
種
を
図
示
し
、
そ
の
調
理
法
を
述
べ

て
い
る
が
、

ほ
と
ん
で
す
べ
て
塩
と
味
噌
で
調
理
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
山
菜
野
草
は
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
る
と

有
害
で
あ
る
が
、

カ
リ
ウ
ム
の
体
外
排
世
に
は
食
塩
を
必
要
と
す
る

か
ら
、
清
庵
の
方
法
は
合
理
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

清
庵
は
家
業
の
外
科
に
精
通
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
湯
液
鋪
灸

の
術
や
徽
清
(
梅
毒
)
、
顕
風
(
癒
病
)

の
治
療
に
も
す
ぐ
れ
て
い

た
こ
と
は
「
民
間
備
荒
録
」
の
後
書
に
清
庵
の
門
人
曽
根
意
三
が
、
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「
徽
箔
是
傷
湿
、
顕
風
郎元多傷世間、
、
乃
処
剤
投
薬
奇
験
随
手
、
故
疲

耀
残
疾
者
無
日
不
至
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
天
明
二
年
(
一
七
八
二
〉
六
月
建
部
由
道
の
輯
録
し
た
「
顕
風
秘

録
」
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

「
先
大
人
清
庵
建
部
先
生
ハ
奥
州
一
関

在
テ
晴
樹
科
ノ
一
名
家
ナ
リ
。
且
ツ
措
ヲ
治
ス
ル
ニ
名
ア
リ
。
奥
羽
ノ

地
遠
近
顕
ヲ
患
ヒ
来
テ
治
ヲ
請
フ
人
絡
緯
ト
シ
テ
絶
ス
。
余
少
小
ニ

シ
テ
膝
下
ニ
侍
ス
ル
ノ
日
全
癒
ス
ル
者
ヲ
目
撃
ス
ル
コ

ト
枚
挙
ニ
暇

ア
ラ
ス
。
今
其
語
ヲ
録
シ
テ
上
巻
ト
為
シ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
天
明
二
年
三
月
袈
し
た
清
庵
の
語
録
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。清

庵
は
多
年
の
診
療
経
験
か
ら
、
顕
病
は
孫
真
人
や
香
月
牛
山
ら

の
天
刑
病
や
血
脈
病
で
な
く
、
外
界
の
原
因
に
よ
っ
て
発
病
す
る
と

主
張
し
た
の
は
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
薬
物
と
し
て
は

下
剤
と
煉
丹
を
用
い
て
い
る
が
、
後
者
の
主
剤
は
大
楓
子
で
あ
る
か

ら
、
妥
当
な
治
療
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

建
部
清
庵
は
家
業
の
外
科
に
精
通
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
狂
犬

病
、
梅
毒
、
顕
病
に
つ
い
て
も
独
特
な
療
法
を
行
っ
て
い
た
が
、
本

草
学
に
も
心
を
傾
け
、
宝
磨
飢
僅
の
と
き
に
「
民
間
備
荒
録
」
と

「
備
荒
草
木
図
」
を
著
わ
し
て
領
内
に
頒
布
し
、
さ
ら
に
蘭
方
医
学

に
も
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
「
和
蘭
医
事
問
答
」
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
も
、
清
庵
の
末
子
由
甫
が
杉
田
玄
白
の
養
嗣
子
に

迎
え
ら
れ
て
伯
元
と
称
し
、
清
庵
門
下
か
ら
大
槻
玄
沢
、
衣
関
甫

軒
、
ま
た
、
清
庵
の
嗣
子
白
水
門
下
か
ら
佐
々
木
中
沢
ら
が
輩
出
し

て
わ
が
国
の
蘭
学
の
発
達
に
貢
献
し
た
こ
と
は
清
庵
の
蘭
学
に
対
す

る
見
識
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
東
北
大
学
名
誉
教
授
〉
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江
馬
格
物
堂
門
人
田
口
鳳
介
の

所
蔵
医
書
に
つ
い
て

中

山

沃

大
垣
の
江
馬
家
門
人
録
に
濃
美
国
恵
那
郡
付
知
村
の
田
口
養
圭
と

田
口
鳳
介
の
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
名
の
旧
蔵
の
医
書
お

よ
び
薬
剤
書
三
四
一
種
、

九
一
四
冊

(
う
ち
写
本
二
一
三
冊
〉
、
本

草
書
五
種
、
二
二
冊
(
う
ち
写
本
七
冊
)
総
計
九
三
六
冊
が
岡
山
大

学
医
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
大
正
十
二

年
二
月
か
ら
同
十
三
年
一
月
ま
で
岡
山
医
科
大
学
法
医
学
教
授
と
し

て
在
任
し
、

つ
い
で
京
都
大
学
教
授
に
転
任
し
た
小
南
又
一
郎
氏
が

寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
回
日
本
に
は
「
濃
美
田
口
養
圭

之

信
」
あ
る
い
は
「
田
口
氏
之
記
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

中
に
は
「
叶
担
問
丘
町
O
O
M
r
g
E
E
o」
の
朱
印
も
押
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
田
口
鳳
介
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
田
口
本
の
中
の
一
写
本
「
西
説
医
範
」

ハ
六
冊
)
に
つ
い
て

は
十
五
年
前
に
報
告
し
た
(
日
本
医
事
新
報
、
第
二

O
O九
号
、
昭

和
三
七
年
十
月
二
七
日
発
行
)
。

こ
の
田
口
本
の
写
本
「
南
演
先
生
火
剤
法
」
の
末
尾
に
「
於
静
観

堂
田
口
養
圭
写
之
、
文
政
三
庚
辰
歳
三
月
六
日
」

と
あ
り
、
田
口
養

圭
は
尾
張
藩
医
浅
井
貞
庵
(
南
浜
の
息
)
の
塾
静
観
堂
に
学
ん
だ
こ

と
が
判
る
。
写
本
「
浅
井
先
生
方
案
講
釈
」

(
四
冊
)
の
第
一
冊
の

冒
頭
に
「
方
索
、
文
政
二
巳
卯
間
四
月
二
日
夜
始
、
槻
園
先
生
講

話
、
子
翼
拝
記
、
門
人
河
田
養
圭
謹
傍
記
」
と
あ
り
、
こ
の
第
四
枚

目
に
「
方
議
再
講
、

文
政
庚
辰
(
三
〉
五
月
七
日
夜
始
、

貞
庵
翁

弁
、
子
翼
記
、
河
田
養
圭
謹
写
」
と
あ
り
、
第
四
冊
の
末
尾
に
は

「
方
議
再
講
、
文
政
辛
己
(
四
)
七
月
廿
九
日
」
と
し
る
さ
れ
て
い

る

ま
た
写
本
「
金
置
要
略
」

(
二
冊
)
に
は
、
前
記
の
場
合
と
同
様

に
「
貞
庵
先
生
弁
(
又
は
講
)
、
嗣
子
翼
記
、
門
人
河
田
養
圭
謹
写
」

と
あ
り
、
文
政
三
年
九
月
二
日
に
始
ま
り
、
文
政
五
年
十
二
月
二

O

日
に
写
し
終
っ
て
い
る
。
嗣
子
翼
は
五
代
の
浅
井
正
翼
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
養
圭
は
浅
井
貞
庵
に
学
ぶ
一
方
、
尾
州
藩
の
河
田
華

山
(
尾
州
藩
医
河
田
一
門
の
一
人
で
あ
ろ
う
〉
に
も
師
事
し
た
。
そ

し
て
河
田
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
、
河
田
養
圭
と
し
る
し
た
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の
で
あ
ろ
う
か
、
後
考
を
ま
っ
。
写
本
「
和
気
翼
著
、
気
穴
所
在
」

に
「
河
田
養
圭
、
文
政
七
、
河
田
塾
中
」
と
あ
り
、
ま
た
写
本
「
河

田
華
山
先
生
傷
寒
口
義
」
に
「
尾
蕃
河
田
華
山
先
生
口
義
、
門
人
東

濃
田
口
養
圭
筆
記
」
と
あ
り
、
こ
の
ほ
か
写
本
「
河
田
先
生
日
用
方

百
方
選
」
〈
一
冊
〉
が
あ
る
。

写
本
「
秘
伝
配
剤
(
道
三
法
眼
享
徳
院
正
純
著
」
の
末
尾
に
「
寛

政
九
丁
巳
仲
夏
ヨ
リ
至
文
化
十
四
丁
丑
三
月
写
終
、
中
ハ
大
蔵
(
実

玄
仙
若
時
ノ
名
)

両
方
ハ
田
口
養
圭
(
玄
仙
子
ナ
リ
〉
」

と
し
る
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
写
本
「
経
験
方
函
」
の
末
尾
に
「
文
政
二
巳
卯
歳

田
口
玄
億

四
月
吉
辰
、
於
千
体
軒
選
」
と
あ
る
。
玄
仙
と
玄
俸
は
恐

田
口
養
圭

ら
く
同
一
人
物
で
、
こ
の
人
の
息
子
が
養
圭
で
、
こ
の
子
が
鳳
介
と

考
え
ら
れ
る
。

「
秘
伝
配
剤
」
の
末
尾
の
方
に
「
是
ハ
大
垣
深
沢
玄

通
ノ
科
書
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
田
口
父
子
が
こ
の
人
か

ら
借
用
し
写
本
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

写
本
「
重
訂
眼
科
必
読
」

(
一
冊
〉
の
冒
頭
に
、

「
高
良
斎
訳
、

江
馬
春
齢
重
訂
、
門
人
田
口
鳳
介
重
明
写
之
」
と
し
る
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
鳳
介
は
江
馬
格
物
堂
の
ほ
か
伊
藤
圭
介
の
塾
に
も
学
ん

だ
。
写
本
「
工
斯
舶
が
姐

(
注
コ
ン
ス
プ
リ
ュ
ッ
ク
)
、

原
本
和
蘭

紀
元
千
八
百
二
十
有
一
年
鎮
行
」

ハ
十
七
典
)
の
第
十
六
冊
の
終
り

に
「
嘉
永
六
稔
六
月
写
之
畢
、
尾
陽
於
伊
藤
塾
中
、
田
口
鳳
介
重

明
」
と
し
る
さ
れ
、
前
述
の
横
文
字
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
写
本
「
牛
痘
弁
感
指
掌
(
一
冊
、
嘉
永
庚
成
発
免
〉
」
の
末
尾
に

「
干
時
嘉
永
庚
成
会
己
秋
七
月
、
従
尾
陽
錦
葉
伊
藤
清
民
先
生
受

之
」
と
あ
る
。

こ
の
ほ
か
蘭
学
関
係
の
写
本
と
し
て
「
南
皐
吉
雄
先
生
、
馬
'
邪

称
、
色
声
重
力
等
之
訳
、
合
、
三
浦
筆
記
」
と
表
紙
に
し
る
さ
れ
、

最
初
の
十
三
枚
は
物
理
学
の
訳
述
で
「
物
色
、
声
音
、
軽
重
及
引

力
、
透
明
不
透
明
疎
密
硬
軟
強
弱
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
あ
と
は
医
事
を
主
と
し
た
筆
記
ノ
l
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
末
尾

に
「
此
ノ
書
ハ
三
浦
道
沢
於
吉
雄
家
問
書
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
予
写
シ
テ

此
一
巻
ト
ナ
ス
、

田
口
養
圭
識
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
田
口
旧
蔵
本
の
う
ち
明
治
期
刊
行
の
も
の
が
十
三
種
あ
り
、

最
も
新
し
い
の
は
明
治
十
五
年
刊
の
も
の
で
あ
る
。
鳳
介
は
こ
の
頃

ま
で
生
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
地
元
の
研
究
者
の
調
査
を

期
待
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
小
南
寄
贈
本
の
う
ち
「
田
口
印
」
の
な
い
医
書
が
若
干

あ
る
。
そ
の
う
ち
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
柳
川
春
三
の
自
筆
本

と
考
え
ら
れ
る
写
本
が
一
冊
あ
る
。
表
紙
に
「
安
政
二
季
秋
日
、
栂
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国
居
士
稿
本
、
腿
風
病
考
」

に
、

「
鵬
風
病
考
、
尾
張
庖
圏
西
邸
朝
陽
良
三
述
」
と
し
る
さ
れ
、

(十
七
枚
〉
と
あ
り
、
本
文
第
一
頁

第
一
頁
と
末
尾
の
頁
に
「
西
村
良
一
一
一
」
の
四

・
二
国
角
の
大
き
な
朱

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
西
村
良
三
は
柳
川
春
三
の
旧
名
で
あ
る
。
こ

の
鴎
風
病
は
疫
痢
と
考
え
ら
れ
る
が
、
春
三
は
こ
の
病
を
東
海
地
方

の
地
方
病
と
し
て
と
ら
え
、
そ
し
て
こ
の
地
方
の
先
達
大
鶴
君
馨

(東
海
、
定
番
〉
が
そ
の
著
書
「
治
痢
軌
範
」

〈
文
化
十
四
年
刊
)

に
お
い
て
最
初
に
こ
の
疾
病
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
高
く

評
価
し
て
い
る
。

(
岡
山
大
学
医
学
部
第
二
生
理
学
教
室
〉

『
愛
育
茶
語
』
に
み
る
東
西
の
混
靖

深

瀬

泰

江
戸
や
エ
ゾ
の
地
に
お
い
て
、
お
お
く
の
小
児
に
牛
痘
接
種
の
成

果
を
あ
げ
た
蘭
方
の
小
児
科
医
、
桑
田
立
斉
の
著
述
に
な
る
『
愛
育

茶
謂
』
に
は
、

西
洋
の
小
児
科
学
に
立
脚
し
た
育
児
法
が
と
か
れ
て

い
る
一
方
、
そ
の
著
書
を
回
爺
村
掘
に
も
容
易
に
理
解
し
う
る
よ
う

に
記
述
し
た
と
い
う
ご
と
く
、
古
く
か
ら
伝
唱
さ
れ
た
育
児
法
も
混

在
し
て
い
る
。

本
書
は
、
愛
育
総
説
、
瞬
間
帯
、
拭
口
、
浴
児
、
児
衣
、
始
乳
、
選

乳
、
代
乳
、
剃
頭
、
調
治
、
離
乳
の
十

一
章
か
ら
な
る
。

「
愛
育
総

説
」
は
育
児
に
関
す
る
総
論
と
も
い
う
べ
き
章
で
あ
り
、
立
斉
は
そ

こ
で
、
洋
の
東
西
を
と
わ
ず
善
と
す
る
と
こ
ろ
を
え
ら
ん
で
用
い
る

べ
き
だ
と
い
う
、
自
己
の
立
場
を
明
示
し
て
い
る
。
愛
育
総
説
に
お

い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
事
項
は
、

詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
授
乳
や
離
乳
に
関
す
る
事
項

「
瞬
間
帯
」
以
下
の
各
章
で
さ
ら
に

E 

( 85 ) 211 



に
つ
い
て
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
い
る
。

「
E
V」
に
お
い
て
の
べ
て
い
る
。
乳
母
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
の

基
準
と
乳
汁
の
適
否
を
判
定
す
る
方
法
は
、

W
-
カ
ド
ガ
ン
の
『
育

児
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
』
に
み
ら
れ
る
も
の
と
規
を
一

に
し
て
お

り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
、
小
児
科
学
の
成
書
と
し
て
最
初
の
著
述
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
ソ
ラ
ノ
ス
の
記
述
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
。
又
立
斉
は
人
乳
と
効
能
が
近
い
も
の
と
し
て
牛
乳
を
あ
げ
、
人

乳
の
代
乳
と
し
て
の
牛
乳
を
推
賞
す
る
と
と
も
に
、
人
参
や
大
麦
を

用
い
た
代
用
乳
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
代
用
乳

を
与
え
る
た
め
の
晴
乳
器
と
し
て
、
竹
筒
で
つ
く
っ
た
「
乳
筒
」
の

使
用
を
す
す
め
て
お
り
、
十
八
世
紀
の
本
邦
の
子
育
て
の
蓄
に
は
み

ら
れ
な
い
、
西
洋
医
学
の
成
果
を
充
分
に
と
り
い
れ
た
記
載
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西
洋
小
児
科
学
の
影
響
を
う
け
た
記
述
が
お
お
い
反

面
、
中
国
の
医
書
か
ら
の
引
用
や
、
在
来
の
習
俗
を
と
り
あ
げ
て
記

載
し
て
お
り
、
中
国
の
小
児
科
学
の
伝
統
を
う
け
つ
い
で
い
る
状
態

を
、
す
く
な
か
ら
ぬ
部
分
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
西
の
育
児
法
の
対
比
に
お
い
て
『
愛
育
茶
語
』
を
と
ら
え
、
江

戸
時
代
後
期
の
育
児
書
の
特
徴
を
さ
ぐ
り
た
い
。

〈
川
崎
市
〉

ペ
同
)
何
M
1

w

〉
ロ
O
F
H
)出

(
一
七
四
七
|

一
八
二
O
)
に
つ
い
て

ー
ー
ー
わ
が
国
で
ラ
イ
デ
ン
学
統
医
学
は
い
つ
頃
ま

で
受
容
さ
れ
た
か
|
|

阿
知
波

五

良日

は

じ

め

こ
の
小
篇
は
、
私
の
さ
さ
や
か
な
プ
l
ル
ハ

l
グ
ェ
研
究
の
続
篇

で
あ
り
、
わ
が
国
が
ラ
イ
デ
ン
学
統
医
学
(
プ

1
ル
ハ

l
ヴ
ェ
を
中

心
と
す
る
〉
を
い
つ
頃
ま
で
受
容
し
た
か
を
書
誌
学
的
に
調
べ
て
み

た。
一
、
京
都
の
蘭
学
は
、

そ
の
初
期
に
は
ラ
イ
デ
ン
学
統
、
こ
と
に

プ
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ

医
学
系
の
も
の
を
多
く
受
容
し
た
。
字
田
川
榛
斎

(
一
七
六
九
|
一
八
三
四
〉
が
、
.ア

ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
を
発
見
し
て
以

来
、
京
都
学
派
、
こ
と
に
海
上
随
鴎
(
一
七
五
九
|
一
八
一
一
)
の
学

統
と
新
宮
涼
庭
(
一
七
八
七
|
一
八
五
七
〉
と
が
ラ
イ
デ
ン
の
本
を
よ

く
使
っ
た
。
小
森
桃
鳴
の
『
病
因
精
義
』

(
一
八
二
七
〉
は
、
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ル
ハ

1
ヴ
ェ
以
下
の
ラ
イ
デ
ン
学
統
医
学
思
想
を
中
心
に
祖
述
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
る
イ
ベ
イ
(
依
百
乙
)
は
、
そ
の
主
著
の
う
ち
三
種

が
わ
が
国
で
翻
訳
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
同
じ
臨
鴎
門
下
の
藤
林
普
山

(
一
七
八
一

l
一
八
一
三
ハ
〉
の
イ
ベ
イ
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
『
和
蘭
薬

性
弁
』

(
一
八
二
二
)
は
、
当
時
最
も
新
ら
し
い
薬
学
書
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
ブ

1
ル
ハ

1
ヴ
ェ
の

同)句〉
九『白
町内え一白〉
Apnm町白
w

]

戸
吋
H

ゆ
と

は
格
段
の
相
違
で
あ
る
。
そ
れ
は
ι

言
及
宣
言
3
2
(
H
8
3
や
弘
、
‘
ざ

5
3

(ロ
O
U
)

の
よ
う
な
生
命
力
の
長
い
医
学
論
と
は
ち
が
い
、
技
術
的
な

薬
物
書
で
あ
る
か
ら
特
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。

イ
ベ
イ
(
依
百
乙
)
は
、

そ
の
生
年
に
お
い
て
プ
l
ル
ハ
l

ヴ
ェ
と
八
十
年
の
相
違
が
あ
る
。
本
当
に
プ
l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
本
の
生

命
力
が
あ
っ
た
の
は
、

い
つ
噴
ま
で
か
と
い
え
ば
、
そ
の
問
題
に
ふ

れ
た
文
献
は
リ
ン
デ
プ

1
ム
教
授
の
も
の
に
あ
る

(ピロ門山内
σ
o
O
B

N
W
&
~
F
b
h
S
九之江一.白旬。、込白白巴
N.

白
g
・
5
3・℃・
ω
叶〉。

そ
れ
に
よ
る
と

ー
ル
ハ
l
ヴ
ェ
の
本
は
長
い
年
月
、
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
。
ラ

イ
デ
ン
の
M
M

句
注
目
〕
日
(
同
三
∞
l

H

∞H
N
)

と
パ
リ
の
の

0
2回印刷凶円同(ロ印印
l
l

Z
N
H
〉
に
よ
っ
て
十
八
世
紀
の
終
り
頃
か
ら
十
九
世
紀
初
期
頃
ま
で

使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
約
一
世
紀
の
寿
命
を
持
つ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
の
最
初
の
医
学
校
(
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
〉
の
創
立
当
時
三
七
六
五
〉
に
は
プ
l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
本
が
よ

く
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
前
記
同
教
授
の
意
見
に
よ
る
と
イ
ベ
イ

は
、
ブ
l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
本
の
す
た
れ
行
く
境
界
線
上
に
あ
っ
た
ラ
イ

デ
ン
大
学
教
授
と
い
え
る
。

イ
ベ
イ
の
伝
記
は
、

ぐ
自
口
市
「
〉
〉
の
『
オ
ラ
ン
ダ
人
名
辞
典
』

第
七
巻
の

司

の
部
、
三
|
四
ペ

ー
ジ
に
よ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ラ
ン
ダ
の
フ
ラ
ネ
ッ
ケ
ル
大
学
の
化
学
教
授
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
学

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
巌
捕
に
あ
っ
て
一
八
一
一
年
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ

の
頃
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の

Z
・司担

5
2回
教
授
が
逝
去
し
た
の
で
、

乞
わ
れ
て
一
八
一
二
年
、
そ
の
後
を
襲
っ
て
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
着
任

し
た
。
元
来
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
化
学
と
薬
物
学
の
教
授
の
座
は
、

プ
ー
ル
ハ
l
ヴ
ェ
時
代
に
は
、
彼
自
ら
が
兼
ね
て
い
た
。
彼
の
高

弟
、
〈
・
∞
3
2
3
が
そ
の
後
を
継
ぐ
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
カ

「プ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
故
に
遠
く
ウ
ィ
ー
ン
に
去
り
、
彼
に
代
っ
て

〉

-σ
山口

E
が、

そ
の
後
を
継
い
だ
。

次
代
教
授
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け

る
生
気
論
医
学
の
は
じ
め
と
い
わ
れ
る

の
次
に
Z

-

H

M

白
E
門
出
』
国
次
い
で
〈
℃
巾
て
が
教
授
に
な
っ
た
の
で
あ

の
き
玄

5
が
招
か
れ
、

る
。
そ
の
頃
の
ラ
イ
デ
ン
学
統
医
学
が
凋
落
に
傾
き
、
専
ら
ド
イ
ツ オ

( 87 ) 
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の
生
気
論
医
学
が
さ
か
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

J
R
回
以
内
可
の
本
は
、

う
い
う
意
味
で
蘭
語
本
の
末
期
の
本
で
あ
る
。

三
、
わ
が
国
へ
渡
来
し
た
イ
ベ
イ
本
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
か
。
イ
ベ
イ
の
著
述
は
前
記
の
〈
〉
Z
ロ
巴
同
〉
〉
の
本
に
は

総
計
三
十
一
部
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
広
瀬
元
恭
が
訳
し
た

と
い
わ
れ
る
「
イ
ベ
イ
の
生
理
学
入
門
書
」

一
つ
に
し
て
も
、

イ
ベ

イ
は
ま
ず
守
号
室
白
白

E
E
3
5も
守

h
3
5
5・
H

∞
口
の
形
の
も
の
が

見
S
R
H
N
h
&
2
h
h
b
h
h
p
』守守
h
R
b
h
s
-
H
∞
omE
・
か
出
る
と
い
う

出
る
前
に

形
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
本
の
種
類
は
多
い
が
、
大
約
す
れ
ば
臨
床

書
、
生
理
学
書
、
薬
物
書
の
三
つ
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

そ
の
代
表
書
は
、

わ
が
国
に
渡
来
し
た
。

曽
っ
て
蘭
学
資
料
研
究
会
の
研
究
さ
れ
た
も
の
を
編
纂
さ
れ
た

『
日
新
医
学
』
に
連
載
さ
れ
た
。
私
は
、

む
か
し
池
田
哲
郎
教
授
と
薮
内
清
教
授
の
お
配
慮
で
、
そ
の
コ
ピ
イ

『
見
在
蘭
書
目
録
』
が
、

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
一
番
か
ら
二
五
一
五
番
ま
で
で
、

最
後
の
グ
ル
ー
プ
は
、

幸
い
に
も
京
都
大
学
蔵
の
蘭
書
目
録
(
片
桐

一
男
氏
調
査
)

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、

続
け
ら
れ
た
調
査
に
よ
る
目

録
は
、
今
回
は
省
略
し
た
。
こ
の
二
五
一
五
部
の
見
在
蘭
書
の
中
に

イ
ベ
イ
の
本
は
次
の
三
種
類
で
、
総
計
十
二
部
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を そ

挙
げ
れ
ば
、

(
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
‘
イ
ベ
イ

次
の
よ
う
で
あ
る

の
本
は
発
行
年
代
の
〉
ロ

g
Z円
聞
の
『
蘭
番
目
録
』
に
は
載
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
前
記
〈
〉
Z

U
何
回
同
〉
〉
本
の
登
載
箸
述
表
を
参
考
に
し
た
〉
。

@
之
内
刊
誌
白

h
s
z
h
h
b昌
弘

F
R』
押
色
町
、

』
wa
s
-
R尽
き
色
町
内
昌
烹
ミ
ト
色
白
長
官

~
S
向
洋
宮
追
悼
町
一
同
口
問
内
ユ
ロ
宮
〈
o-m向ロ国内同内ロ
Hhg円EH-担釦一円凶仏内『。町内自ぽ
u

〈
O
O
H
F
m
-
s
g号
ピ
丘
町
内
σ
σ
3
山
口
00円
ざ
・
国
g
ミ
・
仏
。
。
円

〉仏
O]同)叩
HJ守
3
・∞門出口
u〉
自
己
向
丘
白
H
F
E
C品
l
E
H
O〈
期
主
輯

対
〉
〔
こ
の
本
の
巻
頭
挿
絵
に
イ
ベ
イ
の
尚
像
画
が
出
て
い
る
。〕

で
、
こ
の
本
は
字
国
川
棺
庵
訳
『
舎
密
閉
宗
』
、

天
保
八
年

八
三
七
)
の
訳
書
が
あ
る
こ
と
は
、
衆
知
の
事
実
で
イ
ギ
リ
ス
の

ぜ
〈
・
同

g
ミ
(
賢
理
)
の
著
を
イ
ベ
イ
が
蘭
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、

ヲ

ホ

イ

シ

ー
ル

「
俳
蘭
西
の
大
賢
、
刺
障
西
爾

(FSou-qu
〉ロ
g
宮内

F
2
5
5〉」

の
記
事
が
あ
っ
て
、
今
ま
で
に
、
こ
の
方
面
の
研
究
は
尽
さ
れ
て
い

る
の
で
省
略
す
る
。
こ
の
本
は
見
在
目
録
に
九
部
載
っ
て
い
た
。

次
の
蘭
書
は

町
白
苫
忌
色
町
降
色
町
、
足
白
目
旬
、

ζ
L
b
k
H
h白、
o
p司
〉
自
宅
C
N
S
m
号
円
関

2
・

円n
r
g
g
g
関

g
m
gロ
円
同
市
円
ぐ
0
0
5
2
5回
同
円
。
g
四
四
国
包
広
門
笠
・

丘
町
♂
〈
。
2
5
5
0
8内向
g仏
ロ
ピ
mhymσσ
四
円
師
会
凶
円
。
向
ロ
内
内
?

rcロ仏市山

o
o
r
E
g
g号
き
こ
凶
内
S
E
R
F口開場〈
g
V
2
の
与
E
F
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品
開
円
切
丘
町
WHwpn}戸市〉同】
O
門町内向
r
日仏
0
0
円〉円山
o-旬
開
回
口
問
〈
匂

4
・
〉
B
-

同丹市丘白
g
u
E
H
H
(長
州
藩
本
〉

蘭
文
の
序
文
に
は
十
八
世
紀
後
半
の
薬
学
の
人

。
向
。
『
『
『

o
d
p

『
吉
田
祖
国
OBw
』
与
口
の
記
載
が
あ
り
、
と
く
に
の
B
Z
F
5
5
5

が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
宮
日
夕
明
2
2
5て
の
名
が
現
わ
れ
る
。

こ
の
本
の
訳
書
が
前
記
の
藤
林
普
山
の
『
和
蘭
薬
性
弁
』
初
編
五

冊
、
鼓
岡
館
蔵
板
、

文
政
五
年
(
一
八
二
三
)
で
あ

文
集
堂
発
党
、

る。

「
見
在
蘭
書
目
録
」
京
大
の
部
に
は
新
宮
涼
庭
の
手
沢
本
が
あ

る
。
こ
の
訳
書
の
序
文
に
新
宮
涼
庭
の
一
文
が
あ
り
、
訳
業
に
参
じ

た
旨
が
巻
頭
に
あ
っ
て
、
中
川
修
亭
が
校
を
し
て
い
る
。

最
後
の
蘭
書
は

H∞
。
。
で
、

す

で

25 
司S E:: 
c ~ 
たさ
通 ζ
り ζ

でまト
あ、
るさ

r u、

E 
巾
『

0.. 
担

B 

広
瀬
元
恭
(
一
八
二

一
ー
一
八
七

O
)
の
『
知
生
論
』
首
、

第

第
三
の
三
巻
。

時
習

堂
蔵
板
。
安
政
三
年
(
一
八
五
六
〉
刊
の
「
題
言
」
に
て
「
和
蘭
、

布
蘭
治
傑
貯
の
大
学
校
医
学
校
教
頭
、
独
爾
布
折

・
依
百
乙
の
撰

「
原
ト
盤
度
礼
陳
屈
ト
標
ス
」

著
」
と
あ
っ
て

と

あ

っ

て

前

記

h
g
h叫

E.h目sh
が
原
血
ハ
で
あ
る
旨
、
明
記
し
て
あ
る
。

広
瀬
元
恭
に
は
、
別
に
『
利
摂
蘭
度
人
身
窮
理
』
の
訳
が
あ
る
。

安
政
二
年
三
八
五
五
〉
で
三
巻
で
、

『
知
生
論
』
は
こ
の
「
リ
セ
ラ

ン
ド
」
本
か
ら
の
引
用
が
多
い
。
こ
の
「
リ
セ
ラ
ン
ド
」
の
本
は
、

〉

E
F
n
-
B巾

白崎
町

同

u

守
3
目。h
礼
町

u

E
n
v
q
g乱・
k
q
R
E
S
R
H

同
h
h

喜
三

H
4
0
B何
日

l

戸

E
C
H・
(
私
蔵
本
)
か
ら
の
蘭
訳
本
・
主
主
患
の
さ
え
・

九『向
h
3
h
mwN町
昌

h出
向
、
，
ぞ
R
H
h
R
N
h
w、
』
庁

Nh
詰

弘

司

尽

き

色

町

、

H

〉
A

『司
=
h
p
F
U
Z
F
同
町
内
仲
町
『
担
口
同
町
戸

〈四円

g州

WEU
門目。。円〉
・
〈
伊
ロ
肘
号
内
2
5・
N

仏内向

]guH∞巴・
国
0
0
5

で
あ
る
。

四
、
私
は
前
記
の
よ
う
に
蘭
書
は
、
長
州
藩
本
と
私
蔵
本
に
よ

り
、
訳
書
は
京
都
学
派
の
人
た
ち
の
訳
書
に
限
っ
た
。
そ
の
調
査
の

結
果
は

( 89 ) 

イ
ベ
イ
は
、
す
で
に
プ

l
ル
ハ

1
ヴ
ェ
の
医
学
思
想
を
離
れ
て
い

る
。
イ
ベ
イ
時
代
は
、
す
で
に
プ

l
ル
ハ

l
ヴ
ェ
の
高
弟
匡
耳

R
Z

〈O
口
出
色
巾
円
(
ロ
O

∞
l
ロ
ゴ
〉
の
医
学
思
想
が
中
核
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

ハ
ル
レ
ル
(
法
児
列
爾
〉
は
、

緒
方
洪
庵
(
一
八
一

oー

わ
が
国
の
生
気
論
医
学
の
医
学
思
想

の
中
核
を
も
な
し
て
い
る
。
彼
の
∞
g
M
E
E
S
2
と
『
巴
g
σ
E
S
2

一
八
六
三
)
を
中
心
と
す
る
、

の
思
想
は
、
わ
が
国
へ
受
容
さ
れ
て
き
た
し
、
ブ
ー
ル
ハ

1
ヴ
ェ
の

機
械
論
を
乗
り
超
え
て
、
実
験
に
よ
る
事
実
認
定
の
厳
密
さ
に
よ
っ

て
形
態
的
な
も
の
を
超
克
し
た
理
論
が
、
当
時
の
生
気
論
者
の
多
く

が
支
持
し
た
点
で
あ
る
。
ピ
シ
ヤ
の
〉

E
g
g
s
c
z
q巳
刊
の
組
織
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思
想
も
リ
l
セ
ラ
ン
ド
の
本
と
同
年
の
出
版
で
あ
り
、
そ
う
し
た
進

歩
的
な
医
学
論
も
含
ま
れ
て
い
る
。

『
知
生
論
』
は
そ
の
経
緯
を
最
も
よ
く
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
誘

導
篇
に
「
利
摂
蘭
度
人
身
生
活
機
能
位
置
網
目
之
図
解
」
が
挙
げ
ら

れ
て
あ
る
。

ま
た
イ
ベ
イ
の
序
言
の
訳
文
中
に

-
一
考
フ
ル
ニ

法
見
列
爾
定
ム
ル
所
、
精
密
淵
濯
ニ
シ
テ
且
了
解
シ
易

「
余
(
イ
ベ
イ
〉
縞

キ
ヲ
以
テ
、
今
マ
其
学
則
一
一
従
テ
纂
進
シ
、
篇
ヲ
別
ツ
テ
五
篇
ト

ス
。
即
チ
第
一
人
身
之
行
、
第
二
生
活
官
能
、
第
三
動
物
官
能
、
第

四
自
然
官
能
、
第
五
播
種
官
能
ナ
リ
」
。

J
J

，

ス

テ

ν
イ

，

ホ

M
V
1
ル

に
は
布
理
私
的
礼
、
刺
障
西
南
(
酸
素
発
見
の

MM5ε-U〈
0
2
5
『
は

ま
た
、

こ
の
『
知
生
論
』

燃
焼
の
問
題
を
解
決
し
|
|
反
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
説
、

不
完
全
な
が
ら
元
素
の

表
を
つ
く
っ
た
)
の
名
が
現
わ
れ
る

プ
ー
ル
ハ

1
へ

蒲
児
牽
駄
が
「
人
身
全
体
ハ
、
膜
ト
脈
管
ノ
会
結
組
織
ニ
テ
成
」

(
巻
之
一

、
第
二
章
)
。
ま
た
大
医

〈
巻
之
て
第
五
章
)
つ
ま
り
繊
維
学
説
を
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て

「
大
家
、
法
見
列
児
、
特
リ
人
身
諸
部
諸
器
多
ク
ハ
其
ノ
原
器
ヲ
蜂

寵
組
織
-
一
資
テ
編
成
ス
ル
説
ヲ
主
張
シ
」
.
ア
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
の
学
論

を
斥
け
て
い
る
。

つ
ま
り
プ
l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
の
批
判
を
は
っ
き
り
書

い
て
い
る
。

十
八
世
紀
の
後
半
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
実
験
的
知
識

の
著
し
く
向
上
し
た
時
期
で
あ
り
、

イ
ベ
イ
の
本
(
前
記
薬
学
〉

が
、
こ
れ
ら
の
躍
進
を
よ
く
表
現
し
え
て
い
る
。
プ

I
ル
ハ

l
グ
ェ

ア
ム
ー
ル

の
親
和
力
の
本
質
の
考
え
方
、
彼
は
親
和
力
を
「
愛
」
と
し
た
。
こ

う
し
た
古
典
的
な
考
え
方
が
、
イ
ベ
イ
の
本
に
は
全
く
姿
を
消
し
て

い
る
。
薬
物
の
領
域
で
は
、
完
全
な
脱
.
ア
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
の
思
想
で

あ
る
。
そ
れ
が
『
病
因
精
義
』
と
共
存
し
な
が
ら
海
上
随
鴎
の
す
ぐ

れ
た
門
下
の
人
々
に
よ
っ
て
両
者
が
同
じ
よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
い

た
。
本
質
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
訳
書
は
脱
.
ア
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
で
は
あ

る
が
、
そ
の
自
覚
が
あ
っ
た
と
は
判
断
し
に
く
い
。

(
京
都
市
北
区
小
山
北
大
野
町
四
二
〉
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『病
を
医
す
る
は
自
然
で
あ
る
』
、

『自
然
』

そ
の

に
つ
い
て

『
病
を
医
す
る
は
自
然
で
あ
る
』
、
と
い
う
は
、

医
の
理
に
淵
源
す
る
の
で
あ
る
が
、

「
医
師
の
誓
調
」

以
来
の
拙
作
〉
の
第
一
条
冒
頭
に
掲
げ
た
言
葉
で
あ
る
。 木

栄

ヒ
ポ
グ
ラ
テ
ス
の

(
一
九
七
一
年

然
』
引
い
て
は
『
造
化
』
に
つ
い
て
、
度
度
諸
誌
で
説
明
を
加
え
て

こ
の

来
た
が
、
今
回
さ
ら
に
こ
の
『
自
然
』
の
概
念
を
追
求
し
、
こ
れ
は

医
の
本
質
で
あ
る
と
結
び
た
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
は
私

乞
う。

個
人
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
置
く
。
批
判
を

初
め
に
自
然
な
る
概
念
を
、
私
は
科
学
物
理
知
的
に
簡
単
に
『
自

然
と
は
、
変
転
し
て
止
ま
な
い
宇
宙
諸
現
象
の
統
体
、

万
有
の
本

質
』
、
と
す
る
(
字
は
空
間

・
宙
は
時
間
。
空
間
と
時
間
と
力
、
宇
宙
の
エ

ネ
ル
ギ

l
現
象
で
あ
る
〉
。

人
類
は
、
宇
宙
自
然
史
|
地
球
変
遷
史
中
に
お
け
る
一
つ
の
生
成

物
で
あ
り
、

人
間
の
身
体
も
精
神
(
脳
髄
〉
も
、

そ
の
進
化
変
異
に

よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
聞
は
(
生
物
も
)
自
然
に
よ
っ

て
生
成
さ
れ
て
い
る
有
限
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

『
自
然
』

Z伊
E
R
と

私
は
「
誓
詞
」
の

『
造
化
』

9
2
5ロ。

中
で
『
自
然
』
と
並
べ
て
『
造
化
』
な
る
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、

両
語
は
ほ
ぼ
同
義
と
解
し
て
よ
い
。
し
か
し
『
造
化
』
の
方
は
多
少

有
機
的
な
感
が
あ
る
(
自
然
の
力
で
創
造
化
育
)
。
両
語
と
も
中
国
で

『自

は
、
天
地
と
人
と
を
対
照
と
し
て
説
か
れ
、
古
く
「
老
子
」
「
荘
子
」

「
准
南
子
」
な
ど
に
見
ら
れ
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
用
い
ら
れ
て
い

『
造
化
』
は
欧
州
で
は
特
に
造
物
主
。
B
R
R
神
を
意
味
す

( 91 ) 

るる。
し
か
し
て
欧
州
で
は
、
神

・
造
物
主
が
万
有
の
主
で
あ
り
、
人
間

や
あ
ら
ゆ
る
物
は
神
の
創
造
に
よ
る
も
の
で
従
と
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト

教
世
界
で
は
こ
れ
は
絶
対
的
で
あ
り
、
哲
学
者
達
に
も
中
世
近
世
か

ら
『
自
然
』
と
神
と
に
つ
い
て
論
議
が
繰
り
返
え
さ
れ
つ
つ
近
代
に

至
っ
て
い
る
。
阿
知
波
博
士
の
厚
志
に
よ
っ
て
古
今
の
こ
の
箇
の
議

論
の
移
り
変
り
を
教
え
ら
れ
た
が
、
私
は
、
現
代
の
理
性
知
を
も
っ

て
考
え
、
造
物
主

・
神
な
る
宗
教
的
概
念
を
、
ま
た
人
間
性
に
て
類
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その相関関係

i 宇宙自然 ; われわれ人聞は， 地球と

エネルギ - ::共に宇宙自然から生成さ

r------r----------1 ~れ， その従属下にある。
〉 医の面でも，人間の生滅，

y y ! 疾病の発現転帰，総て自然
| トーくー___.._ の従属下にある。~病を医
J ι するは自然である，医なる1 i 者は造化の臣である』。 医

| の本質は『自然』である。

宇宙自 然 ・人間 ・神 ，

ー一 >------->一一一感性と理性の世界

c__<一一〈一一環

人間の身と心

(身生命 ・心生命〕

(主体 ・実存〉

〉
一
も
逮
た
心
あ
ら
祈

霊
一
た
関
し
安
で
か

・

心
〈
じ
的
着
て
点
能
仰

(
一
生
接
密
し
拠
本
信

一
ら
直
に
う
む
な

。

一
か
と
心
虚
頼
的
の

ぐ
性
然
人
を
り
越
も

一
感
自
は
れ
寄
趨
る

の
宙
神
己
め
の
れ

間
字

。
'
た
間
さ

。

一
人
'
い
で
の
人
出
元

利
は
で
な
の
命
。
し
の

。
神
の
は
も
立
る
醸
願 境

人聞は万物の現象を云々するが，これは人間が主体であ
って，その心身によってのみ為される。知識も心情もこ
れから発する，人間(個人 ・社会)の現存在によるので
ある。 しかして，これらは総て自然の支配下にある。

似
と
見
な
さ
れ
る
老
荘
の
自
然
造
化
の
思
想
を
も
、
{
ヂ
骨
岳
貯
が
か

切
り
離
レ、

主
体
ゅ
ん
跡
(
個
人

・
社
会
〉
で
あ
り
、
実
在
す
る
ん
骨

の
心
身
に
よ
る
機
能
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
神

218 

な
る
も
の
を
認
め
信
ず
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
純
理
性
で
な
く
感
性
に

よ
る
の
で
あ
り
、
人
聞
に
は
等
し
く
心
実
に
ひ
そ
み
、
安
心
立
命
、

寄
り
頼
む
究
極
的
拠
点
と
し
て
、
+
恥
払
町
仏
貯
に
存
在
す
る
も
の
、
生
存

上
不
可
欠
の
も
の
、
と
私
は
解
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
演
緯
し、

医
の
面
に
限
局
し
て
考
え
れ
ば
、
病
が

直
る
こ
と
も
病
を
治
す
こ
と
も
、
そ
れ
は
人
間
の
力
に
よ
る
の
で
は

な
く
『
自
然
』
の
従
属
下
で
そ
の
力
で
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ょ
っ

( 92 ) 

て
医
の
本
質
は
『
自
然
』
で
あ
る
と
端
的
に
言
い
得
る
と
思
わ
れ

る
。
医
師
が
学
習
を
重
ね
て
得
た
知
識
に
よ
っ
て
発
達
し
来
た
現
代

医
学
も
、
同
様
で
あ
る
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
人
類
の
生
滅
、
疾
病

の
発
生
も
、
こ
と
ご
と
く
『
自
然
』
の
支
配
下
に
あ
る
の
で
あ
る

(
神
や
仏
は
人
間
の
感
情
界
中
に
あ
り
、
直
接
的
に
は
病
を
癒
さ
な
い
)
。

し
か
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
合
理
性
思
考
法
に
基
づ
く
ヒ
ポ
ク
ラ

テ

R
P
Q
M
p
u
n
 

ス
の
も
宮
町
内
の
概
念
は
、
ロ
伊
丹

PE
自
然

・
自
然
力

・
造
化

・
自
然

治
癒
力

・
自
然
良
能

・
生
の
本
質
な
ど
色
色
と
訳
解
さ
れ
て
は
い
る

が
、
こ
れ
を
統
括
し
約
言
す
れ
ば
、

『
自
然
の
カ
』

と
見
な
し
て
よ



ぃ
、
と
私
は
考
え
る
。
医
に
対
す
る
自
然
の
理
の
面
で
は
、
本
性
は

物
理
法
則
的
な
自
然
で
あ
っ
て
も
、
両
者
は
相
似
た
も
の
と
し
て
も

抵
触
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
か
く
考
え
て
、
こ
の
「
誓
詞
」
の
『
自

然
』
を
、
そ
の
概
念
を
(
生
生
の
〉
宇
宙
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自

然
の
力
、
引
い
て
は

『
自
然
』
|
医
の
本
質
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
図
式
を
、
以
上
の
足
ら
な
い
説
明
の
参
考
と
し
て
下

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

同
志
社
病
院
を
中
心
と
し
た

医
療
医
育
制
度中五柴

井味田

幸
雄

照
子

啓
子

宇
賀
田
み
や
子

津

田

弘

子

同
志
社
病
院
あ
る
い
は
京
都
看
病
婦
学
校
の
こ
と
に
つ
い
て
は
長

門
谷
氏
に
よ
っ
て
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
今
更
加
え
る
べ
き
こ
と
も
な

か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

( 93 ) 

(
同
志
社
時
報

二
三
号
一

九
六
六
年
、

日

本
英
学
史
研
究
会
研
究
報
告
六

一
号
一
九
六
六
年
)
同
志
社
病
院

お
よ
び
京
都
看
病
婦
学
校
は
明
治
十
九
年
デ
ヴ
イ
ス
邸
内
に
仮
診
療

所
を
聞
い
て
は
じ
め
ら
れ
、
同
二
十
年
八
月
十
一
日
開
院
認
可
が
あ

り
、
同
三
十
九
年
五
月
廃
止
さ
れ
る
ま
で
約
二
十
年
間
そ
の
方
面
に

貢
献
し
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
一
方
同
4
5
F三
宮
口

5
}吋

角
川
℃

O
『
丹

。
『
同
町
内

ロ

Oω
出
回
出
〉
出
O
∞
巴
叶
〉
岡
、
担
ロ
仏
可
ど
ロ
ト
ロ
何

回n
y
o
o
-
F『

ロ
己

2
2
は

一
八
八
七
年
(
明
治
二
十
年
)
四
月
発
刊
さ
れ
て
お
り
キ

リ
ス
ト
教
に
も
と
ず
く
看
護
婦
養
成
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
新

島
は
ア
l
モ
ス
ト
大
学
に
お
い
て
博
物
学
を
専
攻
し
た
。
こ
れ
は
彼
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が
自
然
科
学
に
対
し
強
い
熱
意
を
も
っ
て
い
た
あ
ら
わ
れ
で
あ

り

「
担
て
当
時
は
実
に
国
家
一
新
の
時
に
し
て
是
非
共
男
子
の
研
究
し

且
窮
理
、
精
密
、
機
械
等
の
学
を
盛
に
し
我
が
日
本

聖
道
を
収
め
、

を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
斉
し
く
振
わ
し
め
ん
こ
と
に
存
じ
候
」

と
の
ベ
、

第
一
回
卒
業
生
で
ジ
ョ
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
化
学
を

専
攻
し
て
い
る
下
村
孝
太
郎
に
対
し
、

「
小
生
わ
が
校
に
サ
イ
エ
ン

ス
の
振
わ
ざ
る
を
痛
嘆
し
候
問
、
貴
兄
に
は
充
分
御
用
意
あ
り
そ
の

方
を
負
担
し
賜
ら
ば
必
ず
わ
が
校
の
面
白
一

変
す
る
に
至
ら
ん
、
願

わ
く
ば
今
の
本
校
を
し
て
充
分
カ
レ
ッ
ジ
の
位
置
に
す
す
め
度
、
政

府
の
高
等
中
学
に
一
歩
も
譲
ら
ざ
る
様
致
し
た
く
候
遂
に
は
大
学
の

地
位
に
達
せ
し
め
た
く
候
」
と
の
ベ

(
明
治
八
年
〉

ハ
リ
ス
を
し
て

明
治
二
十
四
年
四
月
七
日
、
同
志
社
波
理
須
理
科
学
校
を
開
校
さ
せ

た
。
し
か
る
に
こ
れ
も
明
治
三
十
七
年
四
月
一
日
廃
止
と
な
る
に
い

た
っ
た
。
し
か
し
こ
の
理
化
学
校
が
工
学
部
と
し
て
進
む
に
い
た
っ

た
の
は
皮
肉
に
も
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
牧

野
総
長
時
代
で
そ
の
就
任
の
辞
の
中
に
「
今
更
思
い
返
し
て
も
帰
ら

ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
先
生
は
我
が
同
志
社
発
展
の
た
め
、
夙
に

同
志
社
病
院
を
建
て
、
次
で
看
病
婦
学
校
を
輿
し
、
更
に
理
化
学
校

を
創
め
、
愛
に
綜
合
学
閣
の
礎
を
置
き
給
い
ま
し
た
、
然
る
に
不
肖

な
る
後
継
者
は
、
幾
何
も
な
く
し
て
此
等
を
悉
く
失
っ
て
了
い
ま
し

た
の
は
如
何
に
も
残
念
千
万
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
こ
の
国
家
多
事

の
時
に
際
し
、
科
学
振
興
の
急
務
に
応
じ
、
適
当
な
る
施
設
を
講
じ

て
、
天
下
の
青
少
年
学
徒
を
訓
育
指
導
す
る
に
万
全
を
期
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ぬ
」
と
の
べ
て
い
る
。
〈
昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
)

こ
れ
は
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
二
日
に
出
さ
れ
た
「
青
少
年
学
徒
に

賜
り
た
る
勅
語
」
に
関
連
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ひ
る
が
え

っ
て
新
島
は
早
く
か
ら
伝
道
の
心
あ
つ
く
、

日
本
人
を
し
て
キ
リ
ス

ト
教
信
者
た
ら
し
め
よ
う
と
努
力
し
、
そ
の
た
め
同
志
社
を
設
立
し

て
そ
の
効
果
を
発
揮
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
る
に
現
在
に
い
た

る
ま
で
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
の
普
及
は
微
々
た
る
も
の
で
あ

り
、
日
本
に
渡
来
し
た
仏
教
の
影
響
に
く
ら
べ
れ
ば
極
め
て
わ
ず
か

な
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
日
本
の
仏
教
は
鎮
護
国
家
の
思
想

が
濃
厚
で
あ
り
神
仏
習
合
の
考
え
が
深
く
、
我
が
国
古
来
の
神
道
に

妥
協
し
た
仏
教
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

(
勿
論
後
に
日
蓮
宗
や
浄

土
真
宗
の
様
な
排
他
的
宗
教
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
が
〉
し
か
る
に
キ

リ
ス
ト
教
は
排
パ
リ
サ
イ
び
と
と
言
お
う
か
こ
れ
ら
の
妥
協
を
許
さ

な
い
。
こ
れ
が
戦
時
中
と
く
に
敵
国
の
宗
教
と
し
て
弾
圧
さ
れ
、
高

等
女
学
部
に
お
い
て
も
高
等
女
学
校
と
は
な
ら
ず
各
種
学
校
の
適
用
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を
う
け
て
い
た
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
戦
後
に
女
子
専
門
学
校
、
女
子
大

学
と
な
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
宗
教
と
の
板
ば
さ
み
が
続
い
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
た
場
合
、
ロ
ハ
単
な
る
敵
国
宗
教
だ
か

ら
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
自
然
科
学
の
場
合
、
文
化
科
学
の
場

ム
口
と
異
な
り
、
神
学
的
考
慮
が
中
心
と
な
る
限
り
、
そ
の
両
立
は
誠

に
困
難
で
あ
り
、
現
在
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
あ
る
英
米
に
お
い
て

も
、
自
然
科
学
教
育
と
宗
教
教
育
の
両
立
は
困
難
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
去
る
大
学
紛
争
以
来
、
新
教
育
が
行
わ
れ
、

又
そ
の
欠
点
が

の
べ
ら
れ
て
い
る
現
在
、

日
本
の
様
に
宗
教
的
地
盤
の
確
立
し
て
い

な
い
土
地
に
お
い
て
、
し
か
し
そ
れ
に
か
か
わ
ら
ず
ニ
千
年
来
続
い

て
き
た
神
道
的
地
盤
の
あ
る
環
境
で
の
キ
リ
ス
ト
教
的
、
非
妥
協
宗

教
に
も
と
ず
く
教
育
に
お
い
て
は
自
然
科
学
教
育
と
の
両
立
が
行
わ

れ
難
い
様
に
思
え
る
。

文

献

(
l
)
 

〈

2
)

〈

3
)

(
4〉

〈

5
〉

柴
田
、
日
本
医
史
学
雑
誌
一
回
巻
五
一
頁
一
九
六
八
年

柴
田
、
日
本
医
史
学
雑
誌
一
六
巻
五
七
頁
一
九
七

O
年

柴
田
、
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
七
七
頁
一
九
七
二
年

柴
田
、
同
志
社
時
報
四
八
巻
四
九
頁
一
九
七
三
年

柴
田
、
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
ニ

O
巻
一
四

O
頁一

九
六
九
年

柴
田
、
和
歌
山
医
学
一
八
巻
二
九
二
頁
一
九
六
七
年

柴
田
、
全
日
本
病
院
六
巻
一
一
員
一
九
六
七
年

同
志
社
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
一
九
六
六
年

同
志
社
時
報
五
六
巻
一
九
七
五
年

創
立
一

O
O周
年
記
念
号

し
ば
く
さ
同
志
社
創
立
百
周
年
記
念

同
志
社
女
子
大

体
系
日
本
史
叢
書
一
入

社
一
九
六
六
年

教
育
の
再
生
野
口
恒
樹

数
学
教
育
現
代
化
の
失
敗

房

一

九
七
六
年

(
6〉

(
7
)
 

(
8〉

(
9
)
 

(
凶
)

(

孔

)

(ロ〉
(
日
)

宗
教
史

皇
学
館
大
学

M
ク
ラ
イ
ン

一
四
巻

)I! 
崎

一
九
七
五
年

笠
原

山
)11 
出
版

一
九
七
四
年

柴
田
録
治
禦
明
書

(
愛
知
医
科
大
学
生
化
学
〉
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戦
前
の
わ
が
国
の
看
護
婦

長
門
谷

洋

治

一、

一
切
の
蹴
首
絶
対
反
対
。
二
、
昇
給
停
止
絶
対
反
対
。
三
、

賞
与
減
額
絶
対
反
対
。
四
、
時
間
外
労
働
に
手
当
を
出
せ
。
五
、
夏

期
休
暇
を
利
用
し
て
掃
除
せ
し
む
る
こ
と
絶
対
反
対
。
六
、
外
出
外

泊
の
自
由
。
七
、
一
人
当
り
畳
二
畳
に
す
る
こ
と
。
八
、
各
舎
に
食

堂
な
ら
び
に
浴
室
を
設
備
す
る
こ
と
。
九
、
公
病
公
悔
に
は
日
給
全

額
お
よ
び
手
当
支
給
。
十
、
専
制
に
し
て
不
徳
な
る
院
長
の
排
斥
。

昭
和
五
年
十
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
の
約
半
年
に
、
戦
前
に

は
珍
し
い
看
護
婦
を
中
心
に
し
た
病
院
争
議
が
各
所
で
起
っ
た
。
頭

記
の
も
の
は
昭
和
五
年
十
二
月
、
京
大
付
属
病
院
の
看
護
婦
の
病
院

に
対
す
る
要
求
事
項
で
あ
る
が
、
彼
女
ら
の
示
し
た
勤
務
の
実
態
は

以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
、
勤
務
時
聞
は
午
前
八
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
の
規
定
だ
が
、

実
際
は
午
前
七
時
半
よ
り
午
後
五
時
ま
た
は
六
時
。
二
、
病
舎
は
二

十
四
時
間
勤
務
で
年
中
公
休
な
し
。
三
、
看
護
婦
日
給
五
十
銭
よ
り

八
十
銭
、
昇
給

一
年
十
銭
の
規
定
が
本
年
実
施
な
し
。
賞
与
半
期
十

八
割
の
規
定
が
本
年
よ
り
半
減
。
四
、

一
人
当
り
畳
一
畳
半
、
食
事

は
半
町
も
離
れ
た
と
こ
ろ
へ
。
五
、
寄
宿
舎
非
衛
生
的
、
風
口
口
場
換

気
悪
し
、
図
書
室

・
娯
楽
室
な
し
。
六
、
外
泊
は
絶
対
不
許
可
に

て
、
外
出
も
単
独
は
許
さ
ず
二
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

現
在
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
る
が
、

当
時
と
し
て
は
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
要
求

は
現
在
か
ら
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
当

時
と
し
て
は
異
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
京
大
病
院
の
看
護
婦
約
四

百
名
中
の
七
十
名
が
、
就
寝
前
寄
宿
舎
で
集
会
、
上
記
要
求
を
出
し

た
が
結
果
は
以
下
で
あ
っ
た
。

「
多
数
の
検
束
者
を
出
し
一
日
で
潰
滅
。
要
求
条
項
は
拒
絶
と
い

う
よ
り
全
然
問
題
に
さ
れ
ず
、
中
心
分
子
は
解
雇
さ
れ
た
」

か
つ
み
氏
に
よ
る
)

当
時
京
大
病
院
の
他
に
至
誠
病
院

(
東
京
、
吉
阿
弥
生
院
長
)
、

同
愛
記
念
病
院
〈
東
京
、
三
浦
謹
之
助
院
長
、
現
在
の
同
愛
記
念
病

東
京
市
立
野
方
療
養
所
な
ど
で
ほ
ぼ
同
様
な
要

求
に
よ
る
争
議
日
数
十
三
日
に
及
ん
だ
が
、
結
局
検
束
な
ど
で
敗
北

院
と
は
異
な
る
)
、
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に
終
っ
て
い
る
。

戦
前
、
わ
が
国
に
お
い
て
看
護
婦
は
女
子
の
少
な
い
職
業
の
一
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
教
育
、
病
院
で
の
地
位

・
組
織
、
職
能
団
体
と
し

て
の
活
躍
な
ど
は
未
熟
で
あ
り
、
従
っ
て
給
与
・
待
遇
な
ど
も
一
部

を
除
い
て
低
劣
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
戦
前
の
看
護
婦
の
状
態
に
つ
い

て
の
記
録
・
研
究
は
乏
し
い
が
、
そ
れ
を
発
掘
す
る
こ
と
は
医
療

史

・
女
性
史
の
面
か
ら
も
意
義
が
少
な
く
な
い
。〈

日
生
病
院
・
皮
膚
科
〉

病
院
の
歴
史

(
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
)

沢

土
口

ω同】
X
m
w
F

∞
同

V
X州
w-町
内
-
仏
師

w

∞日
u-z一-内

∞
同
・

γ向
mw『
可

O
『
同
町
回
四

∞
同
】
』
同
己
巾

u

F
F
o
q
と
い
う
言
葉
に
発
し
、
国
0
5
-
ヨ。戸
g
p
o
gmw
出

0
5市
民

阿
川
町
可

病
院
の
性
格
が
の
ロ
R
よ
り
も
の
同
お
に
重
き

と
辿
る
時
、

を
お
い
て
来
た
歴
史
的
な
姿
を
知
り
得
る
。
宗
教
的
な
奉
仕
の
場

が
、
科
学
的
、
治
療
の
場
中
心
に
転
じ
て
行
く
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
テ
l
ム
ス
河
畔
の
聖
ト
マ
ス
病
院
の
一

O
O年
の
あ
ゆ

み
に
つ
い
て
は
、
福
田
邦
三
永
坂
三
夫
両
氏
の
訳
業
が
あ
る
。

見
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尿
検
査
の
歴
史
と
臨
床
教
育

寺

喜

朔

畑

今
日
、
尿
検
査
に
対
す
る
医
師
の
認
識
は
、
他
の
諸
検
査
と
対
比

し
て
き
わ
め
て
薄
い
。

し
か
し
、
尿
か
ら
得
ら
れ
る
生
体
の
情
報
の

情
報
は
、
実
施
上
は
な
は
だ
重
要
で
あ
る
。

演
者
は
臨
床
検
査
を
医
学
生
に
教
育
す
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
尿

検
査
の
重
要
性
を
機
会
あ
る
ご
と
に
強
調
し
て
き
た
。
こ
と
に
尿
検

査
の
進
歩
の
歴
史
は
地
道
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
多
彩
で
、
き
わ

め
て
関
心
の
深
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
学
生
と
と
も
に
次
の
手

順
で
尿
検
査
の
歴
史
的
事
項
を
整
理
し
た
。

て
三
木
栄
著
体
系
世
界
医
学
史
に
よ
り
尿
検
査
に
関
連
す
る
事

項
を
抽
出
し
た
。

〉

n
Z
3
5
(
一
二
八
O

)

|
検
尿
法
を
説
く
l
に

ロ巾
r
r
a
C
六
七
三
〉
の
尿
タ
ン
パ
ク
煮
沸

・
酷
酸

試
験
法
、
同

0
5
F
(
一
七
七
三
)
の
尿
中
尿
素
発
見
、

C
E
m--ロ
(
一

は
じ
ま
り
、

八
三

O
〉
の
尿
中
胆
汁
色
素
試
験
、
吋
円
O
B
SR
〈
一
八
四
一
〉
の
尿

糖
検
出
法
、
出
g
k
ハ
一
八
四
四
)
の
尿
円
柱
の
生
成
、
回
g
n
n
(

八
四
八
〉
の
ペ
ン
ス
ジ
ョ
ン
ス
「
タ
ン
パ
ク
体
」
、

宮
巨
O
ロ
(
一
八

四
九
〉
の
蛋
白
試
薬
、
'HHH
伊
(
一
八
六
八
)
の
尿
中
ウ
ロ
ピ
リ
ン
発

見
、
叶
V
O
B官
。
ロ
(
一
八
六
八
〉
の
二
杯
分
尿
法
、

何
回

σ
R
F
(
一
八

七
四
〉
の
尿
タ
ン
パ
ク
定
量
法
:
:
:
な
ど
尿
検
査
の
歴
史
上
の
重
要

一
方
、
図
説
医
学
の
歴
史
に
よ
り

C
E
R
O
司王

事
項
を
整
理
し
た
。

の
態
様
(
医
師
に
関
す
る
古
い
絵
画
で
は
尿
瓶
を
眺
め
て
い
る
も
の

が
あ
る
〉
を
教
え
た
。

二
、
因
液
発
備

士
口
雄
耕
牛
の
遺
著
(
文
化
十
二
年
、

一
八
一
五
)

で
わ
が
国
診
科
に
尿
検
査
法
を
説
い
た
も
の
の
鴨
矢
で
あ
る
。
図
書

総
目
録
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
静
嘉
堂
文
庫
(
国
会
図
書
館
)
、

斉
文
庫
(
武
田
薬
品
)
、

京
大
図
書
館
(
富
士
川
本
〉

市
立
刈
谷
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
他
に
蒼
竜
館
文
庫
(
金
沢
市
立
図
書

館
)
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
書
は
和

蘭
の
諸
君
か
ら
尿
の
診
断
に
関
す
る
も
の
を
抜
落
し
、
門
弟
に
教
授

し
た
内
容
を
百
百
海
鵬
洋
椿
が
筆
記
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
尿
の
性
状
、
含
蓄
物
、
鑑
識
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
説
い

て
い
る
。
耕
牛
頭
後
十
五
年
経
て
刊
行
さ
れ
、
法
眼
杉
本
忠
温
の
序

文
が
あ
る
。
ま
た
洋
椿
の
自
序
文
中
に
は
参
考
引
用
し
た
書
類
二

O
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種
を
あ
げ
て
お
り
、
之
に
よ
り
耕
牛
蔵
書
の
豊
富
が
了
解
で
き
る
。

本
書
は
フ

リ
ガ
ナ
が
あ
り
、
学
生
は
比
較
的
容
易
に
な
じ
む
と
と
も

に
、
耕
牛
の
語
学
力
に
敬
服
を
示
し
た
。
刈
谷
本
を
除
き
(
未
見
)
、

他
の
も
の
は
、
同
一
の
版
本
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
。

、
明
治
期
の
尿
検
査
書
、
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
(
国
会
図
書

館
蔵
)
、
山
崎
文
庫
、

古
医
書
目
録
(
慶
大
)
な
ど
に
よ
り、

つ
g
c

の
書
誌
を
抽
出
し
た
。

。
?
の
OMF』
胆
円
。

σ
冨
・
(
一
八
三
三
l
一
九

0
0
)
内
科
診
断
書
の
訳
に
よ
る
検
尿
一
覧
表
(
明
九
〉
、
検
尿
要

訣
(
足
立
寛
訳
、
明
十
一
)
、
検
尿
法
(
下
山
順
一
郎
訳
、
明
十
四〉
、

命
里
伊
羅
安
検
査
書
(
富
土
川
本
、
年
代
不
詳
)
、
診
断
図
説
(
関
、

明
十
八
)
。

こ
れ
ら
の
諸
君
で
は
定
性
お
よ
び
定
量
分
析
法
や
顕
微

鏡
的
検
査
法
が
詳
細
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
足
立
本
は
ポ
ケ
ッ

ト
版

で
あ
る
が
、
下
山
本
は
内
容
の
精
密
を
き
わ
め
て
い
る
。

一
方
、
明
治
中
期
の
内
科
書
の
尿
検
査
に
関
す
る
内
容
を
検
討
し

た
。
対
象
と
し
た
内
科
書
は
、
須
氏
内
科
学
(
明
二
十
一
〉
、

内
科
全
書
(
明
二
十
三〉
、
儒
氏
内
科
新
書
(
明
二
十
五
)
、
華
氏
内

愛

氏

科
摘
要
(
明
五
〉
、
ベ
ル
ツ
氏
内
科
学
(
明
二
十
六
〉
、
斯
氏
内
科
全

書
(
明
二
十
八
)
、

鳴
氏
内
科
全
書
ハ
明
三
十
七
〉

な
ど
で
あ
り
、

い
づ
れ
を
み
て
も
、
診
断
部
門
に
お
け
る
尿
検
査
の
重
要
性
は
定
着

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
学
生
は
こ
こ
で
も
明
治
期
の
先

人
の
活
躍
に
驚
嘆
し
た
。

四
、
現
代
の
検
査
書
、
大
正
期
を
経
て
昭
和
初
期
ま
で
は
、
臨
床

検
査
は
内
科
診
断
学
の
分
野
に
包
含
さ
れ
て
教
育
が
行
な
わ
れ
て
き

た
。
現
時
点
で
み
て
、
書
誌
的
に
も
っ
と
も
定
評
の
あ
る
も
の
は
、

昭
和
十
六
年
発
行
の
臨
林
検
査
法
提
要
(
金
井
泉
)
で
あ
る
。
本
書

は
既
に
二
十
七
版
(
一
九
七
六
)
の
歴
史
を
有
し
、
初
版
と
対
比

し
、
内
容
は
質
量
と
も
膨
大
を
き
わ
め
、
検
査
の
進
歩
が
い
か
に
顕

明
者
で
、

か
っ
、
学
ぶ
に
あ
た
り
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
学
生
ら
は
痛
感
し
た
。

今
日
で
は
、
尿
検
査
の
主
流
は

ue白
肝

( 99 ) 

m
g門同
の
試
験
紙
法
で
あ
る
。

今
日
の
医
学
教
育
を
み
る
に
、
や
や
も
す
れ
ば
新
し
き
も
の
を
追

い
す
ぎ
る
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
事
象
に
対
す
る
認

識
は
短
絡
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
学
生
ら
は
、
満
足
で
き
る
ほ
ど
の

関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
尿
検
査
だ
け
を
み
て
も
、
い
か
に
歴
史

的
背
景
が
長
く
広
い
も
の
で
あ
る
か
を
認
識
し
た
事
実
は
看
過
で
き

な
い
。

同
時
に
文
献

・
書
誌
な
ど
の
検
索
の
要
領
に
つ
い
て
何
分
の

理
解
が
深
ま
っ
た
。

(
金
沢
医
科
大
学
〉
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明
治
時
代
の
産
業
医
局

浦

豊

彦

一
八
五
八
年
(
安
政
五
)
に
は
英
国
で
は
、

工
場
法
の
な
か
で
の

工
場
監
督
官
制
度
は
す
で
に
確
立
し
て
い
て
、
英
国
を
二
分
し
て
監

督
し
て
い
た
二
人
の
監
督
官
の
一
人
に
外
科
医
で
あ
る
凶
島
町
♂
戸

が
任
命
さ
れ
た
。

一
八
六

O
年
〈
万
延
元
〉
に
は
徳
川
幕
府
の
使
節

が
渡
米
し
、
米
国
の
当
時
の
文
明
に
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
リ
ン
カ

ン
が
大
統
領
戦
に
勝
っ
た
年
で
、
そ
の
翌
年
か
ら
米
国
で
は
南
北
戦

争
が
は
じ
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
十
年
前
の
一
八
五

O
年
に
は
、
米
国
は
シ
ャ
タ
ッ
ク

ハ
ω
F
2
g
n
r〉
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
、

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
の
公
衆
衛

生
状
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
英
国
の
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ク
報
告
に
匹
敵

す
る
も
の
だ
が
、
米
国
で
は
余
り
反
響
は
な
く
、
こ
の
報
告
の
勧
告

し
た
州
衛
生
部
設
立
も
十
九
年
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
日
本
の
職
業
病
関
係
の
記
録
と
し
て
は
鉱
山
の
麗
肺
の
各

種
の
記
録
が
あ
る
か
、
幕
末
の
混
乱
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
記
録
も

見
当
ら
ぬ
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
明
治
政
府
も
西
欧
か
ら
の
技
術
と
科
学
の
導
入
を
急
ぐ
の

で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
以
前
、
徳
川
幕
府
は
、
横
浜
・
横
須
賀
製
鉄
所
を
フ
ラ

ン
ス
人
技
術
者
の
指
導
で
創
建
し
て
い
る
が
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
た

ち
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
を
や
と
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
外
人
医
師
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、

お
雇
外
国
人
と

し
て
来
日
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
生
野
鉱
山
は
、
明
治

初
年
に
官
営
と
な
り
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
は
コ
ワ
ニ

l

ハ。o-m山
口
四
件
w

司・〉

を
技
師
と
し
て
や
と
い
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
鉱
業

の
導
入
を
は
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
と
そ
の
家

族
の
た
め
に
数
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
次
々
と
勤
務
し
て
い
る
。

富
岡
製
糸
所
は
明
治
五
年
〈
一
八
七
二
)
の
創
立
で
あ
る
が
、
こ

の
建
築
か
ら
機
械
の
購
入
、
技
術
の
指
導
な
ど
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
長

プ
リ
ナ
i

ナ
以
下
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
行
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
富
岡
製

糸
所
に
も
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
勤
務
し
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師

は
技
師
長
に
つ
ぐ
高
級
で
「
富
岡
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

日
本
人
女
工

の
健
康
管
理
や
、
治
療
も
や
っ
て
い
て
、
産
業
医
と
し
て
の
先
駆
的
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な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
。

官
営
釜
石
製
鉄
所
は
明
治
七
年
(
一
八
七
四
〉
の
創
立
で
あ
る

が
、
こ
の
噴
は
釜
石
在
住
の
洋
医
と
漢
法
医
が
、
社
宅
の
一
部
を
診

療
所
に
あ
て
て
、
請
負
制
で
若
干
の
補
助
金
を
得
て
診
療
に
従
事
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
の
印
刷
局
の
前
身
で
あ
る
紙
幣
寮
は
明
治
十
年
〈
一
八
七

七
〉
に
紙
幣
局
と
な
り
医
員
を
お
い
た
。
さ
ら
に
明
治
十
一
年
(

八
七
八
〉
に
は
紙
幣
局
は
印
刷
局
と
な
り
医
員
詰
所
が
設
け
ら
れ

た
。
明
治
十
五
年
(
一
八
八
二
〉
に
は
こ
れ
が
診
療
所
と
改
称
さ
れ

た
黄
燐
マ
ッ
チ
製
造
に
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
か
ら
は
じ
ま
り
、

明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
)
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
で
石
川
清
忠
が

「
工
業
病
並
ニ
予
防
法
」
と
い
う
講
演
を
行
い
、
黄
燐
の
慢
性
中
毒

と
し
て
下
顎
の
腐
骨
痘
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ッ
チ
工
業
は
中

小
企
業
で
、
医
局
な
ど
整
備
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
危
険
物
な
の
で
明
治
十
八
年
ハ
一
八
八
五
)
に
内
務
省
達
が

一
た
ん
貰
燐
マ
ッ
チ
の
製
造
を
禁
止
し
た
が
、
し
か
し
輸
出
は
年
々

一
O
O万
円
を
こ
与
え
て
い
て
、
政
府
部
内
の
農
商
務
省
が
明
治
二
十

年
(
一
八
九

O
)
に
は
製
造
禁
止
解
除
を
申
し
入
れ
、
内
務
省
が

譲
歩
し
て
黄
燐
マ
ッ
チ
製
造
は
再
び
許
可
さ
れ
る
。
明
治
三
十
九
年

(
一
九

O
六
)
に
「
ベ
ル
ヌ
国
際
労
働
者
保
護
会
議
」
の
共
同
決
議

で
婦
人
の
夜
業
禁
止
と
マ
ッ
チ
製
造
の
糞
燐
使
用
禁
止
が
あ
っ
た

が
、
日
本
政
府
が
正
式
に
貰
燐
マ

y

チ
禁
止
法
を
公
布
し
た
の
は
大

正
八
年
〈
一
九
一
九
〉
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
鉱
山
は
辺
境
の
地
に
あ
る
の
で
、
初
期
か
ら
整
備
さ
れ
た
医

局
を
も
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
生
野
鉱
山
で
は
明
治
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
に
御
料
局
生
野
支
庁
職
夫
共
済
組
合
を
つ
く
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
(
一
八
九
六
)
に
、
生
野
鉱
山
は
三
菱
に
払
い
下
げ

ら
れ
た
が
、
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
に
は
生
野
鉱
山
三
菱
共
済

( 101) 

組
合
病
院
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
病
院
長
が
佐
藤
英
太
郎
で
、
明

治
二
十
三
年
(
一
八
九

O
)
に
「
鉱
夫
肺
病
ニ
就
テ
」
と
い
う
生
野

鉱
山
の
塵
肺
を
報
告
す
る
。
つ
ま
り
生
野
の
「
煙
毒
」
は
三
十
年
ば

か
り
眠
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
に
日
本
の
産
業
革
命
は
進

行
し
た
の
で
あ
る
。

官
営
の
製
鉄
所
が
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
〉
に
福
岡
県
八
幡
村

に
設
立
が
決
定
し、

明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
に
は
、
溶
鉱
炉

は
完
成
に
近
く
、
こ
の
年
に
は
仮
の
診
療
所
が
開
設
さ
れ
、
明
治
三

十
四
年
(
一
九

O
一
〉
に
は
製
鉄
所
付
属
病
院
と
し
て
の
正
式
の
診
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療
所
が
で
き
、
明
治
四
十
一
年
(
一
九

O
八
〉
に
現
在
地
に
病
院
本

館
と
病
棟
が
で
き
、
製
鉄
所
付
属
病
院
が
完
成
し
た
。

紡
績
工
場
の
例
で
は
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)
三
月
に
有
限

責
任
東
京
綿
商
社
鐘
淵
紡
績
所
が
落
成
し
、
五
月
に
は
有
限
責
任
鐘

淵
紡
績
会
社
と
改
称
し
、
す
で
に
七
月
に
は
医
局
と
病
室
二
十
余
坪

が
落
成
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
な
ど
紡
績
産
業
医
局
の
発
端
で
あ

ろ
う
。

(
労
働
科
学
研
究
所
)

金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
の

「
産
科
六
器
」
に
つ
い
て

杉

立

義

金
沢
市
立
図
書
館
に
は
、
蒼
竜
館
文
庫
と
名
づ
け
ら
れ
た
蔵
書
が

あ
る
。
も
と
高
岡
市
の
慶
長
以
来
の
医
家
で
あ
っ
た
佐
渡
家
に
伝
来

し
た
も
の
で
、
書
籍
一

O
O
O余
点
、
四
二
六
三
冊
、
参
考
品
十
一

点
よ
り
な
る
が
、
そ
の
中
に
「
産
科
六
器
」
と
名
付
け
ら
れ
た
古
産

科
器
械
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
昨
年
、
同
図
書
館
を
訪
問

し
て
親
し
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
細
長
い
木
箱
の
蓋
に
「
産

科
六
器
」
と
記
し
て
あ
り
、
そ
の
中
に
六
点
の
産
科
器
械
が
収
め
て

あ
る
。

一
点
は
金
属
製
の
断
頭
器
で
あ
る
が
、
他
の
五
点
は
、
和
製

産
科
銀
子
と
も
い
う
べ
き
探
額
器
で
あ
る
。
水
原
三
折
著

「
産
科
探

額
図
式
」
に
図
示
し
て
あ
る
探
額
器
(
鯨
嘉
製
の
円
紐
、
長
さ
百
二

糎
)
、

睡
竜
器
(
鯨
器
製
、

長
さ
二
十
六
糎
、

幅
三
糎
)
、
奪
珠
器

(
木
製
、
長
さ
十
三
糎
、
幅

0
・
五
糎
)
及
び
睡
竜
器
に
探
額
器
を
装
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置
し
て
使
用
で
き
る
状
態
に
し
て
あ
る
も
の
の
五
点
で
あ
る
。
こ
の

探
領
器
の
形
、
大
き
さ
は
、
か
つ
て
筆
者
が
発
表
し
た
京
材
府
医
師

会
所
蔵
の
探
額
器
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
完
全
な
状
態
で
保
存
さ

れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

探
領
器
は
、
鯨
の
臨
調
の
温
湯
に
つ
け
る
と
屈
伸
が
自
在
に
な
る
性

質
を
利
用
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
洋
に
於
て
も
、
鯨
嘉
は

産
科
器
械
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

一
七
五
四
年
刊
行
の
∞
自
色
ぽ
の

〆目
2
0『
担
ロ
胆
同

O
B
W
P-
叶
担
問
)
戸
内
回

の
第
三
十
八
図
に
は
宅

E]内

σ
0口
問

で
作
っ
た
産
科
器
械
の
図
が
の
せ
て
あ
る
。

こ
の
書
物
の
一

七
九
七
年
刊
行
の
ド
イ
ツ
語
版

=
F
E
E
E問
自
己
0
5
2
n
y
q
寸
守

Z
ZE---=
に
は
同
図
が
明
日
町
関
口
o
n
y
g
で
製
し
た
と
記
し
て
あ

(
2
)
 

る
。
探
領
器
の
発
明
に
関
し
て
は
異
説
も
あ
る
が
、
や
は
り
水
原
三

折
に
重
き
を
お
か
ざ
る
を
え
な
い
。
三
折
著
「
探
額
図
式
」

" 
八

一
四
年
天
保
年
刊
〉
に
は
鯨
骨
を
も
っ
て
之
を
製
し
云
々
と
あ
る

が
、
同
じ
く
三
折
著
「
醇
生
庵
産
育
全
書
」

(
一
八
四
八
年
、
嘉
永

二
年
刊
〉

に
は
、
鯨
岬
習
を
用
い
て
之
を
製
し
云
々
と
あ
る
。
警
ハ
魚

の
ひ
れ
〉
、
豪
(
ひ
げ
、
あ
ご
ひ
げ
、

動
物
の

お
と
・
か
い
の
ひ
げ
、

ロ
ひ
げ
て
髭
(
う
わ
ひ
げ
、

く
ち
ひ
げ
、

口
の
う
え
の
ひ
げ
)
等

の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
有
雲
鯨
の
嘉
歯
を
用
い
て
作
っ
た
も

の
と
思
う
。

賀
川
玄
悦
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
鉄
鈎
に
よ
る
回
生
法
は
、
そ
の

時
点
に
お
い
て
は
全
く
画
期
的
な
母
体
救
済
の
手
段
で
あ
っ
た
。
然

し
そ
の
普
及
と
共
に
漸
次
そ
の
弊
害
が
め
だ
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
洋

式
金
属
製
の
産
科
甜
子
も
わ
が
国
に
紹
介
輸
入
さ
れ
た
が
、
江
戸
時

代
に
は
殆
ん
ど
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
わ
が
国
産
科
医
の
母
児
相
全

へ
の
悲
願
と
も
い
え
る
努
力
の
結
晶
が
、
こ
の
探
領
器
で
あ
る
と
い

え
る
。
洋
式
鉛
子
の
普
及
す
る
明
治
二
十
年
頃
ま
で
、
探
領
器
は
利

用
さ
れ
て
い
た
。

文

献

(
1〉

杉
立
義
て
江
戸
時
代
産
科
学
の
母
児
相
全
へ
の
努
力
、
(
府
医

師
会
所
蔵
の
古
産
科
器
械
に
よ
せ
て
)
京
都
医
学
会
雑
誌
、
第
二

四
巻
第
一
号
、
昭
和
四
九
年
九
月

佐
伯
理
一
郎
、
日
本
女
科
史
、
五
八
頁
、
明
治
三
四
年

阿
知
波
五
郎
、
わ
が
国
産
科
鉛
子
の
歴
史
、
医
霞
復
刊
第
二
一
号
、

昭
和
三
一
年
一
一
一
月

(

2

)

 

(
3
)
 

(
京
都
府
医
師
会
〉
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エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の

伝
搬
に
関
す
る
一
考
察

ー
ー
と
く
に
最
初
の
一
一
一
日
間
に
つ
い
て
l
l
t

松

木

明

知

す
で
に
一
六
世
紀
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
エ

ー
テ

ル
が
、

臨
床
外
科
の
麻
酔
に
は
じ
め
て
応
用
さ
れ
た
の
は
、

一
八
四
二
年
に

ぜ
〈
・
肘

-
Q
R
r
が
抜
歯
術
に
、

。・4〈
-
Foロ
聞
が
頭
部
腫
晴
樹
切
除
術

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
業
績
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
後
世
に
与
え
た
影
響
な
ど
医
学
史
的
背
景
を
考
え
る

や
は
り
一
八
四
六
年
十
月
十
六
日
に
、

な
ら
ば
、

ロ
向
静
岡
田

mwnyc国
内
丹
月
一回

。2
2曲
目
出
gM)ぽ
と
(
冨
の
出
)
で
行
わ
れ
た
玄
2
5ロ
に
よ
る
エ

ー
テ
ル
麻
痔
の
公
開
実
験
が
、
麻
酔
学
史
の
み
な
ら
ず
、
医
学
史
上

非
常
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
る
。

演
者
は
こ
の
大
発
見
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
伝
搬
に
関
し
て
、

当
時
の

医
学
雑
誌
を
刻
明
に
調
査
し
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
次
の
如
き
二
、

三
の
新
知
見
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

ω

エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
関
す
る
記
事
を
最

初
に
掲
載
し
た
医
学
雑
誌
は

J
S仏
S
E
a
-
s
-
の
B
S
目
=
の
一

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、

八
四
六
年
十
二
月
十
八
日
号
で
あ
る
。
こ
の
情
報
を
ア
メ
リ
カ
か
ら

送
っ
た
の
は
、

ボ
ス
ト
ン
の
切
仲
間
内
】
O
宅

と
目
さ
れ
る
が
、

ほ
ぽ
時

を
同
じ
く
し
て
ボ
ス

ト
ン
の
宅
管
お
や
宅

R
Rロ
も
エ

ー
テ
ル
麻

酔
の
情
報
を

E
回
江
巳
帥
押
阿
曽
ロ
仏
司
O
『

g
mロ
γ向
巾
門
戸

F
n
m
w
】
河
内
，
、
芯

Z
3
社

仙

の

編
者
に
送
っ
た
。

(2) 

田

岡
市
-
0
4
〈
は
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
医
師

切
0
0
2

に
も
手
紙
を
出

し
て
エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
つ
い
て
教
示
し
、
切
0
0
2

は
十
二
月
十
七
日

噴
に
そ
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
歯
科
医

列
o
E
E
S
と
相
談
し
、
自

分
の
姪

HLOSE-刊
の
抜
歯
を
行
っ
た
。

こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
最
初
の
エ

ー
テ

ル
麻
酔
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
従
来
全
く
不

明
で
あ
っ
た
が
、
演
者
が
問
。

σ
50ロ
の
論
文
を
発
見
し
て
明
ら
か

と
な
っ
た
。

(3) 

盟
問
内
芯
宅
の
手
紙
を
運
ん
だ
ア
ル
カ
デ
ア
号
の
船
医
司
自
問
『

も
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
知
識
を
有
し
、
故
郷
ダ
ン
フ
リ
ー
に
帰
っ
て
先

∞8
3
と
と
も
に
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
一
八
四
六
年
十
二
月
十
九

日
に
行
っ
た
が
、
手
術
名
な
ど
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

輩

(
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
〉
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日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
三
巻

第
二
号
・
昭
和
五
十
二
年
五
月

昭
和
五
十
一
年
十
月
七
日
受
付

原

著

束。

資

料

車
問

の

大

矢

全

節

古
事
記
の
神
武
天
皇
の
御
東
征
の
条
下
に
『
大
久
米
命
、
天
皇
の
命
を
以
て
、
其
伊
須
気
余
理
比
売
に
詔
し
給
う
の
時
、
そ
の
大
久
米
命
、

鯨
利
目
を
見
て
奇
と
思
い
歌
い
給
い
て
日
く
「
阿
米
都
々
知
梓
理
麻
斯
登
登
那
梓
佐
郁
流
斗
米
」
、
大
久
米
命
答
え
て
日
く
「
蓑
登
売
爾
多
陀

爾
阿
波
牟
登
和
加
佐
郡
流
斗
米
」
』
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

ア
ゾ
ミ
ノ
ム
ヲ
グ
ハ
マ
コ

ま
た
日
本
書
記
の
履
仲
天
皇
元
年
四
月
の
条
に
阿
曇
連
子
浜
子
を
召
し
、
詔
を
し
て
日
く
、
汝
仲
皇
子
と
共
に
反
逆
を
謀
り
将
に
国
を
傾
け

ん
と
す
、
そ
の
罪
ま
さ
に
死
に
当
れ
り
、
然
る
に
大
な
る
恵
み
を
垂
れ
て
死
の
つ
み
を
免
じ
、
ひ
た
い
き
ざ
む
の
罪
を
科
し
、
即
日
こ
れ
を

，P
A
y
a
守

キ

ザ

ア

グ

鯨
し
む
、
こ
れ
に
よ
っ
て
時
の
人
、
阿
曇
目
と
い
う
。
亦
浜
子
に
従
え
る
野
島
の
海
人
ど
も
の
罪
を
免
じ
て
倭
の
蒋
代
の
屯
倉
に
従
う
と
あ

る
。
ま
た
同
じ
履
仲
天
皇
五
年
の
秋
九
月
の
条
に
は
「
秋
九
月
乙
酉
朔
壬
寅
、
天
皇
淡
路
の
島
に
狩
し
給
う
、
是
日
に
河
内
の
飼
部
ど
も
、
駕

に
従
い
轡
に
執
け
り
。
飼
部
の
鯨
、
末
だ
差
ず
島
に
居
ま
す
伊
弊
諾
神
祝
に
託
り
て
日
く
血
の
躍
に
堪
え
ず
、
因
っ
て
占
り
に
兆
な
り
、
故

に
飼
部
を
鯨
ま
ず
し
て
こ
れ
を
止
む
」
と
あ
る
。

古
事
記
の
雄
略
天
皇
十
一
年
十
月
の
条
に
「
鳥
宮
の
禽
、
蒐
田
人
の
狗
の
た
め
噛
む
所
と
為
っ
て
死
ぬ
天
皇
膜
り
給
い
面
を
鯨
み
て
鳥
養
部

と
為
し
給
う
」
と
あ
る
。

先
き
の
反
逆
罪
と
は
比
較
し
て
飼
犬
の
事
故
に
も
墨
刑
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
。
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メ
サ
キ
ノ
キ
ズ
な
ど
と
訓
読
せ
し
め
て
い
た
。

古
事
記
の
安
康
天
皇
記
に

「
市
辺
王
の
王
子
等
意
郡
王
、
妻
郡
王
の
二
柱
、
こ
の
乱
を
聞
き
給
い
逃
げ
去
り
故
に
山
代
苅
羽
井
に
到
り
御
根

メ
サ
ギ

を
食
い
給
う
の
時
面
鯨
せ
し
老
人
来
り
て
そ
の
粧
を
奪
う
、
す
な
わ
ち
二
王
国
く
奪
い
し
根
は
惜
し
か
ら
ざ
れ
ど
、
汝
は
誰
人
ぞ
や
?

答

え

て
日
く
我
は
山
代
の
猪
甘
な
り
」
と
、
尚
、
景
行
天
皇
紀
廿
七
年
二
月
の
条
に
「
東
夷
の
中
に
日
高
見
の
国
が
有
り
、
そ
の
国
の
人
男
女
故
に

面
鯨
を
メ
サ
ク
と
か
ヒ
タ
イ
キ
ザ
ム
と
か
、

推
結
文
身
、
人
と
為
り
勇
惇
な
り
、
是
総
て
蝦
夷
と
い
う
」
と
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
文
身
の
習
慣
を
伝
え
て
い
る
。

漢
史
中
の
説
志
に
倭
人
伝
の
章
が
あ
っ
て
我
が
上
古
の
風
俗
を
記
し
て
い
る
。

「
男
子
大
小
と
無
く
、
皆
面
に
鯨
し
身
を
文
す
」
と
あ
り
、

ア

ヤ

ケ

〆

そ

ノ

又
、
大
平
御
覧
七
八
四
巻
の
六
に
南
史
を
抄
録
し
て
「
文
身
国
倭
国
東
北
七
千
海
里
に
在
り
、
人
体
に
文
あ
り
て
獣
物
の
如
し
、
そ
の
額
上
に

ア
ヤ

三
つ
文
あ
り
、
文
直
な
る
は
貴
く
、
文
小
に
し
て
曲
が
る
者
は
賎
し
」
と
あ
る
。
播
磨
風
土
記
に
応
神
天
皇
が
山
の
形
を
御
覧
に
な
っ
て
割
け

る
目
と
仰
せ
ら
れ
た
。
山
の
形
が
面
聴
に
比
較
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
文
身
の
風
俗
が
あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。

縄
紋
式
土
器
の
顔
面
に
種
々
な
る
紋
様
の
あ
る
の
を
有
史
以
前
の
文
身
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
学
者
の
分
類
に
拠
る
と
、

口
囲
に
環
状
の
線
刻
の
あ
る
も
の
、
二

両
眼
下
縁
か
ら
頬
部
に
八
文
字
状
の
線
刻
を
有
す
る
も
の
、

口
囲
に
点
列
を
持
っ
て
い

る
も
の
、
四

口
角
に
三
角
形
の
肉
彫
が
あ
っ
て
、
そ
の
頂
点
が
口
角
に
向
う
も
の
、
五

四
の
三
角
形
が
逆
に
な
っ
て
底
辺
が
口
角
に
向
う

も
の
な
ど
が
あ
り
、
一
お
よ
び
二
は
甲
斐
信
濃
の
山
岳
地
方
に
、
三
は
関
東
平
野
地
帯
に
、

四
、
五
は
東
北
地
方
の
土
偶
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
反
対
す
る
学
者
は
、
土
偶
顔
面
の
線
刻
は
作
品
の
空
聞
を
埋
め
る
た
め
の
単
な
る
装
飾
と
考
え
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
刺
青
が
死

罪
の
代
償
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
履
仲
天
皇
の
時
代
の
阿
曇
運
浜
子
の
史
実
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
墨
刑
が
引
継
が
れ
盗
犯
に
附
加
刑
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
。
我
が
国
の
墨
刑
は
中
国
の
そ
れ
を
模
倣
し
た
も
の
で
、
中
園
の
資
料
を
漁
っ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
光
緒
二
十
一
乙
未
年

に
上
梓
さ
れ
た
刺
字
条
例
、
同
じ
く
光
緒
丙
成
四
月
に
出
版
さ
れ
た
刺
字
集
の
内
容
は
大
同
小
差
で
、
墨
刑
の
こ
と
を
刺
字
と
称
し
、
漢
の
文

帝
の
時
、
残
酷
な
肉
刑
の
代
り
に
墨
刑
が
科
せ
ら
れ
た
。

鼻
梁
を
切
り
落
す
剤
刑
や
男
子
の
外
陰
を
切
除
す
る
宮
刑
な
ど
の
肉
刑
は
説
膏
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
惰
唐
の
時
代
に
は
答
、
杖
、
徒
、
流
、
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死
の
五
刑
が
科
せ
ら
れ
い
た
が
肉
刑
の
記
載
は
な
い
。
別
の
資
料
に
は
後
菅
の
天
福
年
聞
に
刺
配
の
法
が
創
始
さ
れ
宋
元
明
に
お
よ
ん
で
い
る

と
あ
る
。
馬
氏
文
献
通
考
お
よ
び
郎
氏
大
学
術
義
補
均
に
は
肉
刑
を
廃
し
た
の
ち
種
々
な
不
都
合
が
起
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
沈
子
惇
、

郭
存
周
た
ち
は
刺
字
の
法
を
盗
賊
に
科
し
、
受
刑
地
の
場
所
の
地
名
を
入
墨
し
た
。
刺
字
は
古
の
墨
鮮
で
、
墨
は
一
名
鯨
で
万
鋸
鏑
窄
を
用
い

て
行
っ
て
た
の
で
孝
昭
は
窄
鯨
刑
と
称
し
て
い
た
。
班
闇
白
虎
通
の
五
刑
篇
に
は
墨
刑
は
そ
の
額
に
刻
む
と
あ
り
、
高
誘
の
戦
国
策
註
に
は
そ

の
額
を
刻
む
に
墨
汁
を
以
て
す
と
あ
る
。

後
膏
の
時
代
に
は
雇
主
の
家
か
ら
逃
亡
し
た
奴
牌
が
両
眼
周
囲
に
墨
鯨
さ
れ
、
再
犯
し
た
者
は
両
頬
に
鯨
が
加
え
ら
れ
、
三
犯
し
た
も
の
は

眼
下
に
横
に
鯨
が
更
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

宋
の
時
代
に
梁
天
監
が
盗
賊
に
贈
面
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
資
料
に
お
い
て
は
宋
の
時
代
に
窃
盗
犯
に
対
し
て
耳
介
部
に
聴
を
科
し
た
と
あ

る
甘
泉
董
の
刺
字
例
輯
二
巻
光
緒
十
二
年
刑
に
は
、

刺
智
は
腕
の
上
、
肘
の
下
と
の
聞
に
す
る
、
刺
面
は
援
の
下
と
頬
と
の
聞
に
行
う
。

杖
罪
以
下
の
徴
罪
に
は
右
脅
に
入
墨
す
る
が
、
徒
罪
以
上
の
犯
罪
に
は
右
面
に
鯨
す
る
。
再
犯
、
三
犯
な
ど
の
累
犯
に
は
、
罪
の
軽
重

に
か
か
わ
ら
ず
左
面
に
刺
青
す
る
。

窃
盗
犯
に
は
概
し
て
顔
面
に
聴
を
科
す
。

四

刺
左
者
に
は
受
刑
地
の
地
名
を
右
に
入
墨
す
る
。

五

あ
る
旗
部
落
の
誰
か
が
刺
字
の
刑
を
受
け
た
際
に
連
坐
の
制
に
よ
っ
て
そ
の
旗
下
部
落
の
無
罪
の
者
も
刺
字
さ
れ
る
。
戸
主
が
刺
管
の

刑
を
受
け
た
場
合
に
も
そ
の
家
族
の
人
々
は
共
に
連
坐
し
て
鯨
面
さ
れ
る
。

ム

ノ、

刺
字
刑
は
先
づ
右
に
施
さ
れ
、
再
犯
の
時
に
は
左
に
鯨
さ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
塵
添
擁
護
抄
や
類
襲
名
義
抄
に
も
墨
お
よ
び
鯨
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
中
古
期
の
事
は
詳
で
は
な
い
。
御
成
敗
式
目
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に
は
火
印
の
刑
が
記
載
さ
れ
式
目
抄
に
は
火
印
に
つ
い
て
次
の
如
く
の
べ
て
い
る
。

火
印
の
事
、
五
刑
の
中
の
墨
田
叶
に
相
当
す
。
火
印
は
犯
人
の
身
体
え
字
を
焼
付
け
る
こ
と
を
い
う
、
例
え
ば
窃
盗
犯
に
は
そ
の
額
に
盗
と
い

う
字
を
焼
付
け
る
。

稽
徳
篇
の
巻
廿
七
の
肥
後
刑
法
の
条
に
聴
が
あ
り
、
窃
盗
犯
は
額
に
「
犬
」
の
字
を
刺
字
し
、
喧
嘩
の
次
第
に
は
、
額
に
剣
の
形
に
入
墨
す

る
と
あ
る
。

徳
川
時
代
の
写
本
刑
罰
書
に
よ
れ
ば
、
江
戸
入
墨
の
始
ま
り
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
享
保
五
子
年
二
月
十
七
日
仰
せ
渡
さ
る
。
同
年
五
月
十
ニ

ハ

ズ

ト

ガ

メ

日
に
中
山
出
雲
守
懸
り
に
て
長
崎
町
平
兵
衛
と
申
す
者
、
江
戸
橋
の
橋
杭
の
巻
鉄
物
を
外
し
候
、
科
に
よ
り
入
墨
の
上
、
追
放
と
あ
る
。

御
定
書
百
個
条
に
売
手
、
買
手
を
掠
え
似
せ
物
商
い
候
も
の
は
入
墨
の
上
、
中
追
放
と
あ
る
。

文
政
八
酉
年
刊
の
御
仕
置
例
類
集
に
、
南
品
川
宿
三
丁
目
金
次
郎
の
件
、
鉄
五
郎
が
博
突
ま
た
わ
だ
り
を
し
た
為
め
入
墨
の
上
、
献
に
処
せ

ら
れ
た
と
あ
る
。

宮
中
秘
策
巻
二
十
九
に
罪
科
の
入
量
之
図
が
あ
り
長
崎
、
伏
見
、
奈
良
、
駿
府
、
堺
、
佐
渡
、
日
光
、
江
戸
、
甲
府
、
郡
代
、
大
阪
、
京
都

の
各
藩
に
よ
っ
て
入
墨
の
図
柄
が
異
に
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
墨
刑
は
原
則
と
し
て
左
腕
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
既
に
他
所
で
入
墨
刑
を
受
け
た
も
の
は
右
腕
に
入
墨
を
受
け

た
。
但
し
姦
通
犯
に
加
え
る
墨
刑
は
右
肩
に
す
る
提
に
な
っ
て
い
た
。

マ

γ
イ
ν
J
A
S

ま
た
累
犯
者
に
は
増
入
墨
と
称
し
て
更
に
一
線
条
が
加
え
ら
れ
、
駈
落
者
に
も
特
別
の
入
墨
刑
が
科
せ
ら
れ
た
。
古
事
類
苑
の
法
律
部
に
よ

入
墨
の
方
法
は
獄
舎
内
で
蒋
を
敷
い
て
刑
場
と
し
検
使
鑑
役
が
出
席
の
下
に
牢
屋
下
男
が
囚
人
の
左
肩
に
入
墨
し
三
日
間
溜
に
預
け
置

れ
ば
、

い
て
か
ら
獄
舎
か
ら
追
放
す
る
と
あ
る
。

刺
青
の
名
称

い
れ
ず
み
、

入
墨
は
刺
青
と
も
い
う
、
明
治
以
前
に
は
文
身
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
三
年
の
刑
法
に
は
刺
文
と
呼
ん
で
い
る
。
文
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身
の
出
典
は
貌
志
の
倭
人
伝
中
に
「
鯨
面
文
身
、
断
髪
文
身
以
避
蛇
竜
之
害
」
か
ら
始
っ
て
い
る
。
日
本
書
紀
の
中
に
は
「
ミ
ヲ
モ
ト
ロ
ゲ
」

マ
ダ
ヲ

「
斑
に
す
る
」
、
鯨
(
メ
サ
キ
キ
ザ
ム
)
、
面
鯨
(
ヒ
タ
イ
キ
ザ
ム
〉
の
こ
と
ば
が
あ
る
。
徳
川
時
代
の
風
俗
と
し
て
文
身
は
「
イ
レ
ズ
ミ
」
と

合

m
s
d
n
タ

い
わ
ず
「
ホ
リ
モ
ノ
」
と
い
っ
て
賭
刑
と
区
別
し
て
呼
称
し
て
い
る
。
江
戸
で
の
「
ホ
リ
モ
ノ
」
は
上
方
で
は
「
入
れ
黒
子
」
と
呼
ば
れ
て
い

る。

「
モ
ン
モ
ン
」

「
倶
利
迦
羅
紋
々
」
、

ガ

マ

y

「
我
慢
」
、

「
江
戸
の
華
」
の
俗
称
も
散
見
す
る
。
ま
た
、
琉
球

「
勇
み
肌
」
、

ま
た
「
ホ
リ
入
れ
」
、グ

キ

南
島
地
方
で
は
「
針
衝
」
「
ハ
ヅ
キ
」
「
波
津
幾
」
と
い
っ
て
い
る
。

中
国
の
書
物
に
は
彫
青
、
割
育
、
膚
割
な
ど
の
こ
と
ば
が
誌
さ
れ
て
い
る
。

守
貞
漫
稿
巻
九
の
男
扮
の
条
に
イ
レ
ポ
ク
ロ
を
入
墨
痕
と
当
字
を
用
い
、
諸
道
聴
耳
世
間
猿
に
は
入
盛
と
あ
り
、
意
昭
国
語
註
に
は
万
墨
と

あ
る
。刺

青
の
部
位
に
よ
っ
て
、
贈
面
、
刺
面
、
刺
管
の
別
が
あ
り
、
刺
青
の
側
に
よ
っ
て
刺
左
、
刺
右
と
呼
ん
で
左
右
の
区
別
し
て
い
た
。
ア
イ

ヌ
語
で
は
ヌ
エ
と
称
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
は
エ
オ
と
俗
称
し
て
い
る
。

で
書
く
と
い
う
意
味
で
シ
ヌ
エ
と
も
い
っ
て
い
る
。

ヌ
エ
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
こ
と
ば
は
書
く
こ
と
を
意
味
し
、
自
分
自
身

一
七
六
九
年
に

F
o
o
w
が
南
洋
諸
島
地
方
を
旅
行
し
た
際
、
土
民
が
刺
青
の

こ
と
を

吋
柏
戸
件
。
。
と
呼
称
し
て
い
た
所
か
ら
刺
青
の
こ
と
を
叶
白

S
E町
内
と
い
う
こ
と
ば
が
生
れ
た
、

こ
の
斗
記
。
。
と
い
う
土
民
の
こ
と
ば
、

刺
青
を

行
う
場
合
に
針
が
肌
に
衝
き
き
さ
れ
る
時
に
発
す
る
音
か
ら
作
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
に
首
斬
り
役
を
勤
め
て
い
た
山
田
朝
右
衛
門
が
死
刑
囚
の
首
を
剥
ね
よ
う
と
し
て
今
に
も
刃
を
ふ
り
か
.
さ
し
て
斬
り
付
け
よ
う
と

気
合
を
か
け
た
途
端
、
そ
の
囚
人
の
首
筋
に
勿
体
な
く
も
東
照
宮
権
現
(
徳
川
家
康
の
死
後
、
神
格
に
把
り
上
げ
ら
れ
て
日
光
に
杷
ら
れ
た
名
〉
の
五

イ
シ
デ
，
テ
ヲ
キ

の
文
字
が
鮮
か
に
刺
青
し
て
あ
る
の
に
気
が
付
き
、
神
君
の
御
名
に
刃
を
あ
て
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、
そ
の
旨
を
牢
屋
奉
行
の
石
出
帯
万
に
伝

え
る
と
、
牢
屋
奉
行
の
一
存
に
参
り
兼
ね
る
と
あ
っ
て
老
中
の
評
議
と
な
っ
て
、
種
々
検
討
し
た
結
果
、
神
君
の
御
名
を
二
つ
に
斬
る
こ
と
は

淘
に
勿
体
な
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
囚
人
は
危
く
一
死
を
免
が
れ
て
永
牢
扱
い
に
な
っ
た
。
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資

料佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
所
蔵
書
仮
目
録

(幕
末
J
明
治
初
期
〉

ま

え

が

き

本
書
目
は
現
在
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
洋
学
関
係
告

籍
の
う
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
(
一

O
年
ご
ろ
)
ま
で
の
聞
に
書
写
な
い

し
刊
行
さ
れ
た
か
、
開
館
(
そ
の
前
身
の
医
学
寮
を
含
む
〉
が
入
手
し
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
を
選
び
だ
し
、
監
理

・
分
類
し
て
作
成
し
た
目
録
で
あ

る
。
は
じ
め
に
本
書
目
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
記
し
て
お
き
た

、ν
わ
た
く
し
が
佐
賀
藩
の
洋
学
関
係
史
料
の
調
査
に
手
を
染
め
た
の
は
、
か

れ
こ
れ
一

O
年
も
前
に
な
る
が
、
当
時
よ
う
や
く
県
立
図
書
館
の
寄
託
に
な

っ
た
ば
か
り
の
鍋
島
本
落
関
係
文
設
や
蓮
池
支
落
文
宮
、
ま
た
佐
賀
大
学
図

書
館
の
所
有
に
帰
し
た
小
城
支
落
文
書
等
の
調
査
が
せ
い
一
杯
で
、
同
藩
洋

学
の
主
要
な
流
れ
を
な
す
医
学
関
係
の
史
料
が
少
な
い
と
は
感
じ
つ
つ
も
、

そ
の
ま
ま
に
打
ち
す
.き
て
い
た
ゐ
一

昨
年
夏
佐
賀
市
の
採
訪
に
赴
い
た
さ

い
、
学
友
の
県
立
博
物
館
資
料
係
長
尾
形
美
郎
氏
の
厚
意
で
、
好
生
館
に
ゆ

か
り
の
深
い
金
武
(
山
村
〉
良
哲
関
係
文
献
や
旧
藩
時
代
以
来
の
薬
種
舗
野

中
万
太
郎
氏
所
蔵
書
類
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、
県
立
病
院
に

医
学
関
係
の
文
献
が
多
数
残
存
し
て
い
る
と
の
情
報
を
与
え
ら
れ
た
。

た
ま
た
ま
わ
た
く
し
は
日
本
科
学
史
学
会
や
蘭
学
資
料
研
究
会
等
に
所
属

の
各
分
野
専
門
史
家
の
協
力
に
よ
り
、
佐
賀

・
鹿
児
島
を
中
心
と
す
る
九
州

諸
雄
藩
の
科
学
技
術
史
の
総
合
研
究
を
企
図
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
昨

夏
佐
賀
市
に
出
張
、
博
物
館
長
大
関
弘
氏
と
尾
形
氏
に
伴
な
わ
れ
て
前
記
好

生
館
を
訪
れ
、
館
長
鶴
丸
広
長
氏
に
面
接
し
、
屋
上
倉
庫
内
で
ダ
ン
ボ
ー
ル

ニ
O
数
箇
に
つ
め
ら
れ
た
問
題
の
書
類
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ

で
と
も
か
く
も

一
応
こ
れ
を
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
、
そ
の
旨
を
申
し
で

た
と
こ
ろ
鶴
丸
館
長
の
快
諾
を
得
た
の
で
、
十
一
月
五

・
六
の
両
日
、
医
史

学
の
酒
井
シ
ヅ
、
博
物
学
史
の
矢
部
一
郎
、
理
化
学
史
の
中
山
茂

・
大
森

実
、
語
学
史
の
酒
井
泰
治
と
わ
た
く
し

(
蘭
学
史
)
の
六
名
で
同
館
を
訪

れ
、
多
忙
な
館
員
諸
氏
の
助
力
を
う
け
て
関
係
書
類
を
会
議
室
に
運
び
だ

し
、
整
理

・
分
類
に
あ
た

っ
た
。
そ
の
さ
い
と
っ
た
メ
そ
を
も
と
に
し
て
、

ま
と
め
あ
げ
た
の
が
本
番
目
で
あ
る
。

こ
こ
で
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
と
魯
目
所
収
本
と
の
関
係
を
少
々
さ
ぐ
っ

て
み
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
香
物
の
印
記
を
ひ
ろ
い
だ
す
と
、

(
一
)
医
学
寮

合
一
〉
好
生
館
空
一
)
佐
賀
藩
蔵
書
(
四
)
医
局
(
五
〉
長
崎
県
公
立
佐
賀

医
学
校

2
0
佐
賀
県
医
学
所
(
七
)
佐
賀
県
佐
賀
医
学
所
之
印
(
八
)
佐

賀
県
佐
賀
医
学
校
(
九
)
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
之
印
(
一

O
〉
佐
賀
県
庶

務
課
(
一
一
〉
律
行
幼
文
庫
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
印
記
が
大
体
そ
の
ま
ま

好
生
館
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
佐
賀
で
蘭
医
方
を
創
始
し
た
の
は
、
の
ち
に
蓮
池
支
落
の
侍
医

と
な
っ
た
島
本
良
順
(
竜
粛
)
が
寛
政
末
年
長
崎
留
学
か
ら
帰
郷
し
て
開
業

し、

門
弟
を
養
成
し
て
以
来
で
あ
る
が
、
そ
の
門
か
ら
は
伊
東
玄
朴

・
大
庭

雪
斎

・
大
石
良
英

・
金
武
良
哲
等
佐
賀
蘭
学
を
背
負
っ
て
た
つ
蘭
学
者
が
輩

出
し、

や
が
て
佐
賀
本
藩
主
鍋
自
国
直
正
は
天
保
五
年
ハ
一
八
三
四
〉
七
月
八
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幡
小
路
に
医
学
寮
(
館
)
を
試
設
し
、
良
順
を
寮
監
と
し
た
。
つ
づ
い
て
嘉

永
四
年
(
一
八
五
一
)
医
学
寮
内
に
蘭
学
寮
を
設
け
た
が
、
そ
の
後
佐
賀
蘭

学
の
中
心
が
軍
事
科
学
に
移
行
し
た
た
め
、
安
政
元
年
三
八
五
四
〉
蘭
学

寮
を
医
学
寮
か
ら
火
術
方
に
移
し
た
。
し
か
し
藩
は
医
学
寮
の
拡
充
に
も
留

意
し
、
安
政
五
年
に
は
大
庭
雪
斎
と
大
石
良
英
を
そ
の
教
導
方
、
宮
田
魯

斎
、
金
武
良
哲
を
指
南
役
と
し
、
敷
地
も
片
岡
江
(
好
生
館
現
在
地
〉
に
移

転
、
名
称
も
好
生
館
と
改
め
た
。
こ
う
し
て
現
在
の
県
立
病
院
好
生
館
の
基

礎
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
廃
落
置
県
以
後
、
県
立
か
ら
郡
立

・
共
立
さ

て
は
私
立
と
経
営
主
体
が
変
遷
し
、
明
治
二
九
年
(
一
八
九
六
)
に
な
っ
て

よ
う
や
く
名
実
と
も
に
現
今
の
県
立
病
院
の
発
足
を
み
た
(
『
好
生
館
喜

に
よ
る
〉
。

こ
の
よ
う
に
佐
賀
県
立
病
院
の
起
源
は
天
保
年
間
の
医
学
寮
ま
で
朔
る
の

で
あ
る
が
、
本
書
目
所
収
本
を
前
述
の
略
史
に
対
応
さ
せ
て
吟
味
し
て
み
る

と
、
い
う
ま
で
も
な
く
医
薬
惑
が
大
部
分
を
占
め
(
九
八
部
〉
、
そ
の
他
理

化
学
容
(
一
八
部
〉
、
語
学
舎
(
一
一
部
)
等
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
が
、

医
学
寮
印
の
あ
る
も
の
は
医
薬
害
三
部
、
好
生
館
印
の
あ
る
も
の
一

O
数

部
、
佐
賀
落
蔵
書
印
の
あ
る
も
の
が
二

・
三
あ
る
程
度
で
、
印
記
を
欠
く
書

物
も
沢
山
あ
っ
て
確
言
は
で
き
な
い
が
、
印
記
か
ら
み
た
か
ぎ
り
、
旧
藩
時

代
の
も
の
よ
り
は
廃
落
後
明
治
初
年
の
も
の
の
方
が
多
い
。
ま
た
写
本
は
一

O
部
ほ
ど
で
、
大
部
分
は
刊
本
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
告
な
ど
は
見
あ

た
ら
な
い
が
、
和
漢
舎
で
は
旧
港
時
代
に
成
立
な
い
し
刊
行
さ
れ
た
も
の
が

全
体
の
四

O
%を
越
え
、
や
は
り
本
蔵
書
の
骨
格
を
な
す
も
の
は
、
旧
藩
医

学
寮

・
好
生
館
以
来
の
収
書
と
い
っ
た
感
が
深
い
。

さ
ら
に
本
蔵
官
官
の
特
徴
と
し
て
、
同
じ
嘗
物
が
数
部
な
い
し
一

O
数
部
あ

り
、
好
生
館
教
導
方
頭
取
に
任
じ
た
大
庭
雪
斎
の
『
訳
和
蘭
文
語
』
の
ご
と

き
二
五
部
に
達
す
る
。
こ
の
事
実
は
本
蔵
書
に
は
研
究
用
や
教
授
用
の
み
で

な
く
、
医
学
生
用
の
教
科
書
か
参
考
図
書
の
類
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
を

し
め
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
本
蔵
書
は

好
生
館
の
医
学
校
(
明
治
二
四
年
ま
で
存
続
)
と
し
て
の
教
課
内
容
を
考
察

す
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
ろ
う
。
資
重
と
い
え
ば
『
医
業
免
札
姓
名
録
』

な
る
写
本
は
、
佐
賀
藩
が
嘉
永
五
年
以
降
毎
年
医
業
免
許
を
与
え
た
医
師
の

名
簿
で
、
師
弟
関
係
な
ど
も
記
入
さ
れ
て
い
て
、
注
目
す
べ
き
新
史
料
と
考

え
ら
れ
る
。
最
後
に
本
書
目
は
前
記
の
ご
と
く
、
県
立
病
院
屋
上
の
倉
庫
内

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
曾
籍
の
う
ち
、
幕
末
明
治
初
期
の
も
の
を
ご
く
短
時
間

手
調
査
し
た
成
果
に
す
ぎ
ず
、
同
倉
庫
に
は
そ
れ
以
後
の
収
蔵
と
み
ら
れ
る

洋
医
書
や
古
い
カ
ル
テ
の
類
も
多
数
保
存
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
関
係
記
録

や
文
書
の
調
査
も
な
お
末
了
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
結
局
仮
目
録
の
域
を
で

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
機
会
を
得
て
補
訂
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
本
番
目
の
作
成
は
昭
和
五
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

(
総
合
〉
に
よ
る
。

作
成
者
氏
名

大

森
杉

本

勲 実

山 井

茂 ツ

中酒

/、
杉矢 酒

シ

凡

例

一
本
番
目
の
配
列
は
左
記
の
よ
う
な
分
類
に
よ
っ
た
。

一
、
医
学

e

t

薬

学

本 部井
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三
、
博
物
学

四
、
理
化
学

五
、
数

学

六
、
地
理
学

七
、
語

学

二
番
目
記
裁
の
順
序
は

史
料
名
、
刊
本

・
写
本
の
別
、
著
者
名
、
刊
行
年
ま
た
は
成
立
年
、

印
記
、
冊
数
、
備
考

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
印
記
略
符
号

医

学

館

好

生

館

佐
賀
藩
蔵
書

医

局

長
崎
県
公
立
佐
賀
医
学
校

佐
賀
県
医
学
所

佐
賀
県
佐
賀
医
学
所
之
印

佐
賀
県
佐
賀
医
学
校

佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
之
印

佐
賀
県
庶
務
課

律
行
幼
文
庫
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7 6 5 4 3 2 1 番
号

巻巻巻巻巻巻巻巻巻霊篤ト童事i上童書上霊罪-i法霊堂重量書
十 八七六五四三二一 事紗中、、三方科集内 下 二 五三一

史

ニ巻一 下 成 三 病部内病部内小児察病治
料

療則 名

内

病部

引l 相j 写写 干リ 刊 刊
本の本刊

別写

坪カ
緒方郁

杉工
緒方

緒i訳 i義寵新喜著牙男航i ? 井信 スタ 回 貌私爾

郁蔵訳
著

訳良 トツ
子 成卿訳組

文重訳
者

著 著

同 示倣吉 名

新呂 at p 

フ治ロ 文久 嘉永 慶応 安ij( 行刊

フ年E 四
年

年 年 年 年
ま
た

月 は
成
立
年

I 印

k K 
記

各
冊

八六 九七四六一六回 五 一 一 七一一一
数

十六十(九 痛
九、四 み

備欠、、J十、 大

七寸:十1i十、
考^ 十、十一
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1 番
号

蒲
第 第第第第第第第第第第第第第前爾主E
六六 六五五五五百百九七五四二論第

百六百百三百八百八百五百二七十二十六十八十一十一一万歎

喜九章章九十室十八十七 十八十章第l章第1意第J章第I掌第J章第i孝第l章第t 病治
史

第J第J第J章章章掌百 準
料

六六第J第J 第J百九章 百九七五四ニ
六百百 四 六 十 十 十 十 章 十章
百二入六五 五十 章一五七

名
七十章 章百百 八百章四

章章主主
十 二九

主主十 十
章 四 ーノ』、

章 章

写
本の本刊

別写

坪 /ンーフ ¥プF

井 註 ア l
著誠 γノレ

軒信 一.、
者

道訳 ス l
ィヴ

名lヱ

テ著

行干年リ

ま
た
t主
成
立
年

I 
印

g 
記

冊

一一一一一一一一 一一一一一一一 数

表紙草
備

色

考

(114 ) 

番
号

内

科 巻
十
三

巻
二
十

巻
二
十

史

料

名

刊
本
写

本
の
別

著

者

名

刊
行
年
ま
Tこ
は
成
立

一 一 一 一 一13:_
印

記

冊

六五.七 | 数

備

考

240 



5 4 3 2 番
号

医

再抱氏各 医 靖巻巻巻巻巻巻巻巻巻 附療
巻四巻三二巻一巻療新書 (第一巻繭筆歌 第七第六十十十十十十七四 一 医正

八七六三三 1 1 1 
類案院 始

-1  百百
十九六三

論 七章J二十一万病治 章第J十三七 史十 一
五

壱 百 準七章 料
十

十百第J 
^ 章 /¥ tて

名
章百

十九

九章

本刊
刊 写 引j 写 の本

別写

皇玄朴霊漢品
坪 同

井芳

需実幾主著
著

測{
訳 者
述

訳 名

5.l.弘弘天保十天保天保九年 天 天天
年天

慶応
f引，-lF l 

化三化三化三 十 八保七保六保
保 年
」ノ、a 

ま
年年年一一 年年年 年 年 た

年 年 は;

安政 成
立

五
年

S 
印

b K 
記

各
冊

一一 一一二四二四 二 一 一一一 一 一一一 数

重草喜党壁四 表紙青色
日目巴

備誌口

城
考下

住

241 ( 115) 



11 10 9 8 7 6 
番
号

解'alJ訂改医
西 西官版 泰日

医下全編編下中編上中上医巻之 巻巻巻巻巻巻巻巻西巻講巻巻
時三品八七六五回五二一千詰刊

霊論之部 2 雪
記 二 J

史関
十
一 料

名

刊 刊 引j 刊 明j 引j 本の本刊

別写

独逸 東京医
l信日L 合蘭医 大

作箕紫
抱

氏著 E 重霊E 量
独英 著

意
口
授 者

口師 名
授

明
威豊 安政 天保 安政化弘 年刊行

治

十年 七 五 j¥ 五回

新鋭年
年 年 年年

ま
Tこ
t主
成
立
年

S 印

s R K K 
記

冊

一五九七四 一一一一一一一一一 一一 一 数一一一 一一

英裳上梓蘭 蔵板線海仁E上表紙やぷれ 菌霊梓

大
部、、J一r、、、

大学東校E 阪医 備
必寸'"ー. 四

校刊
、

七 考

館江 各

(116 ) 242 



19 18 17 16 15 14 13 12 

下中上昇説 乾ii治無霊罪巻巻巻巻巻霊神童書
坤乾坤・法 論 論六五四三二論熱病経疫部疫論後編

冊 E全3 完略 前 史

3'G 論 上続
下 第第第

料
Eフ圭ロ， 

一一 一

名

刊 引l刊明l 刊 刊 刊刊
本の刊本|

別写

富排次材 喜 iii 
石 吉玉

新i新i 崎山一 列児氏
黒忠 成日 夫函古 著
恵 徳直、 フ備筆記ロ授ロ

訳述 述訳 告撒書 訳述 訳 者

名

安政 弘安政 明 文化 文政 夫保 刊行年化 治
ーノ、 三五回 十 七六 ま
年 年 年年 年年 た

A 年 t土
月

成立朔
日 年

I 
印

K k 
記

冊

一一一 一 四一一一一一 一一 一 一 一一 一 一 数

重斎蔵喜東校E 学校E 大東

駆竪 編欠前
備

斎蔵板

考

243 ( 117) 



22 21 20 番
号

扶 前編 内
巻巻 巻巻 巻巻 巻巻巻付録薬方編巻巻巻巻巻巻巻巻氏全 全科徴闘
十十十八七五四三二 二二十十十八四一経験遺 コ

十十八五二 I I I レ

四-I I I十 七三 ラ
史I I二十十一 ヨ" 5命

二二十七四
十十 日

料
五三 コ

ロ
リ

名
病付

震乱

引日 刊 引j 本の刊本

別写

喜望書ii詰ii著

室景徳子文玉洪庵 虫
者

重訳
名

安政 治同 行年刊

四 十
年 一 ま

Tこ
年 b主 l

成立

年

印

K 
記

一一一一 一一一一 冊

一 一 一二 一一 一一一六三三二九七三四二八 一 一一 数

儀

考

(118 ) 244 



25 24 23 番
号

内 内扶氏察病量二巻一巻科摘要巻九八巻巻七六巻巻五巻四巻三巻二一巻科簡明 巻一 二巻巻二巻一巻二巻二巻十巻十巻十巻十

J 十 十 十十十八七五四
三 五四三二

史

料

名

引j 引j 引j 本の刊本

別写

桑ハ

石童主」義ー書石川.___..，祢霊 招設著 青木草訳 扶敏壁著回ノレ

衡平 ホツ
著

訳述 ノンレ 者
共

著 訳 名

年明 明
安政 f刊rr 

治 治
年

五 五 四 ま
年 年 年 ?こ

明
t主
成

治 立
Ji、

年

S 
印

y 
記

冊

一 一 三三三三二 四 四 四 五 一 一一 一 一一一一一一 数

備

考

245 ( 119) 



26 番
号

増

巻巻巻訂科選嬰内 巻 巻 巻巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻巻巻巻巻巻巻
十七一 二二 二十十十十十十十十十十九八七六五四三

I I 十十十九 八 七 六 五 四 三 二 一
十九 三 二一

史

料

名

明リ
本の刊本

別写

藤弁方亭増訳 字川玄隠 字川玄回 蘭徳我 箸

者

名

文政
行刊

十 年

一
ま

年
Tこ
h主
成
立
年

印

記

冊

一一一 一一一 一一一一一 一一 一一 一一 一一一 一一 一一 一 一 一 一 一一一一 一一一
数一一 一 一一一一

備

考

(120 ) 246 



247 



3 

目外科巻巻十 巻巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻
録必ii1I:十 十十十十九七五二一

八七五四三-I I I I 

巻之中 上巻之 上巻之 巻上之
J十八六三

十 十
{ ノ、

一
一 四 二 一

写

同

I 
g 

一一一一 一一一一一一一一一一一

表紙背 (巻表紙

欠四、がJ す茶う

(122 ) 

2 l 

外科巻巻巻和目窮高

必ll1包盆E = 一-
理

外科則

写 引j

K 

一一
七九五

番
号

史

料

名

本の刊本

別写

著

者

名

刊rr 
年
ま
た
11 
成
立
年

印

記

冊

数 l

備

考

外

科

248 



7 6 5 4 
番
号

巻七 巻三巻二外科通論巻八巻七巻六巻三巻=巻増訂外話 巻完四巻三巻二巻一彪外詰氏全抵書布斯聖
巻巻巻巻之巻之 巻

論 論 之之之之 史

下下下下中中
六五三一六四 料

名

引リ 刊 干日 刊
本の刊本

別写

講義
佐藤 足立 彪哲

柏

原品寸ゐー

寛訳 児著
著

進著
介
訳 者

名

治明
明 明

慶応 刊行年
十治

治

九年 十
五 年 年

ま
fこ

年
十

梓 t主
十

成立一
年 年 年

印

記

冊

一一一 一一一一一一 一一一一 F、 一一一一一一 数

備

考

249 ( 123) 



9 8 
番
号

竺外宮竺創5竺雪空堅持甘持持皆殺
十十十十十十九八七六五四三二一
五四三二一

史

料

名

干日 引j
本の刊本

別写l

草中尚 魯黒書 さ蜜

訳 児著 者

名

慶応 慶応 行年刊

フ年ロ 一
年

ま
?こ
11 
成
立
年

印

K K 
記

一一 冊

一一 四五 一一一一一一一一一一一一一 一 一 一 一 一
数

備

考

( 124) 250 



ずli
11 10 番

号

料

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

巻
八

巻
九

巻
十

巻
十
一

巻
十
二

内
服
同
功

初
編

二
編

。F
昨日
m
u
n
y
n
関
】
吉
野

史

料

名 名

刊 |本の本刊 刊 刊
別写 別の写

内施
弘司

石山。
空洞阪 田著

、F〈
著

者
関 寛順貞

者
格

名

刊行年一 万延 安政
A 

元年序 年四 ま
一 た

』主 は
成 成

立 立

子戸
年

印

記
K 

記

冊 一一 一 一 一一一一一一
冊

数
一一一 -0-0一一三二二三 数

全

属議建ラ 著天蔵俊 備 |備
Jレ也宮p白a 仏レ 圭ロ口五

考 氏イ 独訳 |考

病

251 (125 ) 



2 1 番
号

ニ七訂改医 解
東京。 音j 医

八 科 篇 f設

九、全容解 十十十九
日

史
講紀

九八五
剖 閲 料

篇圭図並
医
寸;>>4一
全 名
書

本刊
引j 刊 の本

別写

山ハ
官医 東京

崎イ

イ模元府 マツン 布満忽 学校医
著

者

写原著 氏教
口師 名
授

明明明明
行年刊

十年治九 治治治
十年七 十年三 六九年

ま
Tこ

月月月月
』土

成
立
年

印

記

冊

一 一 一一一一
数

入医墨脅 崎山

学校蔵本にて フE 備

{筆記荷

記と佐賀県
考

解

剖

学

3 2 
番
号

医 健

名5姓録 六巻巻五巻四巻三巻三巻}学全

史

料

名

写 明j
本の刊本

別写

杉小症

田山内 ノ
著

霊聖童元書 者

名

喜永 慶応
引1ーIj -

年
五

年
ま

年 た
t土

成立

年

印

k 
記

冊

一七七五七七七 数

備

考

( 126) 252 



7 6 5 4 3 番
号

全
体
新
論

乾坤

西
説
医
範
提
綱

巻
一

巻
二

巻
三

重
訂
解
体
新
書

首
巻

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

巻
入 一一一一二

三
、
二
四

解

剖

学

動

脈

筋

下

全
体
新
論

乾坤図
史

料

名

干リ 引j 引j 刊刊
本刊本

大杉鳩
諏訪 宇回 合信 合信佐々

槻玄 田鹿
玄模 士川 木 著

沢 白 斯選述
草記霊主

師

重訂 翻訳 輿訳
者

名

文政 化弘 文化 安政 安政 行刊年

九 四 四
年

年再版 年初版
年 年

ま
Tこ
t主

成立

年

印

R |記

冊

一一一一一一一一 一一 一一一 ー |数一一一一一一一一 一一一

備

考

253 ( 127) 



9 8 
番
号

巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻解自j巻巻巻 巻首重解訂巻巻巻
十十十十十九八七 六五四三二一蒙訓十七五二巻 十十九

四三二一 -J巻1巻1巻l巻j体新書 二一
史

巻十 十六四一

一 料

名

刊 引j 本の刊本

別写

松本 列弟著 同

短明
著

訳 者

名

明
文政 刊行年

治
五

九年
年

ま
すこ
t土

成立

年

S又S S又 I 印

Yf主 i if主g
記

冊

三三四三三三三四四四回三三二 一一一一一 一一一一一一一一 数

備

考

(128 ) 254 



1 番
号

医
生

全容科理
策

巻巻 巻巻巻 史

九八七 三二

来十

名

引リ
本の刊本

別写

学ゲド東

医ノレグ京大
学氏ト 著

部書東京大哩ロル学
-医 者
エ学
-部 名

ヂl教師

明明明明 明 f干，ーTリ
治治治治治
十十 十十十

年

四四 四三二 ま

年年年年年
た

四三 二四十
は

月月 月月二
成

月
立
年

印

記

冊

一一 一一一 数

谷谷谷橘住筆記良橘良口口口
備

謙筆記謙筆記謙筆記 記住筆

考

255 

生

理

学



6 5 4 3 2 番
号

量領生民 生 人身 生 刺
巻巻J新論理巻三巻ニ巻諸液祈分窮 付図巻十巻九八巻巻七巻六巻五巻四巻三巻三巻一翠発家 巻三巻二一巻度祭蘭

史
理四 人身窮 巻
書 十

理 理一
料

書 書

名

刊 刊 刊 刊 刊
本の刊本

別写

新庭富 布里述
島 広
村 瀬

一 連盛
l砕 フロ 著
甫 恭

郎士 訳 訳 訳 者
訳口 述

述 名

明
安政 慶応 安政 治明 行年刊

治
ノ、 ーノ、 一 三十
年 年 年 年五

ま

年
た
』ま

月
成
立
年

S S I文 S文 S 印

s s kl主hl主g K 
記

各
冊

一一一 八一 三 二 三 三 二 三 三 一 三 二二四 数

谷
口

備
謙iif 

言己
考

( 130) 256 



11 10 9 8 7 
番
号

同

冨E首5忌七巻六巻巻五巻回後 巻四巻三巻三巻三巻二巻一巻ー越生氏知生論
史袖身窮喜美右

5ロ包 後後後編 前後続前後編前後編 前理
《庁編続 編続 編 続 編論各 史

苦品例。 料

名

。0『 4 

引j 引j 刊 刊 写
本の刊本I

別写

同 。
大久 瀬広

右
0F E a宅w司 常保天目 著!

成筆記 授口
者

名

安政 干刊丁
八 /¥ 

年五 五 四
~ 

年
まノ、 一 た
十主
成
立
年

印

K 記

冊

一一一一一一一一一一一一 一 一一 数

版五入氏版四
蔵番と巻末

f乙
。

著生「 五
備一 ノレ八

頁
学理
L

ウド頁、 墨書あ好

館
生

第 井第 考

一 記上ー り御

257 ( 131 ) 



4 3 2 1 番
号

言日葉巻巻巻声病原弓M一予 巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻 病理三二一病学

記九 五 二 十十九八七六五四三二一
新説 〈巻之 (巻之 (全〉 論通関 通ニ

~岡A 

史
病原 、-./、-./

学 料
論各

名

引j 引j 明j 刊 本の刊本

別写

蘭医 大 桑虞
緒方

著議童述 書話阪院

田 星
衡応

洪庵訳
著

平氏

訳撰原 者

名

明 四明
嘉永 行刊年

治 自治

九年 板九年 一
年

ま

権免許入月
た
t主
成

十 立
年

S S 印

s y 
記

冊

一一一 一 一一一一一一一一一一 二二四一一 一 一 一 一 一 一 一 一 数

板大痛
巻

訳著正版義公阪 大み 備十
立 一

蔵病院
欠

考

(132 ) 

病

理

学

258 



5 番
号

病

理m巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之巻之

十十十十十十十十十九八七六五四三二一
坤八七六五四三二一

史

語蘭
料

名

写
本の刊本

別写

封 岡三
百 沢貞 瀬

ー淵諸
箸

校郎訳 者|

名 l

一 行刊年
j¥ 
ノ、

ま
0 年 た

11 
一 成
月 立

年

印

言己

冊

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
数

和
綴

備

考

259 (133 ) 



5 4 3 2 番
号

2

薬

学(
薬
物
学
)史

泰
西
方
鑑

巻
之
一
、
一
一
、
、
四
、
五

西
医
今
日
方

巻
一
、
二
、
三
、
四
、
五

袖
珍
方
殻

巻
之
上

巻
之
下

西
薬
略
釈

附

録

薬

名

全

乾坤
新
訂
増
祷
和
蘭
薬
鏡

巻
一

巻
四

巻
七

巻
十

巻
十
三

巻
十
六

巻
十
八

巻
十
九

巻
二
十

料

名

引j 引j 刊 刊
別写

字図 板〉門様博羊

議静華版
玄絡方 塔鳴股ポウド藤守村 藤林普

小褒桃鳴 著
榛斎)11 済

草肥泰作校元訳定山 者

医
名

局
蔵

文政 文政 治明 治明治明 明
嘉沼く 文政 刊行年治

五 十 十 七 六 一 フ年ロ 十
年 一 新館年 年 年

年 一 ま

年 五八 九 年
Tこ
It. 月月 月 成

版出 免許 立
年

印

K |記

一一 各 各

一一一一 一 八七 一 一一一一 一

12 
事風雲堂豊 全坤組繍富乾 |備
免発閣 の ・み全

組 組 い |考

一

(134) 260 



11 6 10 番
号

8 9 7 

七新

子新空襲
中楽、物

一--. 二二寸ー

下
四

五

ノ、

付
録

独

乙

新

方

会

全

史

遠
西
医
方
名
物
考

巻
一

J
一一一

巻
四
J
六

巻
十
三
J
十
五

巻
十
六
J
十
八

巻
十
九
J
二
十
一

巻
二
十
二
J
二
十
四

巻
二
十
五
J
二
十
七

巻
二
十
八
J
三
十

巻
三
十
一

J
三
十
三

巻
三
十
四
J
三
十
六

遠
西
医
方
名
物
考
補
遺

巻
一

J
一一一

巻
四

l
六

増
補
薬
物
学

巻
九

料

名

本刊
引l 刊 引j 引J 引j

別写

覚霊関 童馬凌司 業科松5樫治5 村

字 宇
田 回
)11 )11 著

榛斎 様斎 者

名

文久 明 年同日明 文政
f干，ーIリ-

一 十年治 九月 版権免訂ハ治年月十
五

年

年 年
ま

十 出 fこ

一版 t主

刊月 一 成
一 立ーノム、

年

S S 
円、J s 

記

各 各
一 一一一一一 一 一一一 一 一一 一 数

草蕨堂
致学舎蔵版格

若育草 風雲
|備

免発閲 版堂蔵

|考

261 (135 ) 



15 14 13 12 番
号

百明上和蘭薬
理 日

巻巻之巻巻之巻巻之巻巻之巻之 巻巻巻巻礼 十十七 巻之 講記
之 之 之 之 之之之之物薬氏 九四

論薬氏 下-歌性 十十十十十十九八七六五四三
、八 里草七 五四 二一

二十十五十二 史. . 寸必比~ 

巻之 巻之 十十三
料十 十 ーノ、 ーー

ーノ、 、、

十十周
名

4ミニミ五

十十
八三六、、、

引j 引j 引j 刊
本の刊本

別写l

霊z坪 佐 越児蔑
井信 波三

著

訳閲良著良
言随斯髭 者

並

注証 述 名

明 慶 明 明
行刊年

治 応 治 治
五 ノ、

ま

年新離
年夏 年 年 Tこ

ft. 四
成

月
立
年

S S 印

K y s 
記

各 各
冊

一 一一 一一 一一一 一 一一 一一一一一 一 一 一 数

文苑閣 英堂蘭 君主

言漁舎
巻之板大阪

備
製本 光斎旗梓 九欠

ーぷ，、泊、白

立
梓 病

考
蔵院

( 136) 262 



17 16 番
号

十十十十十十 i 益 事業巻巻
六五四三二一十九 八七六五四三二ー グ グ 百二一

ググググ 11 11 11 λ11 ~山目lt 論性下上 下上考ロ口ロ
史

料

名

刊 引j
本の刊本

別写

林

罪信 監貌際洞海 著

訳補
長控霊 者

名 l

安政 慶応
明j

行年

年 年
ま
た
t主

成立

年

印

g 
記

一一一一一一一一一一一一一一一一
冊

三七五七三二四五四 五 三 四 四 O二一 九九七八 五四 数

あり斎蔵叡の旭窓蔵版
初霊梓 備

二と
考

種類存誠

263 ( 137) 



新
式
化
学

巻

一

本刊
刊 |の本

別写

著

太
田
雄
寧

げu明 卜広

重|羊
;.， 1ま
年|主

fi. 
成
立
年

一一一一一一一「一一
印

記

冊

数

史

料

名

者

名

備

考

理

化

学

3 2 1 番
号

目iニ金子原て?i 
史

附録

下中 上 全 料

名

本刊
明j 刊 刊 の本

別写

幡
字

伊藤圭介
回

篤 )11 著

次郎 宅格隻 選 者

名

明 天
文政 行刊年

治 保
一 五 十
年 年

ま
た

年
fi. 

成立

年

S 1 S S 1 印

Y k Y Y k 
記

各
冊

七八 八一一 一
数

巻r之h、学植r-， 
備

一三、 啓原図
考

欠、J 欠、J

( 138) 

3

博

物

学
十
七
冊
目

十

八

グ

史

料

名

刊
本
写

本
の
別

著

者

名

刊
行
年
ま
た
t土
成
立
年

印

記

--冊
七五 |数

備

考

264 





8 7 6 5 
番
号

ニ-3志五四三-h欄広義 一三二一基i要三=時一必携 八七六五四三

史

料

名

刊 刊 刊 刊
本の刊本

別写

~ )11 
広瀬

上
回

幸本民 野彦馬)11 フ恭E 
著

準
者

名

明
安政 嘉永 文久

引j

治 行年
八 一 七 一

年 年 年
ま
Tこ

九年 11 
成
立
年

、ーーーーーーー『、，ーーー・ーーー'
印s s 混のぴKI s s s s s s s s s 

s s 在種三Sおg y y y y y y y y y 
記bよ、

一 一 一
冊

一一 一一一一 六七一九 O 一 一一 三三三三四四 数

一 巻巻巻巻
十十七一

表紙の紙表茶
あエロ表紙 備三 II I 

J巻巻巻
る。号と号、tこ

巻十九三 記ハ以
考十二 種類栗色 し号号

五 て

( 140) 266 



11 10 9 
番
号

四三二一物格 巻物格
物

一 理十九八七六五四三
入 一 入 繍 日
門 「う 言己

下上 四三二四三二一
史

和十

名

flJ 刊 干U
本の刊本

別写

丁 丁 リ
ツ

建 建 ア 著
ノレ

良 良 者

名

明 明 治明
刊

治 治 行年
一 年フE 七
年 年

ま
た
ft 
成
立
年

I S 1 S S S S S S S S S S S S S S S 印

k b k s s s s s s s s s s s s s s s 
記

冊

八五 一 一一一一一一 一 一一一一一一一 一 一 一 一一一一一 数

員館版
京都 七巻巻五巻三 一あロ表紙 備同 II I る号

文版館 巻巻巻
。とに

九 六 四 記以
考し号

て

267 (141 ) 



2 1 I号I5 

数数 I I数
6~邑 6 I I 且 £

寸ー宅苦寸ー I I当E
教ニ教 ' 目'

授授
賞そ 本 l史

料

名

本刊
刊

別写

神
田

者

名

一
刊
行
年
ま
た
は
成
立
年
一
印
記
一
冊
数

一
明
治
一
一
一
年
一

備

考

16 15 14 13 12 呑
号

事EZ喝ぎEEU 

2量VEZE N 丞邑

E555七 六五
目 Fr『、

也。 理容

EE 呈九

史

w 版

料

iiE  

e吋コ g 同

名

2。l235『ト

、忠∞J τ 男向 EJEC 邑

刊刊 引j 本の刊本

別写

町1

著

者

名

刊1ーT
j¥ 

ー 年ノ、
まj¥ Tこ
b主

成立

年

一 印I I I S 
k k k b 

記

冊

一一 一 一 一一 一一一 数

四四破本

り謹己言量あり戸縦産竜密紙童に、雨量〈縦書産番密氏究重に四、 備

五喜/(三1、
究に の

の理香四 あ
号 究四る

貼紙あ版九番三 番〉の理書号三 のもの理書二号
考

(142 ) 268 



2 1 号I6 4 3 番
号

算法六 五四三 二一筆算 巻巻巻
点 通番 五四三
康
初

史
A寸妙Mー、， 

料

名

本刊
刊 刊 の本

別写

花井

著
静

者

名

明
行刊年

治
ノ、

ま
たJi、

年
は
成
立
年

s s s s 印

Y i i i 
記

冊

一一一 一一 一 一一一一一 一 数

明
治

備四
年
ヵ:

考初
版

地

理

学

史

料

名

輿
地
志
略

巻
一

巻
二

巻
三

回、色丹

P
仏
。
ロ

σ
a
s
dロ
丹
内
司
ロ
n
}MHo
-ロ
仏

2

。g伺吋
H
W
同

uEO

刊

。
・
〉
.
〈
O
ロ
烈
】
む
仏
角
川口

一
八
七

O

-
k
、
N

二
四

O
頁

269 

本刊
刊 |の本

別写

著

青
地
林
宗

者

名

I 
K 

刊
行
年
ま
た
は
成
立
年
一

印

記
一

mm
数

備

考

(143 ) 



5 4 

第 第 類g字義B補却註田附戸 o U L K E 和蘭字実第 第
五 四 ニ-!:f:fi1i1lf<t V M F 
函 画 画 、 閥韻 N G 

一
下上下上画 首巻理続増大

玉

大篇

全

刊 刊

一一一一一一 一一一一一一

(144 ) 

3 2 1 

後編 前線 訳和西町 増補正改
和
訳
独

文蛮
逸辞典下中上下語語

2定

巻
一

引j 引j 明j

片 大庭

喜校定蔵 雪砲斉訳

嘉紀永
一

^ 七

フ戊申巳 〆明ー、、

治
五、』ノ

一一 一
三六五一 一

謙警 5 春E 
行四

ーノ、
頁

番
号

史

料

名

本刊
の本
別写

著

者

名

行刊年

ま
た
は

成立

年

印

記

冊

数

備

考

7 

語

品'"
f 

270 
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同
ト
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一一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事
)

一
月
二
十
二
日
(
土
〉

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

(
一
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
〉

て

ア

ス

ク

レ

ピ

オ

ス

以

前

の

古

代

医

学

日

野

て
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト

・
ケ
ン
ベ
ル
の
署
名
簿
に
つ
い
て沼升

二
月
二
十
六
日
(
土
)

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

て
奈
良
時
代
に
来
日
し
た
ベ
ル
シ
ャ
人
宣
教
医
「
李
密
」
に
つ
い
て

石

原

力

菊

地

郎

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
(
日
)
午
前
十
時
よ
り

と
こ
ろ
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂

一
、
曲
直
瀬
玄
琳
に
つ
い
て

二
、
半
弁
古
仙
法
印
療
治
日
記

一
月
例
会

て
オ
ラ
ン
ダ
国
歌
(
テ

1
プ
録
音
)

て
解
体
新
密
以
前
の
長
崎
蘭
学

二
月
例
会

て

シ

l
ボ
ル
ト
来
日
の
頃
の
出
島
建
築
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

と

き

阿
知
波

三

木
川本田

英次鼎重五

一二
、
賞

察

僧

了

翁

縛

師

と

錦

袋

円

宗

国

四

、

山

脇

東

洋

の

肖

像

画

に

つ

い

て

杉

立

五
、
熊

谷

謙

斎

『

生

々

堂

実

験

稿

』

か

ら

安

井

六
、
大
垣
藩
医
江
馬
家
に
関
す
る
二
、
三
の
資
料
に
つ
い
て

青

木

義

子

七
、
水
戸
学
に
お
け
る
医
先
哲
〈
一
二
)

本
間
玄
琢
、
玄
有
、
玄
-
調
先
生
三
代
と
稽
医
館
の
医
学
教
育

山

中

太

八
、

ハ
ル
マ
原
書
(
仏
関

・
蘭
仏
〉
に
つ
い
て
の
一
考
察岩

治

勇

九
、
石
坂
空
洞
賛

・
佐
藤
正
持
画
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
に
つ
い
て

守

屋

十
、
岡
山
蘭

学

者

伝

補

選

中

山

十
一

、
緒

方

洪

庵

の

除

痘

館

の

所

在

地

に

つ

い

て

古

西

義

十

二

、

『

医

戒

』

漫

録

末

中

哲

十
三
、
近
代
医
学
の
中
の
歯
科
学
と
抜
歯
鉛
子
へ
の
理
解
に
つ
い
て

杉

本

茂

春

十
四
、
指
紋
法
と

F
-
ゴ
1
ル

ト

ン

長

門

谷

洋

治

十
五
、
野

口

英

世

博

士

生

誕

百

年

を

記

念

し

て

藤

野

恒

三

郎

十
六
、
第
二
十
五
回
国
際
医
学
史
学
会
〈
ケ
ベ
ッ
タ
市
)
に
出
席
し
て

中

沢

三清郎栄郎

広

272 
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書

評
改
訂
増
補
認
諾
諸
説
『
本
草
関
係
図
書
目
録
』

本
容
は
、
本
来
、
旧
上
野
図
書
館
か
ら
、
上
巻
(
昭
和
二
七
年
)
、
下
巻

(
同
二
八
年
〉
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
っ
か
さ
雲
房
か

ら
、
若
干
の
訂
補
を
加
え
て
、
復
刻
出
版
さ
れ
た
。
既
に
刊
後
二
十
数
年
に

も
な
る
本
容
は
、
古
宮
庖
で
入
手
す
る
ほ
か
な
く
、
最
近
は
、
あ
ま
り
目
に

も
つ
か
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
今
回
の
復
刻
は
、
価
格
の
点
で
も
、
ま
あ

ま
あ
で
、
現
在
入
手
し
た
い
方
々
に
は
、
よ
い
機
会
で
あ
り
、
本
書
旧
版
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
。
旧
版
に
お
け

る
上
巻
は
、
旧
上
野
図
書
館
収
蔵
の
伊
藤
文
庫
(
伊
藤
圭
介

・
篤
太
郎
の
約

二
千
冊
の
旧
蔵
容
〉
、
白
井
文
庫
(
白
井
光
太
郎
の
六
千
冊
の
旧
蔵
書
〉
、
下

巻
は
前
記
以
外
の
旧
上
野
図
書
館
所
蔵
本
草
関
係
図
書
の
目
録
で
あ
る
。
今

回
、
そ
の
下
巻
に
、
旧
版
刊
行
時
に
未
収
の
も
の
、
そ
の
後
の
増
加
分
を
加

え
て
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
末
現
在
の
資
料
ニ
二
三
を
追
補
し
、
「
上
野
図

書
館
追
補
」
と
し
た
。
そ
れ
故
、
旧
版
を
お
持
ち
の
方
も
、
こ
の
改
訂
増
補

版
を
入
手
さ
れ
る
と
便
利
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
容
で
は
「
著
者
索
引
」
が

完
備
さ
れ
た
。

本
草
容
を
多
数
収
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
東
大
は
じ
め
旧
帝
大
図
書
館

が
あ
り
、
各
地
の
大
学
や
図
書
館
で
も
、
最
近
、
充
実
整
理
さ
れ
て
来
て
い

る
が
、
一
般
部
外
者
は
、
た
と
い
利
用
を
許
さ
れ
て
も
、
利
用
に
不
便
を
感

ず
る
。
国
会
図
書
館
ほ
ど
、
冊
数
も
多
く
、
気
軽
に
利
用
出
来
る
と
こ
ろ
は

少
な
い
。
気
の
小
さ
い
評
者
は
、
今
、
迄
、
こ
こ
以
外
の
所
に
は
、
あ
ま
り
期

待
も
せ
ず
、
利
用
も
し
て
い
な
い
。
お
陰
で
、
旧
版
の
目
録
は
大
変
役
立
っ

た
本
目
録
は
、
本
草
関
係
と
う
た
っ
て
い
る
が
、
博
物
書
、
医
書
、
さ
ら
に

は
、
伊
藤
、
白
井
の
個
人
文
庫
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
他
分
野
も
多
い
。

そ
れ
故
、
利
用
範
囲
も
広
い
。
ま
た
、
目
録
、
索
引
に
よ
っ
て
、
本
草
、
博

物
学
書
の
知
識
を
得
る
利
用
法
も
あ
る
。
評
者
に
と
っ
て
は
、
一

種
の
綜
説

で
あ
り
、
教
科
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
版
は
、
旧
版
編
纂
者
の

一
人
、
小
林

花
子
氏
が
、
意
欲
的
に
校
訂
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
っ
か
さ
書
房
の
担
当

者
も
、
八
坂
書
房
で
、
本
草
博
物
学
関
係
を
担
当
し
て
来
た
問
屋
和
子
氏
で

あ
る
。
そ
の
点
、
安
心
し
て
、
平
常
座
右
に
細
川
え
、
か
つ
ま
た
、
図
書
館
で

利
用
出
来
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
、
古
蓄
広
や
古
書
展
で
見
か
け
る
医
学

・
本
草

・
博
物
関
係
古
書

は
、
品
数
も
少
な
く
、
見
か
け
て
も
、
べ
ら
ぼ
う
な
値
段
で
、
一
介
の
研
究

者
の
手
に
負
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
各
地
で
古
宮
目
録
が

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
嬉
し
い
が
、
既
に
出
て
い
る
も
の
の
殆
ん
ど
が

絶
版
と
な
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
入
手
し
に
く
い
。
そ
の
折
、
国
会
図
容
館

の
勇
断
は
、
卒
先
、
わ
が
国
の
大
学

・
図
書
館
な
ど
に
範
を
垂
れ
た
も
の
と

し
て
、
拍
手
し
た
い
。

研
究
者
や
蔵
替
家
の
死
亡
後
の
蔵
努
は
、
大
抵
、
古
密
庖
に
売
ら
れ
た

り
、
ゆ
か
り
の
図
容
館
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
結
局
、
部
内
者
以

外
に
使
い
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
国
会
図
悉
館
や
北
皇
記
念
図
書

館
な
ど
、
一
般
人
に
利
用
出
来
る
所
へ
、
寄
贈
さ
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
が
強

い
。
評
者
は
、
先
日
、
早
稲
田
大
学
の
兼
任
講
師
を
頼
ま
れ
た
際
、
し
ぶ
つ
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た
と
こ
ろ
、
図
書
館
が
専
任
教
員
並
み
に
使
え
る
と
い
う
こ
と
を
餌
に
さ

れ
、
ふ
っ
と
、
大
変
き
び
し
い
早
大
の
洋
学
文
庫
を
思
い
起
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
旧
支
部
上
野
図
書
館
の
資
料
は
、
国
会
図
書
館
に
合
併
後
、

増
加
分
の
一
部
を
除
い
て
、
昭
和
三
十
六
年
八
月
、
現
在
の
永
田
町
本
館
に

移
さ
れ
た
。
本
書
に
追
補
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
赤
坂

本
館
お
よ
び
、
現
在
永
田
町
移
転
後
増
加
の
資
料
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
利
用
の
た
め
に
、
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

(
B
5
版
、
本
文
一
八
三
頁
、
著
者
索
引
五
一
一
具
、
図
版
一

O
、
っ
か
さ

書
房
〔
電
話

(
O三
〉
二
六
一
1
1
四
五
四
七
〕
、
昭
和
五
一
年
一

O
月
、
三

七
O
O円
〉

矢

部

一

郎

鍵
山

栄
著
『
佐
賀
の
蘭
学
者
た
ち
』

佐
賀
の
蘭
学
は
フ
ェ
1

ト
ン
号
事
件
で
藩
主
謹
慎
と
い
う
苦
い
体
験
に
よ

り
勃
興
し
た
。
し
か
し
、
フ
ェ

1
ト
ン
号
事
件
の
二
年
前
、
既
に
開
明
家
古

賀
穀
堂
が
「
学
政
管
見
」
を
藩
主
鍋
島
斎
直
に
上
呈
し
、
蘭
学
修
業
と
医
学

館
の
設
置
を
説
い
て
い
た
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
フ
ェ

l
ト
ン
号
事

件
以
後
の
佐
賀
藩
の
危
機
感
で
あ
る
。

本
容
は
開
明
家
古
賀
精
里

・
穀
堂
父
子
の
「
古
賀
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
佐
賀

蘭
学
発
展
の
源
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
佐
賀
の
蘭
学
が
実
学
と
し
て

指
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
危
機
意
識
と
「
古
賀
ア
カ
デ
ミ

ー
」
が
明
治
ま
で
底
流
と
な
っ
て
脈
打
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
冒
頭
は
古
賀
穀
堂
の
「
学
政
管
見
」
か
ら
始
り
、
鍋
島
直
正
(
閑

受
〉
の
時
代
「
学
政
管
見
」
を
基
に
医
学
寮
〈
医
学
校
)
蘭
学
寮
ハ
蘭
学

校
〉
の
設
置
と
い
う
こ
大
学
政
に
よ
り
、
西
洋
医
学
と
西
洋
科
学
の
導
入
へ

と
佐
賀
藩
が
突
き
進
ん
で
い
く
様
子
を
述
べ
て
い
る
。

佐
賀
の
蘭
医
学
者
で
有
名
な
の
は
伊
東
玄
朴
で
あ
り
、
資
料
も
豊
富
な
た

め
か
、
玄
朴
に
つ
い
て
か
な
り
の
ベ

1
ジ
を
割
い
て
い
る
。
し
か
し
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
人
物
に
「
佐
賀
蘭
学
の
父
・
島
本
良
順
」
が
い
る
。
彼
は
一

八
O
O年
頃
「
閉
鎖
的
保
守
的
風
土
」
の
佐
賀
で
蘭
学
を
勉
強
し
、
医
術
を

開
業
し
な
が
ら
蘭
学
の
講
義
を
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
彼
は
「
伊
東
玄
朴
の

鬼
才
を
見
抜
き
、
ま
た
医
学
者

・
科
学
者

・
数
学
者
と
し
て
の
金
武
良
哲
を

育
て
た
教
育
者
で
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。
資
料
が
少
な
い
の
か
島
本
良
順
に

つ
い
て
、
玄
朴
ほ
ど
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

医
学
寮
の
充
実
と
共
に
「
佐
賀
藩
軍
備
近
代
化
」
の
た
め
に
西
洋
科
学
を

学
ぶ
「
蘭
学
寮
」
と
「
精
煉
方
」
の
設
置
が
あ
り
、
こ
の
学
校
と
研
究
所
兼

工
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
反
射
炉
建
設

・
大
砲
鋳
造

・
電
信
機
製
作

・
蒸
汽

船
建
造

・
動
力
汽
関
車
模
型
製
作
等
他
藩
に
先
駆
け
独
力
で
開
発
し
て
い
っ

た
様
子
は
我
々
に
も
目
を
見
張
ら
せ
る
。

万
延
元
年
遺
米
使
節
の
随
員
と
し
て
渡
米
し
た
小
出
千
之
助
の
見
聞
と
復

命
に
基
づ
い
て
佐
賀
英
学
の
学
校
「
致
遠
館
」
を
起
し
、
フ
ル
ベ
ツ
キ
を
校

長
と
し
て
蘭
学
か
ら
英
学
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
致
遠
館
で
は
フ
ラ
ン
ス
語

も
ド
イ
ツ
語
も
教
え
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
大
隈
重
信
や
相
良
知
安
ら
の
逸

材
が
出
た
。
相
良
知
安
の
明
治
政
府
医
学
校
設
立
と
「
医
制
」
起
案
、
そ
し

て
大
限
重
信
の
学
筒
と
政
治
は
共
に
「
古
賀
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
第
二
の
開
花

と
著
者
は
見
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

著
者
は
あ
と
が
き
で
「
『
御
鋳
立
方
七
賢
人
』
『
精
煉
方
五
人
衆
』
に
つ
い

て
詳
し
く
書
き
た
か
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
蘭
学
を
実
用
化
し
た
こ
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れ
ら
の
人
逮
の
話
に
は
我
々
も
深
い
興
味
を
抱
い
て
お
り
、
今
後
の
研
究
と

出
版
に
期
待
し
た
い
。

(
蔵
方
宏
昌
〉

(
昭
和
五
十
一
年
、
佐
賀
新
聞
社
刊

・
九

O
O門〉

『
東
大
第
一
外
科
の
歩
み

(
第
一
集
〉
』

医
局
の
ロ
ッ
カ
ー
や
本
棚
の
片
隅
に
挨
を
か
ぶ
っ
て
い
る
医
局
日
誌
を
見

つ
け
、
毛
筆
や
万
年
筆
で
脅
か
れ
た
先
輩
遠
の
医
局
生
活
を
見
る
と
、
我
々

と
変
り
な
い
な
と
思
う
反
面
、
ま
た
少
し
違
う
こ
と
を
感
じ
る
。
同
じ
目
的

で
病
院
と
い
う
閉
鎖
社
会
に
集
っ
て
い
な
が
ら
も
、
外
界
社
会
と
世
界
情
勢

の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
教
授
を
初
め
医
局
員
が
入

れ
替
り
立
ち
替
り
交
代
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
の
様
な
医
局
日
誌
を
折
り

ま
ぜ
な
が
ら
、
各
資
料
を
寄
せ
集
め
、
教
室
の
歴
史
を
綴

っ
た
の
が
本
密
で

あ
る
。本

容
は
先
ず
前
史
と
し
て
「
御
震
外
科
ド
イ
ツ
人
教
師
」
ミ
ュ
ル
レ
ル

・

シ
ュ
ル
ツ
ェ
・
ス
グ
リ
バ
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た

「須
栗
場
家
訪
問
の
記
」

を
載
せ
て
ス
グ
リ
パ
家
の
遺
族
に
話
が
及
ん
で
い
る
。

明
治
二
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
一
年
ま
で
教
室
主
任
が
六
人
の
教
授
に
代

っ
た
が
、
教
室
の
主
任
教
授
在
職
期
聞
を
一
つ
の
時
代
医
分
と
し
て
ま
と
め

て
い
る
。
字
野
朗
(
明
治
二
六
年
J
明
治
三

O
年
)
近
藤
次
繁
(
明
治
一
一
一
一

年
J
大
正
一
四
年
〉
青
山
徹
蔵
(
大
正
一
四
年
J
昭
和
一
一
一
年
)
大
槻
菊
男

(
昭
和
ご
一
年
J
昭
和
二
三
年
)
清
水
健
太
郎
(
昭
和
二
三
年
J
昭
和
三
八

年
〉
石
川
浩

一
(
昭
和
三
八
年
J
昭
和
五
一
年
)
の
各
教
授
の
略
伝
を
載

せ
、
そ
の
時
代
に
関
連
し
た
随
想
、
行
事
記
事
と
共
に
医
局
日
誌
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
あ
る
。
非
当
事
者
に
は
む
し
ろ
生
き
生
き
と
書
か
れ
た
医
局
日

誌
に
面
白
さ
を
感
じ
る
。

現
存
す
る
医
局
日
誌
は
明
治
十
年
か
ら
始
ま
り
、
当
初
は
「
医
療
品
出
納

簿
」
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

「
世
の
中
は
凡
て
豆
腐
が
よ
き
手
本
、
豆

で
四
角
で
や
は
ら
か
で
」
と
い
う
狂
歌
が
書
か
れ
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
診

療
に
つ
い
て
や
教
授

・
医
局
員
の
祝
賀
会

・
結
婚
式
の
記
事
が
あ
り
、
医
局

対
抗
野
球
や
水
泳
に
勝
っ
た
感
動
の
言
葉
が
あ
る
。
昭
和
十
三
年
頃
よ
り
、

兵
役
召
集
、

戦
死
、
防
空
演
習
な
ど
の
暗
い
記
事
も
あ
る
。

昭
和
十
七
年
に
は
「
今
夜
も
風
呂
な
し
。
う
ら
め
し
ゃ
石
炭
ん
Y
E-
-

-

病
院

に
石
炭
が
な
い
な
ど
、
街
の
銭
湯
屋
に
石
炭
が
な
い
の
よ
り
惑
い
?
」
「
医

局
非
常
口
よ
り
灯
火
漏
れ
居
る
所
を
本
富
士
署
員
よ
り
注
意
さ
れ
、
当
直
本

署
に
出
頭
、
下
記
始
末
設
を
提
出
」
昭
和
四
十
八
年
七
月
に
は
「
日
航
の
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
は
ド
パ
イ
を
飛
び
た
ち
、
ダ
マ
ス
カ
ス
の
上
空
に
、
海
外
の
同

学
の
諸
兄
が
ハ
イ
ジ

ャ
ッ
ク
に
遭
わ
れ
な
い
こ
と
を
祈
る
」
と
い
う
時
代
の

差
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
も
多
い
。

医
局
の
日
誌
が
か
く
も
長
く
丹
念
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
も
珍
し
い
で
あ
ろ

う
。
多
く
の
教
室
で
は
医
局
日
誌
を
持
た
ず
、
あ
っ
て
も
ご
く
一
時
期
の
み

書
か
れ
た
だ
け
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
医
局
日
誌
は
教
室
の
貴
重
な

記
録
で
あ
り
、
医
科
大
学
史
の
重
要
な
断
面
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
を
本
怠

は
教
え
て
く
れ
る
。
各
大
学
各
教
室
が
こ
の
よ
う
に
記
録
を
残
し
、
ま
と
め

て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

(
蔵
方
宏
昌
〉

(
昭
和
五
十
一
年
東
大
第
一
外
科
同
窓
会
非
売
品
)
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幸量

報賀
川
玄
悦
先
生
没
後
二

O
O年

記
念
事
業
に
つ
い
て

本
年
は
わ
が
国
産
科
学
の
開
祖
賀
川
玄
悦
(
子
玄
)
先
生
の
二

O
O年
忌

(
一
七
七
七
年
、
安
永
六
年
九
月
十
四
日
没
〉
に
当
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

記
念
し
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
記
念
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
如
く
、
賀
川
玄
悦
先
生
は
江
州
彦
根
に
生
れ
、
若
く
し
て
京
都

に
う
つ
り
、
玉
樹
寺
の
近
く
の
一
貫
町
松
原
下
ル
(
現
在
の
京
都
市
下
京
区

下
松
屋
町
通
松
原
下
ル
)
に
住
み
、
生
活
と
た
た
か
い
な
が
ら
特
別
の
師
承

も
な
く
し
て
、
実
証
に
よ
り
産
術
を
考
究
し
ま
し
た
。
正
常
胎
位
は
背
面
倒

首
で
あ
る
こ
と
、
遷
延
繊
位
に
手
術
的
療
法
(
回
生
法
〉
を
施
行
し
た
こ
と

な
ど
の
画
期
的
発
見
は
、
す
べ
て
玄
悦
先
生
の
独
創
に
よ
る
も
の
で
、
明
和

二
年
(
一
七
六
五
年
)
、
『
産
論
』
四
巻
を
著
わ
し
、
わ
が
国
の
産
科
学
の

面
白
を
一
新
し
ま
し
た
。

後
年
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
『
産
論
』
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
界
に
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。
先
生
の
没
後
、
賀
川
家
は
四
家
に
分
立
し
た
が
、
子
孫
門
弟
は
と
も

に
父
祖
の
学
を
す
す
め
、
賀
川
流
産
科
は
、
わ
が
国
産
科
医
の
宗
家
と
も
い

う
べ
き
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
、
昭
和
十
八
年
第
四
十
一
回
日
本
婦
人
科
学
会
総
会
に
お
い
て
、

医
史
学
者
梶
完
次
氏
の
意
見
を
い
れ
、
風
化
甚
し
か
っ
た
玄
悦
墓
碑
の
保
存

を
き
め
浄
財
を
募
っ
て
、
新
墓
碑
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
玉
樹
寺

〈京

都
市
下
京
区
中
堂
寺
西
寺
町
十
七
)
境
内
の
賀
川
家
墓
地
は
荒
廃
し
特
に
二

代
玄
迫
(
子
啓
)
先
生
墓
碑
は
崩
解
寸
前
の
状
態
で
あ
り
、
皆
川
浜
圏
が
撰

文
し
て
書
い
た
墓
碑
銘
も
剥
脱
甚
し
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
玄
悦
先
生
の
二

O
O年
忌
に
あ
た
り
墓
域
の
整
備

・
法
要
等

を
行
な
う
こ
と
は
、
意
義
深
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
右
の

主
旨
を
諒
と
せ
ら
れ
出
資
ご
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
格
別

の
ご
賛
同
を
た
ま
わ
り
た
く
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口
金
二
千
円
(
幾
口
で
も
結
構
で
す
〉

期
間
昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
よ
り
六
月
三
十
日
ま
で

送
金
先
京
都
市
中
京
区
御
前
通
松
原
下
ル

一T
六
O
四
京
都
府
医
師
会
館
内

賀
川
玄
悦
先
生
没
後
二

O
O年
記
念
顕
彰
会

昭
和
五
十
二
年
四
月

賀
川
玄
悦
先
生
没
後
二

O
O年
記
念
顕
彰
会

協
賛
団
体

日
本
医
師
会

日
本
医
史
学
会

日
本
産
科
婦
人
科
学
会

日
本
母
性
保
護
医
協
会

京
都
府
医
師
会

徳
島
県
医
師
会

276 
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Part 1 

p. 73-No. 25 (dated ]ul. 27， 23) (Insertion) 

The missing last half二part，fortunately， however， has been located already， 

through kindness of Mr. Ohnishi， Sapporo; and supplented herewith as is 

below: (while) there is hardly a door that will shut and the paper hangs 

loose on the wall. 1 have refrained from troubling you about the matter 

till now， hoping every day that the workmen would come， but 1 can stand 

it no longer， and most respectfully protest against this breach of my contract 

which provides as follows;“And the ]apanese Government further agrees to 

provide the said Stuart Eldridge with comfortable residence and keep the 

same in repair." 

1 am， Sir; Very respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. chf. Srg. 

雑

報山
陰
医
史
学
研
究
会
発
足

島
根
県
に
島
根
医
科
大
学
が
誕
生
し
て
日
が
浅
い
が
、
古
代
か
ら
医
学
に

ゆ
か
り
の
深
い
土
地
。
早
速
、
医
史
学
研
究
会
が
発
足
し
た
。
第
一
回
の
会

合
が
さ
る
一
月
二

O
日
、
島
根
医
科
大
学
で
開
か
れ
、
左
記
の
講
演
が
行
な

わ
れ
た
。

一
、
岩
見
(
大
森
)
銀
山
に
お
け
る
鉱
害
の
治
療
法

宮

協

英

二
、
島
根
県
に
お
け
る
産
業
病
院
の
発
達
に
つ
い
て

中

な
お
、
同
研
究
会
の
事
務
所
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

出
雲
市
大
津
町
一
一
一
一
一
回

島
根
医
科
大
学
経
済
学
研
究
室

千
六
九
六

振
替
松
江
|
五
五
九
七

電
話

O
八
五
三

l
一一一
一一
l
一
一
一
一
一

尾
内
線
臼

世鉱
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the steamer following the 
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" 13 Carks Corks 
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" 10 mast ロlOst
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78 2 dete date 

" 4 governor Governor 
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11 7 losas loss as 

" 8 presen匂 present 

82 17 inclnded included 
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" 11 Eldidge Eldridge 

" 15 government Government 
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正誤表

近年発見されたエルドリッチの書簡 六角高雄

Page Line Error Correct 

Part 1 

42 17 Nagaaoka Nagaoka 

46 4 Eet Et 

11 7 Donovaus Donovan's 

11 8 Fowlers Fowler's 

11 9 Mas. Teldeus mas. Tilden's 

49 sg. geet delet. lb sq. feef instd. lb 

11 2 11 lb 

11 6 Kramerae Krameriae 

11 7 Kamela Kamala 

50 1 Tiuct. Tinct. 

51 6 Atras Citras 

11 13 Bicavbonas Bicarbonas 

11 15 Staphysagria Staphisagria 

11 19 Tegrii Tiglii 

52 4 Whisky Whiskey 

53 4 Maissoneuve 's Maisonneuve's 

11 10 com; lete Complete 

58 2 Jail Tail 

65 6 houor honor 

68 6 property. property， 

11 16 ref errence reference 

69 3 to to to 

11 6 anthority authoritv 

73 12 resquest request 

Part 1I 

69 4 Antisells Antisell's 

11 9 Antisells Antisell's 

71 5 Chloide Chloride 

11 9 apnng spnng 

11 11 as bath as a bath 

72 12 sopasses so passes 

11 13 diagram diagram 

74 5 medicl medical 

75 front Last Lost 

11 9 duplicated， the Ariel duplicated， the above bill by 
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日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第
一
条
こ
の
会
は
、

出
宮
。
『
ち
と
い
う。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
主
T
旧
東
京
都
文
京
区
本
郷
二

l
一
|
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る。

日
本
医
史
学
会

C
告白ロ

ω
o
n
佐々
0
『

z
a
E【

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
学
術
展
観
の
開
催
等

問
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
々
報
」
お
よ
び
関

係
図
曾
等
の
刊
行
。

同
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

凶
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川

正

会

員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
四
、

0
0
0円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
却
ド
ル
と
す
る
。

ω
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

間
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一

O
、

0
0
0円
以
上
を
納

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
て

O
O
O円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

七

条

名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

川

三

十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

凶
前
理
事
長
。

間
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
ω

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

凶
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

間
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

第
十
一

条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

ω
退
会

開
会
授
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

則
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

凶
死
亡
、
失
隠
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。

同
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す
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る

第
十
二
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

2
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

3

会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

5

会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

6

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

7

会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
.
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8

学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

『日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
〉
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
箸

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担

表
題
.
著
者
名
、
本
文
(表
、
図
版
等
を
除
く
)
で
五
印
刷
ベ

ー
ジ
(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
〉
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を

超
え
た
分
は
実
質
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は

三
印
刷
ベ

l
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す

る
。

校

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

部
に
て
行
な
う
。

別

刷

別

刷

希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
質
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先

東
京
都
文
京
区
本
都
二
丁
目
一
の
て
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂
事
務
担
当

鈴
木
滋
子

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、

A

・
w-
ピ
l
タ
l
ソ
ン
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日

本

医

史

単

会

役

員

氏

名

〈
五
十
音
坦

理

事

長

会

長

常
任
理
事

小

川

鼎

三

岡

田

博

大
鳥
蘭
三
郎

宗

国

一

大

滝

紀

雄

大
塚

恭
男

会
計
監
事

理

事
石

原

明

大
鳥
蘭
三
郎

小

川

鼎

三

酒

井

恒

中

野

操

矢

数

道

明

幹

事
酒

井

シ

ヅ

矢
部

一
郎

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名

〈
五
十
音
順
)

安

芸

基

雄

阿

知

波

五

郎

青

木

一

郎

石

原

明

石

原

力

今

市

正

義

今

回

見

信

岩

治

勇

一

内

聞

醇

大

鳥

蘭

三

郎

大

塚

恭

男

大

矢

全

節

緒

方

富

雄

小

川

鼎

三

大

潟

紀

雄

岡

田

博

片

桐

一

男

川

島

絢

ニ

蒲
原
宏
久
士
山
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

酒

井

シ

ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

杉

田

陣

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

笠

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

宗

回

一

高

木

圭

二

郎

高

瀬

武

平

古
jll 

明

今

回

見

信

大

矢

全

節

清

原

宏

鈴

木

勝

長
門
谷
洋
治

谷

津

三

雄

山三宗佐緒大
形木田藤方塚

杉
田

昭
道

谷
津

倣 美富恭
一栄一実維男

高

山

坦

三

津

田

進

三

中

泉

行

正

中

西

啓

中

野

操

樋
口
一
誠
太
郎

本

間

邦

則

丸

山

博

三

木

栄

矢

数

道

明

安

井

広編

集

後

記 矢山谷松宮福服中中筒竹
部下津木士島部山川井内

jll 
一喜三明英義敏 米 正 真
郎明雄知郎一良沃造弘一

田
中
助
一

土

屋

重

朗

中

沢

修

長
門
谷
洋
治

巴

陵

宣

祐

藤
野
恒
三
郎

古

川

明

三

浦

豊

彦

山
形
倣
一

山

田

光

胤

時
の
た
つ
の
が
早
い
の
に
驚
く
の
は
古
今
東
西

を
問
わ
ぬ
も
の
で
、

H

光
陰
矢
の
如
し
u
R
H
M
E
m
-回

5
3
2
3
と
こ
の
陳
腐
な
言
葉
が
い
つ
も
実
感
を

も
っ
て
、
繰
り
返
し
、
口
ず
さ
ま
れ
て
き
た
。
こ

の
諺
ほ
ど
時
勢
に
無
縁
で
、
生
一
き
つ
づ
け
て
い
る

も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
年
も
総
会
の
時
期
が
目

前
に
迫
ま
っ
て
き
て
、
一
年
の
た
つ
の
が
早
い
の

に
驚
い
て
い
る
。

今
年
は
総
会
が
日
本
で
唯
一
の
医
薬
専
門
博
物

館
で
あ
る
内
藤
く
す
り
資
料
館
で
開
催
さ
れ
る
た

め
か
、
不
便
な
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
予
想
以
上
の
演
題
の
申
込
み
を
受
け
た
。
今

回
の
申
込
み
に
は
は
じ
め
て
本
学
会
で
発
表
す
る

雄

以
上

人
も
少
な
く
な
く
、
こ
れ
か
ら
が
期
待
さ
れ
る
。

例
年
、
抄
録
だ
け
で
は
頁
数
が
少
な
い
こ
と
と

で
き
る
だ
け
投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
早
〈
印
刷
に
廻

す
方
針
か
ら
学
会
号
に
も
原
著
を
掲
載
し
て
き

た
。
今
年
も
例
年
通
り
、
抄
録
以
外
の
原
稿
を
さ

き
に
印
刷
所
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
予
期

せ
ざ
る
数
の
抄
録
を
受
け
付
け
、
本
号
の
頁
数
が

予
定
を
大
幅
に
越
え
て
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

た
。
こ
の
傾
向
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
き
、
医

史
学
の
研
究
者
の
層
が
厚
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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Citrus peel， Magnolia bark (houずの， Platycodon root (k'u-keng)， 

Agastache herb and licorice. 

6) The formula consists of Ligusticum rhizome， licorice， Ephedra herb， 

Cimicifuga rhizome (sheng-ma)， Pueraria root， peony root， Angelica 

root， Citrus peel， PerilIa leaf and Cyperus rhizome (shiangてかtzu)・

Supplemet 

No concIusions appear in my paper， because the analysis has only just 

begun. The diseases investigated incIude only dysentery and diarrhea， 

insanity， the common cold， and jaundice which 1 published in the Am. J. 

Chinese Med. (1976) IV 239-243. As a general discussion， rather than a 

concIusion， 1 feel as follows: 

1. Between the Northern and Southern Sung Dynasties， there is a turning 

point in treatments for diseases. It is noticeable that the pathological 

theory of the Triple Causes flourished in the Southern Sung. 

2. Important innovations of Chinese medicine are presented as a parallel 

development of symptom and treatment. 

3. In the case on diseases whose symptoms are di伍cult to observe， we 

find that the wu・hsinginfluences the treatment. 
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houずu厚朴， bark of Magnolia oJficinalis REHDER et WILSON (Magnoliaceae) 

hsiang弥-tzu呑附子， rhizome of Cyperus rotundus LINNE (Cyperaceae) 

huang-ch‘in黄苓，root of Scutellaria baicalensis GEORGI (Labiatae) 

huo・hsiang葎香， herb of Agastache rugosa O. KUNTZE (Labiatae) 

kan・ts'ao甘草， rhizome of Glyり/rrhizauralensis FISCHER (Leguminosae) 

k'o・ken葛根， root of Pueraria pseuιhirsuta TANG et WANG (Leguminosae) 

k'u・keng苦梗，root of Platycodon grand:♂'orum A. De CANDOLLE (Campanulaceae) 

kuei-chih桂枝， bark of αnnamomum cassia BLUME (Lauraceae) 

ma-huang麻黄， herb of Ephedra sinica STAPF or E. equ山 tinaBUNGE 

(E phedraceae ) 

pai-chih自主， root of Angelica dahurica BENTHAM et HOOKER or A. anomala 

LALLEMENT (Umbelliferae) 

pai・shu白JIL，rhizome of Atractylodes macrocephala KOIDZUMI (Compositae) 

pan司hsia半夏， rhizome of Pinellia ternata BKEITENBACH (Araceae) 

shao-yao弓薬， root of Paeonia lactiflora PALLAS (Ranunculaceae) 

sheng-ma升麻， rhizome of Cimicifuga foetida LINNE (Ranunculaceae) 

ta-pu p'i大腹皮， peel of Areca catechu LINNE (Palmae) 

tzu-shu紫蘇， leaf of Perilla frutescens BruπON var. cri，ゆaDECAISNE (Labiatae) 

References 

1) 1n the People's Republic of China， Han tablets of medical prescriptions 

have come to light in excavations， as， for instance， those in the 

Museum of Kan-su sheng8l and the LiterarγCenter of Wu-wei hsien: 

Wu-wei han-tai i-chienbl (Medical Han Tablet of Wu-wei). Peking， 

1975. 

2) The formula consists of PulsatilIa root (pai-tou-weng)， Coptis rhizome， 

PhelIodendron bark and Praxinus bark (ch'in-p'i). 

3) The formula consists of Cinnamomum branch， peony root， roasted 

licorice， raw ginger and peeled Chinese dates. 

4) The formula consists of Ephedra herb， Cinnamomum branch， roasted 

licorice， and apricot kernel. 

5) The formula consists of Areca peel (ta fuずの， Angelica root (μi-chih)， 

Peri1Ia leaf， fu-ling， PinelIia rhizome， Atractylodes rhizome (pai-shu)， 

a)甘粛省 b)武威漢代医筒
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Tzu・SUor beefsteak plant， ch‘en-t'i or orange peel and licorice were used in 

all the prescriptions. 

In Chapter 2 on kan-mao， in the Shou-shih tao-yuana)， 

Health Preservation， written by KUNG T‘ing-hsienb) 

in 1615， 15 prescriptions are mentioned， and they 

include 46 kinds of drugs with a frequency of 120 

times. The most frequently mentioned three drugs 

are presented in the table. It should be noticed that 

use is made of Chinese diaphoretics. 

For shang-feng， in the Ching-yueh ch'uan-shuC
)， Com-

plete Book of Ching-yueh， 15 prescriptions are men-

tioned， and they includ巴 38 kinds of drugs with a 

frequency of 99 times. The most frequently used 

drugs are presented in the table. 

For shang-feng， in Chapter 1 in the Lei-cheng chih-

ts'aid)， Classified Treatment (1839)， 15 prescriptions 

kan-ts'ao 

ch'uan-hsiung 

k'o・ken

kan-ts'ao 

fu-ling 

tan-hsia 

ch'en-t'i 

ma・huang

kan-ts'ao 

fu-ling 

ch'uan-hsiung 

jen-shen 

12 

7 

6 

15 

7 

7 

6 

6 

13 

5 

5 

5 

are indicated， including 46 kinds of drugs with a frequency 115 times. 

The drugs mentioned frequently are shown in the table. 

It can be concluded that licorice was used most frequently and that 

Ligusticum rhizome (ch‘uan-hsiung) was also often employed against the 

common cold in all cases. It is interesting that Schizonepeta herb (ching-

chieh) and peony root were comparatively often applied in the Ming Dynasty. 

It is an especially surprising fact that the Chines巴 diaphoretics，Pueraria 

root (k‘0・ken)and cinnamon bark (kuei-chih)， were not heavily emphasized. 

III-4 

List of Chinese drugs and their identification. 

che'enずi陳皮， peel of Citrω chachiensis HORTORUM (Rutaceae) 

ching-chieh刑芥， herb of Schizonψ ta tenuifolia BRIGUET (Labiatae) 

ch'uan-hsiung川竜， rhizome of Ligusticum wallichii FRANCHET (Umbell俳rae)

fu-ling夜苓， sclerotium of Poria cocos WOLFF (Polypraceae) 

a)寿世保元 b)輿廷腎 c)景岳全書 d)類証治裁
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III-2 

In the supplement of the Ho・chichu:fang') chi， Standard Prescriptions of State 

Pharmacy in the Southern Sung Dynasty， two prescriptions for kan・mao are 

described. They are huo・hsiang cheng-ch'i sanb)S) or Agastache Restorative 

Powder and shih・shen t'ange)6) or Ten Deities Decoction， and both are 

prescribed for shang-han or febrile disease. Th巴 two

commonly applied for the later stages of a cold. 

The heading of shangτfeng is found in Chapter 3 

of the Yii-chi wei-id)， Meaning of Medicine， written 

by HSU Yung-ch'enge) with an appendix by LIN 

Ch'unf) in 1440 in the Ming Dynasty. Nine prescrip-

tions， including the Cinnamon Decoction， are 

prescnptJons are 

kan-ts'ao 7 

ching-chieh 6 

shao-yao 4 

ch‘uan-hsiung 4 

mentioned there， and they include 45 kinds of drugs with a frequency of 77 

times. The drugs mentioned in the table are the main and frequently used 

ones. 

In Chapter 2 of the I-lin lei-cheng chi-yaog)， Classified 

Book of Medicine， written by WAN Hsih) in 1482， 

13 prescriptions， in which 9 prescriptions of the ru-
chi四 i-iwere included， are mentioned for shang:feng， 

and they are composed of 49 kinds of drugs with 

kan-ts'ao 10 

shao-yao 7 

ching-chieh 6 

ch'uan-hsiung 4 

frequency of 97 times. The frequently mentioned drugs are presented in the 

table. 

HSU Ch'un-fuO said， shang:feng means kan-mao in 

the Ku-chin i・t'ungta-ch'uanj)， written by him in 1559. 

In Chapter 9 on shang持'ng，he indicates 18 prescrip-

tions， in which 12 prescriptions the I-lin lei-cheng chu-

yao are included. Forty-eight kinds of drugs appeared 

with a frequency of 139 times， and the frequencies 

of the main drugs are presentecl in the table. 

kan-ts'ao 16 

shao-yao 8 

huang-ch'in 7 

ching-chieh 7 

ch'uan-hsiung 7 

For kan-mao， 5 prescriptions， four of which overlapped with ones of the 

Ho・chichu:fang， are mentioned in the head chapter in the I:fan kaok) (1548). 

a)和済局方 b)溜香正気散 c)十神湯 d)玉機徴義 e)徐用誠

f)劉純 g)医林類証集要 h)玉璽 i)徐春甫 j )古今医統大全

k)医方考
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common cold， for which a diaphoretic should be applied， was distinguished 
from shang-hana)， which included many fevers， such as pneumonia， typhiod 

and infiuenza. The same instances are mentioned in Chapter 2 of the Shang-

han tai-wenbら OneHundred Questions of Fever， written by CHU Kungc) 

in 1107; in Chapter 6 of the Lei-cheng huoゾ'en shud)， Book on Classifying 

Symptoms and Making Live， written by the same author in 1108; and in 

Chapter 1 of the Shang-h仰向。仰おin-faleI-ts'uie)， Essential of the Treatment 

for the Root and Branches of Fever， written by LIU Wan-sufl at an 

unknown date. Shang持'ng，separate from shang-han， was described at a 

proper disease in the Sanフinchi-i ting-cheng fang-lung)， Discussion of Pathology 

Based on the Triple Causes， written by CH'EN Yenh) in 1174 in the 

Southem Sung Dynasty. 

The term of kan-maoil was at first used for the common cold during the 

Southem Sung. The heading of shang-han， kan・maoand chung-shui) (suffering 

from heat) e氾 stin Chapter 7 in the Hsu・tζien shih・chaitai-i hsuan弥ngk)，
Handred and One Prescriptions by Shih-chai and Addenda， written by 

WANG Ch'iull in 1196. In the preface of the I-chien fang-lunm)， Easy 

Brief Prescriptions， WANG Shihn) says that the so-called kan-mao means both 

shang-feng for which Cinnamon Decoction was applicable， and shang-han for 

which ma-huang t'ango)4)， or Ephedra Decoction was applicable. SUN Yun-

hsienP) says that a heavy cold should be considered as shang-han and a mild 

one as kan-mao， in the 1持ngta-ch'eng lunq)， Great Success of Prescription， in 

1321. Then in Chapter 1 on kan-mao， in the I-fang kaoペIdeaof Treatment 

in 1585， WU  K'uns) says that one should regard illnesses of unknown 

cause as follows; kan-mao could be cured easily， shang-han co叫dnot be cured 

easily， and it was di伍cultto cure chung-fengt) (apoplexy). 

Through the investigation of the frequencies of Chinese drugs used in 

prescriptions for shang-feng or kan-mao adopted in the standard medical 

collections in Chinese history， we will know the tendencies of drugs for cold 

remedies. 

a)傷寒 b)傷寒百問 c)朱肱 d)類証活人書 e)傷寒標本心法類

孝 f)劉完索 g)三因極一病証方論 h)陳言 i)感冒 j )中暑

k)続添是斎百一選方 1 )王謬 m)易筒方議 n)玉碩 0)麻黄話通

p)孫允賢 q)医方大成論 r)医方考 s)呉昆 t)中風
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the Southern Sung Dynasty. The concept of wu-hsing or the five elements 

is very important in Chinese treatment. Both cinnabar and the heart， the 

seat of insanity， correspond to the color red in the wu-hs1・ng. The heart， 
moreover， corresponds to fire， the hot season， and the southerly direction. 

But it seems that cinnabar was used as a sedative in treatments for insanity， 

though it was a famous elixir of life in China. 

11-5 

List of Chinese drugs and their identifications. 

chin yin po金銀箔， gold foil and silver foil 

chu-hsin猪心， pig heart 

chu-sha朱砂， cinnabar 

fang-feng防風， root of Ledebou巾 llaseseloides WOLLF (Umbelliferae) 

fu-ling夜苓， sclerotium of Poria cocos WOLFF (PO抑raceae)

jen-shen人参， root of Panax schinseng NEES (Araliaceae) 

kan-ts'ao甘草， rhizome of Glyc_v"hiaza uralensis FISCHER (Leguminosae) 

kuei-hsin桂心， bark of Cinnamomum cassia BLUME (Lauraceae) 

mai-tung麦冬， root of Ophiopogon japonicωKer GAWLER (Liliaceae) 

pai-shu白Jft， rhizome of Atracりlodesmacrocψhala KOIDZUMI (Compositae) 

tang-kuei当帰， root of Angelica sinensis DIELS (Umbell許rae)

ti-huang地貰， rhizome of Rehmannia glutiosa LmosCHITZ (Scrophula巾 ceae)

yuan-chih遠志， root of Polygala tenuifolia WILLDENOW (Polygalaceae) 

III-l 

The common cold 

The common cold is marked by acute coηrza， a slight ris巴 intemperature， 

chilly sensations and general indisposition. Pi-minga) or coryza was mentioned 

as one of its symptoms， for which the kuei chih t‘angb)3) or Cinnamon 

Decoction appeared， in the Shang-han lunc) at the end of the 2nd century. 

The Cinnamon Decoction， which was originally prescribed for the incipient 

stage of advancing fevers in the Shang-han lun， is at present used for the 

treatment of colds. 

During the Northern and Southern Sung Dynasties， shang-fengd) or the 

a)鼻鳴 b)経枝湯 c)傷寒論 d)傷風
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The most voluminous medical 

work， Pu-chi fangal， Prescriptions hsin-k'uang feng必uang

for All People， was published in fu-li;哩 18 u・ling 11 
the Young-lobl Period (1403-24) jen-shen 16 kan-ts'ao 10 
of the Ming Dynasty. We can chu-sha 15 fang持ng 10 
see 37 prescriptions for hsin- yuan-chihl 10 jen-shen 8 

k'unangcl or ‘heart illness' ln maz-tung 8 mai-tung 6 

Chapter 18， and 114 sorts of 

drugs with a frequency of 288 times appear there. In Chapter 101 on feng-

k'uangdl or‘wind illness'， in the same book， 31 prescriptions are mentioned， 

and they are composed of 80 sorts of drugs appearing 192 times. The main 

drugs and their frequency in both cases are shown in the table. 

The Wan-p仇g hui-ch‘unel， All Diseases Return to 

Spring， written by KUNG T'ing-hsienO in 1587， 

gives 9 prescriptions in Chapter 4， on tian・k'uang，and 

they include 41 sorts of drugs with a frequency of 

60 times. The main drugs are listed in the table. 

In Chapter 34 on tian-k'uang， in the Ching-yzieh 

ch'uan-shugl， Complete Book by Ching-yueh， 52 pre-

scriptions composed of 114 sorts of drugs with a 

frequency of 333 times are mentioned. The main 

drugs are presented in the table. 

In Chapter 4 on tian-k‘uang， the Lei-cheng chih-

ts'aibりTreatmentsby the Classification of Disease， 

written by LIN Feng-ch'inil in 1839， 41 presriptions 

are given， and they include 91 sorts of drugs with 

a frequency of 281 times. The frequency of main 

drugs is presented in the table. 

kan-ts‘ao 
ti-huang 

tang-kuei 

pai・shu

kan・ts'ao

ル-lling

chu-sha 

jen-shen 

tang-kuei 

fu-lii九E

cht←sha 

kan-ts'ao 

yuan-chih 

jen・shen

4

3

3

3
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A
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II-4 

In short， fu-ling， ginseng， licorice and Polygala root (yuan-chih) were 

ranked high in all dynasties. But cinnabar (chu-sha) also ranked high after 

a)普済方 b)永楽 c)心狂 d)風狂 e)万病回春 f)襲廷賢

g)景岳全容 h)類証治裁 i)林琉琴
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fanga)， Arcane Essentials from the Outer Tribunal. 

Forty prescriptions in which 110 sorts of drugs 

appear 441 times are described for internal use， in 

Chapter 15. The drugs that appear most often are 

presented in the table. 

In Chapter 20 in the T'aiずingsheng-hui fangb)， 

Prescriptions of Sage's Alm in the T'ai・p‘ing Period， 

in the Northern Sung Dynasty， there are mentioned 

7 prescriptions of 43 sorts of drugs， in all used 80 

times. The m勾ordrugs are presented in the table. 

In Chapter 14 on feng-k'uang， in the Sheng-chi tsung-

lu")， General Descriptions on Sage's Medical Treat-

ments， which is another important work from the 

same dynasty， 10 prescriptions are listed， and they 

include 60 sorts of drugs with a frequency of 106 

times. The major drugs are presented in the table. 

II-3 

jen-shen 26 

fu-ling 23 

kuei-hsin 21 

kan-ts'ao 21 

fangブ官ng 18 

yuan-chih 16 

ル司ling 6 

fangてfeng 6 

jen-shen 5 

kan-ts'ao 5 

fu-ling 6 

jen・shen 5 

kan・ts'ao 5 

fang-flng 4 

chin yin po 4 

Coming down to the Southern Sung Dynasty， a change occurred in the 

treatments for insanity. 

The San-yin chi-i ping-cheng fang・lund)，Discussion of Pathology Based on the 

Triple Causes， describes k'uang-chenge) in Chapter 9. 

only two prescriptions. 

In the Yuan Dynasty， the Shih・iU-hsiao fangf) ， 

Effective Prescriptions for Hereditary Physicians， 

written by WEI I-ling)， was published in 1343， and 

i t discusses hsinてyangh) or ‘heart illness' in Chapter 

8. Twenty prescriptions for internal use， composed of 

There are， however， 

chu-sha 11 

f也・ling 6 

jen・shen 5 

chu司 hsin 5 

63 sorts of drugs， in all appearing 123 times， are mentioned. The main 

drugs that appear often are shown in th巴 table. 1 t is noticeable that 

cinnabar is ranked at the top of the table. 

a)外台秘要方 b)太平聖恵方 c)製済総録 b)三因極ー病証方論

e)狂証 f)世医得効方 g)危亦林 h)心慈
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II-1 

Insanity 

The earIiest reference to insanity in Chinese medical literature is found in 

the Ling-shu ching8
)， Canon of Medicine， which， along with the Su-wenb)， is 

the oldest and greatest Chinese medical classic. At Chapter 22 in the 

former， it is stated that tian-k'uangc) or insanity， as well as tian・hsiend) or 

epilepsy， is caused by fenge) or wind. The disease， therefore， was also called 

as feng・k'uangf) which means， mental derangement or disorder caused by 

wind. Then it was considered a disease of the heart， because it came to be 

thought that the heart was the center of the mental function. Although it 

was popularIy believed that supernatural forces brought on disease， physicians 

did not speculate on such elements in their medical treatments. 

Through analyzing the relative frequencies of Chinese drugs used in 

prescriptions for treatment of tian・k'uangor k'uang in the standard medical 

collectios， we wil1 examine Chinese thought on diseases and cures. 

II-2 

The present1y available text book of the Chou-hou pei-chifangg)， Prescriptions 

of Emergencies， discusses the sudden attacks of insanity in Chapter 17. 

There are 14 methods of treatment， and all 7 drug prescriptions ( except 7 

acupunctures) consist of a single drug. There were， that is， two for henbane 

seed and one for each of five other sorts of drugs. A preferential use of 
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are 

any particular drug is not yet found. 

In Chapter 14 on feng-tianh)， in the Ch'ien-chin yao・

fangi) ， Prescriptions 、へ10rth a Thousand， ther巴 are

listed 14 prescriptions for epilepsy and 20 prescrip-

tions for insanity. Of the twenty， two prescriptions 

were for external use， and 86 sorts of drugs were 

used with a frequency of 132 times in the other 18 

prescriptions. The various drugs used often 

shown in the table. 

Another important work in the T‘ang Wai-t'ai pi-yao was the Dynasty 

f)風狂e)風a)霊継経 b)素問 c)癒狂 d)繍滴

g)肘後備急方 h)風綴 i)千金要方
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capsule. The oldest example of this drug appeared in the I-lin lei-cheng chi-

yaoa)， Classified Book of Medicine， written by "γANG Hsibl in 1482. 

1-5 

List of Chinese drugs and their identification. 

ch泊 ずi陳皮，peel of Citrus chachiensis HORTORUM (Rutaceae) 

ch'ih shih・chih赤石脂， a kind of kaolinite 

ch'in-p'i秦皮， bark of Fraxinω bungeana DC. or F. rhynchop紗lla HEMSLEY 

( Oleaceae) 

2・chiao阿謬， gelatin from Equnus asinω chinensis 

fu-ling夜苓， sclerotium of Poria cocos WOLFF (Polypraceae) 

ルーtze附子， root of Aconitum chinense PAXTON (Ranunculaceae) 

ho・tze詞子， fruit of Terminalia chebula RETZIUS (Combretaceae) 

houずu厚朴， bark of Magnolia officinalis REHDER et WILSON (Magnoliaceae) 

huang-lien黄連， rhizome of Coptis chinensis FRANCHET or C. teeta WALLICH 

(Ranunculaceae) 

huang-n励賞繋，bark of Phellodendron amurense RUPRECHET or P. sachalinense 

SARGENT (Rutaceae) 

jen-shen人参， root of Panax schinseng NEES (Araliaceae) 

jou-kuei肉桂， bark or Cinnamomum cassia BLUME (Lauraceae) 

jou tou-k'ou肉豆謹， seed of A今risticafragrans HOUTTUYN (Myristicaceae) 

kan-chiang乾草， rhizome ofとingiberofficinale ROSCOE (Zingiberaceae) 

kuei・hsin桂心， bark of Cinnamomum cassia BLUME (Lauraceae) 

lung-ku竜骨，foss日ofanimal bone 

mu-hsiang木香， root of Saussurea lappa C.B. CLARKE (Compositae) 

pai-shu白J!t，rhizome of Atrac沙lodesmacrocephala KOIDZUMI (Compositae) 

pai-tou-weng白頭翁.root of Pulsatilla chinensis REGEL (Ranunculaceae) 

shao-yao巧薬， root of Paeonia lactiflora PALLAS (Ranunculaceae) 

su-kou粟殻， capsule of Papaver somniferum LINNE (Papaveraceae) 

tang-kuei当帰， root of Aπgelica sinensis DIELS (Umbell砕rae)

tse・hsieh 濠潟 rhizome of Alisma plantago-aquatica LINNE var. orientale 

SAMUELSSON (Alismataceae) 

a)医林類証集要 b)王璽
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Kueia). His famous work was 

the Lin-cheng chih-nan i-anb)， Clas- hsieh-hsieh 

sified Guide of Clinical Chart u・ling 51 fu-ling 66 
CoIIection， published in 1764. jen-she.托 44 jen・shen 36 
He gives 89 prescriptions for shao-yao 38 ch'enず i 34 
hsieh・hsiehin Chapter 6， in which huang-lien 32 tse・hsieh 33 
109 kinds of drugs appear 645 kan-ts'ao 29 houψ‘u 31 

times， and he writes 110 prescrip-

tions for li in Chapter 7， in which 111 kinds of drugs appear 734 times. 

The symptom of tenesmus is explained only in the section of li-chi， and 

poppy capsule is used in a prescription for hsieh-hsieh. 

1-4 

According to the investigations of medical formularies now under way， 

the medical treatment of dysentery and diarrhea in China developed 

excelIently. Coptis rhizome was administered mainly until the Northern 

Sung Dynasty (to 1126). In the latter half of the tweIfth century the 

poppy capsule was used as a specific medicine for dysentery， and tenesmus 

(li・chihou-chung) was emphasized as a symptom of this disease. After the 

13 th century the discrimination between dysentery and diarrhea became 

obscure， and at the same time Chinese drugs for the treatments of both 

diseases were also confused. 

Su・kouC) is the dried capsule of opium poppy， native to the coast of the 

Mediterranean or Asia Minor. The exact date of its importation into China 

is not certainly known. In the T'ang Dynasty， however， it was cultivated 

in Northern China for flower appreciation and its edible seeds. As an 

astringent for diarrhea， it was first noticed in the Po-chai piend)， Essay in the 

Quiet Apartment， by FANG Shaoe) in the Yuan-yuO Period (1086-93). 

In the Southern Sung， su-kou was frequently used as a favorite astringent. 

Then the antitussive function of su-kou was discovered in the same period. 

ra-p'ieng) or opium， which is a narcotic soporific， astringent and analgetic， 

is the hardened juice of the poppy exuded from slits made on the cortex its 

a)葉桂 b)臨証指南医案 c)莱殻 d)泊宅編 t e)方勺 f)元

祐 g)阿片
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chih・chihfanga)， J en・chai'sHonest 

Indications to Medicine， written hsieh-li hsieh-hsieh 

by YANG Shih・yingb) (T. Jen- kan-ts‘ao 18 kan-ts‘ao 14 
chai) in 1264， indicates 25 pre・ fu・ling 13 fu-ling 10 
scriptions in Chapter 13 on hsieh- hou-p'u 10 hOU-P'1 7 
hsieh， in which 57 kinds of drugs mu-hsiang 10 pai-shu 6 

appear 141 times， and 31 pre・

scriptions in Chapter 14 on hsieh-lic)， in which 76 kinds of drugs appear 

200 times. No symptoms of tenesmus are mentioned for hsieh-li. The 

frequency of the main drugs in both cases are prescribed in the table. 

Poppy capsule and Coptis rhizome have gone down to the lower rank. 

At Chapter 2 in the Hsiu-chen 

fangd)， Pocket Prescriptions， li-chi hsieh-hsieh 

written by LI Henge) who worked huang-lien 29 jou tou-kζou 14 
as an advisor to CHU Suf) in kan-ts'ao 21 kan-ts'ao 12 
1391， 36 prescriptions for hsieh- shaoづlao 20 fu-ling 12 
hsieh are inc1uded. They are kan-chiang 11 
composed of 78 kinds of drugs 

appearing 223 times. Eighty-four prescriptions for li-chi are written in the 

same chapter， and they are composed of 115 kinds of drugs in both cases 

are shown in the table. 

At Chapter 24 in the Ching-yueh 

ch'uan-shug)， Complete Book by li-chi hsieh-hsieh 

Ching-yueh， written by CHANG kan-ts'ao 43 kant-ts'ao 54 
Chieh-pinh) (T. Ching-yueh， kan-chiang 27 pai-shu 47 
1563-1640) ， 104 prescriptions pai-shu 24 fu・ling 41 
for hsieh-hsieh include 118 kinds fu-lin 21 jen・shen 37 
of drugs appearing 663 times， shao-yao 19 kan-chiang 34 

and 74 prescriptions for li-chi 

specify 103 kinds of drugs appearing 469 times. The main drugs that are 

mentioned often are listed at the head of the table. 

One of the most popular physicians of the Ch'ing D戸lasty was SHE 

a)仁斎直指方 b)楊土滅 c)潟痢 d)袖珍方 e)李恒 f)朱

繍 g)景岳全容 h)張介賓
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spasmus in the bowels， wag separat巴d from li-chi， or dysenterγwith 

bloody flux and tenesmus. Hsieh-hsieh was thought of in medical books as a 

disease different from li-chi， and the conception of li-chi was restricted to 

dysentery in that era. 1t was considered that both dysentery and diarrhea 

were caused not only by overeating or overdrinking but by external circum-

stances such as wind， coldness， hotness or moisture. 

1n the San")lin chi-i p仇g-cheng

fang-luna)， Discussion of Pathology 

Based on the Triple Causes， 

written by CH'EN Yenb) in 1174， 

12 prescriptions composed of 48 

kinds of drugs with a total 

number of 77 times are men-

tioned in Chapter 11 on hsieh-

shieh， or diarrhea. 1n Chapter 

chih-hsia 

su-kou 

kan-ts‘ao 
tang・kuei

shaoヴao

huang-lien 

pai-shu 

hsieh-hsieh 

6 I kan-ts'ao 4 

5 I kan-chiang 4 

4 I huang-lien 3 

4 I jou tou・kζou 3 

3 I kuei-hsin 3 

3 I hou-t'u 3 

12， on chih-hsiac) or dysentery， there are also mentioned 12 prescriptions 

composed of 37 kinds of drugs with the frequency of 66 times. Several 

drugs that appear very often in both cases are shown in the table. 1t is 

noticeable that poppy capsules for dysentery ar巴 ranked as the most 

frequent. 

At Chapter 7 in the rang-shih 

chia-tsang fangd) J Concealed Pre- li明chi hsieh-hsieh 

scriptions for the YANG Family， su・kou 8 jou tou・k'ou 12 
written by YANG T'ane) ln katトts'ao 8 kan-chiang 12 
1178， there are 17 prescriptions， kan-chiang 6 f乱-tze 10 

composed of 41 kinds of drugs huang-lien 5 ho-tze 8 

with the frequency of 98 times， jou tou・k'ou 5 mu-hsiang 7 

for li-chi， and twenty， composed tang-kuei 5 I fu・ling 6 

of 46 kinds of drugs with the 

frequency of 151 times， for hsieh-hsieh. 1n this case also， poppy capsules 

were ranked as the most frequent. 

Later the main drugs had been changed again as follows. The Jen・chai

a)三因極ー病証方論 b)陳言 c)滞下 d)楊氏家蔵方 e)楊俊
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Treatment， compiled originally by 

TS'AO K'ao-chunga) and others hsieh-hsieh 

about 1118. At Chapter 74 on huang-lien 82 kan-chiang 43 
hsieh・hsiehb)，87 prescriptions are kan-chiang 53 huang-lien 28 

mentioned， in which 76 kinds of kan・tsεao 43 kan-ts'ao 28 

drugs appear 436 times. Li-chic)， tang-kuei 38 jou tou-k' ou 25 

moreover， is discussed from Chap- lung-ku 32 houてグu 25 

ter 75 to Chapter 78， and there 

are 166 prescriptions including 140 kinds of drugs that appear 180 times. The 

five drugs that appear most frequently are presented in the table. A poppy 

capsule is not yet prescribed though dysentery with tenesmus was understood 

by the term li-chi hou-chungd). 

For llSl・d・lie)，16 prescriptions 

have been gathered from Chapter original supplement 

6 in the Ho・chichu-fangO， S tandard 
kan-clziang 6 kan-chiang 17 

Prescriptions of State Pharmacy， 
ch‘ih shih-chih 5 kan-ts‘ao 17 

compiled by CH‘EN Shih・weng
) kan・ts'ao 4 su-kou 16 

and others， the government offi- jou tou-k'ou 4 juo tou・k'ou 10 
cials of the State Pharmacy. lt tang-kuei 4 mu-hsiang 9 
was originally published in the jou-kuei 4 tang-kuei 8 
Ta-kuanh) Period (1107-10). fu-tze 4 

The prescriptions include 56 kinds 

of drugs appearing 110 times. Thirty-three prescriptions have been collected 

from the supplement of the same book， published in the Southern Sung 

Dynasty， in which 73 kinds of drugs appear 212 times. The frequently 

adopted drugs in both formulari巴sare shown in the tables. The poppy 

capsule appears in the prescriptions from the supplement， because both 

diagnosis and treatment had begun to take notice of li-chi hou・chung，or 

tenesmus. 

1-3 

Coming down to the Southern Sung Dynasty hsi・eh-hsieh，or diarrhea with 

a)曹孝忠 b)粧潟 c)痢疾 d)裏急後重 e)潟痢 f)和済局

方 g)陳師文 h)大観
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diarrhea and diarrhea with tenesmus (chung-hsi・a)心 as the symptoms of 

hsia-li. The eight prescriptions contain， in all， seventeen different kinds 

of drugs. Coptis rhizome and PhelIodendron bark are prescribed as the 

main drugs in the prescription tai-tou-weng tangb)2)， PulsatilIa Decoctions. 

We can not learn about dysentery and diarrhea in the present text of the 

Chou-hou tei-chi fangc)， Prescriptions for Emergencies， written by the famous 

Taoist KO  Hungd) (281-361). 

At Chapter 15 in the Ch'ien-chin yao:fange)， Pre-

scriptions Worth a Thousand， written by SUN 

Ssu-mof) between 650 and 659， 58 prescriptions 

for cold and hot li are mentioned for internal use， 

in which 95 kinds of drugs appear， totaling 381 

huang-lien 32 

kan-chiang 24 

tang-kuei 19 

kan-ts'ao 17 

instances when some drug was prescribed alone or in a mixture. The 

drugs that appear often are shown in the table. In the aかien-chin i.Jangベ
Supplementary Prescriptions Worth a Thousand， written by the same author， 

dysentery and diarrhea are not dealt with. 

Another important work during the T'ang Dynasty 

was the Wai-t'ai Tりaofangh)， Essentials from the 

Outer Tribunal， written by WANG T'aoi) in 752. 

At Chapter 25， on li， 165 prescriptions are mentioned 

for internal use， in which 116 kinds of drugs appear 

huang-lien 68 

kan-chiang 60 

e-chiao 27 

huang-nieh 26 

670 times. The drugs that appear often are shown in the table. 

In the Northern Sung Dynasty two great medical 

colIections were edited under the imperial command. 

One of them is the T'ai-t'ing sheng-hui fangj) ， Pre-

scriptions of Sage's Alms in the T'ai-p'ing Period， 

compiled by WANG Huai・yink) and others in 992， 
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Two hundred and forty-four prescriptions for internal use are mentioned in 

Chapter 59 on li， in which 151 kinds of drugs appear 1163 times. The 

drugs that appear often are shown in the table. 

Another is the Sheng-chi tsung-lul)， General Descriptions on Sage's Medical 

a)重下

f)孫思遡
k)王懐隠

c)肘後備急方

h)外台秘要方

d)葛洪

i)玉穣

b)白頭翁湯

g)千金翼方

1 )聖済総録
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medical collections known as standards in Chinese history. It is expected 

that we will be able to visualize new aspects of Chinese medical science， 

and they will be different from those obtained from the pen-ts‘ao') which 0百ers

a systematic knowledge of each drug. 

1-1 

Dysentery and diarrhea 

In ancient China， though they knew the differences between dysenterγ 

and diarrhea， both were mentioned as lib)_ As diagnosis developed， diarrhea 

(hsieh)c) was distinguished from dysentery (li) in the 12th century. Different 

drugs， therefore， were used for dysentery and diarrhea. In Sung China， as 

physicians devoted their attention to tenesmus (仏chihou-chung)d) of dysentery， 

they invented means of curing this symptom by drugs. Special notice must 

be taken that the improvement of treatment was parallel with the develop-

ment of diagnosis. 

By the analysis of appearance of Chinese drugs for dysenterγand diarrhea 

in the historical standard medical collections in China， we will look for the 

Chinese conception of their cures. 

1-2 

It will be rather convenient for explanation to divide the history of China 

into two parts in accordance with the difference of the point of view with 

regard to the cause of dysentery and diarrhea. Until the Northern Sung 

Dynasty the name of li included both dysentery and diarrhea. The resem-

blances between dysentery and diarrhea were emphasized rather than the 

differences between them. It was considered that li was induced by the 

internal disorders in the body. 

At Chapter 17 in the Chin-k 'uei yao・luehe)，Synopsis in the Golden Chamber， 

which was compiled by CHANG Chung-chingf) about the end of the 2nd 

century， eight prescriptions for hsia-lig) (diarrhea) are mentioned. But hsia・

li seems to encompass dysentery， because CHANG describes both hematic 

a)本草 b)痢 c)潟 d)裏急後重 e)金置要略 f)張仲景

g)下利
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A historical analysis oi Chinese iormularies and 

prescriptions: three examplesへ

By 

SABURO MIY ASIT A柿

The Chinese people hav巴 developeda peculiar literary conception from a 

lot of their medical experiences. During more than two thousand years， 
they made enormous prescriptions， which remained in the fang-shua)， or the 

medical formularies D • The formularies， therefore， are especiaIly important to 

the study of Chinese medicine. 

Many prescriptions corresponding to each disease were compiled in the 

formularies. For example the famous classicaI formulary， Shang-han luがり

which was written by CHANG Chung-chingc) at the end of the 2nd 

century， contained 113 prescriptions corresponding to the symptoms of fever 

such as typhoid， pneumonia and influenza. The Iargest formulary in 

existence is the P'u-chi fangd)， which means‘prescriptions for aIl people'， and 

was compiled by Prince CHU Sue) and his coworkers in the Yung-lof) Period 

(1403-24). It contains， in fact， 61，739 prescriptions to cure 1，960 

diseases. 

In Chinese medicine many diぽerentprescriptions are used， step by step 

changing the symptoms of the disease. The analysis of the prescriptions 

may lead us to begin to understand Chinese medicine. Although it is 

qualitative， it is important to select the main drugs from a lot of ones 

included in numerous prescriptions. 

In this paper， an attempt is made to clarify the tendencies of Chinese 

drugs used for therapy by analyzing the prescriptions included in the 

* Paper presented at the First International Symposium on the Comparative 
History o[ Medicine...East and West. Susono-shi， Japan， October 22-29， 1976. 
The author wishes to express his appreciation to Dr OSHIO Haruji and Mr 
Alex KNISEL Y [or their helps in translation. 

料 Library，Takeda Chemical Ind. Ltd.， Juso honmachi， Yodogawa-ku， Osaka. 
a)方ID b)傷寒論 c)張仲景 d)普済方 e)朱繍 f)永楽
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Ostasiatische Studien， Band 7. Wiesbaden: F. Steiner 1970. 

18) Hurnrnel's Eminent Chinese in the Ch'ing Period， p. 323. 
19) Chung-kuoιhsueh ta-tz'u-ti問中国医学大辞典， 1921. p. 2902. 

20) For example the Shang-han shang lun傷寒尚論 printedin ]apan 1696. 

21) Kure Suhzo呉秀三:in his preface to Tddd zenshu東洞全集. Kyoto: Shibu・

nkaku， 1918. Reprinted 1970. p. 47. 

22) Pierre Huard and Ming Wong: Chinese Medicine. London: World University 

Library， 1968. 
23) Chung-kuo iゐuehtaセ'u-tien，p. 650. 

24) Ogawa Teizo in Sekai dai-~yakka-jiten， heading “Igaku: Nihon igaku no rekishi" 
25) Cited in the introduction to Tddo zenshu， p. 75. 

26) Idan医断 (MedicalPronouncements)， in Tddd zenshu， p. 446. 
27) Mori， Kazu森和:Toyδigaku shindan taikei no rinshoteki kenkyu (A Clinical 

Study on the Diagnostical Principles of Oriental Medicine)， Nihon onsen kikd・
butsuri-gakkai zasshi， 34: 1 & 2， 1-29， 1970. 

( 21 ) 300 



Notes and References 

1)わoch'ωn， Duke Chao year 32:物生有両，有三，有五， 有陪賦. 故天有三辰，

地有五行，体有左右.各有妄網 Tr.Legge， The Chinese classics， V: 2， 739: 

“Things are produced in twos， in threes， in fivesー in pairs. Hence in the 

hea vens there are the three Shin [= chen辰， sun， moon， and stars]， in earth 

there are the five elementary substances; the body has the leftjsidejand the 
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the huang盲 region[diaphragm?] and below the kao 菅 [mediastinum?]. 

To attack it攻 isout of question， and to reach it達 is impossible・，kung 

攻 meanshere moxibustion and ta 達 means acupunctureぺ 1t is hard to 

accept this forced interpretation. 

5) Tso chuan， Duke chao year 1. Tr. Legge， The Chinese Classics， V: 1， 580 f. 
6) Chou li， T'ien kuan 11. Ssu tu ts'ung k'an ed.， lb f. Own translation: 

疾医.掌養万民之疾病.四時皆有罪需疾.春時有荷首疾.夏時有淳済疾.秋時有搭

寒疾.冬時有欧上気疾.以五味五穀五薬養其病.以五気五声五色低其生.両之以

九簸之変.参之以九蔵之動.
7) Huang-ti nei-ching su-即en.Ssu pu ts'ung k'an ed.， chuan 2， 2 b. Tr. N. Sivin， in 

Chinese Alchemy: Preliminaヮ Studies. Cambridge， Mass.: Harvard U niversity 

Pr悶， 1968. 四時五行生長収歳以生寒暑燥湿風.人有五歳化気以生喜怒憂恐.
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appears to have been aware of the subjective bias in palpating the pulse， 

and he ftatly denied the concept of organ p叫ses. In telling the shape of the 

pulse the Chinese practitioners “speculated at will以意臆度ヘ andthey“tried 

to hit/right/by saying wishful similes言其努露欲以中之， How great was their 

selfdeception !自歎之甚失"26) 

Nihilist attitudes toward every Chinese medical theory left Todδand his 

school with a desiccated medicine， based on a rather meager corpus of 

medical texts. They appear not to have substituted the rejected theories by 

new ones， more based on observation， and their iconocIasm was not in itself 

heuristicaIly productive. Their great and lasting contribution was to cIear 

the minds for a new knowledge， which in the name of rangaku was to 

rejuvenate japan and start its definitive modernization. 

Part IV 

When discussing empiricism and speculation in any medical tradition one has 

to remember their mutual interdependence. Speculation is a sine qua non for 

empirical knowledge to grow. Characteristic of good speculation is a 

wiIIingness on its part to lend itself to be tested by reality， and readiness 

for a silent kiIling if the results become awkward. 

Scholastic theories are certainly better than no theories at alI. A unified 

theory may alIow pieces of information about reality to become hooked up 

in one coordinative system. A useful system recognizes a piece of information 

correctly each time， and the inter-observer reliability is high. This means 

that a speculative system that forms a coherent whole welJ defends its right 

to exist even in the absence of bonds to other fields of knowledge. This is， 

for example， the common defence for psychoanalysis amidst the surge of 

other kinds of knowledge about the brain， based on the biological 

sClences. 

The crucial questions as for East Asian medical speculations b巴come:Were 

they coherent ? Could they be used as tools for prediction ? Were they 

alterable along with further observation ? Were they， in short， heuristicaIJy 

valuable ? 1 would personalJy and very tentatively like to answer these queries 

in the negative. Mori Kazu (1970) 27) in a statisticaIly bent preliminary 

investigation was apt to do the same. 
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Dutch. Yoshimasu Todδ(1702-1773) appears to have had the comparatively 

most independent mind， and was to reject anything he regarded as a Chinese 

speculation. When striving to see how the border between empirical think-

ing and speculation crystalized in eighteenth century Japan， Tδdδsensei 

may serve as a guide. 

Yoshimasu Tδdo was attracted by the teachings of Ogyu Sorai， and 

found Sorai's kobunJ伊 ku古文辞学 (thestudy of ancient philology) valuable 

in understanding the pristine meaning of the Chinese medical classics. He 

became aware of the difference between the classics in themselves and the 

superstructure that had been created on top of them. Turning his criticism 

mainly against the Sung commentators， he attacked the ubiq山tous use of 

yin-yang terms， the Five Phases， and other Nei-ching concepts. In the process 

Todo came to mistrust most of them and turned ever so more to an 

idealized Shang-han lun， envisaging it to contain none of those doctrines that 

he was unable to digest. 

Tδdδdivided the ancient Chinese physicians into three groups: 1) The 

doctors of maladies， the chi-i 疾医 ofChou li. 2) The yin-yang doctors. 

3) The Taoists specialists in producing immortals， the hsien-chia-i.仙家医.

p'ien Ch'ueh， whoever he was， was grouped with Chang Chung-ching as the 

preeminent chμ， while Shun-yu 1淳子意 wasthe prototype of a yin-yang 

doctor. In the teachings of the chi-i Todo maintained with GotδGonzan 

the existence of the notion of ωan tingωei i tu， or perhaps 1 should write 

manbya yuiitsudoku万病唯一毒， a theory of one basic illness agent behind all 

apparitions of disease. A passage in Tod仇 Ijiwakumon医事或問 (Medical

Dialogues) shows that毒 wasthought of as a unitary heteropathy， producing 

along with its travel through the body the various manifestation types. These 

had in turn to reccive their proper therapy， as directed by the no・nonsense

guide-lines of Shang-han lun.25) 

T'ao Hung-ching陶弘景 andSun Ssu-mo遜思遡 hadmixed the hsien-chia 

with the yin-yang school and were thus disqualified. The true object of 

study for a physician were the pr百 criptionsin themselves. The illness agent 

(“poison"， tuj doku毒) was to be driven out by pharmacological1y active 

drugs (tujdoku毒). or以毒攻毒 Yinand yang were aimed for the “ch'i 

of heaven and earth"， and had “nothing to fetch in medicineぺ Todる
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Tanba Yasuyori丹波康頼 wasable to write an account of it in Heian times， 

the Ishin ho 医心方 (Prescriptions in the Mind of Medicine)， being based 

on a large variety of sources， including the famous Chu ping yuan hou lun 

諸病源候論 (Onthe Origins and Symptoms of Diseases， A.D. 610) by Ch'ao 

Yuan-fang巣元方.

From the view-point of empiricism and speculation nothing new happened 

in ]apan until Sung Neo-Confucianism in the early seventeenth century was 

openly propagared for political reasons. Orthodox Chu Hsi-ism was made a 

shogunal state philosophy， and with it went official support for the Li-Chu 

school of medicine that had reached ] apan by the fifteenth century with 

Tashiro Sanki団代三喜 returninghome after spending twelve years studying 

medicine in Ming China.24) 

Opposition against orthodox Confucianism arose soon after it had been 

sponsored by the state， under the name of kogaku or kogakuha古学派， School 

of Ancient Learning. Blatant reactionary ideals were to serve as a legitimation 

for argues in the contemporarγdebate. Early feudal China 0任ered the 

examples to be discussed; but since so little was actually historically known， 

private revolutionary thoughts had a chance to creep into the discourse and 

silently make an impact on society. Kogaku gave rise to three main 

proponents of a uniquely ]apanese Confucianism-Yamaga Soko 山鹿素行，

Itδ]insai 伊藤仁斎， and Ogyu Sorai 荻生祖保 The protestants found 

iconoclastic thinking possible in a society with a cultural identity different 

from that of China， and a result of their activities was a shattering of 

Chinese organicist philosophy. Correlative thinking was deemphasized and 

brought to halt， and the invisible ‘threads' between categories disappeared. 

The entire process may best be called a modernization of East Asian thought. 

Kogaku had immediate e仔ects on medicine. Nagoya Gen'i (1625-1696) 

was directly influenced by Itδ]insai， and started the koiho古医方 movement

under the motto of back to a pure and unadulterated Shang-han lun. He was 

followed by GotδGonzan後藤艮山， Kagawa Shuan香川修庵， Matsubara 

Ikkansai松原ー閑斎，Yamawaki Toyδ 山脇東洋， and Y oshimasu Tδdδ 吉益

東洞.This tradition became progressively estranged from the Nei-ching 

tradition. Yamawaki conducted the first human dissection in ]apan in 

1754 and was instrumental in the active collecting of knowledge from the 
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on the classicsヘarementioned Yeh Kui葉桂(天土) (1666-1745)， Hsueh 

Hsueh醇雪(生白)， and Wang Shih・hsiung王士雄(孟英)(1808-1850). 

This arrangement is intriguing. First， the Unabridged Dictionary of 

Chinese Medicine states that Yu had studied Zen Buddhism， and “from Zen 

attacked medicine". 19) Second， 20) medical works of this doctor were read 

by and influenced Nagoya Gen'i名古屋玄医 ofseventeenth century ]apan in 

his iconoclasm against the prevalent Li-Chu medicine.21) Third，、へlangShih・

hsiung is noted by Huard and Wong (1968) 22) to have looked at Western 

medicine with favour. 1 c幻 motresolve this apparent paradox due to lack 

of material. 

Wang Ch'ing-jen 王清任 (1768-1831) offers an exceptional case of 

anatomical empiricism. The Unabridged Dictionary of Chinese Medicine，勾〉

repeated by Huard and Wong， says that Wang had the opportunity for a 

careful study of internal organs in child corpses， the children being victims 

of a cholera epidemic in 1797. ¥へrangnoted discrepancies between what he 

saw and what was stated in the medical classics. He concluded that the 

classics were inferior to his own eyes， that they contained errors， and he 

wrote in the same year I-lin kai-tso 医林改錯 (Correctorof Errors in the 

Medical Field). The book was not printed until 1850， and it is doubtful 

whether it had any influence at all on indigenous Chinese medicine. 

1 believe it fai， to say that there arose no protestant school of medicine 

in old China. The basic theories were never to become seriously doubted， 

or the doubters found few willing to listen to their heresies. The validity of 

the yin-yang and Five Phases systems was questioned by nobody. The 

reason may be a national or a cultural one. Some patterns of thought had 

by all evidence become built into the Chinese consciousness and deviation 

from them all too easily was felt as an affront upon China. Only in other 

political environments could the right questions be put， notably in ]apan. 

Part 111 

Chinese medicine was incubated in ]apan well into the sixteenth century 

before any significant transgressions of the orthodox outlines were made. 

The ]apanese had taken over Chinese medicine in its entirety through the 

embassies to T'ang China. It was received and digested to the extent that 
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経 (ThePulse C1assic) from the fourth centuη， A.D.， information about all 

twelve organsjtracts was visua1ized by feeling the pu1se at three positions 

over the radial arteries at both wrists， each at two different pressures of the 

palpating finger. Th巴 former type of pulse diagnosis appears much more 

based on observation than the latter， which is the one always referred to by 

Western popu1ar writers. Any argument to show some physica1 possibi1ity in 

internal organs differentially resonating at the wrists in my mind appears 

absurd. 

Medical Neo・Confucianismis associat巴d with the so-called Four Medical 

&hoo1s of the Chin and Y泊andynasties. They were Liu Wan-su's 劉完素

(守真)Cold-Coolness School寒涼派 emphasizingcooling drugs against excess 

of Fire; Chang Tzu-ho's 張子和(元素) Attack-and-laxate Schoo1 攻下派

advocating sweating， laxating， and emetic drugs; Li Tung-yuan's李東垣〈呆〉

Fortify-the-Spleen Schoo1補牌[土]派 arguingthe importance of the stomach 

and spleen as targets for therapy; and 1astly Chu Tan-hsi's朱丹渓(震亨〉

Fortify-Yin School補陰派 showing an eclectic attitude but recommending 

envigorating drug acting against yang excess. 

Jutta Rall's book (1970)17) about these four schools leaves few questions 

unanswered. Their inability to disentangle themselves from the canonical 

scriptures is well documented. They showed attempts toward independence 

in therapeutic guide-lines， but as for theory they were children of their times， 

and not too innovative. The Liu and Chang schools were criticized for the 

harshness of their cures; Li and Chu were better received. 

Catholic thinking in general in China appears to have been questioned 

during the late Ming and Ch'ing eras by the rise of Han Learning漢学 and

the School of Empirical Research 考証学 Fairbankpoints out that the 

new school was a change within tradition. lt is well-known that their 

activities were mainly confined to the fields of criticism of Confucian classics， 

historγ， geography， phonetics， etc. Did they reach medicine ? 

Hummel notes the existence of one 'traditional' and one ‘modern' school 

in Ch'ing medicine. 18) As traditionalists， arguin gthe return to the original 

texts of the Neiching and Shang-han lun are noted Hsu Ta-ch'un徐大椿(霊胎〉

(1693-1771) and Yu Chia-yen 除嘉言(昌)(jl. 1630). As modernists， 

“favouring a more independent research as over against a too complete reliance 
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need augmented into sIx by splitting Fire into two parts， Sovereign Fire君

火 andMinister Fire相火). The construction reached its zenith in Sung 

Neo-Confucianism， where the ‘correspondance studies' (koωu格物 orko chih 

格致)of Chu Hsi朱黒 aimedat a complete integration of man， society， and 

nature. 

For medicine， the m司jorconsequence of these speculative innovations was 

an increased emphasis on the rhythmical， diurnal ch'i flow in the tracts， and 

the correlations between this flow and other rhythmical events in universe-

the time of the day， season of the year， year cycle， planet consteIIations， etc. 

Climate and weather had a possibility to be knit into the diagnosis. Theory 

was made ever more inclusive so as to diminish the amount of unclassified 

facts. 

The growing speculative baIIast in acupuncture offers an example. Acu-

puncture in aII probability started far from theories by the experiential use of 

stimulatory rlevices on particularly sensitive spots on the skin. The Shang-han 

lun (Kohei shokanron) mentions true acupuncture only once: Piercing the skin 

刺 atthe loci jをng-ch'ih風池 andfeng:fu風府 canbe tried before giving the 

Cinnamon Decoction to a t'aiてyangdisease.“Hot needles温針"and “burning 

needles焼針"are mentioned three times each， but the practice does not 

resemble real acupuncture， and the loci are not stated. The tract concept 

arose in order to systematize surmised effects of locus stimulation， and to 

knit their action to internal organs. Some loci were never to become 

organized in this way， remaining outside the system (ching wai chi司hsueh経外

奇穴 andthe a-shih hsueh.阿是穴).

The idea of twelve main tracts， each belonging to its own internal organ， 

asked for some way to know which organ was affiicted by disorder. Which 

organ is ill ? was a question never raised by the Shang-han lun practitioners. 

The Nei-ching， by contrast， asserts that information about each of the twelve 

organs (Five primary organs plus Heart Envelope ['pericardium'] and the 

Six secondary organs) can be gained by feeling the pulses. In the Shang-han 

lun the finger feels the pulse at one site， the location of which appears not 

to have been aII important， and its quality is given by a simple adjective. 

At most， mention is made of one yin and one yang aspect of the pulse. 

Beginning in the Nei-ching and perfected by Wang Shu-ho in his Mo-ching脈
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Shang-han lun demonstrates how speculative interpretations wcre felt to be 

unviolable， and how facts that could not easily be fitted into it were cases for 

worry. This is best shown by the existence of huai-Ping壊病 or ‘ruined

disease'-an atypical picture that could not be understood in the usual way. 

It was surmised that the symptom development had got mixed up due to 

incorrect earlier therapy. 

“A t'ai-yang disease on its third day that has already shown sweating. 

If neither vomiting， laxation， nor hot needles [to enhance sweating] has 

brought resolution， we speak about Izuaiψing." 15) 

Huang-ti nei-ching， the oldest parts of which date from late Ch'in or early 

Han times， forms the theoretical edifice chosen by the Confucian literati as a 

base for Chinese medical catholicism. Th巴 manytheories of a metaphysical 

quality that was embodied in it gave causal explanations to what could be 

seen happened in the sick body， and the need for magical interpretantions 

diminished. Other traditions were fitted into it by the shoehorn， or were 

left to oblivion. Theories specific to the Nei.・chinglike the Five primary and 

the Six secondary internal organs (ωu tsang五蔵，liu fu六蹄)， the various 

apparitions of ch'i (ching精.shen神，ying営， ωel衛)• and the tracts were 

made into a氾 oms. Use of the Five Phases was universalized. The process 

was well on its way by the third century A.D. as seen in the case of Wang 

Shu・ho. Medical catholicism appears to have got a firm grip in Confucian 

minds by the Sui and early T'ang periods， and was further embellished by 

Neo-Confucian activities in the Sung dynasty. The structure of its theories 

have been b巴stexposed by Manfred Porkert (1974). 9) It is this world of 

concepts that the commentators of virtually every medical document came to 

use， and it is to be enjoyed galore in most modern Chinese text-books on 

the subject. 16) 

The m司joroverbuild of metaphysical speculations began its growth during 

the T'ang dynasty. In A.D. 762 Wang Ping王氷 edited his version of 

Huang-ti nei-ching Sll-ωen素問.containing chapters on Phase Energetics (Por-

kert's term for yun・ch'i運気).The archaic Ten Heavenly Stems十干 andthe 

Twelve Earthly Branches十二地支 wereused to produce sixty combinations 

of two characters， being nothing but a new， 60-fold correlative system. Inter-

woven became the sixfold system of 3・yins/3・yangsand the Five Phases (at 
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constructed by the words wai外，tiao表，li裏，je熱，t' ai:)'ang太陽， and 

yang-mmg陽明 Wesee a rudimentary version of the abovementioned Eight 

Rubrics. Use is made of a still rather rough speculative reference system， 

that serves its aim fairly well. 

SIGNS & 

SYMPTO為1:S

organized by 

means of 

* name of a pre-

scription 

ホ pakang 八綱

*ωu Isang 五歳

* ching-Zo 経路

証

CHENG 

MANIFESTA-

TION TYPE 

OF THE 

DISEASE 

‘Disease， Ping病 orchcng症'
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TREATMENT 

A_ Materia medica 

1. Simple medicinal drugs， 
yao薬.

2. Combination of drugs， 

prescription of drugs， 

prescription， fang方.

Action properties of drugs 

= analyzed in terms congruent 

with those use for signs & 

symptoms. 

B. Acupuncture & mo忍i・

bustion 

1. Simple AM  loci 

2. Patterned sets of Am 

loci， with prescribed 

measures to be taken at 

each locus 

3. Loci organized into tracts 

経 offering an expe-

dient method to correlate 

stimulation with those 

internal organs thought 

to be invol ved ，C the 

names of which appear 

in the cheng， again b巴ing

nothing but a summary 

of signs & symptoms). 

c. Pbysiotherapy 

Massage， etc. 

Popular cupping， etc. 



in carηring out their mission. This kind of tract transport was named yin 

ching pao shih引経報使 and is found in theoretical parts of ten-ts'ao本草

li tera ture. 

In the Nei-ching the manifestation type of a disease is expressed in terms 

of speculations common in this tradition. The concept of Five main internal 

organs， the 叫 tsang 五臓 isfundamental， and the analysis of an energet.ical 

imbalance between them furnishes the names of the cheng. A summary of 

names of manifestation types in the Nei-ching tradition is given in the Chung= 

i-hsueh hs仇-Pien中医学新編 (Canton，1971. pp. 18-21). 1 have left it untrans・

lated. (Fig. 1) 

A study of the logical content of cheng denominations in different traditions 

well iIlustrates various levels of speculative thinking. 

The simplest way of cheng construction is， as noted above， the name of 

that very prescription supposed to be a remedy. The fourth paragraph of 

th巴 bodyof Shang-han lun appears thus: 

"A t'ai:JIang disease of the Wind Stroke type太陽中風 [defined in the 

preceeding paragraphs: t'似てyang=臼oating pulse + painful tension in head 

and neck+shivers (0 feng悪風); Wind Stroke (chung feng中風)=fever+

sweating + shivers + slowed・down pulse] associated with yang aspect of the 

pulse being floating and the yin pulse weak， confined cold sensations音々

悪寒， shuddering shivers 新々 悪風， / exteriorly / accumulated fever翁々発

熱， sounds due to stopped nose 鼻鳴， and retching. The Cinnamon 

Decoction takes charge of it." 

/4 liang Cinnamon twigs、 3liang peony root， 2 liang licorice root， 3 

liang green ginger， and 12 jujube fn山./12) 

In the following paragraph， another constellation of symptoms carries the 

same name and is thus treated similarly: 

''A t'ai:JIang disease associated with headache， fever， sweating， and shivers. 

The Cinnamon Decoction takes charge of it." 13) 

That the“Cinnamon Decoction"桂枝湯 wasviewed as a cheng name is 

proven by the occurrance of exactly this wording桂枝証， twice later in the 

text 14). A second cheng name constructed in this way is the “Bupleurum 

Decoction勺柴胡.

Other explicit cheng names in the Shang-han lun (Kohei shokanron edition) are 
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level of theorizing， the Eight Rubrics， pa kang八綱 (outerjinner表裏，

repletionjvacancy実虚， hotjcold熱寒， and yinjyang陰陽) were used in 

various combinations to serve as labels for therapy to become directed. The 

sixfold yin-yang system used in the Shang-han lun was caIIed liu ching六経，

the Six Warps. The Nei-ching oriented commentators later interpreted this 

as being equivalent to the Six Tracts. The resuIt was that each of the six 

subdivisions was thought of somehow as a tract， and diseases of that very 

denomination were to use the tract in question to reach the inner parts of 

the body. Drugs curing the disease in question also utilized the same tract 

日
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Therapy always follows some kind of intellectual understanding of a disease. 

Medical understanding is called diagnosis， and you have it even in simple 

cures like bandaging a bleeding wound. When a disease is more complicated 

and its cause not visibly evident， a diagnostical process makes a choice of 

signs and symptoms creating a conception of a higher order. In the Shih chi 

史記 (Recordsof the Historian by Ssu-ma Ch'ien，司馬遷， second century 

B.C.) we read about the legendary p'ien Ch'ueh肩鵠 (inthis context Ch'in 

Yueh-jen秦越人， personal name maybe indicating lineage from some southern 

part of China). When resuscitating the Crown Prince of Kuo貌 thereis a 

statement that P'ien did not use any of the usual diagnostical methods: 

feeling the pulse (simple judgment of its digital impression， no speculative 
“organ pulses")， inspecting the facial colour， listening to the hue of the 

voice， examination of body form and outer appearance. This clearly shows 

an early version of th巴 ssu-chen四診， the Four Phases of Diagnosis: 肌 ng望

inspection phase (mainly tongue inspection， but also judging facial appea-

rance); wen聞 auditoryand olfactory perception phase;ωen問 interrogation

phase; and ch' ieh切 palpationof the pulse. 

The information gained through the diagnostical work-up was processed 

and labelled， using the important concept of cheng証 or謹， or' manifestation 

type of a disease. The Chinese character carries a basic meaning of ‘to 

testify' (Giles， 726)， and has come to mean ‘telling outward the actual 

dynamic condition of a disease'. It was rendered ‘Symptomenkomplex' by 

Otto Karow 11). 

Chinese medicine does not ordinarily treat a disease， cheng症 orping病，

but its type of manifestation. This is deduced diπerently according to the 

theoretical framework of the various medical traditions. The cheng証 IS a 

combination of a few signs and symptoms that are thought to be crucial as 

for the energetics being implicit in the disease. Different diseases may have 

the same type of manifestation (as a result of identical finds on the standard 

examination)， and they thus get the same treatment. In the Shang-han lun 

tradition signs and symptoms are organized into concepts that are readily 

aimed at by materia medica therapy. Indeed， the manifestation type is 

often denominated by the name of that indvidual drug prescription (fang 

方)being thought to affect the disease condition. Later， at a more advanced 
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wood) continuously changing into each other in a fixed order and concretely 

symbolizing the phase-like changes of any other thing into something next in 

order was invented most probably in the Yellow River cuItural area. 1t is 

noted already in the Hung Fan 洪範 chapterof the Classic of Documents， 

Shu ching書経， and is well known in the Tso ch'uan. 

Forke 8) has pointed out similarities between the Five Phases system and 

the entire Chinese correlative way of classification with the sympathies and 

antipathies of the elements in the medieval occult arts of Europe. Forke 

notes that the great mystic Agrippa von Nettesheim (1456-1535) in his 

work De occulta philosophia combined the Physics of Aristotle， the astronomy of 

Ptolemy， the New Platonism， and the Kabbala. His correlative thinking 

with thick ropes between macrocosm and microcosm inftuenced Paracelsus to 

base his cures on the sympathetic action of the elements. The paradox is， 

however， that Paracelsian medicine by no means was divorced from practical 

sick care and was a foreboding to the medical revolution starting in the 

sixteenth centuη人

1n the Nei-ching the Five Phases are， for example， used when classifying 

internal organs as well as those five acupuncture loci on each of the six 

tracts running distally to the elbows and knees， the shu・hsueh 命穴 orωu-

hsing-hsueh 五行穴， which in this manner become related to the internal 

organ of the same Phase. 

1n the original Shang-han lun傷寒論 (Treatise on Disorders Attributable 

to Cold Factors) according to Otsuka Keisetsu (1974， edition of Kohri 

shokanron康平傷寒論)10)， no traces of the Five Phases conception can be 

found. This work is allegedly written by Chang Chung-ching 張仲景， an 

o伍cialof Changsha， capital of the southern Ch'u楚 state，indicating its 

south巴rnorigin. The earliest parts of the Nei-ching appear to date from the 

third centuη，B.C. AIthough the Shang-han lun was put on paper some four 

hundred years later， the Five Phases do not appear to have reached th巴

southern Chinese cuItural area by that time. Some one hundred years later， 

ca. A.D. 300， Wang Shu寸10王叔和， in his comments on the first known 

Shang-han lun edition freely used Nei-ching concepts， including the Five Phases. 

By this mingling of frameworks， Wang contributed to the great edifice of 

catholic Chines巴 medicine.
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the Five orbi]， the Five Tones of voice， and the Five Coloursjof the facej 

[livid， red， yellow， white， and black] he can tell about life and death." 

“-By changes in the Nine Orifices [ears， eyes， nostrils， mouth， anus， 

and urethra] he will matchjthe fives noted abovej， and by the movements 

of the Nine Internal organs he will collate them. 

Commentator: The correct number of the internal organs is five. Also 

included here are the stomach， urinary bladder， large intestine， and small 

intestine."の

The Su-wen part of Huang-ti nei-ching貰帝内経素問 containsclear evidence 

of the parallelism between nature and man: 

“In nature there are the four seasons and the five phases. According 

to [the seasons of] birth， maturing， reaping， and storing， there arises cold， 

heat， dryness， wetness， and wind， [which correspond to the phases]. In 

man there are the fiv巴 viscera，which transforms the five ch'i to give rise 

to joy， anger， grief， melancholy， and fear." 7) 

The yin-yang dichotomy is universal in Chinese thinking. Forke (1925)め

has written an unsurpassed account of its growth from a simple naturalis-

tic denomination of the shady viz. the sunny side of a hill to a sophisticated 

system of binary grouping of metaphysically interrelated things and events. 

Ubiquitous in any medical theorizing， it is when need arises subdivided into 

three stages of yin and three stages of yang， i.e. a sixfold classificatory 

device. In acupuncture there is even a doubling of this system creating a 

twelve-fold numerology for the naming of tracts (ching・lo経絡). Numerology 

in China meant not only simple classi五cation: yang aspects of anything 

analyzed in yin-yang terms indeed belonged together somehow， they were 

brought in phase by the &ame “threads". Yin-yang is used extensively in 

various ways in the Huang-ti nei-ching medical tradition of the Yellow River 

region. In the southern tradition of Shang-han lun傷寒論 fromthe Yangtze 

River region， yin-yang is exclusively used in its sixfold ramification to 

denominate six stages of disease in terms of an external heteropathy's travel 

from the surface of the body to its interior. ‘Heteropathy'， hsieh邪， is the 

term used by Porkert 9) for those materialized forces that bring a harmonious 

healthy body into a state of disease. 

The concept of five substances or elements (fire， earth， metal， water， and 
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contains passages of medical interest. Bridgman (1955) 3) in his pioneering 

work on early Chinese medicine notes that in this text the practice of 

physicians had not yet become very separated from that of sorcerers. 

Anatomy was undeveloped， and mention is mad巴 only of the heart， the 

diaphragm， and the mediastinal fat pad. Neither the Five tsang蔵 northe fu 

府 organsarenoted. Feeling the pulse had not yet become an aid in diagnosis， 

and the character mo 脈 was vaguely used for blood vessels in general. 

Therapy consisted of medication by fermented beverages， infusions and 

decoctions with drastic effects. Sharp stones were used for incising abscesses. 

Acupuncture and moxibustion seem not to have been known in the Tso 

chuan， inspite of a statement to the contrary in a modern Chinese textの.

The Chinese yearning for symbolic correlations and numerological classifi-

cation can be seen in early documents. The Tso chuan reads: 

“…There are six heavenly influences気， which desend and produce the 

five tastes味， go forth in the five colours色， and ar巴 verifiedin the five 

notes声， but when they are in excess淫， they produce the six diseases 

疾 Those6 influences are denominated by the yin， the yang， wind 風，

raln雨， obscurity晦， and brightness明 Intheir separation， they form 

the four seasons; in their order th巴yform the five [elementary] terms節.

When any of them is in excess， there ensues calamity苔 An excess of 

the yin leads to diseases of cold寒疾;of the yang， to diseases of heat熱

疾;of wind to diseases of the extremities末疾;of rain， to diseases of the 

belly腹疾;of obscurity， to diseases of delusion 惑疾;of brightness， to 

diseases of the mind心疾…"の

The Rites of Chou， Chou li，周礼， states: 

“・・・Doctorof maladies: He manages and cures the maladies and diseases 

of the Myriad people. The four seasons have their own gri巴vous illnesses. 

Spring has excessive thirst and maladies of the head. Summer has sores 

and itching disorders. Autumn has recurrent fevers and disorders attribu-

table to cold. Winter has coughs and diseases of ch'ijbreath rising upward. 

一jThedoctor of maladiesj makes use of the Five Tastes [sour， bitter， 

sweat， acrid， and salt] ， the Five Grains [wheat， beans， panicled millet， 

hemp， and millet]， and the Five Drugs [herbs， trees， insects， stones， and 

grains] in curing diseases. By the Five ch'i [ch'ijenergy specific to each of 
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ethical conscience. How could it b巴 otherwise? When trying to grasp the 

scientific tradition of East Asia one has consequently to be versed in the 

general mode of thinking of the East， in its humanistic as well as its natural 

philosophy， and in history. Since science in traditional East Asia did use 

reality testing of hypotheses in a way differing from our present， it should 

properly be called pre・modern. Caution is advisable when trying to transplant 

traditional ideas into a modern context. All too 0仇en a device or cure 

“works" in its original setting， but falls short when its bonds to the reality 

on which it interacted are severed. 

Some general ideas have been regarded as axiomatic by the Chinese in all 

pre・moderneras， and by the ]apanese from their first acquaintance with 

China up to the seventeenth centuηr. First， there exists an irresistible urge 

for numerological classification and correlative thinking. Things belong 

together， and they do so in groups of 2， 3， 5， 6， 8， 12， etc 1) The things 

thus grouped are thought of as a harmonious entity， the dynamism of which 

is governed by superiorly placed structures. Second， there is no clear limit 

between natural laws and human laws， between Nature and human society， 

between events caused by nature and those caused by man. Human society 

was thought of as having been invented by Nature， or at least by the Early 

Sage kings (Maruyama， 1940~1944) 2). All events in universe-physical or 

psychical-are interrelated or “in phase". The laws or threads governing 

the phase-keeping were value-free， non-religious links between macrocosm 

and microcosm. Events out of phase with each other bring calarnity or 

disease， and they become the objects of man-induced intervention in order 

to restore harmony. 

The assertion of non-interdependent areas in life-the separation of 

moralism from science， human actions and politics-was never made in 

China. The ]apanese， having a cultural identity of their own and mettle to 

question Chinese concepts， were the first modernizers in the Chinese cultural 

area. Initiators were the School of Ancient Learning (kogakuha古学派) of 

Tokugawa ]apan with Ogyu Sorai荻生狙係 asits most popular advocate. 

Part 11 

The Tso chuan 左伝 Commentary on the Spring and Autumn Annals 
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Empiricism and Speculation in Traditional 

East Asian Medicine* 

HANS AGREN*・ド

Part 1 

Scientific progress starts by observation. A hypothesis is then made which 

is tested on what can be seen actuaIly happens in reality. The hypothesis 

may be an intuitively felt idea that fits into a preconceived system of 

reference， but when regarded from outside the idea may weIl appear absurd. 

Reality testing， however， is an operation that varies qualitatively and 

quantitatively from one tradition to another， and forms the crucial diffi巴rence

between modern and pre-modern science. It was the c1early visible 

architecture of real human corpses that set off the explosion of anatomical 

knowledge in sixteenth centuη， Europe. Further， the ceIlular pathology 

deduced through the microscopes of Rokitansky and Virchow in Austria and 

Germany of the eighteen forties set a final blow to the surviving medieval 

ideas of body humours and diffuse boundaries between morals and body， as 

advocated by medical romanticists of the day. 

One least common denominator in modern science has been the growth of 

logical reality testing by observation and experiment， and the development of 

hypotheses into commonly accepted theories through a ping-pong interaction 

between empiricism and speculation. The movement might be infinitesimaIly 

smaIl， but it is there. According to individual preferences， some tend to 

dislike one or the other. The process is unimpeachable no doubt， and any 

deviation from it is refuted by today's world community of science. 

A scientist does not work in an inteIlectual or a cultural void. His way of 

thinking is deeply influenced by his education， his sets of values， and his 

* This paper was presented at The First International Symposium on the 

Comparative History of Medicine，-East and v¥'est， Susono-shi， Japan， October 
22-29， 1976. 

料 Departmentof Psychiatry， University Hospital， Uppsala-Sweden 
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Disciples of the Ema School in Mie Prefecture 

.. Hiroshi KA YAHARA... ( 79 ) 

Seian TATEBE as a Medical Doctor...………Shouichi YAMAGATA...( 80 ) 

On Medical Books owned by Hosuke TAGUTI， a Student 

of Ema-Kaubutudo …………………………Sosogu NAKAYAMA.・・(83 ) 

Coexistence of Orientalis with Occidentalism on Child 

Rearing in the “Ai-ikusadan" or a Nursery Book 

published in the Edo Era …………・・・……・・・…YasuakiFUKASE.一(85 ) 

On Adolph， Ypey， 1747~1820…………………………Goro ACHIWA...( 86 ) 

Meaning of the Word “Nature" in “It is Nature that 

cures Disease" ・・・………………………・・・……………SakaeMIKI...( 91 ) 

On the Medical Education in DOSHISHA Hospital 

…Yukio Shibata et al.... ( 93 ) 

Nurses in japan before World War II .……・・……YojiNAGATOYA...( 96 ) 

A History of Hospitals in London …・・・……………YoshimiOZAWA...( 97 ) 

A History of Urinalysis and Clinical Education 

…. Kisaku TERAHATA...( 98 ) 

Industrial Clinics in the Me討iEra...…・・・…………ToyohikoMIURA-..( 100) 

Old Obstetrical Instruments (Sanka-Rokki) preserved 

in Kanazawa Municipal Library ………Yoshikazu SUGITACHI...( 102) 

A Study on the Introduction of Ether Anaesthesia into 

England especially the first three days ……Akitomo MATSUKI... ( 104 ) 
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Norinaga MOTOORI ..........一…・・・….........HiroshiMORIYA...( 53 ) 

Studies on the History of School Health in the Taisho Era 

. Morikuni SUGIURA...( 54 ) 

On the Medical School Established by Saitama Prefecture and 

its Social Effects ...............…............Shinpachi NISHIKAWA...( 57 ) 

A historical Observation of Anti-tuberculosis Problems in Japan 

. Mitsuo NAGASAKA.. ( 59 ) 

An old Manuscript probably noted down by Ryoetsu HOSHINO 

-the Historγof Making Wooden Model of Human Bones 

and the Comparison with the“Kaitai・shinsho"一

..Masaru MATUNAGA...( 61 ) 

lJlustration of the CNS in the translated Gray's Anatomy 

. Kazushige NAKAMURA... ( 62 ) 

An Approach to the historical Study of Body Consciousness by 

multilingual Comparison IV. Body and special Recognition 

. Takuji MIWA... ( 64 ) 

Toyotane WADA's Library， Professor of Psychiatry in Osaka 

University ...一....・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・...ShunzoTAII et al.…( 66 ) 

Written Appointments of medical Affairs in Shizuoka Prefecture 

in the early Meiji Era.…・………… H ・H ・...ShigeakiTSUCHIYA...( 67 ) 

Achievements of Masayo OBA， the Founder of the medical co・

operative Association in Shimane PreCecture...…Hiroshi NAKAO..・(69 ) 

Sensai NAGA YO in the History of Bacteriology in J apan 

…Tsunesaburo FUJINO...( 70 ) 

Kuno IKUZAWA， the second Woman Doctor in Japan， 

and her Father.....................……・・ー …….Ichiro YOSHIDA.一(72 ) 

Mas勾iroTAKIUCHI in the Educational History of Techniques 

of Radiotherapeutics in Japan............….Masayoshi IMAICHI...( 73 ) 

Shinnohonkyo or Shinnohon~okyo， -a Contribution to the 

Reconstruction of “Honzokeishuchu" …...・ H ・..……ShunichiMII...( 74 ) 

A Note on the Medical Profession: College 01' Physicians 

. Soji KURIMOTO...( 76 ) 

On the “Goeki-shinpo" translated by Genkyo EMA...Hiroshi YASUI...( 77 ) 

Shoan HARA and his Family ………・・・……・・・・..YoshihiroTANABE...( 78 ) 
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The 78 th General Meeting of the Japan Society of Medical 

History 

Members' Presentations: 

On the footnotes of the“Ontleedkundige Tafelen." (2) 

…………・…………HisashiSAKAI... ( 28 ) 

Demonstration of Acupuncture Needles of the Edo 

and Meiji Eras.・・…・・・……・・・…・・・ ・・…・・‘…...KoichiTAKEUCHI...( 30 ) 

Fukuoka City has a long and brilliant history in terms of medical 

services and professions; Three hundred years since th巴 opening

of pediatric clinics by Dr. Ian Tsuda who was then a伍liatedto 

Chikuzen Dynasty. One hundred years since the installation of 

Kisshyo-ji Detached Hospital which was then， expanded as Fu-

kuoka Municipal Hospital for Infectious Diseases. 

……・ TakeshiOKUMURA... ( 32 ) 

A Historγof Anatomy in Niigata Prefecture in the 19 th Century 

….. Hiroshi KANBARA... ( 34 ) 

On the Mankintan， O.T.C. Drug in th巴 IseRoad....一HajimeSODA...( 36 ) 

A historical Note on the Mydriatica (Hyoscyamus)， which was 

introduced into ]apan by Dr. Philipp Franz Balthasar von 

Siebold (l796~ 1866) ……・・-…… 一………GiichiFUKUSHIMA...( 38 ) 

Prescriptions for Toothache in the Medicine of Ancient Times 

…. Kuninori HONMA...( 39 ) 

Ex-Libris pour les medecins francais…...・H ・..………ZensetsuOHYA... ( 41 ) 

On Leukorrehea as shown in the Old Medicine of ]apan 

…Hiromasa KURAKATA...( 44 ) 

The Medicine of Makashikan…・・・KidoSUGITA， Naomichi NAKATA...( 45 ) 

The State of Medical Doctors in Chinese Proverbs-viewed in the 

historical Light of Social Manners....一……NorikoYAMAMOTO...( 46 ) 

Statues and Portraits of Old Chinese Medical Saints in ]apan 

…Domei YAKAZU... ( 46 ) 

Shindo TSUBOI and his Son， Shinyu as the Court Physicians of 

the Hagi Clan...………… ..…-・・・・・…ー・・…・・・・.SukeichiTANAKA...( 51 ) 

Wakan-Hoanso-Iyakuten， or Chinese and ]apanese Herbs， by 
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ノイキノンの成介であるコヱンザイムQ，.(ー鍛名

ユピデカレノン}は，はじめ牛の心筋力、ち給品と

して分揮監され.その後.ヒトの心臓でも見出された。

CooleyとFo加問らは，心疾耳障において.細胞呼

吸に質事警な役割をもっコエンザイムQ同の活性低

下がみられたと報告している。ニの現象(:.，心
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12 : 00"-' 12 : 50 昼食，休憩

12 : 50"-' 13 : 00 記念写真撮影

13 : 00"-'13 : 30 総会 (第 1会場〉

13 : 30"-'14 : 10 会長講演 (第 1会場〉

わが国における結核症の変遷一近年を主と して

岡田 ↑専(愛知医大〉

14 : 10"-'14 : 50 特別講演 (第 1会場〉

m.濃川、|の関学史

14: 50 閉会の辞

青木一郎(大野町〉

日本医史学会理事長 小川鼎三

パス時刻表

・国鉄尾張一宮駅前発(名鉄一宮駅の隣〉

小網行 エーザイ前下車(会場まで徒歩で 10分〉

平日 9: 28. 日・祝日 8: 28， 9: 43 

川島行川島口下車(会場まで徒歩で20分〉

平日 8 : 23， 8: 43， 9: 13， 9: 58 

日・祝日 8 : 25， 8: 48， 9: 08， 9: 33， 9: 48 

・学会パス 〈国鉄尾張一宮駅前よりエーザイくすり資料館直通)21日， 22日両日

国鉄尾張一宮駅前発 9: 20 

タクシ一

一宮駅より 1，500円程度約20分

名古屋駅より 20キロメートノレ

岐阜駅より 13キロメートノレ

岐阜羽島駅(新幹線〉より 18キロメ ートノレ

岐阜羽島駅よりは大変不便なので新幹線御利用の方は名古屋にて下車されて，名鉄ま

たは国鉄にて一宮までお越し下さい.

( vi ) 



第 2日 5月22日(日〉

10 : 00"-'12 : 00 一般口演 (第 1会場〉

31. 江馬元恭著「五液診法」について 安井広(吉良町〉

32. 原松庵とその家系にっし、て 田辺賀啓(小浜市〉

33. 三重県下江馬家門人について(中開発表〉

茅原 弘(津市教育委員会〉

34.医学者としての建部清庵 山形倣ー(東北大〉

35. 江馬格物堂門人田口鳳介の所蔵医書について

中山 沃(岡山大〉

36. r愛育茶語」にみる東西の混桁 深瀬泰.ELC川崎市〉

37. Ypey， Adolph. (1747"-'1820)について一わが国でライデン

学統医学はいつ頃まで受容されたか一 阿知波五郎(京都市〉

38. r病を医するは自然であるJ，その「自然」について

三木栄(堺市〉

10 : 00"-'12 : 00 一般口演 (第2会場〉

39. 同志社病院を中心とした医療 ・医育制度

40. 戦前のわが国の看護婦

柴田幸雄(愛知医大〉

長門谷洋治〈日生病院)

41.病院の歴史〈イギリスの場合〉 小沢吉見(名古屋衛技短大〉

42. 尿検査の歴史と臨床教育 寺畑喜朔〈金沢医大〉

43. 明治時代の産業医局 三浦豊彦(労働科研〉

44. 金沢市立図書館所蔵の「産科六器」につレて

杉立義一(京都市)

45. エーテル麻酔のイギリスへの伝搬に関する一考察ーとくに

最初の 3日間にっし、てー 松木明知(弘前大〉

C v ) 



15. 長州藩医と しての坪井信道 ・信友父子 田中助一〈萩市〉

16. 本居宣長筆「和漢本草医薬典」について

守屋正(京都市)

13 : 00.......，16 : 30 一般口演 (第 2会場〉

17.大正期学校衛生史の研究 (2)最初の学校看護婦広瀬ます

杉浦守邦(山形大〉

18. 埼玉県立医学校とその社会的貢献 西川濃八(日本大学〉

19. わが国における結核対策の史的観察 永坂三夫(更生病院)

20. 星野良悦の手記かと考えられる古文書一木骨製作の由来お

よび解体新書批判の記載一 松永勝(福山市〉

21.虞列伊氏解剖訓蒙図にみられる中枢神経系の記載

中村和成(島根医大〉

22.比較語学的方法による身体意識史検討の試み (4)一身体と

空間認識 三輪卓爾(富国生命〉

23. 大阪大学初代精神科教授和田豊種博士の蔵書について

泰井俊三〈尼崎市)・内藤正章 〈大阪市)

24.明治初期静岡県医事に関する辞令 土屋重朗(清水市〉

25. 大庭政世の事績一島根県の産業組合医療事業の創設者

中尾 鉱(島根医科大〉

26. 日本細菌学史の中の長与専斎 藤野恒三郎(大阪大〉

27. 日本女医第2号生沢久乃女史とその父

吉田一郎〈深谷市〉

28. 日本医学放射線技術教育史上の滝内政治郎

今市正義(徳島市〉

29. メディカル ・プロフェション :コレジ ・オプ ・フイジシャ

ンズ ・オブ ・ロンドンの例 栗本宗治(大阪医大〉

30.神農本経か神農本草経かー 『本草経集注』復原への 1つの

寄与一 三井駿一(国立大阪商病院〉

17: 00.......，19 : 00 懇親会。

( iv ) 



第 1日 5月21日 (土〉

10: 00 開会の辞 第78回通常総会会長岡田博

10 : 05""10 : 50 一般口演 〈第 1会場〉

1. ¥，、わゆるターへル ・アナトミアの脚注について〈その 2)

酒井恒(名古屋大〉

2. 江戸 ・明治初期の誠器具の解説と展示

3. 半田地域にみる幕末の村方医師

10 : 50""12 : 00 特別講演 〈第 1会場〉

1. 内藤記念くすり博物館について

1 我が国の薬師信仰

12 : 00"" 13 : 00 理事評議員会，昼食，休憩

13 : 00""16 : 30 一般口演 〈第 1会場〉

竹内孝一(豊橋市)

茶谷悟郎(半回市〕

青木先夫〈エーザイ〉

中沢修(岡崎市〉

4.筑前国藩医津田意安によって小児科を開業して 300年。 ま

た， 福岡市立伝染病院(荒津病院〉の発祥母体となった吉祥寺避

病院が設立されて 100年を迎えた福岡市

奥村 武〈福岡市立西新病院〉

5. 19世紀の新潟県の剖検事績 蒲原 宏(新潟県立ガンセンター)

6.伊勢路の売薬一万金丹考一 宗田一(大阪大学〉

7. 日本散瞳薬伝来史補考ーヒヨス Hyoscyamusについて一

福島義一(徳島市〉

8. 古書にみられる歯痛薬について 本間邦則(日本歯大〉

9. フランス医人の蔵書票 大矢全節(国立京都病院)

10. 中国古代医学における医療過誤 家本誠一(横浜市〕

11.古代医学における帯下について 蔵方宏昌(昭和大〉

12. 摩詞止観の医学 杉田揮道(横浜市大〉 ・中田直道〈鶴見大〉

13. 中国の諺を通じての医者像一社会風俗史的考察一

山本徳子 (大阪大〉

14. 日本における中国古代医聖の画像刻像について

矢数道明〈東京医大)

( iii ) 



日程表

第 1日 (5月21日〉

10: 00 開会の辞 〈第 1会場〉

10: 05 一般口演 ( 1~3 ) (第 1会場〉

10: 50 特別講演(I， ll) (第 1会場〉

12 : 00 理事評議員会，昼食，休憩

13 : 00~16 : 30 一般口演 第 1会場 (4~17席〉

第 2 会場(18~30席〉

17 : 00~19 : 00 懇親会

第2日 (5月22日〉

10: 00 一般口演 第 1 会場 (31~38席〉

第 2 会場 (39~45席〉

12 : 00 昼食，休憩

12 : 50 記念写真撮影

13 : 00 総会 〈第 l会場〉

13: 30 会長講演 (第 1会場〉

14: 10 特別講演(18.) (第 1会場〉

14: 50 閉会の辞 (第 1会場〉

参会の皆様に

内藤記念くすり資料館を見学する時聞は特に予定してありません。しかし，

青木允夫館長のご好意により， 臨時見学していただけるように準備されてお

ります。この機会にじゅうぶんにご覧くださし、。

また，一般口演の会場は， 2会場になっておりますので，ご注意くださし、。

一般口演のかたがたに

1. 口演時聞は 1題10分，追加および討論の時聞は 1題 5分以内といたしま

す。場処の関係もあり各自，口演時聞を厳守して頂くことをお願いします。

2. スライドプロジェグター (35mmライカ版用〉 を， 各会場に 2台用意

いたします。

3. スライド受付は，特に設けませんので，各自，スライドプロジェクター

の係りまでご持参ください。

( ii ) 



j第 78回日本医史学会通常総会 ;

フ。ロク'ラム

会期 昭和 52年 5 月 21日(土〉

同 5 月 22日 (日〉

会 場内藤記念 くすり博物館

干 483 岐阜県羽島郡川島町 エーザイ

川島工圏内 電話 058689-3111

会長 毒事主宰tg諜岡田 博



高脂質血症-動脈硬化症

ョー，、，，~~~孟d
シンフィフラー 卜

9，1::>-入

原 体 は 結 晶性の粉末，無昧 罪者臭一一一一

服用しやすいカプセルと叡です。

〈特長〉

・血，胃コレステロール.中性脂肪， βーリポ蛋白など.

血清脂質像在改善します。

・組織内のコレステローJレ，中性脂肪をI曽加させるこ

となく，血中のそれらを低下させます。

・耐糖能に好影響を与えます。

・原体(J結品性の粉末で，製剤|は無日未 ・無臭のため

服用しやすし、。〈ケyプなどの不快な症状かあリません〉

〈適応定〉

下記諸定に伴う高脂血定の改善

動脈硬化f歪.脳動脈硬化症，冠動脈硬化症.高血圧定.

糖尿病

〈用法 ・用量〉

カプセル剤.通常 1日3-6カプセル(シンフィフラート

0.75-1.59)を3回に分けて食後投与する。

なお.年齢 症状によ り適宜I曽滅する。

倣 商IJ 通常1日1.5-3.0g(シンフィブラー ト0.75-

1.59)を3固に分けて食後投与する。

なお.年齢 ・症状により適宜I曽滅する。

使用上の注意y

1)本剤は抗凝血薬と併用しないこと。

2)本剤の投与により .GOT. GPTなどの血清 トランス

7'ミナーセ値の上昇力、あらわれること力、あるので慎

重に投与すること。

3)本高IJの投与により ー ときに食欲不!!lii.DIl!気.腹部肱，

満!惑.下痢等の白勝(;f_状かあらわれることがある。

4)本部|の投与により.ときに皮膚発赤があらわれるこ

とかあるので，このような場合には投与を中止する

こと。

(i主意〉

1)散剤は特殊被股を悔しであるため.白血剤時強く混和する

と‘被服力、砿れる恐れかめる。従って』酎l時強<~f:.和し

主し、こと。

2)湿気をさけ保存すること(散削のみ)。

〈包装〉

カプセル(250mg): (lit~IJ コード Y-CL251 

6X100. 6X250. 1500. 6X1000 

散(50"/0に 1009.500g 

⑥吉宮製薬…社
大幅市東区平軒町3丁目35轟地

〈健保適用〉

610-86 
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